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観　　察　　表　　困　　次

S F37

1号墳

47号墳
S X42

S X44

S X46

S X52

S X53

SX54

SI92

SI96

SI97

20D，SKOI
SA Ol◎02

1

1

3

4

4

4

4

5

5

6

6

6

7

8

遺構外出土遺物（53年度fl地区）8
62号墳

67号墳
S X55

S X57

S X63

S X65

SI91

SI93

SI94

SI95

SI98

SIlll

SIll2

火葬墓群

S F O2

S F O3

S F O4

S F O5

S F O6

S F O7

S F O8

S F O9

S FlO

S Fll

S F12

S F13

S F14

S F15

S F16

S F17

S F18

S F19

S F20

S F21

S F22

S F23

S F26

S F27

S F31

10

11

11

11

11

12

12

13

14

15

17

17

18

図

SIl13

SI114

SIl15

SI116

SI117

SIl18

SIl19

S．I120

20E　◎S K O1

20F◎　SK O3

1号墳周辺地区南側斜面
f2地区
fl地区出土弥生土器
fl地区出土初期須恵器

fl地区出土須恵器
5号墳
71号墳
75号墳

76号墳
77号墳
SX68

S X70
SI121
SI122

21

27

30

31

32

39

42

42

44

44

46

47

48

54

59

62

63

64

65

65

66

67

67

69

11I，SKlO◎11　　　　　　75

SI123　　　　　　　　　　　　76

SI124　　　　　　　　　　　　80

SI125　　　　　　　　　　　　82

10H◎　S K OI

SI126

SI127

SI129

SI134

SI130

11J　◎P36

SI131

SI132

SI133

10J⑳SK O2

SI135

SI136，137

SI138

S王139

SI140

SB29

S B30

S B40

SA Ol　◎　02

S D O「～09

11H⑳11I板石集石遺構
11I　⑳　SK Ol

llI　◎　S K20

10H　◎S K O5

11H◎　SK OI

S E O6

石囲い遺構

版　　　図　　　次
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1

1

1

1

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

2

4

4

5

5

5

5

5

5

S F35

S F36

S F37

S F39

S F41

S F42

S F43

S F44

S F45

S F48

1号墳

47号墳
S X41

S X42

S X43

S X44

SX45

SX46

S X48

S X49

S X50

SX51

S X52

SX53

SX54

石蓋土堵

6

6

6，20

6

7

7

6

6，　7

7

8

8～10，19～21

10

11

11，22

12

12

13

13

13，14

14

14，15

15

15，16，21

16，17

17

22

22

23

17

且

SI92

SI96

SI97

S B38

S B39

19D◎　S K O1

20D◎　SK OI

SA Ol　◎　02

遺構外出土遺物
S F71

S F72

62号墳

64号墳

67号墳
SX40

S X55

S X56

S X57

S X63

S X65

S X66

SI91

SI93

SI94

SI95

SI98

18

18

18

24

24

25

25

27

27，37

27

83

84

89

98

100

101

102

102

105

109

112

113

114

114

120

121

122

122

122

127

127

127

128

128

128

130

131

131

23

23

23

18

18

19

19

23

23

24

24

37

25

37

26

26

26

37

38

38

28，38

28，38

28，38

38，39

29，39



SI99

SIlll

SIl12

SIl13

SIl14

SIl15

SIl16

SIl17

SIl18

SIl19

SI120

S B22

S B23

S B24

S B25

S B26

S B27

S B28

20E◎　S K O1

20F　◎　S K O3

21E◎　SK O3

南側斜面
浜井戸
f2地区

29

30，39，40

30，41

30，42

31，43

31，44

31，45

32

32．46

34

35

35，36，47

36

遺構通し番号

29

39

41

42

43

44

31

45

46

46

47

32

32

33

33

33

33

34

34

47

47

48

36

48

fl地区弥生土器
fl地区初期須恵器　　48
fl地区須恵器

g地区調査地区
5号墳
71号墳

75号墳
76号墳
77号墳
78号墳
SX68

S X69
S X70

53

54～56

49

51

51

52

54

54

68

56

57

48

50

50

67

68

68

68

68

69

57

69

58

58

SI121　　　　　　58，69，70

SI122　　　　　　59，70～72

SI123　　　　　　59，72，73

SI124　　　　　　　　59，73

SI125　　　　　　　　　59，73

SI126　　　　　　　60，74、75

SI127

SI129

SI130

SI131

SI132

60，75～77

60，77

60，77

61，77，78

6工　78

SI133

SI134

SI135

SI136

SI137

SI138

SI139

SI140

S B29

S B30

S B40

61 78

61

62

79

62

63

63，64，80，

S A Ol　◎　02

S D Ol～05

SD8　◎　9

11H◎11I板石集石遺構
10H◎　SK Ol

lOJ◎　SK O2

10J⑳　SK Ol

llI　◎　S K20

10H◎　SK O5

11H◎　S K OI

S E O6

石囲い遺構
土器片集積遺構

遺　物　説　明　衷　鳳例

64

73

61

66，81

66

66

79

60

79

79

62

80

80

80

63

63

81

64

64

65

65

74

79

65

65

82

82

66

82

67

形　態　の　特　徴 成形手法の特徴 備　　　　　 考

遣物番号

挿図番号

S E　帽2

P o　 3

24 1

壷。 口縁部 ⑳胴 中央 部欠損 。複合 頚 部 内外 面槙 にナ デる。外面 胴 外 面褐色 。 スス付着。 内面赤

口縁 、屈 曲部 の稜 はやや鋭 さに欠 部 ナ デ る。 内面胴 部 上半 右方 向 褐 色。 細砂粒 を含 む。胴 部最

ける。頚部 は短 く， 肩 はやや張 り， の削 り。底 部削 り。 大径 2 7．5 C珊

胴部 は倒卵形 と思 われ る。 （旧 11 I ◎ S I O 3 ，249 2）

F　　 5 釣針 。針先先端 部欠損 。棒 状部 は 最大径 0 ，3 C珊 挿 図 24 5

断面 方形。 （旧 11 I ◎S I O3，25 24 ）

注1　備考欄には，色調◎胎土◎口径⑳胴部最大径◎脚径◎底径◎器高を言）内には旧番号を記載した。

胎土については，細砂粒とは砂粒が2閻以内で均一な状態に，小砂粒とは大きさが細砂粒以上で均

一な状態に，砂粒とは含まれる砂粒の大きさが不均一な状態に区別した。

注2　鉄◎玉◎石◎銅◎土◎木製品⑳古銭◎鏡については，形態の特徴に遺物名を，成形手法の特徴に長

さ，厚さ，最大幅，最大径，特徴を，備考欄に挿図番号言）内に旧番号を記載した。

（2）



S F37

C　 l 開元通宝 径2．55C硯，遺存状態良好。 挿図39

C　　2 景徳元宝 径2．6cm 挿図：39

P o　l 高塀。外方へのびる塊状の杯部と

′」・？　　、

外面杯部パケ後槙ナデ。脚部ハ 内外面明褐色。細砂粒を含転

50
「ハ」の子状に開く脚部からなる ケ後ナデ。内面杯部縦へラ磨き 口径17．0，脚径9．5，器高
口縁端部カット後丸く終る。杯部 後右から左，左から右方向のへ 12．2C珊
と脚部の接合部に1条の沈線がめ ラ磨きが暗文状に残る。柱状部 （旧SX OL 土器枕）
ぐる。 絞り，裾部パケ目。

Po　2 高塀。椀状の杯部と「ハ」の字に

’＞

外面杯部パケ後ナデ。脚部面取 内外面明褐色。細砂粒を含む。

50
開く脚部からなる。口縁端部カッ り後パケ，その後ナデ。内面杯 口径15．7，脚径9＿8 ，器高
ト。口縁部は口縁端部で肥厚する 部横へラ磨き。柱状部絞り，裾 12．lc珊
師部と脚部の痩合部にl条の沈線

がめぐる。

部パケ目。 （旧S X Ol，土器枕）

＼．′

Po　3 高塚。碗状の杯部と短かい柱状部

こき

外面琢部粗い縦パケ後一部ナデ 内外面明褐色。細砂粒を含む

50

から「ハ」の字に開く裾部からな 脚部パケ後ナデ。内面琢部右か 口径14．1，脚径9．5，器高
る脚部。口縁端部カット。杯部と ら左上方向，右上から左下方向 10．8C珊
脚部の接合部に1条の沈線がめぐ の横へラ磨き，柱状部絞り，裾 （旧S X Ol，土器枕）

る。 部パケ後一部ナデ。

Po　4 小型丸底壷。口縁部外方へ大きく 外面口縁，頚部粗いへラ磨き， 内外面茶褐色。小砂粒をわず

50
開く。胴部に比べ頚部は広い。最 胴部へラ削り後ナデ。内面口縁 かに含む。口径11．7，器高7．7
大径は日録部にある。胴部は浅い。部へラ磨き，胴部ナデ。 cm （旧1号境，主体部掘方内）

Po　5 聾。口縁部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面槙ナデ。．外面パケ 内外南淡黄褐色。外面肩部以

50
曲部稜は横につまみだす。眉は良 目，肩部はナデ消す。内面上位 下スス付着。胎土精良，砂粒

く張り，底部につづく。肩部にへ 右方向の，下位上方向のへラ削 含む。口径15．6，胴部最大径
ラ状工具による「ノ」の字文が巡 り。 19．7cm （旧甘号墳◎第1主

る。 体部北西掘り方内）

Po　6

53

須恵器蓋。口縁部はほぼ垂直に下 外面天井部2／3回転へラ削り。．

り，端部でわずかに外反し，端部 他は横ナデ調整。つまみは貼り

は内偵する凹面を持ち，鋭い。稜

は比較的短く，にぷい。天井部は

比較的高く，丸みを持つ。中央部

には基部の太い凸状のつまみを持

つ。天井部外面は重ね焼きの跡が

残る。

付け。

内外面淡青灰色。小砂粒を含
む。口径12．5，器高5．2C珊。

P o　 7 須 恵 器 蓋 。 目 線 部 は や や 内 攣 気 味

ヽヽ

外 面 天 井 部 5／ 6 回 転 へ ラ削 り， 内外 面 淡 青 灰 色 。 小 砂 粒 を 含

5 3
に 下 り， 端 部 で わ ず か に外 反 し， 他 は横 ナ デ。 つ ま み は 貼 り付 む 。 口 径 1 2．6， 器 高 5 ．3 C硯。

端 部 は 内傾 す る凹 面 を 成 す 。 稜 は

短 く， や や に ぷ い。 天 井 部 は 比 較

的 高 く， 丸 み を 持 っ 。 中 央 部 に は

基 部 の 太 い 凸 状 の つ ま み を 持 つ 。

け。

P o　 8

5 3

須 恵 器 蓋 。 口縁 部 は ほ ぼ 垂 直 に 下 外 面 天 井 部 1／ 3 回転 へ ラ削 り， 外 面 淡 青 灰 色 ， 一 部 に灰 色 の

った 後 外 傾 す る。 端 部 は 内 偵 す る 他 は 内 外 面 横 ナ デ， つ ま み は 貼 自然 袖 が か か ・る。 内 面 青 灰
に ぷ い 凹 面 を な す 。 天 井 部 は比 較 り付 け。 色 。 小 砂 粒 を 含 む 。

的 丸 く， 天 井 部 中央 に基 部 の 太 い 口 径 ・12 ．2 ， 器 高 6．5 C盈
扇 平 な 上面 凹 状 の つ ま み を 有 す る。

天 井 部 と の境 で 稜 線 を 成 す が ， 稜

線 は に ぷ い。

－1－



P o　 9

由

須恵器高塀。堺部 のたち 上りはわ 外面杯部 3／5 回転へラ削 り，他 内外面淡青灰色。小砂粒を含

ずかに内傾 してのび端部はわずか は横ナデ調整。脚部 9／10 カキ 目 む。口径 10．8， 脚径 9．2 ，

に外傾 し，端部は内傾する凹線を 調整。他はナデ調整。弥部 と脚 器高 9．6 C椚

持 っ。受部は横方向にのび，端部

は鈍い。底部は丸味を持つ。脚部

は杯部 と9 00　の角度をもち 下外方

に下り，端部近くで水平 な段を持

ち，内湾 しておわる。脚部 3 方 向

に台形のスカシを刻 む。

部は貼 りつけによる。

P o lO

53

須 恵 器高塀。杯部のたち上りはわ 外面師部 l／2 回転へラ削 り。他 内外面淡青灰色。小砂粒を含

ずかに内傾 してのび，端部でわず は榛ナデ調整。脚部 7／10カキ目 む。 口径 1 1．3， 脚 径 9．9 ，

かに外反 し，端部は内傾する平面 調整。他は横ナデ調整。琢部 と 器高 9．9 C7花

を持つ。受部 は横方向にのび∴端

部はにぷい。底部は丸味を持つ。

脚部は琢部 と90 0 の角度をなして

下外方 に下り，端部近 くで水平な

段を持ち，垂直に終わる。脚部 3

方 向に台形のスカシを刻む。

脚部は貼 りつけによる。

P o ll

53

須恵 器高塚。輝部のたち上りはわ 外面師部3／5 回転へラ削 り，他 内外面淡青灰色。小砂粒を含

ずかに内傾 してのび，外攣 してい は横ナデ調整。脚部 9／10　カキ む。口径仕 4， ‥脚 径 8．8 ，

る。端部は内傾 した凹面を持ち鋭 目調整。他は横 ナデ調整。師部 器高 10．2 cm

い。受部は斜め外方にのび，端部

はにぷい。底部は丸味を持つ。脚

部は師部 と9 00　の角度をな して F

外方にのび，端部近くで水平な段

を もち内攣 しなが ら終る。脚部 3

方 向に台形のスカシを刻む。

と脚部は貼 りつけによる。

P o 12

53

須恵器高塀。師部のたち上りは内 外面杯部7／10回 転へ ラ削り，他 内外面淡青灰色。小砂粒を含

傾 してのび，端部は丸い。受部は は横ナデ調整。杯部 と脚部は貼 む。 口径 1 1・0， 脚径‾9言㌦

横方向にのび端部はにぷい。底部

は丸味を持つ。脚部 は杯部 と900

の角 度をなして下外方に下り，端

部近 くで 2．つの段を持ち，内傾 し

て終わる。脚部．3方 向に台形のス

カシを刻む。

りつけによる。 器高 9．9 cm

P o 13

53

須恵 器有蓋高塀。杯部のたち上り 外面杯部 l／2 回転へラ削 り，他 内外面暗肯灰色。胎土粗。小

はわずかに内傾 してのび，端部は は横ナデ調整。 砂粒を含む。 口径 10つ （推

内偵する凹線を もつ。受部は横方

向にのび，端部はにぷい。底部は

丸味をもつ。

定） C甥 （スエ土器群 14）

P o 14

53

須恵器蓋杯蓋。やや浅い塊状の蓋 天井部外面へラ削 り後ナデ。内 内外面青灰色，外面 自然粕熔

口縁端部は丸 い。 外面横ナデ。底部内面仕 上げナ 着。蓋外面 に「十」に漆付塗。

デ。 もう 1 ヶ所対にある？胎土密。

小砂粒含む。焼成良。

口径 12つ ，器高 4．l c刑。

（旧 1 号墳周港内）

P o 15

53

須 恵器蓋杯身。 たちあがりは内偵 内外面榛ナデ。底部内面中央部 内外面青灰色。杯部外面 2 ケ

し，非常に低い。受部はやや上向 仕 上げナデ。杯部外面 1／2 へ ラ 所 に 「十」 に漆付塗。胎土密

きに外方向へのびる。浅い。 削 り，底部外面へ ラおこし的ケ 砂粒含む。焼成良。口径 llt2，

ズ リ。 器高 3．7 cm

（旧 1 号墳周構内）

－2－



P o 16

53

饗。 口縁部直立す る複合 □縁，口 口縁，頸部構ナデ。口縁端部つ 外面暗灰褐色，内面茶褐色。

・縁端部カット後ナデのため凹線状 まみあげる。外面肩部埠にナデ 赤色顔料を収納 していたか ？

にくぼむ。口縁端部は肥厚す る。 る。胴部斜めパケ目をナデ消す 砂粒を含む。口径 15．3cm （推
屈曲部の稜 はやや鋭 い。肩 は張 内面肩部横にナデ る。胴部 上位 定） （旧 S X O l ◎墳 丘 C 区，
る。縦長の胴部につづ くと思われ 右方向の，下位左 上方向のへ ラ 13 6 ）

る。 判 り。

P o 17

53

高塀杯部。 目線部外方に開 く浅 い 口縁部内外面構ナデ。外面底部 外面赤褐色，赤色顔料塗彩。

杯部。器壁厚 い。目線端部カット 放射状のパケ目後ナデ消す。内 内面黄褐色。胎土精良。口径

後ナデのためやや丸 く終わる。 面構 ナデの後埠へ ラ磨き後やや 17．4 C7乃（旧 S X O l ⑳墳丘 C

斜 めの放射状のへ ラ磨 きを 2 段

にわけて施す。

区， 13 9）

P o 18

53

高塚師部。口縁部外方 に開 く浅い 口稼部内外面横ナデ。外面底部 内外面黄褐色。内面一部赤褐

師部。器壁厚い。口縁端部カ ット ナデ。玩 面積パケが残る。底部 色，赤色顔料塗彩。胎土精良。

後ナデのため丸 く終わる。 は放射状のへラ磨 き。 口径 18．7 C胱 （旧 S X O l ◎墳

丘 C 区， 139）

P o 19

53

須 恵器高塚。杯部のたち 上りは内 外面師部 年も回転へラ削 り。他 内外面淡青灰色。小砂粒を含

傾 してのび，端部は丸い。受部は は虜ナデ調整。琢部と脚部 は貼 む。口径＿10．8 ，脚部 10．㌦

斜め 上方 にのび，端部 はややにぷ

い。底部は丸味を持つ。脚部は杯

部 と90 0 の角 度をなして下方 に大

きく反 りなが ら下り，端部近 くで

段 を成す。

りつけによる。 器高 9．3 C椚 （旧 1 号墳 B 区）

P o　20

5 3

。 口縁部は外反 してのび， 中位 目線部内外面ナデ。‘胴部外面不 内外面青灰色。 口径 7．5 ， 胴

に 1 条 の凸線を持ち， さらに外反 定方向のナデ，内面ナデ。 部最大径 1 0．7，器高 1 1．9 cm

して端部に至る。肩部は張 り，体

部は扁平であ る。 口縁部の凸線 下

に 1 条10本 の波状文，胴部最大径

付近に円孔スカシを持つ。

（旧 19 D ）

F　 l

付 図 2

鉄刀。刀身部のまわりには鞘 と思 全長 10 1．2 ，身部長不明，身幅 （旧 1 号填。第 1 埋葬施設）

われる木質が残りそのまわりを組 3．7 C撒，身の断面 は薄い菱形で

紐帯でつつむ。一部紐帯下に布が 厚さ 1．5 cm ぐらいと思われる。

残 る。鞘は 2 枚の板を合わせ，先 柄は長 さ16．8， 幅 2．3 ，厚 さ

端部を凹型の木わ くで止める。柄

部に も木質， さらに上に紐あるい

は布が残 る。

0，9 cm 弱。

S　 l

53

石 釧。淡緑の碧玉製。正円を程す 外表中ほど付近に弱い沈線が l 外径 8．2 ， 内径 5．6 ，　 高 さ

ると思われる。一方の側は平坦， 本巡 り，その上部分に放射状の 2．6 ， 厚さ 1．0 cm

他 の側は尖 り気味。平坦面の内径

の方が後者の内径より 5．5 耶椚ほど

大きい。

沈線が刻み こまれる。 （旧 19 C ， 151 ）

W　 l

5 0

竪 櫛。歯の部分を欠 く。 幅 1．2 ，高さ 1．3 ， 横糸幅 0．5 全 体黒色を呈 し，ほぼ全面に′

C撒， ヒゴ数 6 本 朱が付着。

（旧 1号 壇。主体部）

滞号墳（S〕「膵）

P o　 l

55

須 恵 器壷。 頸部 か ら上を欠 く。 胴 マ キアゲ， ミズ ビキ成 形。 内外 内外面責 灰色。 底部 外面灰 色

部 はや や扁平 な球 で， 胴部中央 に 面ナ デ調 整。

l

砂 粒を含 む。胴 部最 大径 14．9

最 大径 を持 つ。 C椚 （旧20 E ， 18 69）
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S）こ42

Po　l

58

賓。口縁部短い複合口縁。口縁端 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡黄褐色。外面肩部以
部は肥厚し内側に面をもつ。器壁 ナデ；以下パケ目を施し，底部 下スス付着。砂粒含む。口径
厚い。 付近ナデ消す。内面頚部ナデ以 11．2，器高17．5C撒

下上位右方向，下位左方向へラ

削り，底部付近指オサエ痕あ
り。

（旧1号墳◎　SX O2付近）

Po　2

58

饗。ロ縁部短く直立する複合口縁 目線部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡赤褐色，一部黄褐色
屈曲部の稜は退化気味でわずかに パケ目ナデ消し，以下上位右下 黒色部分あり。砂粒を含むニ

稜を残す。肩部は張り気味で球形，方向の，下位右上方向のパケ目 口径13．6 （推定）C珊（旧S X
に近い胴部につづく。全体に器壁 内面肩部ナデ，以下上位右から 02付近）

は厚い。 右上方向の，下位左上方向のへ

ラ削り。

Po　3

58

聾。口縁部直立する退化気味の複 口縁，頸部内外面横ナデ。外面 内外面淡灰褐色，外面一部赤

合口縁。口縁端部外側に肥厚し， 肩部横にナデ，以下パケ目調整。栂色（赤色顔料塗彩）。砂粒

端面凹線状にくぼむ。屈曲部の稜 内面肩部横にナデ，胴部上位指 を含む。口径15．3C珊（推定）
はやや丸味をおびる。肩部は良く オサエ後一癖横にナデ，絞り目 （旧S X O2東）

張る。器壁は厚い。 残り，下位右上方向のへラ削り。

P o l

60

壷。外反する長い「く」の字状の 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面茶褐色。外面スス付着。

口縁をもつ。肩部は良く張り，胴 縦パケ目，頸部付近ナデ消す。 砂粒を含む。口径10．2，胴部

部は球形を呈すると思われる。器 胴部横パケ目，下位斜めパケ目 最大径14．8C盈（旧古墳A 区′◎

壁は厚い。 を施す。内面頚，肩部ナデ，以

下左方向のへラ削り。

S X O4東側付近出土）

Po　l

63

賓。目線部の稜がわずかに残る複 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗黄褐色，スス付着。内

合口縁，口縁端部は平坦面を作る。縦パケ，以下横パケを施す。内 面淡黄褐色。砂粒多い。口径

肩部はなだらか。 面頸部横にナデる。以下やや右 16．2cm

上方向のへラ削り。 （旧S X O6，土器群）

Po　l

68

長頸壷。口縁部外方に開く。肩の 口縁部内外面構ナデ。外面胴部 内外面淡茶褐色。　砂粒を含

張る球形の胴部。口縁端部丸く終 横方向のナデ後肩部に粗く様方・む。口径11．6cm （旧S X 52南

わる。口縁，肩部の器壁厚い。 向のへラ磨き入る。下位不定方

向のパケ目残る。内面胴部上位

指オサエ後ナデ以下右方向のへ

ラ削り。

側掘り方確認トレンチ内）

P o　2

68

小型器台。やや内攣気味にひらく 内外面横ナデ。頚部内面するど 内外面黄褐色。砂粒を含む。

受部。口縁端部丸い。 さに欠ける。 口径9．0 cm （旧S X 12，掘り

方内）

F　 l 鉄刀。切っ先はさびのため不明。 全島約95，刃身最大幅3．5，厚 挿図68

刃身一部，柄部分に木質部付着。 さ0．9，柄長さ約16．8，幅2．6，

目釘穴は2個。 厚さ1．1cm。

F　　 2 鉄剣。片面には木質部付着。片面 全長53．8，刃身長約41．0，最 挿図68

には錆がみられる。 大幅3．5，厚さ1．0 （推定），

目釘穴は2個。 柄長約12．8，最大幅2．2，厚さ

0．7 （推定）C撒。
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F　　 3 鉄 鎖。茎部分 には木質部が残る。 全長 11．1 ， 鍍身幅 1．7 ， 厚 さ 挿図6 8

茎 との被 ぎの境には木皮 らしきも 0．5 ，の被ぎ長さ 4．5 ，幅 0．7 ，

のが残 る。錬身には鏑がみられる。 厚さ 0．4 ， 茎長 2．9 C硯。

F　　 4 鉄 錬。片方の逆刺，茎の先端部を 残存長 9．3 ，錬身幅 工7 ，厚さ 挿図68

欠 く。 0．3 ，，の被ぎ長さ 4．6 ，幅 0．7 ，

厚さ 0．5 C硯。

F ．5 鉄 錬。錬身一部に布 目が残 る。茎 残存長 9．5 ，錬身幅 1．8 ， 厚さ 挿図68

の先端を欠 くが，木質部が残 る。 0．3 ， の被ぎ長さ 4．5 ？

の被 ぎと茎の境部分に赤色の うる

しらしきものが塗 られた木皮 ？残

る。

幅 0．5 ，厚さ 0．3 C珊

F　　 6 鉄鎖。茎の先端部を欠 く。茎部分 残存長 8．5 ，錬身幅 1．9 ，厚 さ 挿図68

には木質部が残 る。 0．35，の被ぎ長さ 3．5 ，°　幅 0．4，

厚 さ 0．35C撒。

F　　 7 鉄錬。茎の先端部を欠 く。茎部分 残存長 7．8 ，鍍身幅 1．7 ，厚 さ 挿図68

には木質部が残 る。の被ぎの部分 0．2 ，の被ぎ長さ 3．0 ， 幅 0．6，

には木皮 らしきもの残 る。 厚 さ 0．3 C撒。

F　　 8 銑鉄。逆刺をもたない。の被ぎ以 錬身長 5．5 ，幅 2．0 ，厚 さ 0．5， 挿図68

下を欠 く。 の被 ぎ幅 0．6 ，厚 さ 0．3 C珊

P o　 2

70

聾。 口縁部外反気味の複合 口縁。 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面褐色，外面スス付着。

屈曲部の稜は鈍 く退化気味で l条 ナデ。胴部上位横方向のパケ， 小砂粒を含む。口径 17．0，胴

の沈線が入る。底部が扇平 な胴部 中位斜方向のパケ，底部不定方 部最大径2 3．4，器高2 4．8C甥。
を持つ。 向のパケの上をナデる。内面胴

部圧痕後左へラケズ リ。

（旧 1 号墳周構内）・

P o　 3

70

饗 。 口縁部はやや外反 し短 く，二 口綾部 内外面接ナデ。頸部内外 内外面淡赤褐色。砂粒を含む。

重の目線部を持？。屈曲部の稜は 面 ナデ。胴部外面 上部パケ後ナ 口径 9．0 ，胴部最大径 1 1．8，

短 く，胴部は扇平。最大径は胴部 デ，以 下パケ，内面上部ナデ， 器高 8．6 C郡

中央 にある。 中部左へ ラケズ リ，以 下圧痕。 （旧 1号 墳）

H　 l

7 1

普 通円筒埴輪。直線的にのびる体 外面タテパケ後第 2 段 以上にヨ 内外面赤褐色。胎土細かく均

部 と外傾する口綾部。透孔は円形 コパケ。内面上部 と下部に ヨコ 一。口径 28．0， 底径 20．6 ，

で相対する 2 対。 パケ。口縁部内外面 ヨコナデ。 器高 5 5．3 C珊 1

（旧 S X 13， H l ）

H　　 2 ．

7 1

普通 円筒埴輪。全体に外傾 する体 外面 タテパケ後第 2 段 ヨコパケ 内外面淡灰褐色。胎土 2 1閻大

部。壁厚はかなり厚 く，粘土紐つ 内面粘土貼り付け後ナデ， ヨコ の粒子を含む。口径 28．4，底

みあげ後内面 に貼 り付けを多数行 パケ。口縁部内外面 ヨコナデ。 径 19．0 （推定），‾器高 51．0 cm

って いる。底部を全 く欠 く。 （旧 S X 13， H 2 ）

H　　 3

70

朝顔形 円筒埴輪。頭部以 上完形。 外面頭部 タテパケ，口縁部ナナ 内外面赤褐色。胎土 2 閻大の

パケの単位は粗い。 メのパケ後ナデ。内面 ヨコのハ 粒子を含む。口径 29．1，現存

ケ。一部にナデ。 高 15．O c珊（旧 S X 13， H 3 ）

H　 l

73

普 通 円筒埴輪。第 2 段 （？）以 下 外面 タテパケ。内面上部 ヨコハ 口径 74．8，現存高3 0．O c硯，胎

を欠 く。透孔は円形で相対する 2 ケ。口縁部内外面 ヨコナデ。 土細か く均一，色調淡灰褐色

対 と推定。 （旧 S X 14， H l ）
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S E　雪空

P o　 l

7 6

須 恵器施 ， 口縁部 の凸線 はやや に 日録部 内外面構 ナデ。底 部 は手 内外面青灰 色。 細砂粒含 む。

ぷ い。 胴部最 大径 に にぷ い 3 条 の 持 ちへ．ラ削 りの後 不定方 向 のナ 胴部 最大径 1 1．7C珊 （旧墳丘 C

凹線 を もち， 凹線間 に 5 ㌔ 6 条 の

波 状文 を もつ。底部 は丸味 を もつ

が凹凸 が はげ しい。胴 部最大 径付

近 に円孔 スカ シを持 つ。

デ。 内面 ナデ。 区 。 S I O l ， 287 ）

P o　 2

76

壷 。小型 。 ロ縁部短 い複合 口縁。 口頚 部横 ナ デ。外 面頚部 一部 人 内外 面淡茶 灰色 。胎土 精良。

目線端部 内側 に肥厚 し， 口端部面 ケ 目残 る。 肩部横 にナ デる。 内 口径 7．5 （推定 ） C珊

を有 する。 屈曲部稜 は丸 く鈍 い。 面肩 部横 にナ デ る。 ．（旧 1 号 墳 ◎墳丘 C 区。 S 王

指 圧痕残 る。 0 1， 2 12， 29 7 ）

J　 l 滑 石製 小玉。 径 0．4 ，厚 さ 0 ．25C撒 挿 図 76 （旧墳丘 C 区． 20 8）

J　 2 滑石製 小玉 。 径 0．4 ，厚 さ 0 ．2 C珊 挿 図 76 （旧墳丘 C 区。 266 ）

J　 3 ジ ャスパ ー剥 片 。 挿図 76 （旧墳丘 C 区． 2 27 ）

D　 l 土玉。 孔 は円柱状 で完適 しない。 径 2．9 ，孔 径 0．5 C珊 挿図 76 （旧墳丘 C 区　 291 ）

D　　 2 土玉。 孔 は円鐘状 で完適 しない。 径 3ご1 ，孔径 0 ．8 C珊 挿図 76 （旧墳丘 C 区　 2 10 ）

S冨閲⑳　酢

P o　l

78

蜜。口縁部直立気味に長くのびる 口縁，頚部内外面横ナデ。外面 内外面暗黄灰色。外面スス付

複合口縁。屈曲部の稜は横に肥厚 横方向のパケ目，肩部横方向に 着。砂粒を含む。口径 29．6

する。頸部から肩部になだらかに ナデる。内面口縁，頚部横方向 （推定）C珊

つづく。器形にくらべ器壁は薄い。の幅の広い単位のへラ磨き。胴 （旧1号墳⑳墳丘D 区。土壌）
肩部にへラ状工具による刻み目。 部へラ削りの後ナデる。

Po　2

79

蜜。目線部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ。頸部内外 外面暗褐色。内面黄灰色。外
嘩部の稜は鋭く，口縁端部かソト 面ナデる。外面胴部上単タテハ 面スス付着。小砂粒を含む。

後ナデる。頚部は短く，肩部は張 ケ後一部ヨコパケ，下半ナデ。 口径は．8，胴部最大径19．2，

り，器壁は薄い。底部は尖り気味 内面胴部高い所より右方向のへ 器高23．2C珊　 （旧1号墳◎墳

に終わる。 ラ削り，下半圧痕後削り上げ。 丘D 区！大型土壌）

Po　3

79

蜜。口縁部外反する複合口縁。口 口縁部内外面横ナデ。外面細か 内外面暗茶由色，外面スス付

縁端部平坦面を作り，外側に肥厚 い単位のパケ目を施し，肩部ナ 着。小砂粒を含む。口径15．8

する。屈曲部の稜は厚く，鋭い稜 デ消す。内面肩部指オサエ後横 （推定）C椚（旧十号墳◎墳丘

を作る。肩部はなだらかである。 にナデる。以下右あるいは右上 D 区．大型土壌内）

肩部にパケ目原体による刻み目が

一部めぐる。

方向のベラ削り。

Po　4

79

蜜。口縁部外反する複合口縁，口 口綾部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面スス付着。

縁端部は外につまみ出す。休部は パケをナデ消す，以下胴部横ハ 砂粒を含む。口径15．2，胴部

やや肩のはる楕円形で底部付近で ケ，中位不定方向のパケ，下位 最大径21．2，器高26．5C珊（旧

ややすぼまる。最大径胴部中位。 縦パケを施す。内面頚部以下上 墳丘D 区，土壌）

器壁薄い。 位右上方向，中位左上方向，下
位上方向のへラ削り。

P o　5

79

賓。外反する複合口縁。口縁端部 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面暗黄褐色。砂粒を含む。

は平坦でやや肥厚する。屈曲部稜 横にナデる。内面頚部横にナデ 口径18．6 （推定）C珊

ほ鋭い。器壁は厚い。 る，以下右方向のへラ削り。 （旧1号墳◎墳丘D 区．土壌

内）
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P o　 6 高 塚杯部。大きく外反気味に開 く 外面細い桟へ ラ磨き。内面縦へ 内外面黄褐色。細砂粒含む。

79

深 い杯部。日額端部丸 い。器壁や

や薄い。

ラ磨 き。 口径 17．5 C珊 （旧墳 丘D 区．土

壌）

P o　 7 高塀師部。外反気味に開 く深い杯

ノ

外面横にナデる。内面 上部ナデ 内外面褐色。細砂粒含む。口

79
部。 口縁端部ナデる。器壁やや厚 る。 下部パケの後ナデ消す。 径 は．4 C椚

い。 （旧墳丘 D 区。土壌内）

P o　 8

79

高塚杯部。外反気味に開 く深い杯 外面縦磨 きの後 上位槙ナデ。中 内外面褐色。細砂粒含む　 口
部。口縁端部丸味を帯 びる。器壁 位構磨き， 下位縦磨き，内面上 ○

径 13．4 C珊 （旧墳丘 D 区 ，土

壌）
やや厚い。 仕様ナデ， 下位縦磨き。

P o　 9 高 杯。 「ハ」の字状 になだらかに 外面縦方向の細かい単位のパケ 内外面暗黄灰色。小砂粒を含

7 9
開 く脚部。脚端部は角ぼ り， なお 目，脚端部ナデ消 し。内面左方 む。口径粕 5 C珊 帽 1号墳◎墳

丘 D 区，土域内）かつ構ナデのため粘土がはみ出す。 向のへラ削り， 上位ナデ。据部

棲ナデ。

P o lO 鼓 形器台。大き く開く受部は口縁

．コか

外面横ナデ。内面受部端部横ナ 内外面淡茶褐色　 一部暗黄灰

79

端部でさらに外反 し外側に端面を デ， 上位幅の広い単位の横へラ 色。砂粒を含む。 口径21．8，

むける。棲はやや鋭 い。やや低い 磨き，以 下丁寧 なナデ，頚部削 脚径 2 1．0，器高 11．7 （全て推

脚部は大きく開き脚端部でさらに り後ナデ。脚端部横ナデ　 上位 ．定）C珊
外反 し外側に端面をむける。脚部 左方向のへラ削 り。 （旧 1 号墳 ◎墳丘 D 区。住居
外面に半弧状 （？）のへ ラ措き沈

線。
跡内ピッ ト）

P o ll 鼓 形器台。小型。稜は垂直に立ち 外面横ナデ。内面受部ナデタ　頸 内外面暗黄栂色。小砂粒を含

79
上がる。脚 端部 やや外 に肥厚 す 部削 り後 ナデ，脚部上位ナデ， む。脚径 1 5．0 （推定）cm
る。 以 下右 上りのへラ削 り。据部近 ▼（旧 1 号墳 ◎墳丘 D 区　 土壌

ぐ横へナデる云‾端部構ナデ。 上）

P o 12 台付椀。浅い皿状の椀 に，横には 椀部内外面榛ナデ後，放射状の 内外面淡黄褐色。砂粒含む。

79

り出す短 い台部がつく。 へラ磨き。底部外面放射状のハ 口径 17．9 （推定），台径は．O cl乃

ケ目一部上位 まで及ぶ。台部横 （旧 1 号 墳 ◎墳丘 D 区．土

ナデ。 壇内）

P o 13

80

コ シキ形土器。やや外反気味にひ 口縁部内外面構ナデ。外面胴部 内外面淡茶褐色。砂粒を多 く

らく胴部，口縁端部カット。底部 上位幅の広いパケ目， 下位幅の 含む。口径 48．0 ，底径 10．2
ほ良 くすぼまる。突帯は器体に比 狭いパケ目，下部付近ナデ消す。 （ともに推定）C椚

ベ幅がせまい。 上部 は縦位の環状 底部内外面横ナデ。内面胴部 上 （旧 1 号墳 ⑳墳丘 D 区．住居
把手， 下部不明。 位左方軋　 下位 上方向のへラ削 跡内ピット）

り，底部付近右方向のへラ削 り。

底部付近指で粘土をお しあげ後

ナデる。

2⑳り⑳国民⑳瑠

P o　 l 賓。口綾部短い複合目線。口縁端 口縁部内外面槙ナデ。外面パケ 内外面暗黄灰色　 内面底部黒

83
部は外側へ肥厚し，端面はややく 目，底部付近かるくナデろ。内 1褐色，外面スス付着。砂粒多

ぼむ。肩部は張り，胴部は縦長気 面頸～肩部横にナデる。以下上 い。口径 15．1 （推定）C撒
味である。 位右方向，下位右上り及び左上 （旧 1 号墳 ◎墳丘 A 区．S K

りのへラ削 り，底部付近指オサ

エ痕残る。

01，2）

P o　 2 聾。鋭い稜をもっ複合口縁，口縁 口縁部内外面横ナデ。外面上位 内外面淡黄褐色，外面脚部ス

83
端部かット，頸部良く屈折 し，倒 パケ目をナデ消す，下位縦パケ ス付着。砂粒を含む。

卵形の胴部につづく．。器壁薄い。 残る。内面頚部以下上位右上方 口径15．4 （推定）C珊（旧 1号

向，下位左上方向のへラ削 り。 墳 ◎墳丘A 区。S K O l，4）
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P o　 3

83

賓 。退化気味の複合 口縁，口縁端 口縁部内外面横ナデ，外面頚部 内外南淡茶褐色 。砂粒含む。

部は内側 に肥厚 し，端面は角ぼる。に強いナデ，肩部 には縦パケが 口径 16．Oc珊

肩 はなだ らか。器壁は厚い。 粗 く入る。内面右方 向，以下右 （旧 1号 墳 ◎墳丘 A 区。 S K

上方向のへ ラ削 り。 0 1， 2）

P o　 4

8 3

高塀。椀状の師部。‾口縁端部は角 内外面横ナデ後，内面放射状 の 内外面淡茶褐色。胎土精良。

ぼる。器面全体に指オサ工的な平 粗いへ ラ磨きか ？外面粗 く槙方 口径 16．0 cm （旧 1 号墳－◎墳丘

坦面が残る。 向のへラ磨き。 A 区 。＿　S K O l， 4）

S A馴0◎2

P o　 1

86

饗。口縁部外方呼の．びる複合口表象 口縁部内外面横ナデ。内面頚部 内外面暗黄褐色。細砂粒を含

屈曲部の稜は斜め下方向にのび 右方向のへラ削り。 む。口径16．2 （推定）cm

る。 （旧墳丘B 区　 SK O3，・250）

P o　r2

86

饗。口縁部は外方に開く「く」の 口縁部内外面横にナデる。外面 外面上部褐色下部黒色 （スス

字状口縁。口縁端部は内側に肥厚 頚部ナデ，胴部上部ナデ，中部 付着），内面褐色。口径15．0 ・

し上端はカットされる。肩はわず ヨコパケ，下部パケ後ナデ。内 （推定）胴部最大径19．6，器

かに張り，少 し縦長の胴部に続 面上半左へラ．ケズ生　 下半圧痕 高21．5C撒 （旧l号墳◎墳丘A

く。 後左へラ削り。 区。S K O5 ）

遠海外出立遺物（53年度訂1地区）

P o　 l

87

壷 。 外 方 に長 く開 く 「く」の字状 口縁 部 内外面横 ナ デ。 外面肩 部 内外面 淡黄褐色 。外面 ス ス付

口縁 。中央 が張 る体 部。器 壁 は厚 ナデ，胴 部 上位横 パ ケ，以 下斜 着。 砂粒 を含 む。 口径 11．0 ，

い。 めパ ケ 目を施す。 内面肩 部 ナ デ，胴 部最大 径 16．9 ，器 高 16．9 cm

指 圧 痕残 畠．。最大 部付 近以 下左

方 向 へ ラ削 り，底 部 指オサ 工。

（旧2 0 E ． S E ）

P o　 2

87

壷 。 外方 に開 くやや長 めの 「く」 目線 部 内外面横 ナ デ。 外面肩 部 内外面茶 褐色 。外面 ス ス付着 。

の字状 口縁 は， 口縁端部 で 内攣 す ナ デ，胴 部不定 方向 のパ ケ 目後 砂 粒 を含 む。 口径 10 ．0 ，胴部

る； 肩部 は張 り，扇平気 味 の球 形 ナデ。 内面頚 部ナ デ， 肩部 指 オ 最 大径 16 ．5 ，器 高 15．1 cm

の 胴 部 に続 く。 サ 工，以 下左方 向 へ ラ削 り，底

部 指 オサ 工。

（昭 20 D ． 土 器 群 I ）

P o　 3

87

小 型 丸底 壷。 口縁 部 は内攣 気味 に 田縁部 外面細 い横 へ ラ磨 き， 内 内外面 明赤 褐色。 小砂粒 。 口

外方 へ長 く伸 び る。頸 部の くびれ 面横 へ ラ磨 き後放射 状 の暗文的 径 13．3 ，胴 部最大 径 7．6 ，．器

は広 く， 扇平 な球形。 頸部 の位置 ．なへ ラ磨 き。外面 胴部横 へ ラ磨 高 6 ．5 C珊

が 器高 の ほぼ中央 に，最大 径 は口

縁 部 にあ る。器 壁全体 に薄 い。

き， 内面 ナデ る。 （旧 1 号 墳）

P o　 4

87

小 型 丸 底壷。外 方 に開 く口縁部 と 口縁 部 内外面構 ナ デ。胴部 外面 内外面淡 黄褐色。 小 砂粒を含

やや歪 む球形 の胴部 を もつ。 口縁 ナデ。 内面 肩部似 下右方 向 のへ む。 口径 8 ．0 ， 胴部最 大径

端部 は丸 く終 わ る。最大径 は口縁 ラ削 り。 7 ．7 ， 器 高 8つ C珊 （旧 1 号 境 。

部 にあ る。 第 1 主 体 南東区。 土 器群 I ）

P o　 5

8 7

聾 。 口縁屈 曲部 に段 を有 す る複 合 口縁 部 内外面横 ナ デ。外面肩 部 内外面淡 黄褐 色。外 面 スス付

口縁。 口縁部 は短 く直 立 し，端 部 ナデ， 胴部不定方 向のパ ケ 目を 着 。砂粒 を含 む。 口径 17．0 ，

でわずか に外反す る。肩部 は張 り，施す。 内面肩 部指 オサ 工， 以 下 胴部最大 径 2 7 ．0 ，器 高 28．9 C珊

胴部 は縦 長気味。 口頚部 の器壁 は 左 上方向のへ ラ削 り， 底部付 近 （1日20 E ）

厚 い。 指 オサ工。

P o　 6

88

蜜 。 口縁 部外反 す る複 合 口縁 。 口 1口 頚部 内外面積 ナデ。 外面 肩部 内外 面淡茶 褐色，外 面肩 部以

縁 端部平坦 面 をな し外側 に肥 厚す パ ケ 目をナ デ消す。 胴部 上位横 下スス付着 。砂粒 を含 む。 口

る。 屈 曲部の稜 は肥厚 し横方 向 に 方 向の， 下位 斜 め 方 向 の パ ケ 径 14 ．2 （推 定） C珊

のび る。肩 部 は なだ らかでタ　胴部 目， 後 上位斜 め下へ の浅 いパ ケ （旧 1 号 墳 ◎墳丘 D 区 ．第 2

ほ ゆ るやか な カーブを措 く。 目， 下位 ナデ消 し。内面 胴部 上

位右， 下位左 上方 向へ ラ削 り。

トレンチ土器 群）
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I
P o　7

88

聾 。 口縁部外反する複合口縁。口 口頸部内外両横ナデ。外面パケ 内外面淡茶褐色。．砂粒を含む。

縁端部平坦面を作 り，外側へやや 目，一部ナデ消す。内面頸部以 口径 13．8 （推定）C郡

肥厚す る。屈曲部の稜は肥厚 し鋭 下へ ラ削 り。 （旧 1号 埼 ◎墳丘 D 区．第 2

い。肩部やや張る。 トレンチ土器群）

P o　8

88

蜜。 口縁部短 く，外方に開き気味 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡黄灰色。砂粒を含む。：

の複合口縁。口縁端部は平坦面を ナデ，以 下横方向パケ目。内面 口径 13．2 （推定）cm

もち，屈曲部の硬は丸 く退化気味。頚部ナデ，肩部ナデ，一部指オ （旧20 E 。土器群 I ）
肩部はなだらか。器壁は厚い。 サエ残る。．以 下右方向へラ削 り。

P o　9

89

賓 。口縁部短 く直立する複合口縁。 口縁部内外面構ナデ。外面頸部 内外面茶褐色。砂粒を含むが

口縁端部でわずかに外反 し，丸 く ナデ，肩部横パケ目，以 下胴部 胎土精良。 口径 1 1．4 （推定）

終わる。屈曲部の後は丸 く鈍い。 斜めパケ目。内面頚部ナデ以 下 cm
肩部はなだ らかで，胴部 に続 く。 右方向のへラ削り。 （旧20 E ． 土器群 I ）

P o lO

89

賓 。 口縁部内傾気味に短 く直立す 口縁，頚部内外面横ナデ，外面 内外面淡黄褐色。外面胴部下

る複合口縁。屈曲部の稜は横方向 肩部ナデ，胴部 上半パケ目，以 半スス付着。小砂粒を含む。

にのびる。肩部はなだらかで，や 下ナデ消す。内面頚部ナデ，胴 口径 9．6 ，胴部最大径 16．4 ，

や扁平気味の球形の胴部に続 く。 都内面左方向へラ削 り，底部付 器高 14．3 cm

ー肩 部にパケ 臼による波状文め ぐる。 近指頭圧痕残 る。

P o ll

89

聾 。 内攣気味に立ち上がる 「く」 口縁部内外面横 ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。砂粒を含む。

の字状口縁。口縁端部は丸 く終わ ナデ，胴部パケ後ナデ。内面頸 口径 1 1．9，胴部最大径 17．5 ，

る。胴部は扇平気味の球形。器壁 部ナデ，肩部以下上位左方向の 器高 14．7 （すべて推定）cm

は厚い。 下位 上方向のへラ削 り。 （旧20 E ．土 器群 I ）

P o 12

89

高塚 。大 きく外方へ開 く口縁部と 琢部外面口縁部縦パケ後横ナデ 内外面茶褐色。胎土精良，口

平坦 な底部を もつ杯部。 口縁部 と 底部縦パケ，一部横ナデ，接合 径 2 2．9，脚径 12．5，器高 17．2

底部の接合部には段を有する。 口 部付近横パケを施す。内面連続 CガZ
縁部は端部でわずかに外へひろが して 上から下へつづ く槙磨き， （旧墳丘 B 区．第 1 ベル ト延
る。 上すぼま りの柱状部 と大きく 底部放射状のパケ後粗 く放射状 長 グリッドR ）
ひらく裾部をもつ脚部，脚端部・は のへラ磨き。脚部外面柱状部 上

角ぼる。 位縦パケ， 下位縦へ ラ磨 き，裾

部丁寧なナデ，内面柱状部絞 り

目残 る。裾部横ナデ，下位パケ

目を施す。

P o 13

89

高塚。浅い皿状の琢部。口縁端部 内外両横ナデ，一部横方向のへ 内外面茶褐色 （丹か ？）， 内

丸 く終 る。器壁厚い。 ラ削 り痕残る。後内面 2 段 の放 外面とも一部黒褐色。砂粒を

射状のへラ磨 き。 含む。口径 15．1 cm （旧 1 号墳

墳丘 D 区．第 2 トレンチ土器

群）

P o 14

89

高 塚 。なだ らかな椀状の杯部 と裾 師部外面縦パケ後槙ナデ，底部 内外面茶褐色。胎土精良。口

開き気味の柱状部を もつ。 付近縦パケ目残 る。内面連続 し 径 16．9 C撒

て 上か ら下へつづ く横へ ラ磨 き （旧墳丘 B 区．第 1 ベ ル ト延

後縦へラ磨き。柱状部内面絞 り

目残る。

長グリッ ドR ）

P o 15

89

P o 16

89

高塀 。太 く短い柱状部に大きく開 杯部内外面やや左方向の放射状 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

く裾部がつ く。杯部との接合は円 へラ磨き，脚部外面細 い単位の 脚径 13．6 cm （旧 1 号墳墳丘 D

盤 充填式。脚端部 は角ぼる。 3 方 横へ ラ磨き。内面柱状部左方向 区，第 2 トレンチ土器群）

内外面淡黄褐色。小砂粒を含

透 し孔。 のへ ラ削 り，以 下横ナデ。

高塀。細 く短い柱状部 と内攣気味 外面柱状部面取 り後， 上位パケ

に開く裾部。脚端部 は角ぼる。 目，以 下ナデ。内面柱状部上位 む。脚径 9．0 cm

ナデ ？　 下位削 り後ナデ，裾部

絞 り目残 り， 下半構パケ後ナデ

（旧20 E ．土器群 I ）
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P o 17

89

高塚 。土不部 は漏斗状にやや内湾気 外面杯部ナデ，脚部 L 半面取 り 内外南淡竜喝色。綱砂粒を含

味にひらく。脚部は 上半 は筒状で 的へラ磨き， 下半ナデ。内両杯 む。口径 10．3 ，嘲径 9．7 ，器

下半 は 「ハ」の字状にひらく。全 部ナデ，脚部 と半へラ削 り，下 高 9．2 cm

体 に小型で，脚部に円形透 し孔が

3 方 にある。

半ナデ。土不底部外面刺突痕。 （旧 1 号壇）

P o 18

89

鼓形 器台。受部は内湾気味に開き 外面横にナデる。内面受部へ ラ 内外面明褐色。小砂粒を含 む。

端部で外反する。脚部は斜めにの ケズ リ後横へ ラミガキ。筒部ナ 口径 17．上脚径 15．8 ，器高9．5

び，端部は丸 く終る。筒部外面 に デる。脚部 ヨコへ ラミガキ。 C7花
硬はない。器壁は全体に厚いが， （旧 1号 墳 ◎墳丘 D 区．第 2

特 に脚部が厚い。 トレンチ）

P o 19

89

鉢 。体部は内湾気味に立ち上り， 内外面 ナデる。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

丸 い口縁端部に続 く。底部は平底。 口径 14．3 （推定）器高 4．4 C澗

（旧20 E ）

P o　20

89

提瓶 。口縁部はやや外傾 して立ち 体部， 口縁部共マキアゲ， ミズ 内外面青灰色。口径 7．4 cm ，

（旧 1号境．第 2 ベル ト）

上り，端部は丸い。体部は扁平昼 ビキ成形。口縁部；体部前面の

球をなす。 隠 し蓋は成形後取 り付け。体部

背面へラ削 り。

P o　21

89

蓋杯 蓋。低 く平 らな天井部からロ 天井邸外面左方向のへ ラ削り後 内外面淡青灰色。小砂粒を含

縁部にかけてはなだらかなカーブ ナデ。目線部内外面横ナデ調整。むが胎土緻密。 口径 10．4，器

を描 く。 口縁端部 はわずかに外反 天井部内面ナデ仕 上げ。 高 4．0 cm （旧20 E ◎土器群 臣

し丸 く終 わる。 旧 1号墳 ◎N W ）

P o　22

89

蓋杯 蓋。平 らな天井部から口縁部 天井部外面左方向へ・ラ削 り後， 内外面暗青灰色。少々砂粒を

にかけてなだ らかなカーブを措 く 中心部ナデ，口縁部内外面横ナ 含む。（旧 1 号墳 ◎北西 トレン

と思われ る。天井部外面 には 1 条

のへラ措き沈線あり。

デ，天井部内面ナデ仕上げ。 チ周構内）

P o　23

8 9

蓋琢 蓋。天井頂部 に低い中凹のつ 内外面碩ナデ。つまみ部分ナデ 外面淡白灰色。 自然粕熔着。

まみがつく。全体に低 く比較的扇 内面天井部ナデも 内面淡青灰色。細砂粒含む。

平。内面のかえりは丸味を もつ。 口径 13．3，器高 3．5 C椚

（旧20 E ◎土器群 Ⅲ）

P o　24

89

鍋。 口縁部外方に開きなが ら内湾 口縁部内外面横 ナデ。外面指オ 内外面淡灰色。外面スス多量

す る。口縁端部は くぼむ。内面頸 サエ後ナデ仕 上げ。内面ナデ仕 に付着。口径 28．2 （推定），

部には稜がある。 上げ。 器高 10．9 cm （旧 1 号墳 ◎墳丘

底部扁平 に近い。 D 区．旧20 D ）

P o 1

94

賓。 「く」の字状口縁。肩部はな 口縁，頸部横ナ≠。胴部外面ハ 外面淡黒褐色，内面淡赤褐色，

だらかで胴部は倒卵形をなす。器 ケ9　内面左方向のへラ削 り，下 外面スス付着。細砂粒を含む。

壁は厚い。 半指頭圧痕の後削 りあげ。 口径 11．4 （推定），胴部最大

径 13．0 ，器高 13．5 C珊

（旧 S X 6 2，26 5）

P o　 2

94

ワイ ングラス型土器。深い椀状の 外面ナデ後縦へラ磨 きが放射状 内外面明褐色，細砂粒を含む。

杯部か ら内傾 しなが ら立ちあがる にめぐり，下半は横へラ磨 き。 口径 6．8 （推定）cm

口縁部に続く。 口縁端部 カット。 内面ナデ，へラ痕が薄 く残る。 （旧 S X 6 2周構 内，23 8）

P o　 3

94

須恵 器壷。外反するロ縁部か ら， 口縁部内外面回転横 ナデ。 内外面青灰色。胎土密。焼成

口縁端部 は直立気味に立ちあがる 良好っ　口径 18．4 （推定）C撒

ロ縁端部つま‾みあげ，丸 く終 る。 （旧 S X 6 2周構 内，2 57 感ZI E

口縁部に波状文がめぐる。 ◎S W ，216）
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D　 l 土玉。 重 さ約 12 才，長 さ 2．2 ，径 2．9 挿 図94

C7花。茶褐色。 （旧 S X 62，21 2）

D　　 2 紡錘車。 上◎下面ナデ，径 4．7 ，　 厚 さ 挿図94　 砂粒を含む。

2．0 cm 。明褐色。 （旧20 F ◎S X 6 2，2 24）

P o　 l

99

須 恵器蓋杯蓋。天井部が平 らに近 口縁部内外面回転横ナデ。外面 内外面責灰色。胎土密，細砂

く，器高の 弓4 以 下を稜以下の口 レうに右方向の回転へラ削 り。 粒を含む。焼成良好。外面天

縁部が しめる。口縁端部はわずか 内面回転横ナデ。 井部に自然粕がみ られ る。口

に外反す る。 天井部 の器壁 は薄 径 13．0 （推定）、 器高 4．O cl花

い。 （旧20 F　◎S X 67）

J　 l 滑石製小玉。 幅 0．5 ，厚 さ 0．3 cl花 挿 図99 （旧20 F ◎　S X 6 7周構

内， 367）

H　 l

10 2

普通 円筒埴輪。完形。直線的な体 外面タテパケ後第 2 段以 上にヨ 内外面赤褐色。胎土細か く均

都で大きく外傾する口縁部。口縁 コパケ。内面 上部ヨコパケ。 下 一。口径2 7．0，底径 20．4，器

部外面に＞形のへラ記号。透孔は 部一部に指ナ幸。底部指圧痕の 高 53．3 cm

円形 ではば相対する 2 対。 み。 口綾部内外面 ヨコナデ。 （旧 S X 55，H 2 ）

H　　 2

1 02

普通 円筒埴輪。完形。基部はやや 外面タテパケ後第 2 段 にヨコハ 内外面赤褐色。胎土細か く均

細 く，口縁部外傾する。 口縁部外 ケp　内面 上部 ヨコパケ。底部指 一。口径 28．4，底径 19．4，器

面に人形のへラ記号。透孔円形。 ケズ リ。口縁部内外面 ヨコナデ。 高 53．1 cm （旧 S X 55，H l ）

H　 l

10 7

普通 円筒埴輪。完形。やや中ぶ く 外面 タラ パケ後第 3 段 以 上にヨ 内外面赤褐色。胎土細か く均

らみの体部に外傾する口縁部。 口 コパケ。内面一部ヨコパケ。 口 一。口径 28．0，底径 2 1．8，器

縁部外面に＞形のへラ記号。透孔 縁部内外面 ヨコナデ。底部内面 高 52．9 cm

は円形で第 2 段の ものは相対 し，

第 3 段の ものは三方 にある。

粘土貼 り付け剥離痕あり。 （旧 S X 5 7，H lつ

H　　 2

1 07

し

普通円筒埴輪。完形。ほぼ直線的 外面タテパケ後第 3 段 以 上にヨ 内外面赤褐色。胎土細か く均

にのびる体部に外傾する口縁部。 コ／＼ケ。内面中央部タテパケ， 一。 口径 27．2，底径2 2つ ，器

透孔は円形で相対する 2 対。 上 ◎下部 ヨコパケ。全体 に指圧 高 5 4．2 cm

痕。 口縁部内外面 ヨコナデ。 （旧 S X 57，H 2 ）

P o　 1

10 6

高塚 。椀状の杯部から 「ハ」の字 杯部外面パケ後ナデ。内面暗文 内外面黄褐色。細砂粒を含む。

に開く脚部。杯端部はゆるく内傾 的へ ラ麿が横方 向にめ ぐる。底 口径 14．5 ， 底径 8．6 ， 器高

する。脚部は中ぶくらみで，全体 邸はナデ。・脚部外面面取 い↑後 12．7 cl花

に器壁は厚い。裾部内面へラによ パケその後ナデ。内面柱状部絞 （旧 S X 6 3， 7 1∩）

る 3 条 の沈線。 り。裾部指頭圧痕の後パケ目。

P o　 2

10 6

高塀 。椀状の杯部か ら 「ハ」の字 杯部外面パケ後ナデ，内面へラ 内外面明褐色。細砂粒を含む

に開く脚部。杯端部は丸 く終 る。 痕が一部み られる。暗文が放射 口径 16．0，底径9．3，器高 11．8

杯 部と脚部の接合部に 1条 の沈線 状にめ ぐる。脚部外面面取 りの cm （旧 S X 63， 71 1）

が め ぐる。脚端部面取り。器壁 は 後パケその後ナデ。内面柱状部

厚い。 へラ削 り。裾部パケ後ナデ。

F　　 l 刀子。柄 に木質部残る。 長さ14．5 ，刀渡 り9．5 ，最大巾 挿図10 6

2 （推 定）C椚。 （旧 S X 63，70 9）
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S X65

P o　l

109

高塚。．椀状の杯部と中ぶくらみの 外面師部パケ後ナデ，その後構 内外面淡灰褐色。細砂粒を含

柱状部から「ハ」の字状に開くと へラ磨き。脚部外面パケ後横へ む。口径17．1cm （旧S x65）

思われる裾部からなる脚部。 ラ磨き。内面杯部横ナデ後一部

へラ磨き。脚部絞り。裾部パケ。

H　 1

109

普通円筒埴輪。完形。ロ縁端部は 外面タテパケ。内面下部タテハ 内外面淡灰褐色。胎土一部に

やや丸い感じ。透孔は円形で相対 ケ後ヨコパケ，上部ヨコパケ， 27珊大の粒子を含む。　口径

する2対。底部の内面粘土貼り付 底部やや強い指ナデ。口縁部内 22．3，底径20．6，器高57．3cm

け痕はきれいに埋められている。 ．外面ヨコナデ。 （旧S X 65，H I）

P o　l

112

謹。口縁部は肥厚気味で，外反す 口塚部内外面横ナデ，胴部外面 外面淡黄黒色。内面淡黄褐色。

る複合口縁。稜は鋭い。肩部はな 上位横方向のナデの後，構方向 外面全面にスス付着。口縁部

だらか。胴部上位の器壁は厚い。 のパケ目。内面左から右方向の 胴部内面に一部黒斑。小砂粒

へラ削り。 を含む。口径20．1cm

（旧19D ◎S I Ol，38）

Po　2

112

聾。口縁部は外反する複合口縁。 口縁部内外面横ナデ。肩部様方 外面淡黄黒褐色。内面淡黄褐

稜は鋭い。肩部はわずかに張り気 向にナデる。櫛状工具による沈 色。口縁部，胴部にスス付着

味で，最大径は胴部上位にある。 線が一周すると思われる。胴部 胴部内面中位以下炭化物？の

外面横方向，縦方向の細かいハ 付着。砂粒を含む。口径15．6

ケ目。内面左から右方向のへラ cm
削り。 （旧19D ◎S I Ol，33）

Po　3

112

賓。口縁部は直立気味で，口縁端 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。口縁部，胴

部でわずかに外反する複合口縁。 横方向にナデる。胴部外面縦方 部にスス付着。小砂粒を含む

口縁端部は肥厚する。稜は丸い。 向の粗いパケの後横方向の細か 口径14．3cm。

肩部はなだらかで胴部に続く。器 いナデ，その上に横方向の細か （旧19D ◎S I Ol，41）

壁は厚い。 いへラ磨き。

Po　4

112

賓。口縁部は外反する複合口縁。 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。胴部全面に

口線端部は外側にわずかに肥厚す 横にナデた最終の痕が胴部下方 スス付着。砂粒を含む。口径

る。稜は鋭い。肩部はなだらかで 向にみられる。木口状工具によ 15．1C撒。

丸味のある胴部へ続く。 る刻みが一周する。胴部外面横

方向のパケの後，不整方向の細

かなパケ目。内面左から右方向

のへラ削り。

（旧19D ◎S I Ol，47）

Po　5

113

蜜。ロ縁部はわずかに外反する複 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。目線部，胴

合口縁。稜は鋭い。肩部はなだら 横方向にナデる。櫛状工具によ 部の一部にスス付着。胎土精

かで胴部に続く。 る横方向の沈線，内面右から左 良。細砂粒を含む。口径13．1

方向，又左から右方向のへラ削

り。胴部外面不整方向のパケの

後ナデ。

C胱（旧19D ◎S I Ol，41）

Po　6

113

低脚杯。椀状の杯部から外反気味 内外面圭不部縦の細い放射状のへ 外面淡黄褐色，内面赤黄褐色

に開く丸い口縁部。 ラ磨きがめぐる。 杯部内面丹塗。一部風化のた

め剥離。胎土精良。細砂粒を

含む。口径17．4cm。

（旧19D ◎S I Ol，36）

Po　7

113

鼓形器台。脚部の稜は丸くやや鈍 脚部外面横ナデ。内面左から右 内外面黄褐色。砂粒を含む。

い。脚端部は丸味をもつ。 方向のへラ削り。脚端部内面横 脚径18．2C潤。

方向のナデ。 （旧19D ◎S I Ol，31）
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P o　 8

1 13

鼓形器台受部。口縁部は外に丸 く 外面構 ナデ，内面不整方向のへ 内外面責橙色。始主精良。細

肥厚する。稜はやや丸味をもつ。 ラ磨き。簡部外面横方向にナデ ，砂粒を含む。 口径 19．2cm （旧

簡部わずかに残 る。 る。内面右方向のへ ラ削 り。 19 D ◎S I O 上　 23）

F　　 l 釣 針。一部欠損。 最大幅 0．5， 最大厚 0．5 C珊 挿図 113

（旧19 D ◎S I O l ， 10）

P o　 l

1 15

事
壷 。口縁部は直立する複合口壕。 口綾部内外面横ナデこ　頚部内外 内外面淡黄褐色。一部丹が残

口縁端部カット後ナデ，屈曲部の 面横にナデる。 る？淡茶褐色。小砂粒。口径

稜は横にひき出され丸 い。頚部は 27．8 （推定）C刑。

長い。器壁は全体 iこ厚い。 （旧 19 E ◎S I O l ，96）

P o　 2

115

聾 。 口綾部は短 く外反する複合 口 口縁 ◎頚部内外面鏡ナデ，外面 内外面淡黄灰色，外面一部丹

縁。 口縁端部先細 り的に丸 く終わ 胴部縦方向のパケ目の後横方向 が残る？淡茶褐色。細砂粒。

る。屈曲部の稜は丸 く退化気味だ のナデ，以 下横方向のパケ目， 口径 15．0 cm （推定）

が，上にある段が深線に近い形状 内面頚部ナデ，以 下横方向のへ （旧 19 E ◎S I O l ，94）

をなす。器壁は全体に厚い。 ラ削 り。

P o　 3

1 15

聾 。 口綾部は短か く外反する複合 口縁 ◎頚部内外面積ナデ。 外面黒色，内面淡黄褐色。外

口線。口縁端部は肥厚 し丸 くおわ 面全面にスス付着。細砂粒を

る。屈曲部の稜は短 く退化気味。 含む。口径 16．4 C胱（推定）（旧

器壁は厚い。 19 E ◎S I O l ◎P 16， 132）

P o　 4

日5

高塚。外方に開 く口綾部を持つ浅 外面パケ目を横 ナデでナデ消す，内外面暗茶褐色。細砂粒。口

い杯部。 口縁端部やや角ぼ る。底 以下放射状の細 いハ ケ目。内面 径 17．O c潤一（推定）

部外面に浅い刺突痕がある。 榛 ナデの後中心部は放射状のへ

ラ磨き， 口縁部はやや斜めに傾

く放射状 のへラ磨 き。

（旧 19 E ⑳S I O l， 85）

P o　 5

115

一高杯。杯外面下部に一段低い稜が 外面放射状のパケ目を施 した後 内外面，淡茶褐色。細砂粒を

・つく。杯底部外面 に刺突痕あり。 横方向のへラ磨き，脚部との接 含む。

合面には沈線様のへ ラ磨 き入 る。

内面 上部横方向のへ ラ磨き後放

射状のへラ磨き。

（旧19 E ◎S I O l，9 5）

P o　 6

1 15

高塀 。細長い中空の柱状部に「ハ」 外面は面取 り的縦方向の磨き後 外面茶褐色。 内面淡茶褐色。

の字状に開 く裾部からなる脚部。 パケ目，その後丁寧なナデ。内 内外面丹彩。細砂粒を含む。

面柱状部ケズリ，裾部パケ後ナ

デ。

（旧 19 E ◎S I O l ， 19）

P o　 7

1 15

高塀 。太い中空の柱状部。 内外面丁寧なナデ。 内外面淡茶褐色。内外面丹塗

細砂粒を含む。

（旧19 E ◎S I O L　 8 8）

P o　 8

1 15

鼓形 器台。 「ハ」の字状に開 く脚 簡部内外面へ ラ削 りの後構ナデ 内外面淡黄褐 色。 砂粒 を含

部。屈曲部の稜は鈍 く丸い。脚端 脚部外面横方向のナデ，内面左 む。胸径 12．9 （推定）C硯。

部論いナデに よる凹みが み られ

る。

方向のへ ラ削 り。 （19 E ◎S I O l ，70）

P o　 9

1 15

須恵器高塀型器台。大型。口縁部 内外面回転横ナデ。 内外面青灰色。 自然粕熔着。

内湾気味に外方にのび，端部で外 口径 30．5 （推定）C潤。

方に曲げる，。 口縁端部は外方に面

しやや凹む。外面 3 条 と l 条（？）

の凸線面に櫛描きによる波状文の

組紐文がみられ る。

（19 E ◎S 王0上　 9 7）
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P o lO

1 15

須恵 器施。口径部は細い基部か ら ロ頚部横ナデ。外面胴部ナデ。 内外雨音灰色。 自然粕喀着。

外反 し， わずかに段をつ くって外 内面ナデ， 頸部付 近へ ラで削 口径 3 0．5 （推定）cl花

方へまっす ぐのびる。頸部と口縁

部との境界には低 く鋭 さに欠ける

稜がつ く。ロ縁端部丸い。体部は

肩がよ く張 る。

る。 （旧19 E ◎S I O l，97）

P o ll

1 15

須 恵器無蓋高塀。杯部は浅 く，白 内外面横ナデの後琢部外面下部 外面暗青灰色。－内面淡青灰色

縁部は短か く外方にのびる。相対 カキ目が施 される。 緻密。 口径 12．7 （推定）C珊

的に小型化 している。 口縁部及び

稜 は丸味をもつ。

’（旧 19 E ◎S I O l，9 1）

P o　 l

1 17

壷 。大き く外反する複合口縁。ロ 口縁 ◎頸部横ナデ。 外面淡黄褐色，内面淡明褐色。

縁端部はカット後わずかに外へつ 内外面一部スス付着。細砂粒

まみだす。屈曲部の稜は鈍い。 を含む。口径 2 1．3 C加

（旧 1＿9 E ◎S I O2 ，216）

P o　 2 壷 。大きく外反する複合口緑。口 ロ縁 ◎頸都債ナデ。肩部左方向 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

1 17 線 端部はカ ット。屈曲部の稜は下 のへラ削．り。 む。 口径 19．2 cm

垂 気味でやや鈍 い。 （旧 19 E ⑳S I O 2 ， 167）

P o　 3

1 1 7

蜜。 直立気味の複合口縁。ロ線端 目線部内外面横ナデ。胴部外面 外面黒色，内面淡黄褐色。外

部は肥厚 し，端面はカッ ト後外へ パケ目，内面左方1司 のベ ラ削 面全面にスス付着。．小砂粒を

つまみだす。屈曲部の稜 はやや鈍 り。 含む。口径 1 5．7 C珊 （旧 19 E ◎

い。肩部はなだらかで胴部へ続 く。 S I O2 ， 200 ◎210）

P o　 4

1 18

蜜。 直立気味の複合口縁。口縁端。口縁都債 ナデ。胴部外面パケ目 外面淡黄黒色。内面淡黄灰色

部は肥厚気味。屈曲部の稜は鈍 い 内面肩部ナデ，胴部 上位左方向 外面全面にスス付着。砂粒を

肩部はゆるやかで，縦長気味の球 のへラ削 り， 下位指頭圧痕の後 含 む。 口径 14．8， 胴部最大径

形の胴部へ続 く。器壁は厚い。 上方向のへラ削 り。 2 3．上　 器高 2 6．1 cm

（旧19 E ◎S I O 2 ， 19 6）’

P o　 5

1 18

賓。 大きく外反する複合口縁， 口 口縁 ◎頚部内外面積ナデ。胴部 外面黒褐色，内面明褐色。外

縁端部はカッ ト，屈曲部の稜は鈍 外面ナデ，内面左方向のへラ削 面全面 にスス付着。小砂粒を

い。 り。 含む。 口径 19．5 cm （旧 19 E ◎

g I O 2 ， 2 15 － 2）

P o　 6

1 18

賓。 外反する複合 口縁。 口縁端部 口縁 ◎頸部構ナデ。胴部外面ハ 内外面淡黄褐色，口縁部外面

ほカットの後外へつまみだす。屈 ケ目後ナデ。内面右方向左 下方 一部黒斑。小砂粒を含む。 口

曲部の稜はやや鈍 い。 向のへラ削 り。 径 17．0cm （旧 19 E ◎S I O2，

215 －1 ）

P o　 7

日 8

蜜。大きく外反する 「く」の字状 口縁 ⑳頸部内外面横ナデ。胴部 内外面明褐色。目線 ◎頸部外

目線。口縁端部はカット。 外面ハケ目の後ナデ，内面左方 面一部スス付着。細砂粒を含

向のへラ削 り。 む。口径 14．7 C珊

（旧19 E ◎S I O 2 ， 208）

P o　 8 賓。直立する複合 日録。 口縁端部 口縁 ◎頚部内外面横ナデ。肩部＿外面淡黄褐色。内面淡黄灰褐

1 18 ほカ ッ ト後内 ⑳外へ肥厚する。屈 外面横パケ目の後ナデ。内面へ 色。細砂粒を含む。口径 1 3．1

曲部の稜 は退化 し丸い。 ラ削 り。 C珊（旧 19 E ・◎S 王0 2 ，207）

P o　 9

1 18

高塚。深い椀状で外反する杯部か 師部外面パケ目の後ナデ。 下位 内外面明褐色。塔内面丹塗か

らなる。屈曲部の硬は退化気味で パケ目の後ナデ。横へ ラ磨 きが ？　 細砂粒を含む。口径 2 3．2

鈍 い。 口縁端部はカ ット後面を意 め ぐる。内面へラ磨き，底部に C珊
識 しなが ら丸 く終る。 はへ ラ状工具 ？による刺突痕が

め ぐる。

（旧19 E ◎S I O 2 ，2 1 1）
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P o lO

118

高 塀。塊状で外反す る杯部。 口線 杯部外面パケ目の後ナデ。その‘‾内外面明褐色。．内外面丹塗。
端部は丸 く終 る。 後桟へラ磨き。内面桟へラ磨き，一部風化のため剥離。細砂粒

風化のため一部調整不明。 を含む。口径 16．O c珊

（旧19 E ◎S I O 2 ，20 9）

P o ll

118

高塀 云椀状の浅い琢部を もつ。口 杯部外面パケ目の後横方向のナ 内外面黄褐色。小砂粒含む。

縁端部は丸 く終 る。 デ。内面放射状のへラ磨きがめ 口径 16．4 C珊

ぐると思われるが，風化のため

調整一部不明。

（旧 19 E ◎S I O 2 ，2 04）

P o 12 高塀 。ゆるやかに外反する脚部。 脚部外面面取り。柱状部内面ナ 外面明褐色。丹塗。内面淡黄

1 18
脚端 部はカ ット。 デ。裾部内面パケ目。 灰色。細砂粒を含む。

脚径 10．l c7n （旧 19 E ◎S I

0 2 ， P 20，267 ）

P o 13 高塀 。大き く外反する脚部。脚端 脚部外面ナデの後横へラ磨き。 内外面明黄褐色。細砂粒を含

118 部 は丸 く終 る。 内面ナデ，・1条 のへ ラ痕。 む。脚径 1 1．4 C珊 （旧19 由 ◎S

I O2 ， 19 7）

P o 14 低脚 杯。 「ハ」の字状 に外反する 内外面横方向のナデ。 外面明褐色，内面淡黄灰色。

118 脚 部。脚部の器壁は厚い。 細砂粒を含む。脚径 6．6 cm

（旧 19 E ◎S I O2 ，16 3）

P o 15 弥生底部。平底の底部から外方へ 内外面ナデ，一部風化のため調 内外面明褐色。小砂粒を含む。

1 18 開 く胴部へつづ く。 整不明。 底径 8・6 C仇 （旧19 E ◎S 王92

P 14，26 9）

P o　ユ6

118

弥生壷。 2 条 の沈線問に木葉文を 内外面へ ラ磨き。 外面褐色，内面黄褐色，外面

施す。 黒斑みられる。細砂粒を含む

（旧19 E ◎S I O2 ，24 9，2 5 1＿．，

20 E ◎S 王0 1 ◎0 2 ， 114）

J　 l 軟質の碧玉製勾玉。 1 方 向穿孔。 最大幅 1．6 C珊 挿 図118 （旧19 E ， 157）

J　 2 碧玉製管玉。 径 8．0 ，孔径 3．2 ，長 さ29闇 。 挿図118 （旧 19 E ◎S I 02．

探青緑色。 P 12内，233）

D　　 l 土 玉。 径 2．7 ，孔径 0 6 ，長 さ 2．7 C珊 挿図 118 （旧 19 E ◎S I O2，

t 褐色。 2 0 5）

D　　 2 土 玉。 径 3．5 ，孔径 0．9 ，長さ 2．7 C珊 挿図＿118

淡褐 色。 （旧 19 E ◎S 王02 ，218）

P o　 l 壷 。大きく外反する複合口縁。屈 口縁部，頚部槙 ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。砂粒 を含む

12 0 曲部の稜 は退化気味で丸い。頚部 横方向のナ デ，内面右方向のへ 口径 2 2．5 C珊

は長 く，肩部はなだらか。 ラ削 り。 （旧20 E ◎S I O l ，60 3）

P o　望

12 0

小型丸底壷。外反する 「く」の字 口縁部外面縦のへ ラ磨 き，内面 内外面褐色。胴部外面ネス付

状 目線。 なだ らかな肩部か ら丸味 桟ナデ後一部横 へラ磨き，頚部 着。細砂粒を含む。口径 8．2

のある胴部へ続 く。最大径は胴部 内外面ナデ。胴部外面横の細か 胴部最大径 11．l c珊

中位にある。 いへ ラ磨き，内面指圧後左方向

のへラ削 り。

（旧20 E ◎S I O l ，6 13 ）

P o　 3

12 0

整。 直立気味の 「く」の字状口縁 口綾部，頸部桟ナデ。胴部外面 外面黒褐色，内面褐色。胎土

口縁端部は丸 く終る。 ナデ，内面左方向のへラ削 り。 精良。胴部外面スス付着。細

砂粒を含む。 口径 9．3 C珊

（旧20 E ◎S W ，403 ）
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P o　 4

120

蜜。 わずかに外反 しながら直立す 口縁部，頸都債ナデp 胴部外面 外面暗黄褐色，内面明黄褐色

る複合口縁。 口縁端部はナデによ 横方向，斜方向のパケ昌　 内面 胴部外面一部スス付着。砂粒

り凹状に くぼむ。 指 オサ工の後右方向 ◎左方向の を含む。 口径 16．2 C珊

へ ラ削 り。 （旧20 E ◎S W ，39 5 ）

P o　 5

120

蜜。 直立気味の複合 口縁， 口繚端
口縁部，頸部横 ナデ。胴部外面

パケ目の後ナデ。内面左方向の
強 いへラ削り。

内外面褐色。胴部外面一部 ス

部はわずかに肥厚 し外反する。器 ス付着。砂粒を含む。
壁は厚 い。屈曲部の稜は退化 して 口径 1 1．9 e鯛

丸 い。 （旧20 E ◎S I O l ，63 2 ）

P o　 6

120

賓 。外反気味の複合 口縁。屈曲部 口縁部，頚部横ナデ。胴部外面 外面黒褐色，内面明褐色。外

の稜はわず坤 こ外へつまみ出 し鈍 ススのため調整不明。 内面右上 面全面にスス付着。砂粒を含

い。 方向のへラ削 り。 む。口径 1 5．O c珊

（旧20 E ◎S I O l， 635 ）

P o　 7

120

高杯琢部。大きく外反す る師部。 杯部外面ナデ，内面細かなへラ 内外面黄褐色。砂粒を含む。

口縁端部 は面を意識 しながらも丸 磨き。全体に風化のため調整不 口径 2 2．4 C珊

く終 る。屈曲部の稜 は退化気味で

丸い。

明。 （旧20 E ◎S I O l ，6 17 ）ノ

P o　 8

12 0

高塚 。大き く外反する椀状の師部 杯部外面横ナデ，内面風化によ 外面赤黄褐色，内面黄褐色。

と長い柱状部か ら 「ハ」の字状 に り調整不明。脚部外面 ナデの後 杯部外面丹塗。砂粒を含む。

開 く裾部をもつ脚部。口縁端部は 横へラ磨 き，内面絞 り後ナ車。 口径 17．0 ， 脚径 9．4 ，器高

やや面を意識 しなが らも丸 く終わ 1 1．6 C珊

る。脚端部は角ぼ る。琢部 と脚部

の接合部に 1 条 の沈線がめ ぐる。

（旧20 E ◎S I O l， 6 84 ）

P o　 9

120

高杯 。外反する椀状の琢部と柱状 塔部外面パケ目の後ナデ，その 内外面褐色。小砂粒を含む。

部か ら 「ハ」．の字状 に開 く裾部を 上か ら横方向のへラ磨きがめぐ 口径 16．8 ，脚径 10．3 ， 器高

もつ脚部。 ロ縁端部は丸 く終る。 る。内面放射状のへ ラ磨 き後左 12．l c盈

杯 部器壁 は厚い。 か ら右，右から左方向へのへラ

磨 き。中央部は風化のため調整

不明。脚部外面パケ目の後ナデ

その後横方向のへラ磨き。内面

へラ削りの後ナデ。

（旧20 E ◎S I O 上　 618 ）

P o lO

120

低 脚杯。大き く外反する浅い椀状 杯部内外面放射状のへ ラ磨きが 内外面淡黄褐色，杯部内外面

の塔部 と短か く 「ハ」の字状に開 めぐると思われるが，風化のた 丹塗か ？小砂粒を含 む。 口径

く脚部。 口縁端部はカット。 め一部調整不明。脚部内外面ナ 1 9．0 ，脚径 6．2 ，器高 5．9 cm

デ。 （旧20 E ◎S W ∴・44 5 ）　　 ■

P o ll

120

鼓形器台受部。外反する受部。口 外面ナデ，内面横方向のへ ラ磨 内外面淡黄色。胎土精良。細

縁端部は面を意識 しなが ら丸 く終 き。 砂粒を含む。口径 17．4 C珊

り，肥厚 してさらに外反する。 （旧2 0 E ◎‘s w ， 415 ）

P o 12

120

長頸壷。外反する口綾部。 口縁端 口縁部外面パケの後ナデ， 内面 内外面黄褐色。細砂粒を含む

部はカ ット。 ロ縁部外面にへ ラ状 横方向のへラ磨きこ 口径 17．6 cm （旧20 E ◎S I O l

工具 による刺突痕が 2 条 め ぐる。

蓋綴の穴が 2 孔 あく。孔は内側か

らあけ られている。

7 63 ，20 E ◎S W ， 3 45 ）

P o 13

120

賓底部。外側へ開きなが ら胴部へ 底部外面不整方向のハケ目。 内外面黄褐色。砂粒を含む。

つづ く。底部外面は中央でややく 内面横方向のパケの後ナデ。 底径 9．8 cm

ぼむ。 内面 にはパケ目がみノられる。 （旧2 0 E ◎S I O l ，62 7 ）

P o 14

120

弥生底部。平底の底部か ら外方へ 外面パケ目の後続へ ラ磨き，指 内外面明褐色。砂粒を含む。

開 く胴部へつづ く。 圧の後ナデ，内面ナデの後細い へ底部外面一部黒斑がみられる。

へ ラ磨き。底部外面ナデ。 （旧20 E ◎S I O l ，6 34 ）
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F　 l 曲刃鎌。一部欠損 最大幅 1．9 ，厚 さ 0：2 C珊 挿 図120 （旧20 E ◎S I O l，

53 2　◎64 5

J　 l 滑石製小玉。 幅 0．5 ， 厚さ 0．5 C珊 挿 図120 （旧20 E ， 1558）

S　 l 敲 石。 長 さ 9．4 ，最 大幅 4．3 ， 厚 さ 挿図120 （旧20 E ◎S I O l，

3．9 C潤。 敲面一一面，赤色顔料一

部付着。

1898）

S　　 2 砥 石。一部欠損。 砥面一面のみ使用，砥面に赤色 挿図120 （旧20 E ◎S I O l，

顔 料一郎付着。 643 ）

P o　 l 聾 。口縁部外反する複合口縁。口

／

口縁 ◎頚部内外面横ナデ。胴部 外面黒褐色，内面黄黒砲色。

12 2
縁 端部はカ ット後ナデる。屈曲部 外面横方向の細かいパケ目。内 日録 ◎胴部全面にスス付着。
の稜 は鋭い。頚部は短 く、なだら 面左か ら右方向のへ ラ削 り。 口縁部内面一部黒斑有 り。砂
かな肩部をもつ。 粒を含む。口径 16．3 cm

（旧19 E ◎S I O 3 ， 19 2 ）

P o　 2 低 脚杯。浅い椀状の師部 と短い胸 琢部外面細かい不整方向のパケ 内外面黄褐色。胎土精良。 口

122

部 か らなる。 目の後横方向のナデ，内面放射 綾部付近一部黒斑。細砂粒を

状のへラ磨き。脚部内外面ナデも含むも　口径 12．0，脚径 4．2 C珊

（旧19 E ◎S I O 3，198 ）

P o　 3

122

小型器台。外方に開 く受部 と、大 受部外面へ ラ磨 きの後ナデ。内 内外面黄褐色。胎土精良。細

き く広がる脚部をもつ。端部はと 面へ ラ磨き。へラ状工具の先に 砂粒を含む。口径五 3、脚径

もをこナデによりつまみだす。 よる痕 と思われるものが一周す 13．7 C珊 （旧 19 E ◎S I O3 ，

る。脚部内外面細かいパケ目の

後 ナデ。

19 5 ）

P o　 4

12 2

鼓形器台。受部外方 に開き，口縁 外面横ナデ。受部内面横方向の ・内外面明黄褐色。砂粒を含む

端部で肥厚 し， さらに横方向へ外 へ ラ磨き，簡部へラ削 り後ナデこ 口径 17．4 ，脚径 14．8 C珊

反す る。簡 部 は短 い。 脚部は外

方へ開き，脚端部で肥厚 し横方向

でゝ のび丸 く終 る。受部，脚部の稜

はつまみ出して細い。

脚部右方向の へラ削 り。

1

1

（旧 19 E ◎S I O 3 ， 19 0 ）

P o　 5

12 2

鼓 形器台受部。受部 は外方に開き
i

外面横ナデ。受部内面横方向の 内外面淡黄褐色。砂粒を含む

口縁端部で肥厚 しさらに横方向へ へ ラ磨き。　 ノ　　　 ′ 口径 1 9．l c珊

外反する。稜はつまみ出してやや

鈍い。

I
J

／

（旧 19 E ◎S I O3 ， 19 1 ）

P o　 l

125

壷 。 口縁部は内傾 し，突帯 がめぐ ／目線部内外面榛ナデ。肩部外面 外面淡黄黒色，内面淡黄灰色

る。口縁端部 は内傾 し，カ ット後 パケの後 ナデる。内面指頭圧痕 口縁 ⑳肩部外面スス付着。 口

外へわずかに肥厚する。肩部はよ の上を右方向のへラ削 り。 縁部内面スス付着。小砂粒を

く張 り，木口状工具による刻み目 含む。口径 16．9 C珊

が入る。 （旧21 D ◎S I O l，29 0 ）

P o　 2

125

聾 。外反する複合 口縁。口縁端部 口縁部，頚部横ナデ。胴部外面 外面黒褐色，内面茶褐色。外

はカ ット後外へ肥厚する。屈曲部 細かいパケ目の後ナデ。内面右 面全面にスス付着。細砂粒を

の稜は鋭い， なだらかな肩部か ら 方 向のへラ削 り。 含む。

胴部へつづ く。 口径 15．5 C珊

（旧2 1 D ◎N E ， 10 7 ）
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P o　 3

12 5

高塀 。外方に開 く浅い師部 と，短 師部外面ナデの後へラ磨き。風 内外面淡黄褐色。輝部内面丹

い柱状部か ら外方に大きく広が る 化のため一部調整不明。内面放 塗か ？細砂粒を含む。

裾部か らなる脚部。ロ縁 ◎脚端部 射状のへラ磨き。暗文か ？胴部 口径 15．8 ，脚径 10．4 ∴器高

カノット。 外面パケ目の後ナデ。柱状部内 T O二6 C彿

面左方向のへラ削 り。裾部内面

ハケ目の後ナデ。

（旧2 1 D ◎N E ， 10 8 ）

P o　 4 高塚。平坦な底部か ら外反する椀 師部内外面放射状のへラ磨き。 内外面黄褐色。細砂粒を含む

12 5
状 の深い輝部。 口縁部 は面を意識 一部風化により調整不明。 口径 16．4 C7花

しながらも丸 く終わる。 （昭2 1 D ◎S I O 上　 27 8 ）

P o　 5 高塀。ゆるやかに 「ハ」の字状に 外面ナデ，内面 しぼりの上をへ 内外面褐色，外面に一部黒斑

12 5
外反する脚部。器壁は厚い。 ラ状工具 らしき ものでナデる。 小砂粒を含む。脚径 7．5 C珊

（旧2 1 D ◎N E ， 10 3 ）

P o　 6

125

鼓形器台。受部は内湾気味に外方 外面横ナデ。内面受部横へラ磨 内外面淡黄褐色。小砂粒を含．

に開 き，目線端部で肥厚 しさらに き。簡部へラ削 り後ナデ。脚部 む。口径 2 3．3 ，脚径 18．8 ，

外方へのびる。簡 部 は短 い。 脚 右方向のへラ削 り。脚端部ナデ 器高 12．4 C7花

部 は外反 し，脚端部はカ ット。受

部；脚部の稜はやや丸い。

（旧2 1 D ◎S 王0上　 2 77 ）

P o　 7

125

鼓形器台。脚部は外反 し，脚端部 外面横にナデる。内面受部へ ラ 内外面淡黄褐色。砂粒を含む

ほ丸 く肥厚する。器壁は厚 い。稜 磨 き。簡部へラ削 り後ナデ。脚 脚径 17．8 C珊

は丸 く鈍い。 部左方向のへラ削 り。脚端部ナ

デ。

（旧2 1 D ⑳S I O 上　 28 8 ）

P o　 8 コ シキ型土器 ？縦位の環状把手。 外面ナデ，内面右方向のへラ削 内外面淡黄灰色。小砂粒を含

12 5 り。 む。

（旧21 D ◎S I O 上　 28 9 ）

P o　 9

12 5

蛮 底部。底部 は直立気味で外反す 外面パケ目の後不整方向のへラ 外面明褐色，内面黄灰褐色。

る胴部 につづ く。 磨き，内面パケ目の後ナデ，一 外面一部スス付着，内面全面

部風化のため調整不明。 にスス付着。小砂粒を含む。

底径 8．6 cm

（旧2 1D ⑳S 王0上　 27 6 ）

F　 l 施。一部欠損。 最大幅 1．3 ，最大厚さ 0．4 C7乃 挿図 125

（旧20 D ◎S 王0 1 ，36 0 ）

P o　 l

12 7

小型 丸底壷。ロ縁部は外方に開 く 口縁部内外面横ナデ，胴部外面 外面明橙褐色，内面淡橙褐色

「く」の字状 口縁。口縁端部は丸 粗 いパケ目が不整方向にはいる。細砂粒を含む。口径 6．5 ，胴

く終 る。胴部扁平 な球形。最大径 一部ナデ，内面肩部 ナデ，胴部 部最大径 7．6 ，器高 7．3 C珊

は胴部中位にある。 中位左方向のへ ラ削 り。以下ナ

デ。指頭圧痕が残る。

（旧20 D ◎N W ，52 2 ）

P o　 2

12 7

賓 。 直立気味 に立ちあが り，口縁 口縁 ⑳頚部横ナデ。胴部外面中 外面黒色，内面黄褐色。外面

端部近 くで外反する複合 目線。 口 位以下不整方向のパ ケ目の上を 全面にスス付着。細砂粒を含

縁端部は丸い。屈曲部の稜はやや ナデ。ススのため調整不明の部 む。口径 1 1．4 ，胴 部最大 径

鈍い。肩部外面に櫛状工具 による 分あ り。内面上位左方向のへラ 1 1．6 ，器高 9．3 C7乃

波状文がみられ，その上にへラ状 削 り。中位以下指頭圧痕。 （旧20 D ◎S I O 3 内 S蜂 O l，

工具による刻み目が レう周する。

頚部からなだらかな肩に続き，扇

平な球形の胴部へ続 く。器壁は厚

い。

8 03 ）　　　　　　　　 さ
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P o　 3 饗。ゆるやかに外反する複合口壕。 口縁 ◎喝部構 ナデ。胴部外面ナ 外面淡黄黒色。’内面淡黄褐色。

12 7
口縁端部カッ寸。屈曲部の稜 は丸 デ，内面右方向のへラ削 り。 外面にスス付着。小砂粒を含
味をもって終 る。器壁 は厚い。 む。口径 16．2 C珊

（旧20 D ◎S I O 3 内 S K Ol，

8 06 ）

P o　 4 長 頸壷。直立気味で口縁端部でゆ 口縁 ◎頭部横ナデ。肩部内面高 外面淡黄灰色　 内面淡黄褐色

129
るやかに外反す る複合 口縁。屈曲 い位置か ら左方向へのへ ラ削り。胴部外面 スス付着。細砂粒を

部の稜は鋭 い。頸部 は短 く， ゆ 胴部上位横方向のハケ目の後斜 含む。口径 11．4 ，胴部最大径
るやかな肩部から球形の胴部へ続 方 向のパケ目。下位ナデ。内面 16．4 ， 器高 19．0 cm
く。 最大径 は胴部中位にある。器 上位左方向のへラ削 り。下位右 （旧20 D ◎S I O3 内 S K O l，
壁 は薄い。肩部に櫛措平行沈線が

めぐる。

上方 向へのへ ラ削り。 80の

P o　 5 賓。直立気味で，口縁端部近くで 日雇 ◎頚部横ナデ。肩部外面痍 外面淡黄黒色，内面黄褐色。

129
ゆ る く外反する。屈曲部の稜はや 方向のパケ目。胴部外面不整方 外面全面にスス付着。小砂粒

や鈍い。口綾部器壁は厚い。頸部 向のパケ目。内面右方向のへ ラ を含む。口径 12．7，胴部最大

か らなだらかな肩部へ続 く。胴部 削 り。下位左方向のへ ラ削 り。 径 17．2 C珊

はやや張る。肩部外面にへラ状工 （旧20 D o S I O 3 内 S K Ol，

具 による刻み 目がめ ぐる。 79 1 ）

P o　 6 賓 。ゆるやかに外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部横ナデ。胴部外面横 外面淡黄黒褐色，内面淡黄灰

129
口縁端部 は横ナデにより，内側 に 方 向のパケ目，中位以下縦ハケ 色。胴部外面中位以 下スス付
わずかに肥厚する。屈曲部の稜 は 目，不整方向のパケ目以下サギ 着。細砂粒を含む。口径接 9
鈍 い。なだらか な肩部を もつ縦長 ススのため調整不明。内面止位 胴部最大径 2 0．2 C珊
気 味の胴部 に続 く。最大径は胴部 右方向のへ ラ削 り，中位以下左 （旧20 D ◎S I O 3 内 S K O L

中位 。器壁 は薄い。 上方 向のへラ削 り。 797 ◎80 7 ⑳8 08 ）

P o　 7 蜜 。ゆるやかに外反す る複合口縁） 口縁 ◎頸部横ナデ。胴部外面横 外面黒褐色　 内面黄灰黒色。

129
口縁 端部は横ナデにより，内側に 方向，不整方向のパケ目。 その 外面全面にスス付着，内面底

肥厚する。屈曲部の稜はやや鋭 さ 後ナデ。一部ススのため調整不 部炭化物の残存 ？がみられる

を欠 く。頸部は短 くなだ らかな肩 明。内面左方向のへラ削 り，下 細砂粒を含む。口径 廿 6，胴
部をもつ縦長気味の球形の胴部に 位上方向のへラ削 り。 部最大径 2 3．2 ，器高 26，7 C珊
続 く。最大径は胴部止位。肩部櫛 （旧20 D ◎S I O 3 内 S K O l，

措 平行沈線が めぐり， その下にへ

ラ状工具 による刻み目がめぐる。

器壁は薄 い。

80 0 ）

P o　 8 整 。ゆるやかに外反す る複合日録 口縁 ◎頭部横ナデ。胴部外面斜 外面黒褐色　 内面黄褐色。外

129
口縁 端部はか ソト。屈曲部の稜 は め方向の細かいハケ目の上を槙 面全体にスス付着。胴部内面
鋭い。頸部 は短 くなだ らかな肩 方向のパケ目，一部ナデこ　内面 下位炭化物 ？の付着。小砂粒
部から張 りだ し気味 の胴部へ続 左方向のへラ削 り。 を含む。口径1 5．8 ，胴部最大

く。肩部外面に櫛措平行沈線がめ 径 2 2。I c珊

ぐり，木口状工具による刻み目が （旧20 D e S I O 3 内 S K O l，

め ぐる。器壁薄い。 794 ）

P o　 9 蜜。ゆるやかに外反する複合口縁 口繚 ◎頸部桟 ナデ。胴部上位ナ 外面淡黄灰黒色，内面灰色。

13 0

P o lO

口縁 端部はカ ット後面を意識 しな デ。中位ハヶ国の上 をナデ。内 胴部外面中位以下スス付着。

が ら丸 く終る。屈曲部の稜はやや 面左方向のへ ラ削 り。一部右方 小砂粒 を含む。 口径略 6，胴

鈍い。頚部は短 くなだ らかな肩部 向のへラ削 り。

口縁 ⑳頸部横サ デ。肩部外面横

部最大径 20．9 C珊（旧20 D 。S I
か ら胴部へ続 く。 0 3 内 S K O L　 78 7 ）

蜜 。大き く外反する複合口縁。口 外面黒色，内面黄褐色。外面

130
縁 端部カッ ト。屈曲部の稜は鋭 い 方向のパケ目後縦方向のハヶ国。全面にスス付着。小砂粒を含
頸部か らなだ らかに胴部へ続 く。 胴部外面嘩方向のパケ目。不整 む。 口径 16．勘　 胴 部最大径
肩部にへラ状工具による刻み目が 方向のノ＼ケ首。内面右方向のへ 2 0．7 cm
め ぐる。 ラ削り。 （旧20り ◎S ．亙03 内 S K 0 1，

80 7 ⑳808 ）

l
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P o l 1

13 0

聾 。 大 き く外 反 す る複 合 口縁 。 口 口 縁 ◎頚 部 堵 ナ デ。 肩 部 外 面 斜 外 面 淡黄 黒 色 ， 内面 褐 色 。 外

縁 端 部 カ ッ ト。 屈 曲 部 の 稜 は鈍 い 。 方 向 の パ ケ 目 の 後 横 方 向 の パ ケ 面 全 面 に ス ス 付 着 。 小 砂 粒 を

頚 部 は短 く， ゆ る や か な 肩 部 か 目。 胴 部 外 面 横 方 向 の パ ケ 目。 含 む 。 口径 1 7．2 ，胴 部 最 大 径

ら丸 味 を もつ 胴 部 へ 続 く。 肩 部 外 内 面 右 方 向の へ ラ削 り。 2 1．5 C珊

面 木 口状 工 具 に よ る刻 み 目が め ぐ （旧 2 0 D ◎S I O 3 内 S K O l ，

る 。 8 0 7 ）

P o 12

1 3 0

賓 。 ゆ る や か に外 反 す る複 合 口 縁 口縁 ◎頚 部 横 ナ デ。 肩 部 外 面 横 外 面 淡黄 黒 色 ， 内面 淡 黄 褐 色

口縁 鹿 部 は カ ッ ト後 面 を 意 識 し な 方 向 の パ ケ 目。 胴 部 外 面 不 整 方 外 面 肩 部 以 下 ス ス付 平 。 小 砂

が ら も丸 く終 る。 屈 曲 部 の 稜 は鋭 向 の パ ケ 目， 一 部 ナ デ。 内 面 へ 粒 を含 む 。 口 径 1 9．3 ， 胴 部 最

い 。 頸 部 は 1短 く ， ゆ る や か は 肩 ラ削 り， 下 位 右 上 方 向 へ へ ラ削 大 径 2 1．2．，器 高 17．9 cm

部 か ら胴 の 張 る扇 平 な 球 形 の 胴 部 り。 底 部 外 面 ナ デ， 内 面 へ ラ削 （旧 2 0 D ◎ S I O 3 内 S K O l ，

へ 続 く。 最 大 径 は 胴 部 上 位 。 底 部

は 平 底 。 器 壁 は 薄 い 。

り。 8 0 8 ）

P o 1 3

1 3 0

高 士不。 大 き な碗 状 の底 部 か ら外 反 土不部 外 面 稜 よ り上 段 は 暗 文 が め 内 外 面 淡 黄 褐 色 ， 小 砂 粒 を 多

す る杯 部 。 口縁 端 部 は さ らに 外 反 ぐ る。 下 段 はパ ケ 目の 後 横 方 向 く含 む 。 口 径 3 0．1 ，脚 径 1 9．2

し角 ぼ る 。外 面 屈 曲 部 の 稜 は 下 垂 の ナ デ， 内 面 放 射 状 の へ ラ磨 き 器 高 1 4．4 C仇 ．

し鋭 い ， 柱 状 部 は 太 く， 大 き く広 が め ぐる。 底 部 近 くは 風 化 の た （旧 2 0 D ◎ S I O 3 内 S K O l ，

が る裾 部 を もつ 脚 部 。 脚 端 部 は 角 め 一 部 調 整 不 明 。 脚 部 外 面 放 射 7 8 9 ）

ぼ る。 器 壁 は 厚 い。 状 の へ ラ磨 き， 内 面 上 位 右 方 向

の へ ラ削 り後 ナ デ ， 下 位 横 方 向

の ナ デ， 脚 端 部 面 取 り の 後 ナ

デ。

P o 14

1 3 0

高 塚 。 ゆ る や か に外 反 す る 深 い 椀 杯 部 外 面 不 整 方 向 の 細 いへ ラ磨 内 外 面 淡 黄 褐 色 。 細 砂 粒 を含

状 の 杯 部 と大 き く 「ハ 」 の 字 に 開 き。 内 面 横 方 向 の へ ラ磨 き。 底 む。 口径 1 9．2 ，脚 径 1 2．1 ，

く裾 部 か らな る脚 部 。 口縁 端 部 は 部 近 くは 風 化 の た め 調整 不 明 。 器 高 1 2．l c盈

カ ッ ト後 面 を 意 識 し なが ら丸 く終 脚 部 外 面 柱 状 部 横 方 向 の 細 い へ （旧 2 0 D ◎S I O 3 内 S K O l ，

る。 円 盤 充 填 。 テ磨 き。 細 か い 縦 方 向 の パ ケ 目，

裾 部 パ ケ 目， 脚 端 部 カ ッ ト後 ナ

デ 。

7 9 5 ）

P o 1 5

1 3 0

高 塀 。，‾ゆ る や か に 外 反 す る椀 状 の 琢 部 外 面 細 い 不 整 方 向 の へ ラ磨 内 外 面 淡 黄 褐 色 。 小 砂 粒 を 含

杯 部 と 「ハ 」 の字 状 に 開 く裾 部 か き 。 内面 放 射 状 の 細 い へ ラ磨 き む 。 口径 1 7．1 ， 脚 径 1 0 ．8 ，

ら な る脚 部 。‾口縁 端 部 は カ ッ ト後 が 暗 文 的 に め ぐる。 脚 部 細 か い 器 高 9 ．4 C珊

面 を 意 識 し なが ら丸 く終 わ る。 脚 パ ケ 目， 内面 左 方 向 の へ ラ削 り （旧 2 0 D ◎S I O 3 内 S K O l，

部 は 短 い。 裾 部 内 面 ナ デ。 7 9 9 ）

P o 16

1，3 0

低 脚杯 。脚 部 は 短 く ゆ る や か に 脚 部 内 外 面 ナ デ。 内外 面 淡 黄 褐 色 。 細 砂 粒 を 含

「ハ 」 の 字 に 開 く。 胸 端 部 は 丸 く む 。 脚 径 6 ．3 C珊

（旧 2 0 D ◎S I O 3 内 S K O l ，

8 1 2 ）

P o 17

1 3 0

高球 型 器 台 。 杯 部 浅 く 口縁 部 は大 杯 部 外 面 パ ケ 目 の 上 を放 射 状 に 外 面 淡 黄 褐 色 ， 杯 部 内面 褐 色

き く外 反 す る 。 口縁 端 部 は 丸 く終 暗 文 が め ぐ る。 内 面 横 方 向 の へ ・脚 部 内 面 淡 黄 褐 色 。 杯 部 内 面

る。 屈 曲 部 の 稜 は 鈍 い 。 脚 部 は ラ磨 き 。 底 部 縦 方 向 の 放 射 状 の 丹 塗 。 細 砂 粒 を 含 む 。

「ハ 」 の 字 状 に ゆ る や か に 開 く。 へ ラ磨 き。 脚 部 外 面 幅 の 広 い へ 口径 1 1．1 ∴脚 径 川 ，5 ， 器 高

脚 部 に 3 方 透 し孔 。 ラ磨 きら　内 面 柱 状 部 左 方 向 の へ 9．4 C釈 （旧 2 0 D ◎ S I O 3　 内

ラ削 り。 裾 部 パ ケ 目が め ぐる 。 S K O l ， 7 9 8 ）

P o 1 8

13 0

高 塀 型 器 台 。 琢 部 浅 く 口縁 部 は大 師 部 外 面 ナ デ 。 内 面 横 方 向 の へ 内外 面 淡 黄 褐 色 。 細 砂 粒 を含

き く．外 反 す る。 口縁 端 部 は 丸 く終 ラ磨 き 。 杯 部 と脚 部 の 接 合 部 外 む 。 口径 1 1．4 ， 脚 径 10 ．9 ，

る。 屈 曲 部 の 稜 は鈍 い 。 脚 部 は 直 面 パ ケ 目 ，杯 部 内 面 底 部 風 化 の 器 高 9．3 C珊

立 気 味 に ゆ るや か に 「ハ 」 の 字 に た め調 整 不 明 。 中央 に小 孔 が み （由 2 0 D ◎S I O 3 吋 S K O l ，

開 く。 脚 部 ‾に 3 方 透 し孔 。 られ る。 脚 部・外 面 パ ケ 目 の 後 へ

ラ磨 き 。 内面 柱 状 部 左 方 向 の へ

ラ削 り。 裾 部 パ ケ 目。

7 8 8 ）
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P o 19 鼓形器台云受部内湾気味に外方 に 外面構ナデ，内面受部頓へラ磨 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

130 開 き， 口縁端部で肥厚 しさらに外 き。簡部へラ削 り後ナデ。脚部 む。口径 22．1 ，＿脚径 19．4 ，

方向へのびる。簡部は短 い。脚部 右方向のへラ削 り。 器高 12．7 C7m （旧20 D ◎S I O 3
は外方へ開き，脚端部で肥厚す る。 裾部横 ナデ。 内 S K O l，78 3 ）

P o　2 0 鼓形 器台。受部内湾気味に外方 に

J

外面横ナデ。内面受部横へラ磨 ‾内外面淡黄褐色。小砂粒を含

130
開 き，口縁端部で肥厚 し丸 く終わ き。簡部へ ラ削 り後ナデ。脚部 む。口径 2 3．3， 脚径 2 0．1

る。箇部は短い。脚部はゆるやか 右 上方向，右 ◎左方向のへ ラ削

り。裾部構ナデ。

I
器 高 18．O c珊

に外方へ開き，脚端部で丸く終わ （旧20 D ◎S I O 3 内 S K O l，
る。脚部の器壁は厚い。 78 5 ◎805 ◎807 ）

P o　21 鼓 形器台。受部内湾気味に外方に 外面構ナデ。内面受部横へラ磨 内外面淡黄灰褐色。小砂粒を

13 1
開 き，口縁端部で肥厚 してさらに き。簡部へラ削 り後ナデ。脚部 含む。一部砂粒を含む。‾‾口径

2 1．0，個径 18．8，器高 12．7C珊
丸 く終わる。簡部は短い。脚部外 右方向 ◎右下方 向のへ ラ削 り。

方に開き，脚端部で肥厚 し丸 く終

る。

裾都債ナデ。 （旧20 D ◎S I O 3 内 S K O l，

790 ）

P o　22 鼓 形器台。受部内湾気味に外方に

開き，口縁端部で肥厚 しわずかに

下垂 しなが ら外反す る。簡部は短

外面桟ナデ，内面受部横へ ラ磨 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

131
き。簡部へラ削 り後ナデ。脚部 む。口径 22．5 ，脚径 19．6 ，

右方向の へ ラ削 り。裾部構 ナ 器高 1 3．O c珊

い。脚部 は外方へ開き，脚端部で

さらに外反 し丸 く終わ る。

デ。 （旧20 D ◎S I O 3内 S 昼旦1，

80 2 ）

P o　23 鼓形 器台。受部内湾気味に外方に 外面横ナデ，内面受部横へラ磨 内外面明黄褐色。受部外面一

13 1

開 き，口縁端部で肥厚 し，カッ ト き，簡部へ ラ削 り後ナデ。脚部 部丹塗残る。小砂粒を含む。

後丸 く終 る。脚部は外方へ開き， 右上 ◎右下方向のへラ削 り。裾 一部砂粒を含む。口径2 2．1，
脚端部カッ ト後丸 く終る。 部槙ナデ。 脚径 19．5 （推定），器高 12一．9 cm

（旧20 D ◎S I O 3 内 S K O l，

80 1 ）

P o　24 鼓 形器台。受部 は内湾気味に外方 外面横 にナデる。内面受部横へ 内外面黄褐色。細砂粒を含む

13 1 へ開 くと思われる。簡部は短かい
ラ磨き。簡部へラ削 りの後ナデ 脚径 19．8 C珊 （推定）

脚部は外方へ開き，脚端部は丸 く 脚部左方向のへ ラ削 り。裾部横 （旧20 D ◎S I O 3 内 S K O l，

終 わる。 ナデ。 8 09 ）

P o　25 壷 。 口縁部は内傾 しながら外反す 口綾部外面 横ナ デ，内面榛方 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

131 る。 口縁端部は面を意識 しなが ら 向のへ ラ磨 き。頚部外面縦へラ む。 口径 摘．O cm （推定）

も丸く終わる。頚部付近に段を持 磨きの後横へラ磨き。内面横へ （旧20 D ◎S I O 3内 S D O l，

ち肩部に続 く。 ラ磨きの後縦へ ラ磨 き。 826）

P o　26 弥生底部。やや くぼむ底部か ら， 胴部外面縦へ ラ磨き。内面細 い 内外面淡褐色。細砂粒を含む

131
ゆ るやかに外反 する胴部へ続 く。 へ ラ磨きが一部み られる？底部 底径 4．7 C珊 （旧20 D ◎S I O3，

外 面ナ荒　　　　　　　 7 8 4 ）

P o　27 弥生壷。 2 条 の沈線の問に綾杉文 内外面へラ磨き。

長さ1 1．6C糀擦 り面幅 5．4 cm 。擦

外面黒褐色。 内面淡黄褐色。

131

S　 l

を施す。

擦石。

外面黒斑み られ る。砂粒を含

む。 （旧20 D ◎S I O3内 S D

0 1， 8 25）

挿図 131．

り面に赤色顔料の付着。 （旧20 D ◎N W ，7 5 7）

ホ主　　　部　　　　　　す　外面　　　　内面
状口縁から，そろばI口縁部付近

状の球形の胴部につづく。胴部
段の重孤
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P o　 2 弥 生賓。口縁部は直立 し， 口縁端 内外面ナデ，内面一部剥離。 内外南淡黄褐色。細砂粒を含

14 0 部 は横へのび下垂する。 口縁端部 む。口径 19．6 （推定） C珊

にへラによる刻み目がめ ぐる。 （旧20 D ◎N W ， 8 6 1）

P o　 3 弥生高塀。受部 ⑳脚部 ともに外方 外面受部 ◎脚部縦へラ磨 さ。脚 内外面責灰褐色。脚部外面一

14 0
へ開 く。脚端部は丸 く終 る。器壁 端部横へラ磨き。内面受部磨き，部黒斑み られる。砂粒を含む

厚い。 脚部桟 へラ磨き。簡部外面粘土 脚径 10．1 （推定）C珊

帯の剥離か ？ （旧2 0 D ◎N W ， 365 ）

P o　 4 弥生蓋。凸状のつまみから 「ハ」 外面つまみ部面取り後ナデ。一 内外面淡褐色。細砂粒を含む

14 0
の字 状に大 きく開 く蓋部。 部パケ，蓋部縦パケ。内面つま

み部ナデ。蓋部パケ後ナデ。パ

ケ冒みられる。

（旧20 D ◎N W ，434 ）

J　 l 軟質 の碧玉。断面四角形で研磨面 重さ 2．2 伊，長 さ 2．7 ，幅 1．2 挿 図 14 2 （旧20 D ，88 0 ）

は一面。 C爪。淡緑色。

J　 2 軟 質の碧玉。断面四角形で研磨面 重 さ 1．2 伊，長 さ 2．2 ， 幅 1．2 挿図 14 2 （旧20 D ◎S I O4 内

は二面。 C洞。淡緑色。 P 33， 884 ）

J　 3 軟 質の碧玉。断面四角形で研磨面 重 さ 1．7 伊，長 さ 2．0 ， 幅 0，7 挿図 14 2 （旧20 D ◎254 0）

は二面。 C冊。淡緑色。

J　 4 軟質の碧玉。断面四角形で研磨面 重 さ 1．2 伊，長さ 1．3 ， 幅 0．6 挿図 14 2 （旧20 D ◎21 39）

は三面。 C爪。淡緑色。

J　 5 軟 質の碧玉。断面四角形で研磨面 重さ 0．6 伊，長さ 1．5 ， 幅 0．6 挿図 14 2 （旧20 D ◎S I O4 内

は四面， うち二面はわずかな研磨 C珊○ P 33， 884 ）

痕 跡がみ られ る。切 断面一面 研

磨。

淡緑色。

J　 6 軟質の碧玉。断面四角形で研磨面 重 さ 0．5 伊，長さ 1．6 ， 幅 0．6 挿図 142 （旧20 D ◎4 397）

は四面。 うち一面 は角をさらに研 C盈○

磨。 淡緑色。

J　 7 軟質の碧玉。断面四角形。 重 さ 0．5 伊，長 さ1．2，幅 0．5 cm 挿 図14 2 （旧20 D ◎254 1）

J　 8 軟質の碧玉。断面四角形。 長 さ2．5，幅 1．0 cm ，淡緑色。 挿図 14 2 （旧20 D ◎23 5）

J　 9 軟質 の碧玉。断面四角形。 長 さ 1．4， 幅 1．4 cl花，淡緑色。 挿図14 2 （旧20 D ◎20 18）

J lO 軟質 の碧玉。研磨面は九面。切断 重 さ 0．7 伊，長さ 1．2 ， 幅 0．6 挿図 142 （旧20 D ◎373 6）

面 は二面研磨。 C珊。淡緑色。

J ll 軟質 の碧玉。研磨面は八面。切断 重さ 0．9 伊，長さ 1．2 ， 幅 0．6 挿図 142 （旧20 D ◎4 005）

面 は一面研磨。 C爪。淡緑色。

J 12 軟質 の碧玉。研磨面は八面。切断 重さ 0．7 伊，長さ 1．0 ，幅 0．6 挿 図142 （旧20 D ◎8 27）

面 は二面研磨。 C椚。淡緑色。

J 13 軟質 の碧玉。研磨面 は七面。切断 重さ 0．9 才，長 さ 2．5 ，幅 1．5 挿 図14 2 （旧2 0 D ◎4 66）

面 は一面研磨。半分 ほど欠損。 C仇。淡緑色。

J 14 軟質 の碧玉。研磨面は九面。切断 重 さ 0．7 伊，長 さ 1．0 ，幅 0．6 挿 図14 2 （旧20 D ◎300）

面 は二面研磨。 C硯。淡緑色。

J 15 軟 質 の碧玉。研磨面は七面。切断 重 さ 0．5 伊，長 さ 1．0 ，幅 0．5 挿図 14 2 （旧20 D ◎3400）

面 は二面研磨。 C硯。淡緑色。
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J 16 軟質 の碧玉。研磨面 は八両。切断 重 さ3．4 伊，長さ 3．3 ，幅 0．8 C珊 挿 図14 2 （旧20 D ◎S I O 4 内
面 は二面研磨。 淡緑色。 P 3 3，88 4 ）

l
J 17 軟質 の碧玉。研磨面は七面。

′
重さ 1．7 尿，長 さ2．4 ，幅 0．5 C甥 挿 図142 （旧20 D ◎1357）

J 18 軟質 の碧玉。研磨面は七面。切断 重 さ1．7 伊，長 さ2．1 ，幅0．6 C珊 挿 図14 2 （旧20 D ◎15 27）

面二面研磨。中央で輪切 り状の擦

り切 り痕跡がみ られる。

淡緑色。

J 19 軟質 の碧玉。研磨面は六面。切断 重さ 0．9 厨，長 さ1．4 ァ　幅 0．7 C珊 挿図 14 2 （旧20 D ◎440）
面 に輪切り状の擦 り切 り痕跡がみ

られる。

淡緑色。

J　 20 軟質の碧玉。研磨面は八面。切断 重さ 1．2 伊，長さ 1．3 ，幅 0．8 cm 挿図 14 2 （旧20 D ◎240 4）
面一面は研磨。一面は輪切 り状擦

り切 り跡がみられる。 レi ほ ど欠

損云

淡緑色。

J　 2 1 軟質 の碧玉。研磨面は十面。切断 重さ0．8 伊，長 さ 1．2 ，幅 0．6 cm 挿 図142 （旧20 D ◎94 1）
面 は一面。一面 は輪切 り状擦 り切

り跡が みられる。一部欠損。

淡緑色。

J　 22 軟質 の碧玉。研磨面 は八面。切断 重さ0．5 伊，長 さ 1．2 ，幅 0．6 C珊 挿 図14 2 （旧20 D ◎4 59 6）
面 は二面研磨。 淡線色。

J　 23 軟質 の碧玉。研磨面 は十面。切断 重さ 0．3 伊，良 さ1工 幅 0．7 C珊 挿図 142 （旧20 D ◎160 0）
面 は一面研磨。一面 は輪切 り状擦

り切 り跡がみ られる。

淡茶色。

J　 24 軟質 の碧玉。研磨面は七面。切断 重さ0．5 伊，長さ 0．8 ，幅 0．7 C珊 挿図 142 （旧20 D ◎66 0）
面は二面研磨。 淡線色。

J　 25 軟 質の碧玉。研磨。 長さ 1．6 ， 幅 0．7 C欄。淡緑色。 挿図14 2 （旧2 0 D ◎4 72）

J　 26 軟質 の碧玉。研磨。 長 さ0．8 テ　幅 0．6 C硯。 淡緑色。 挿図142 （旧2 0 D ◎1715）

J　 2 7 軟質 の碧玉。半分欠損。残存研磨 重 さ0．4 勘　 長 さ 1，l c珊 挿 図142 （旧20 D ◎S I O 4 内

面 は五面。切断面は一面研磨。 淡緑色。 P 33，884）

J　 28 軟質 の碧玉。 弓4 欠 損。残存研磨 重 さ 0．1 伊，長さ 1．2 C珊 挿図 14 2 （旧20 D ◎27 29）

面 は三面。 淡緑色。

J　 29 軟質 の碧玉。 弓4 欠 損。残存研磨

面 は五面。
重さ 0．1 伊。淡緑色。 挿図 14 2 （旧20抄，148）

J　 30 軟質の碧玉。研磨面は六面。切断 重さ 1．1 伊，長さ 1．5 ， 幅 0．8 挿図14 2 （旧20 D ◎S I O4 内
面 は一面研磨後一方向’の穿孔。一

面は 「Ⅴ」字状 に研磨。
C刑。淡緑色。 P 3 3，88 4）

J　 31 軟質 の碧玉。研磨面は九面。切断 重さ 1．0 厨，長 さ 1．2 ，幅 0．8 挿 図－142 （旧20 D ◎2000）
面 は二面研磨後うち一面⊥一方向の

穿孔。穿孔面をもつ切断面に輪切

り状擦 り切 り跡がわずかに残る。

C冊。淡緑色。

J　 32 軟質 の碧玉。研磨面は九面。切断 重 さ 0．7 伊，長 さ 1．上　 幅 1．5 挿図 14 2 （旧20 D ◎42 91）
面二面研磨後 うち一面は一方向の

穿孔。

甲。淡緑色。

J　 33 軟質 の碧玉。研磨面は八面。切断 重 さ 0，5 伊，長 さ 1．0 ， 幅 0．5 挿図 14 2 （旧20 D ⑳4839）

面 は二面研磨後一面 は一方向穿孔 C刑。淡緑色。
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J　 34 軟質 の碧玉。研磨面は十面。切断 重 さ 1．0 伊，長さ 1．1，幅 0．8 C珊 挿図 14 2 （旧20 D ◎44 16）

面 は二面研磨後二方向穿孔。 淡緑色。

J　 35 軟質 の碧玉。研磨面は九面。切断 重 さ0．9 才，長さ 1．0 ，幅 0．7 C珊 挿 図 14 2 （旧20 D ◎4550）

面 は二面研磨後二方向穿孔。 淡緑色。

J　 36 軟質 の碧玉。研磨面は七面。切断 重 さ 0．9 伊，長さ 1．2 ，幅 0．7 cm 挿図 14 2 （旧20 D ◎S I O4 内

面 は二面研磨後二方向穿孔。 淡緑色。 P 33，88 4）

J　 37 軟質 の碧玉。研磨面は八面。・切断 重さ0．7 才，長 さ1．3 ，幅 0．6 C珊 挿図 14 2 （旧20 D ◎S I O 4 内

面 は二面研磨後二方向穿孔。 淡緑色。 P 33，88 4）

J　 38 軟質 の碧玉。研磨面は十面。切断 重さ 0．5 伊，長さ 1．0 ，幅 0．6 cm 挿図 14 2 （旧20 D ◎S I O4 内

面 は二面研磨後二方向穿孔。一部

欠損。

淡緑色。 P 33，88 4）

J　 39 軟質 の碧玉。残存研磨面 は五面。 重 さ 0．5 才，長さ 1．3 ，幅 0．7 cm 挿図 14 2 （旧20 D ◎’3700）

切断面は二面研磨後二方向穿孔。

一部欠損も

淡緑色。

J　 40 軟質 の碧玉。残存面は四面研磨。 長さ 1．2 ， 幅 0．6 cm 挿図 14 2 （旧2 0D ）

切 断面は二面研磨後二方穿孔。一

部欠損。

淡緑色。

J　 4 1 軟質 の碧玉。二方向の穿孔。穿孔

工程で失敗 し半分欠損。

長 さ 1．6 C珊。 淡緑色。 挿図 14 3 （旧20 D ◎4634）

J　 42 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 尊 さ0．7 伊，長さ 1．5 ，幅 0．8 C珊 挿 図 14 3 （旧20 D ◎364）

穿孔工程で失敗 し半分欠損。穿孔

は二方向。穿孔断面にリング状の

痕跡がみ られ る。

淡緑色。

J　 43 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 重 さ 0．2 才，長さ 1．0 cm 挿 図 14 3 （旧20 D ◎1769）

穿孔工程で失敗 し半分欠損。 淡緑色。

J　 44 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 重さ 0．2 才，長さ 1．1 cm 挿図 14 3 （旧20 D ◎170 7）

穿孔は二方向。完通 しているが穿

孔工程で失敗 し半分欠損。

淡緑色。

J　 4 5 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 重さ 0．2 才，長さ 1．0 cm 挿 図 14 3°（旧20 D ◎37 03）

穿 孔は二方 向。完通 しているが穿

孔工程で失敗 し半分欠損。

淡緑色。

J　 4 6 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 重さ 0．2 才，長 さ 0．9 C珊 挿図 14 3 （旧20 D ◎S I O 4 内

穿 孔は二方向。完通 しているが穿

孔工程で失敗 し半分欠損。

淡緑色。 P 33， 88 4）

J　 47 軟質 の碧玉。切断面は二面研磨。 重 さ 0．3 房，長 さ 1，0 cm 挿 図 14 3 （旧20 D ◎2384）

穿 孔は二方向。穿孔工程で失敗 し

半分欠損。

淡緑色。

J　 48 軟質 の碧玉℃切断面は二面研磨。 重 さ 0．2 才，長さ 1．2 C珊 挿図 14 3 （旧20 D ◎35 14）

穿 孔工程で失敗 し兢 欠損。 淡緑色。

J　 49 軟質 の碧玉。切断面は一面研磨。

穿孔は二方向。穿孔工程で失敗 し

欠損。

重 さ 0．2 伊，淡緑色。 挿図．14 3 （旧20 D ◎442 3）
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J　 50 軟質 の彗玉。切断面は一面研磨。

穿孔は二方向。穿孔工程で失敗 し

欠損。

重さ 0．1 才。淡緑色。 挿図 14 3 （旧20 D ◎74 2）

D　　 l 有孔 円盤。土器転用。 上 ◎下面擦 った痕がみ られる。 挿図140， 一部スス付着，砂

重 さ6．5 才，直径 3．0 ，厚さ住6 粒 を含む

C協。淡黄褐色。 （旧20 D ，59 5）

D　　 2 紡錘車。 上 ◎下面ナデ，側面磨き。重さ 挿図 14 0，明茶褐色。砂粒を含

76．5 伊，直径 4．7 ，．厚 さ 1．4C珊 む。 （旧20 D ◎N W ，429）

D　　 3 有孔 円嘱未製品。穿孔途中。土器 上 ◎下面擦った痕がみられ る。 挿図 14 0，淡黄褐色。（旧20 D

転 用。 直径 2．7 （推定），厚さ 0．7 C硯。 S I O4 内 P 33，瑚 6）

D　　 4 土玉。 長 さ 3．1， 径 2．7 cl花 挿図 14 0 （旧 20 D ，24 0）

S　 l 打製石斧。敵打痕がみ られ刃 とし 上面は磨いた痕がみ られる。長 挿図 14 0
て使 用されているか ？ さ約 12．2，最大幅 9．7 ，厚 さ約

4．6 C耽。淡青灰色。

（旧20 D ◎N W ，53 7）

S　　 2 打 製石器。薇打痕がみられる。 最大長 10．8，最大幅 8．0 ，最大 挿図14 0

厚 1．5 C硯。灰褐色。 （旧20 D ◎N W ，59 4）

S　　 3 磨 製石斧。 全長 13．9 （推定），幅 4．9 （推 挿図140

定 ）耽。青灰色。 （旧20 D ◎N E ，2．38）

S　　 4 軟質の碧玉製有孔円盤。 上 ◎下面 とも擦 り痕みられる。 挿図 14 0∴ 淡緑色。

重 さ 1．9 伊，幅 1．9 ，厚 0．3 C珊 （旧20 D ◎N W ， 532）

S　　 5 軟質の碧玉製円盤。 上 ◎下面 とも擦 り痕みられる。 挿図 14 0

重 さ 3．2 才，淡緑色。 （旧20 D ◎N W ，2 12 0）

S　　 6 軟質の碧玉。碧玉製管玉を作る原

石で リングがみられる。

重さ20 0 伊。 淡緑色。 挿図14 1 （旧20 D ◎520）

S　　 7 軟質の碧玉。原石を荒割の段階に 重 さ63 伊，長さ 7．5 ，．幅 5．2－C珊 挿図ユ4 1 （旧2 1 D ◎84）

したもの。 淡緑色。

S　　 8 軟質の碧玉。原石を荒割の段階に 重さ43 タ，長さ 6．7 ，幅 4．8 C加 挿図 14 1 （旧20 D ◎579）

したもの。 淡緑色。

S　　 9 軟質の碧玉。原石を荒割の段階に 重さ32 伊，長 さ 5．8 ，幅 4．O c珊 挿 図14 1 （旧2 0 D ◎607）
した もの。 リングがみられ る。 淡緑色。

S　 lO 軟質 の碧玉。原石を荒割の段階に 重 さ32 伊，長 さ 7．2 ，幅 4．1 cm 挿 図141 （旧20 D ◎37 6）
したもの。 リングがみ られる。 淡緑色。

S　 ll 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形割 重さ14 伊，長さ 6．6 ， 幅 2．O c珊 挿 図14 1 （旧21 D ＿◎84）

の段階にした もの。 リングがみら

れる。

淡緑色。

S　 12 軟質 の碧玉。荒割の段階から形割 重さ 5こ7．伊，長 さ5．1 ∴幅 1．4 C珊 挿 図14 1 （旧20 D ◎780）
の段階 にしたもの。 リングがみ ら

れる。

淡緑色。

S　 13 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形割 重さ3．7 伊，長さ4．4 ，幅 1．3 C珊 挿図14 1 （旧20 D ）
の段階にしたもの。 リングがみ ら

れる。

淡緑色。
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S　 14 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形割 重さ19 伊，長 さ 3．5 ， 幅 2．5 cm 挿図 141 （旧2 1 D ，169）

の段階に したもの。 淡緑色。

S　 15 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重さ12 勘　 長さ 5．4 ，幅 2．2 cm 挿図 14 1 （旧20 D ，74 2）

の段階に したもの。 リングがみ ら

れ る。

淡緑色。

S　 16 軟 質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重さ 6．6 伊，長さ 3．7 ，幅 1．4 cm 挿図 1射 （旧20 D ，376）

の段階に したもの。 淡緑色。

S　 17 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重さ 7．7 伊，長さ 4．1，幅 1．6 C7乃 挿図 14 1 （旧20 D ，89 2）

の 段階に したもの。 淡緑色。

S　 18 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形割 重さ8．5 才，長さ 3．㌦　 幅 2．5 C珊 挿図 1射 （旧20 D ，1 780）

の段階に したもの。 淡緑色。

S　 19 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重 さ4．5 勘　 長さ 2．8 ， 幅 1．5 C7乃 挿図 14 1 （旧2 1 D ， 169）

の 段階に したもの。 淡緑色。

S　　 2 0 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重さ 3 伊，長さ 3．7 ， 幅 1．6 C珊 挿図 14 1 （旧20 D ，98 0）

の段階に したもの。 淡緑色。

S　　 2 1 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形剖 重 さ 3 伊，長 さ 3．2 ， 幅 1．5 C珊 挿図 1射 （旧20 D ，78 0）

の段階に したもの。 淡緑色。

S　 22 軟質 の碧玉。荒割の段階か ら形割 重さ 7 才，長 さ 2．2 ，幅 1．8 C椚 挿図 1射 （旧20 D ，607）

の段階に した もの。 淡緑色。

S　　 23 軟質 の碧玉。荒割 の段階か ら形剖 重 さ6．5 勘　 長さ 2．5 ，幅 1．8 C盈 挿図Ⅲは （旧20 D ， 780）

の段階にした もの。 淡緑色。

S　 24 玉髄 。自然面を打面と して 6 ′軸 7 重 さ 2．1 伊，・長さ 2．上　 径 1．9 挿図 14 3 （旧20 D ，742）

本 の錐をとったか ？ 厚 さ 8．9 C現。 淡茶色。

S　　 25 玉髄 。 7 悔 8 本 の錐をとったか ？ 長 さ 2．0 ，径 1．上　 厚さ 1．3 C珊 挿 図 14 3 （旧20 D ⑳S 王04 内

淡茶色。 P 33， 884）

S　 26 玉髄 錐以前の もの。カ ット面五面 重さ 0，3 勘　 長さ 0．7 ，径 0，2 C撒 淡茶色。挿図143

S　 27 玉髄錐未製品 ？　 カ ット面五面。 重さ 0．1 伊，長 さ 1．3 ，径 0．2 cm 淡茶 色。挿図摘3

S　 28 玉髄錐未製品 ？　 カ ット面三面。 重 さ0．1 勘　 長 さ1．2 ，径 0．3 C7乃 淡茶色。挿図 14 3

S　　 29 玉髄錐未製品？　 カ ット面四面。 ・重 さ0．1 勘　 長さ0．9 ，径 0．3 C椚 淡茶色。挿図 14 3

S　 30 玉髄 錐米製品？　 カッ ト面三面。 重さ 0．1 勘　 長さ0．8 ，径 0．2 C珊 淡茶色。挿図摘3

S　 31 玉髄錐未製品？　 カッ ト面三面。 重 さ0．1 伊，長 さ0．7 ，径 0．3 C7乃 淡茶色。挿図 14 3

S　 32 玉髄錐未製品？　 カッ ト面三面。 重 さ0．1 勘　 長 さ0．7 ∴径 0．2 C盈 淡 茶色。挿図14 3

S　　 33 玉 髄錐未製品？　 カット面三面。 重 さ0．1 勘　 長 さ0．7 ，径 0．2 C珊 淡茶色。挿図14 3

S　 34 玉 髄錐未製品？　 カッ ト面四面。 重 さ0．1 勘　 長 さ0．7 ，径 0．2C珊 淡茶色。挿図 14 3

S　 35 玉髄錐。カット面六面。 重 さ0。l 勘　 長 さ0．8 ，径 0．3 C7万 淡茶色。挿図摘 3

S　 36 玉 髄錐。 重 さ0つ 針　 長 さ1．4 ，径 0．3 C椚 淡茶色。挿図且4 3
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S冨　瑠璃磯

P o　 l 壷 。口縁部大き く外反する複合 口 口縁部内外面横ナデ，外面頸部 内外面淡黄褐色。小砂粒を一

146

縁 。屈曲部の稜は下垂気味でわず ナデ。外面胴部斜方向の粗 いハ 部含む。口径 2 1．8 Cプ乃（推定）

かに鈍い。 口縁端部はわずかに丸 ケと横方向の細かなハゲの上を （旧2 0 E ◎S I 0 2 ， 14 67）

い。頚部は長 く，．ゆるやかに張る

肩部か ら胴部へ続 く。

一部ナデ消す。

P o ‘2 壷。口綾部大き く外反する複合口 口縁部内外面横ナデ，外面頚部 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

14 6
縁 。屈曲部の稜は横方向へひきだ ナデ。胴部細かい不整方向のハ 色。胴部外面一部スス付着。

されやや鋭い。口縁端部 は丸 く終 ケ目。内面頚部ナデ。胴部へラ 細砂粒を含む。 口径 2 1．2，胴

る。頸部短か く，肩部はなだ らか 削 り。 部最大径24．O c7乃

で胴部へ続 く。最大径は胴部中位。

岩壁は薄い。肩部外面に波状文が

め ぐる。

（旧20 E ⑳S I O 2 ク 152 1）

P o　 3 聾。大 きく外反 する複合口縁。口 口縁部 ⑳頸部内外面構ナデ。外 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

14 6
縁 端部はカット後外方へ肥厚する 面肩部横方向のパケの後ナデ。 色。胴部下位黒色。外面スス

屈曲部の綾は鋭い。頚部は短 く， 胴部縦パケを主 とした不整方向 付着。内面胴部下位炭化物が

なだらかな肩部へ続 く。胴部 は中 のパケ．の後一部ナデ。内面胴部 全面に付着。細砂粒を含む。

ほどで張 りすぼまり気味に底部へ 上位右方向のへラ削 り。下位上 口径 16．7 ，胴部最大径2 3．4，

続 く。底部はわずかに平底気味。 方向へのへ ラ削 り。 器高2二6．7 cm

胴部の器壁は薄い。 （旧20 E ⑳S I O 2，14 34）

P o　 4 蜜。ゆるやかに外反する複合口縁。 口縁部 ⑳頚部内外面積ナデ。外 内外面淡黄褐色。胴部外面ス

14 6
口繚端部はカット後外方へ肥厚 し 面胴郵榛方向のパケの上を斜方 ス付着。砂粒を含む。

丸 く終 る。屈曲部の稜は鈍い。頸 向のパケ目， その上 をナデ。内 口径 15．4，胴部最大径2 0．2，

部は短く， なだ らか な肩部 か ら 面胴部上位右上方向のへラ削り。 器高 23．2 C椚

扇平な球形の胴部へ続く。肩部に

木 口状工具による文様がめ ぐる。

下位左方向のへ ラ削 り。 （旧20 E ⑳S I 0 2 ，1430）

P o　 5 聾。口縁部は大き く外反す る複合 口縁部 ◎頸部内外面横ナデ。外 外面黒褐色，内面淡黄灰褐色

146
口縁。口縁端部はカット後面を意 面胴部上位横方向の粗いパケの 外面全面にスス付着。細砂粒

識 して丸 く終る。屈曲部の稜は鋭 後斜方向の細かいハケ目。内面 を含む。口径 15．4ク　胴部最大 i

い。頚部は短 く， なだ らか な肩 胴部上位右方向のへ ラ削り。下 径 2 1．8 C椚 （推定）　　　　 l

部から胴長の胴部へ続 く。最大径

は胴部中位。器壁薄い。

位上方向のへ ラ削り。 （旧20 E ◎S I 0 2 ， 147 2 日

14 96 ⑳1511）　　　　　　 ！

P o　 6

14 6

聾。口縁部外反する複合口縁。 口 I 口縁部 ⑳頸部内外面横ナデ。外

部最大径 20．0 cm （推定）

囲 20 E ⑳S I O 2 ， 摘7 6） i

l
I

縁端部は丸 く終る。屈曲部の稜 は 面胴部パケの後ナデ，内面胴部

短 く丸い。頚部は短 く，なだらか 上位右方向のへラ削 り。下位上

な肩部か ら張 り気味の胴部へつづ

く。胴部の器壁は薄い。

方向のへラ削 り。

P o　 7 饗。わずかに外反する複合口縁。 口縁部 ◎頸部内外面横ナデ＿　外 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

14 6

P o　 8

口縁端部は角ぼ り気味で外へ肥厚 面肩部波状文 と横パケ目，一部 む。内外面とも多少摩滅気味。

し丸 く終る。屈曲部の稜は丸 く， ナデ。内面胴部上位へラ削 り。

！

口縁部 ⑳頚部内外面横ナデ。外

口径 17．9 C椚 （推定）

下垂気味に終 る。外面肩部 には櫛

状工具による波状文 がめぐる。

聾。口縁部 は大きく外反する複合

（旧20 E ⑳S 王0 2 ， 147 3）

外面黒褐色，内面淡黄褐色。

14 7
ロ縁。口縁端部はカ ット後丸 く終 面肩部ナデ，胴部パケの後ナデこ 外面全面にスス付着。細砂粒

る。屈曲部の稜は短 くやや鈍い。 内面胴部左方向のへ ラ削り，下 を含む。口径 16．2 （推定），

肩部 はなだらかで張 り気味の胴部 位右上方向のへラ削 り。 胴部最大径 2 0．3 cm （推定）

につづ く。 （旧20 E ◎S I 02 タ 15日）
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P o　 9

14 7

聾 。 口縁部立ちあが り気味でゆる 口縁部 ◎頸部内外面横 ナデ。外 外面黄黒褐色，内面淡黄灰色。

やかに外反する複合口縁。口縁端 面肩部斜方向のパケ目の後横方 外面スス付着。細砂粒を含む。

部 はカット後面を意識 して丸 く終 向のパケ目。胴部右方向のへラ 口径 14．0，胴部最大径 19．5C珊

る。屈曲部の稜は短 く鋭い。頚部

は短 く，張 り気味の胴部へ続 く。

削 り。 （旧20 E ◎S I O 2 ， 14 37）

P o lO 聾 。 口縁部大きく外反する複合口 口縁部 ◎頚部内外面横ナデ。外 外面淡黒褐色，内面黄灰褐色

一ノ147
縁 。 口縁端部はカ ットの後面を意 面胴部ナデ，内面胴部右方向の 外面にスス付着。細砂粒を含

識 し丸 く終る。頚部は短 く，なだ へラ削 り。 む。口径 17．3 C仇 （推定）

らかな肩部へ続 く。器壁 は薄 い。 （旧20 E ◎S I O 2 ， 147 2）

P o ll

147

聾。 ゆるやかに外反す る複合 口縁 口縁部 ◎頚部内外面横 ナデ，外 外面淡黄黒色，内面淡黄褐色。

口縁端部は面を意識 しなが ら丸 く 面肩部細かい槙パケの後ナデ。 外面スス付着。口径 16．1 C珊

終 る。屈曲部の稜は短 く丸味を持 内面胴部上位右方 向 のへ ラ削 （推定）

つ。外面肩部櫛措平行沈線。器壁

は薄 い。

り。 （旧2 0 E ◎S I O 2 ， 14 93）

P o 12

147

賓 。 ゆるやかに外反す る複合 口縁。口縁部 ◎頚部内外面積にナデる。外面淡黄黒色，内面淡黄褐色。

口縁端部は肥厚 して外へつまみだ 外面肩部ナデ，内面胴部上位右 外面にスス付着。小砂粒を含

す。屈曲部の稜は鈍い。頚部は短 方向のへラ削り。 、む。口径 17．8 C珊 （推定）。

く，なだらかな肩部へつづ く。外

面胴部櫛措平行沈線がめ ぐる。

（旧20 E ◎S I O 2 ， 134 5）

P o 13

147

聾。 口縁部わずかに外反する複合 口壕部 ◎頚部内外面痍 ナデ。外 外面淡黄黒色，内面淡黄灰色。

口縁。口縁端部はカット後外反 し 面胴部斜方向のパケ臼の後ナデ 外面胴部上位以下スス全面に

肥厚 して丸 く終る。屈曲部の稜は 内面胴部上位右上方向のへラ削 付着。細砂粒を含む。

下重 しやや鈍 い。‘頸 部は短 く張 り。下位上方向へ の削りあげ。 口径 2 1．2 ，胴部最大径 22．5，

り気味の肩部か ら平底の底部へつ 器高 2 0．6 C胱

づ く。外面肩部櫛措平行沈線 1条

（4 ～ 5 本 ）がめぐる。口縁部器．

壁厚 い。最大径は胴部中位。

（旧20 E ◎S I O2 ， 143 1）

P o 14

147

饗 。 口綾部大きく外反す る複合 口 口縁部 ◎頚部横ナデ。外面肩部 内外面淡黄灰褐色。外面胴部

縁。屈曲部の稜は上方向で鋭い。 細かな横方向のへ ラ磨き。胴部 一部スス付着。黒斑み られる

頚部は短 く，張り気味の球形の胴 縦パケの後ナデ。内面胴部上位 細砂粒を含む。 口径 13．5 （推

部へつづ く。底部近 くに一穿孔み 右方向のへラ削 り。下位上方向 定），胴部最大径 14．4 ， 器高

られる。 のへ ラ削 り。 14．3 C7花。

．ノ （旧20 E ◎S I O2 ，1497）

P o 15

147

聾。 ゆるやかに外反する複合口縁。 口縁部 ◎頸部内外面横 ナデ。外 内外面淡黄褐色，外面一部黒

口縁端部 は内側に肥厚す る。屈曲 面肩部横 にナデる。胴部横方向 斑み られる。　 砂粒を含む。

部の稜は退化気味で丸 く終わる。 ◎斜方向のパ ケ。 内面胴部右上 口径 15．0 （推定），胴部最大

頚部は短 く，やや張 り気味の胴部 方向のへラ削 り。 径 20．2 （推定）C珊

へ続 く。 （旧20 E ，101）

P o 16－

147

P o 17

147

賓 。ゆるやかに内傾 しつつ外反す 口縁部 ⑳頸部内外面横 ナデ。外 外面淡黄黒褐色　 内面淡黄灰

る 「く」の字状口縁。口縁端部は 面胴部細かいパケ目。内面へ ラ 色。外面スス付着。細砂粒を

わずかに内側 に肥厚 する。頚部は 削 り。

口縁部内外面横ナデ。外面頚部

含む。口径 13．5 （推定），胴

短 く，なだらかな肩部か ら胴部へ 部最大径 17．4 cm （推 定）。

続 く。器壁 は厚い。 （旧20 E ◎S I O2 ，15 15）

賓 。口縁部内傾する短かい複合口 外面淡黄黒色，内面淡黄灰色

縁。口縁端部はカッ ト後面を意識 縦のパ ケ目が一部み られる。そ 外面全面 にスス付着。細砂粒

して終わる。頚部は短 く，なだら の後ナデ。胴部上位横方向のハ を含む。外面胴部中位以下剥

かな肩部か ら張 り気味の胴部へつ ケ目，内面頚部横 にナデる。胴 離。 口径 8．7 ， 胴 部最 大径

づ く。外面肩部櫛状工具による波 部右方向のへラ削り。 15．5 C撒。

状文がめ ぐる。器壁 は厚い。 （旧20 E ◎S I O2 ， 1442）
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P o 18
ノ

高塀 。ゆるやかに大 きく外反する 師部内外面へラ磨き。外面縦．へ 琢部内外面淡黄褐色。細砂粒
147 椀 状の杯部か らなる。口縁端部 は ラ磨きが暗文状にめ ぐる。 を含む。口径 20．7 C珊（推定）

面を意識 して角ぼるが丸 く縛 る。 （旧20 E ◎N E G ，91）

P o 19 高杯 。ゆるやかに大きく外反する 杯部内外面縦方向の不整形なへ 杯部内外面明黄褐色云細砂粒
147 椀状 の杯部か らなる。百線端部 は ラ磨き。 を含む。口径 2 1．3 cm （推定）
丸 く終る。 （旧20 E ◎S I O2 ， 15 02）

P o　20
／

高塀。 口縁部はゆ／るやかに大きく 口縁部外面パケ目の後ナデ，内 内外面明黄褐色。柵砂粒を含

14 7 外反 する。 口縁準部は面 を意識 し 面不整方向のパケ目の後へラ磨 む。 口径 23．1 cm （推定）
なが らも丸 く終 る。 き。 （旧20 E ◎S I O 2 ， 1499）

P o　2 1 高杯。ゆるやかに外反す る杯部。 杯部外面横方向のナデ。内面へ 杯部外面明黄褐色　 内面淡灰

14 7 ラ磨 き。 褐色。細砂粒を含む。

（旧20 E ◎S I O2 ，14 92）

P o　22 高 塚。ゆるく 「ハ」の字に外反す 脚部外面面取りの後パケ目。内 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

147 る脚部。 面左上方向のへラ削り。裾部ハ む。

ケ目。 （旧20 E ◎S I O 2 ， 14 40）

P o　23 低脚 杯。大き，く 「ハ」の字に開 く 外面杯部縦パケの上を横方向の 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

147

脚部 と椀状の杯部か らなる。 ナデ，脚部ナデ。杯部 と脚部の む。一部砂粒を含む。

接合面に粘土の貼 りつけ。内面 脚径 7．l c珊 （推定）

師部風化のため調整不明。脚部

ナデ。

（旧20 E ◎S I O2 ， 15 06）

P o　24 高塀型器台。大き く外反す る杯部。琢部外面縦方向のへラ磨き。稜 内外面明黄褐色。一部砂粒を

14 7
稜 は鈍 い。 以下不整方向のへラ磨き。内面 含む。

風化のため調整不明。 口径 11．0 （推定） cm

（旧20 E ⑳S I O 2 ， 150 3）

P o　25 鼓 形器台。受部 ◎脚部とも大きく 外面受部 ◎簡部 ◎脚部とも横 ナ 内外面責灰色。小砂粒を含む

148
外反す る。受部 口縁端部は様 にの デ。内面受部左方向のへラ削 り 口径 2 1．0，脚径 1 8．8 （推定）

び丸味をもって終わる。頚部は短 の後ナデ。・頚部 へラ削 りの後ナ 器高 15．7 cm
い。屈曲部の稜は鈍 く丸 い。脚端

部は角張 って終わる。脚部に 4 条

のへラ記号がみ られる。

デ。脚部右方向のへラ削 り。 （旧20 E ◎S I O2 ， 150の

P o　26 鼓形 器台。受部は大 きく外反 し， 外面受部 ◎簡部榛ナデ。内面受 内外面明黄灰褐色。小砂粒を

148
口縁 端部は横へつまみ出し，肥厚 部桟 へラ磨き。頚部へ ラ削 りの 含む。 口径 2 1．5 cm

して丸 く終 る。稜は退化気味で鈍

い。

後ナデ。 （旧2 0 E ◎N E ， 10 88）

P o　2 7

148

鼓形器台。受部 ◎脚部とも外反す 外面受部 ◎簡部 ◎脚部とも横 ナ 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

む。

（旧20 E ◎S I O2 ， 13 36）

る。屈曲部の稜 は短 く丸い。 デ。内面受部左方向のへラ削 り

の後へラ磨き。頚部左方向のへ

ラ削 りの後ナデも脚部右上方向

右方向のへラ削 り。

P o　28 鼓 形器台。受部は大きく外反 し， 受部外面積ナデ。内面へ ラ磨き。 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

148
口縁端部は角は り肥厚 して終 る。 む。 口径 19．2・cm （推定）

屈曲部の稜 は退化気味で丸い。 （旧20 E ◎S I O 2 ， 14 53）

P o　29 大 型 の聾。ゆるやか に外反する甘

′

口綾部外面パケ目の後横へラ磨 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

148
縁 部。口縁端部 は角はる。外面に き， 内面横へ ラ磨 き。 む。 口径 4 7．O c珊 （推定）

沈線がみられる。 （旧20 E ◎S I O2 ， 1500）
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P o　30

148

弥 生蜜。胴部か ら直立気味に立つ 胴部外面細かい単位のパケ状工 外面黒褐色，内面明黄褐色。

口縁部 につづく。口縁端部はゆる 異 ？による調整の後ナデ。内面 外面全面にスス付着。

く外反 し，へラによる刻み目がめ 指頭圧痕の後 ナデ。 口径 22．4 C珊 （推定）

ぐる。 （旧2 0 E ◎S I O 2 ， 148 1）

P o　31

148

弥生饗。胴部はわずかに内傾 しつ 外面縦パケの後横方向のナデ。 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

つ直立する口縁部につづ く。 口縁 内面斜方向のパケの後ナデ。 む。口径 16．7 cm （推定）

端部は横へのび，肥厚 して丸 く終 （旧20 E ◎S I O 2横 S K O 2，

る。 1558）

P o　32

148

弥生 台付壷。口縁部は内湾 し，口 外面胴部斜方向，横方向の細か 内外面明淡黄褐色。胴部外面

縁端部は丸 く終草。脚部は 「ハ」 いへラ磨き。脚部縦ののち，横 に一部黒斑がみ られる。小砂－

の字状に外へ開 く。 方向のへラ磨き。内面胴部指頭 粒を含む。．口径 4．8 C珊， 胴部

圧痕の後ナデ。下位付近右方向 最大径 9．8 C珊

のへ ラ削 り後ナデ。脚部左方向

のへラ削 り。

（旧20 E ◎S I O 2， 14 32）

P o　33 弥生 壷。木葉文と 3 条 の沈線の間 外面へ ラ磨 き。内面ナデ。 外面褐色， 内面黄褐色。細砂

148 に竹管文を施す。 粒を含む。

（旧20 E ◎S 王0 2 ， 1435）

P o　34 弥生底部。平底でゆるやかに外反 胴部外面不整方向のへ ラ磨き。 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

148 しなが ら立ちあが る胴部に練 く。 内面ナデ。 む。底径 16．6 C珊 （推定）

器壁は厚い。 （旧20 E ◎S 王0 2 ， 14 49）

P o　35 弥生底部。平底で斜 めに立 ちあが 胴部外面幅の広い縦方向のへラ 外面明褐色，内面灰褐色。小

る胴部。 磨き。内面ナデ。 砂粒を含む。底径 8．8 C珊 （推

定）

（旧2 0 E ◎S I O 2 ， 1亜8）

J　 l 軟質の碧玉製管玉未製品。断面円 長 さ 0．8 ，幅 0．7 C盈 挿 図148

形。切断面は二面研磨， うち一面

一方穿孔。

淡緑色 （旧20 E ◎S I O 2 ， 14 41）

S　 l 軽石。 一面に線刻がみられる。 挿図 148

（旧20 E ◎S 王0 2， 1338）

S　　 2 砥石。 砥面は 4 面 。一面に径 3閻！の円 挿図148

孔 が みられる。 （旧20 E ◎S I O2．， 1438）

S　　 3 砥 石。 砥面は 4 面。砂岩か ？

l

挿 図148

（旧20 E ◎S I O2 ， 1439）

P o　 l

15〔

小 型丸底壷。口綾部内湾 しなが ら 外面口縁部 ⑳胴部喝か い横へラ 内外面責灰褐色。細砂粒を含

立ちあがる 「く」の字状目線。 磨 き。内面口縁部 ◎肩部横ナデ む。口径 6．6 ， 胴部最 大径

胴部へラ削 り。 6．6 C珊

（旧20 E ◎S I O3 ， 170 1）

P o　 2

150

蜜。 口綾部は直立する複合口縁。 口綾部 ◎頸都債ナデ。外面肩部 外面黒褐色，内面褐色。，外面

屈曲部の稜は退化気味で丸い。ロ 愈胴部細かい不整方向のパケ目 全面 にスス付着。小砂粒を含

縁端部は強いナデによる凹がみ ら 内面肩部指頭圧痕の後ナデ。胴 む。 口径 14．1 ，胴部 最大径

れる。肩部はなだ らかで縦長気味 部右方向のへラ削 り。底部指頭 2 3。O c珊

の胴部へ続 く。器壁は厚い。肩部

にへラ状工具 ？による刻み 目がみ

られる。

圧痕の後ナデ。 （旧20 E ◎N W ，9 16）
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P o　 3

150

饗。 口縁部は内湾 しなが ら外反す 口壕部 ◎頸部構ナデ，外面胴部 外面黒褐色，内面明褐色。小

る複合口縁。屈曲部の稜は退化気 パケ目の後ナデ。内面肩部ナデ 砂粒 を含む。外面にスス付着。

味で丸い。頸部は短 く，なだらか 胴部中位左方向のへラ削 り。下 口径 13．6 ，胴部最大径 2 1．0

な肩部か ら縦長気味の胴部へつづ 位パケ目の止を左方向 ⑳右上方 C珊0
く。 向のへラ削 り。 （旧2 0 E ⑳N W ，9 16）

P o　 4 蜜。 口縁部 は直立する複合口縁。
I

口縁部 ⑳頚部横ナデこ　胴部外面 外面黒褐色，内面明褐色。外

151
日録 端部はカ ット後ナデ，面を意 粗いハケ目の後ナデ。 内面左方 面全面 にスス付着。内面細か

識 しなが ら肩部か ら張 り気味の胴 向のへラ削 り。 く斑状に炭化物付着。小砂粒

部へ続 く。器壁は厚 い。 を含む。 口径 14．0，胴部最大

径 19．5 C椚 （推定）

（旧20 E ◎N W ， 760）

P o　 5 高塀。浅い碗状の杯部。日録端部 杯部外面パケ目が放射状にめ ぐ 内外面明黄褐色。小砂粒を含

15 1
はわずかに外反する。 る。 その後一部ナデ七　へ ラ磨き む。口径 16．8 C撒

が め ぐる。内面放射状の細か な

縦へラ磨き。

（旧20 E ◎S I 03 ，1670）

P o　 6

15 1

高塀 。浅い椀状の琢部。口縁端部 杯部外面横ナデ，内面ナデの後 外面黄戻褐色　 内面黄褐色。

は丸い。器壁は厚い。 縦へラ磨きが放射状にめ ぐる。 内外面に一部黒斑がみられる。

細砂粒を含む。口径 買上2 C刑。

（旧20 E ◎S I O 3 ，167 1）

P o　 7 高塀。深い師部。杯部の稜は退化 杯部外面パケの後横 ナデ。稜の 輝部内外面赤褐色。内外面丹

15 1

気 味で丸 く鈍い。 周辺一部へラ磨き。内面パケの 塗。細砂粒を含む。口径2 1．7

後横ナデ。へラによる鋸歯文状 cm （推定）

の暗文がめ ぐる。 （旧2 0 E ⑳S I O 3 ，1666）

P o　 8

15 1

器 台。大き く 「ハ」の字 に開 く脚
I
i胸部外面ナデの後編かな横へラ

内外面明褐色。砂粒を含む。

部。器壁は厚 い。 2 段 の 4 方透 し 磨き。内面柱状部絞 りタ　裾部へ 脚径 15．8 C瑠

孔。 ラ削 りの後ナデ。 （旧20 E ⑳N W ， 1725）

P o　 9 椀 。丸い底部か ら内湾気味に立ち 外面上位ナデの後へ ラ磨き。下 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

15 1

あが るロ縁部。ロ縁端部は丸 く終 位へラ削 り。内面放射状のへラ む。 口径 は．8，器高 4．5 C潤。

る。器壁は厚い。底部に小孔有。 磨き。 （旧20 E ⑳N W ，7 57）

F　　 l 鉄 錬。一部欠損。 最大幅 1．3 タ　厚さ 0．4 C椚 挿 図15 1

（旧20 E ， 518 ）

J　 l 軟 質の碧玉製管玉未製品。残存研 長さ 上4 C7刀。 挿図 15 1

磨面 は三面，切断面一面研磨。一

方向の穿孔で半分欠損。

淡緑色 （旧20 E ◎S I O 3 ， 1655）

S　　 l 蛤刃石斧。一部欠損。 青灰白色。 挿図 15 1

（旧20 E ⑳N W 言 726 1

P o　 l

153

賓。 口綾部は外反 する複合口縁。 口綾部 ⑳頸部内外面横ナデ。胴
l
内外面淡黄灰色。外面スス付

口縁端部近 くわずかに肥厚す る。 部外面斜方向のハケの後横方向 着。内面胴部下位炭化物付着・

頚部は短 く，なだらかな肩部か ら のパケ目。内面上位右方向のへ 小砂粒を含む。口径 15．3 （推

球形の胴部へつづく。櫛状工具 に ラ削 り。 下位左 方向 のへ ラ削 定），胴部最大径 19．1 （推定）

よる波状文が巡る。器壁は薄い。 り。 C甥 （旧20 E ◎S I 0 4タ20 19）
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P o　 2 賓 。口縁部は外反する複合口縁。 口縁部 ◎頸部内外面横ナデ。胴 外面黒褐色，内面淡黄褐色。

153
口縁 端部 は外へわずかに肥厚 し丸 部外面積パケの後ナデ。内面は スス付着。細砂粒を含む。 口

く終る。屈曲部 の稜 は下垂 し鋭 右方向のへ ラ削 りで，削 りの位 口 1 5．3 （推定）C耽。

い。 置は高い。 （旧20 E ◎S I O4 ，2027）

P o　 3 弥生賓。直立気味に立ちあがる胴 外面パケの後ナデ，内面 口線部 外面暗褐色，内面淡黄褐色。

15 3
部 か ら大き く外反する口縁部。口 布 ？によるナデ，胴部パケの後 外面一部スス付着。内面一部
縁端部は角ぼ り下垂す る。 ナデ。 黒斑がみられる。 口径 18．8

（推定）C椚

（旧20 E ◎S I O 4 ， 1981）

P o　 l 小 型丸底壷。 口縁部と胴部の比は 口縁部内外面パケ後ナデ。胴部 内外面淡茶褐色。内外面スス

155
l ：1 ，最大径は口縁端部。 外面パケ後ナデ，内面左方向の 付着。細砂粒を含む。　 口径

へラ削 り。 9．0 ， 胴部最大径 7．3 ，器高

8．1C7n（旧2 0 E ◎S I O 5，2411）

P o　 2 小 型丸底壷。ゆるやかに外反する 外面口縁部 ◎肩部 ◎胴部中位細 外面淡黄灰色，内面灰色。細

15 5
「く」の字状口縁。肩部はなだ ら かな横へラ磨き。胴部中位以下 砂粒を含む。口径 7．3 （推定）

かで，扇平 な球形の胴部に続 く。 パケ目。内面口縁部横ナデ，胴 胴部最大径 8．7 ，器高 7．5 cm

口縁 端部は丸 く，器壁は厚い。 部へラ削 り。 （旧20 E ◎S I O5 ， 2284）

P o　 3 小型丸底壷。直立気味の 「く」の 口縁部内外面横 ナデこ外面胴部 内外面淡黄褐色。循砂粒を含

155
字 状 口縁。 なだ らかな屑部か ら球 ナデ。内面胴部上位指頭圧痕の む。口径 5．8 （推定）， 胴部

形の縦長気味の胴部へ続 く。口縁 後 ナデ，胴部中位以下左方向の 最大径 7．9 （推定） C珊

端部は丸い。 へラ削 り。 （旧20 E ◎S I O 5 ，2 198）

P o　 4 長頸壷。外反 しつつ内湾気味に立 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面淡黄灰色。外面 スス付

15 5
ちあがる 「く」の字状 口縁。口縁 強いナデ，胴部ナデ，内面肩部 着。小砂粒を含 む。口径 9．8

端部は角ぼる。張 り気味の肩部か 指頭圧痕の後ナデ。胴部右方向 C珊
ら球状の胴 部へ続 く。器壁 は厚

い。

のへラ削 り＿。 （旧20 E ◎S I O 5 ， 2276）

P o　 5 長 頸壷。外反 しつつ内湾気味に立 外面口綾部横へラ磨 き，肩部 ◎ 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

155
ち あがる 「く」の字状口縁。なだ 胴部横へラ磨き， 胴部下位パケ。色。外面胴部下位スス付着。

らかな肩部か ら球形の胴部へつづ 内面口縁部横ナデ。頸部から肩 口縁部内面横ナデがナデあげ

く。器壁は厚い。 部指頭圧痕の後ナデ。胴部中位 て終 る。小砂粒を含む。口径

以下へラ削 り。 10．5 ，胴部最大径 1 4．0 cm

（旧20 E ◎S I O 5 ，2 278）

P o　 6 長頸壷。外反する複合口縁。口縁 口縁部外面横ナデ後縦方向の細 内外面明黄褐色。口縁部内外

155
端部 はカ ット。屈曲部の稜は短 く いへラ磨 き。内面槙ナ デこ頚部 面一一部スス付着。胴部外面一

鋭い。頸部は短 く， なだらかな肩 内外面横ナデ。胴部外面パケの 部黒斑み られる。細砂粒 を含
部か ら球形の胴部へ続 く。口縁部 後ナデ，内面右方向のへラ削 り。む。口径 11．5 （推定），胴部
の器壁は厚 く，胴部の器壁 は薄い。底部指頭圧痕の後左上方向のへ 最大径 14．4 （推定）， 器高

ラ削 り。 16．0 cm （旧20 E ◎S I O5 ，

2 126 ◎2258）

P o　 7 長頸壷。外反する複合口縁。口縁 口縁部 ◎頸部内外面横ナデ。胴 外面淡黄黒褐色，内面淡黄灰

157
端 部 はカ ット後ナデて内側に丸 く 部外面パケの後ナデp　内面上位 褐色。外面スス付着。 口縁部

終 わる。屈曲部の稜は鋭い。頸部 指一頭圧痕の後右方 向のへ ラ削 り， 内面粗い布のようなものでナ

ほ短 くなだ らかな肩部か ら球形の 下位指頭圧痕の後左方向のへラ デた跡がみられる。
胴部へ続く・。胴部の器壁は薄 い。 削 り。 口径 10．9 （推定），器高 14．7 cm

・（旧20 E ◎S I O 5， 2245）

－32－



P o　 8 長頸壷。外反する 「く」の字状 口 口縁部内外面構ナデ。胴部外面 内外南淡黄褐色。外面底部黒

157
縁。 口縁端部はつまみあげて丸 く パケの後ナデ。内面中位以下へ 色。外面底部スス付着。細砂
終る。 なだらかな肩部か ら球形の ラ削 り。 粒を含む。 口径 9．8 ， 胴部最

胴部へ続 く。器壁は厚 い。 大径 1 3，3 ，器高 14．O c珊

（旧20 E ◎S I O 5 ， 2224）

P o　 9 壷 。大き く外反す る複合口縁。口 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面淡黄褐色。口縁部内面

157
縁 端部はカット後ナデ。下垂 して 横ナデ　 胴部斜方向のパケの後 に一部黒斑がみ られる。細砂

丸 く終 る。屈曲部の稜はつまみ出 ナデ。内面頚部パケの後ナデ， 粒を含む。口径 22．3 C珊

して丸い。頸部 は長 く，なだらか

な肩部から胴部へ続 く。

胴部右方向のへ ラ削 り。 （旧20 E ◎S I O 5 ，23 75）

P o lO 壷。 大きく外反する複合口縁。 口 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面褐色。口縁に一部黒斑

157

縁端 部はカッ ト後ナデ。下垂 して か ら胴部1こかけ横パケ，胴部横 み られる。小砂粒を含 む。口
丸 く終る。屈曲部の稜は短か く鈍 パケの後タテパケ，一部斜め方 径 2 3．9 ，胴部最大径 2 9．3 C珊
い。頚部は長 く肩部はなだ らかで 向のパケ。内面頚部絞 り後ナデ （旧20 E ◎S I O 5 ， 2263 ⑳
ふ くらみのある胴部に続 く。頚部 胴部右方 向 ◎左方 向－のへ ラ削 2264）

か ら肩部にかけ，櫛状工具による

慧票 完為 。讐 ‡霊票完霊芸

め ぐる。胴部の器壁は薄い。

り。

P o l l 賓。 口綾部は大きく外反する複合 口縁部 ◎頚部内外面横ナデ。外 外面明黄灰褐色 ▼　内面明黄褐

157
口縁。口壕端部 は強い横ナデのた 面肩部縦方 向のパケ目，胴部棲 色。外面一部黒斑がみ られる，
め凹む。屈曲部の稜は鋭いがやや 方向の細かなパケ目。内面胴部 小砂粒を含む。口径 2 0．2 ，胴
下垂す る。肩部はなだらかで胴部 右方向のへラ削 り。 部最大径 24．8 C珊

へ つづ く。器壁は薄い。 （旧20 E ◎S I O 4 ，2427）

P o 12 聾 。 口縁部 は外反する複合口縁。 口縁部 ◎頚部内外面横ナデ。外 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

158
口縁 端部は角はる。屈曲部の稜 は 面肩部斜方向のパケ目，胴部榛 色。小砂粒を含む。口径 16．4
儲 い。肩部はなだらかで胴部へつ 方向のパケ目，内面へラ削 り。 （推定），最大胴径 22．0 （推
づ く。肩部にパケ状工具 ？による 定）C珊
波状文がめ ぐる。器壁は薄 い。 （旧2 0 E ◎S I O 4 ，2 059）

P o 13 聾。 口縁部は外反する複合 日録。 口縁部 ◎頚部内外面横ナデ。胴 内外面淡黄褐色。外面一部黒

158
口縁端部 カット。屈曲部の稜 は短 部外面ナデ。内面右方向のへラ 色。 スス付着。口径 15．0 （推
か く鈍い。頚部 は短 く，なだらか 削 り。 定）cm
な肩部から胴部へ続 く。外面肩部 （旧20 E ◎S I O5 内 S D ’02 ，

櫛状工具による凹線がめ ぐる。 2464）

P o 14 賓。 口縁部はゆるく外反する複合 口縁部 ◎頚部桟 ナデ。胴部外面 内外面淡黄黒褐色，内外面黒

158
口縁。 口縁端部はカ ット。屈曲部 ナデ。内面へラ削 り。 斑がみ られる。細砂粒を含む。
の稜は短 口径 16．1°（推定）C珊

（旧20 E ◎S I O5 ，224 8）

P o 15 賓。 口縁部は直立する複合 口縁。

七　　　山　　　　　　　　　　　　　　　／
口縁部 ◎頚部内外面横 ナデ，外 外面黒褐色，内面淡褐色。外

158

P o 16

口縁端部はカ ット後凹み肥厚 して

終わる。屈曲部の稜は退化気味で

丸い。頸部は短 く，張 り気味の肩

面肩部 ◎胴部パケの後ナデ。内 面スス付着。一部黒斑がみら

面肩部指頭圧痕の後ナデ。胴部 れる。細砂粒を含む。

右方向 ◎左方向のへ ラ削り。

口綾部内外面横ナデ。外面頚部

口径 15．0 ，胴部最大径 30．2，

部か ら球形の縦長の胴部に続 く．。 器高 2 5．8 C珊

器壁 は厚 い。刺突痕が 3 ヶ所み ら

れ る。底部穿孔。

整。口縁部 は直立する複合口縁。

J－　　　　　　　　　　　　　　　　　　／宅

（旧20 E ◎S 工05 ，2238）

外面淡黄黒褐色　 内面淡黄灰

158
口縁 端部はカット後凹み肥厚 して ◎肩部桟パケ。胴部不整方向の 褐色。外面スス付着。内面底
丸 く終わ る。頚部 は短 く，なだ ら パケ。内面頚部ナデ。肩部右方 部炭化物 の付着。小砂粒を含
かな肩部から球形の縦長 な胴部へ 向のへラ削 り。中位左方向のへ む。口径 14．8 ， 胴部最大 径

続 く。肩部に刺突痕が 3 ヶ所みら ラ削 り。底部指頭圧痕の後右上 2 2．6 ，器高 2 5．6 C珊
れ る。 方向のへラ削 り。 （旧20 E ◎S 工0 5 ，2 23 7）
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P o 17

15 8

蜜。 ゆるやかに外反する複合口琴。目線部内外面構 ナデ。外面頚部 内外南淡褐色。内外面ともス

口縁端部はカ ット後肥厚 して終 る。強 い横ナデ。肩部パケ目後ナデ ス付着。，細砂粒を含む。 口径

屈曲部 の稜は退化気味で，鈍 く丸 胴部パケ後一部ナデ。内面肩部 14．8 j　胴部最大径 2 2．0 ， 器

い。張 り気味の肩部か ら球形の胴 ナデ。胴部中位左上方向のへラ 高 2 2つ C7乃

部 へ続 く。器壁は厚い。肩部には 削 り。底 部指頭圧 痕後 へ ラ削 （旧2 0 E ⑳S I O 5 ，2 239）

刺 突痕が 2 ヶ所み られる。 り。

P o 18

158

聾 。 口縁部は直立気味に立ちあが 口縁部 ⑳頸部内外面横 ナデ，外 外面黒褐色，内面黒灰褐色。

り， 口縁端部で外方へ開 く複合口 面肩部ナデ，胴部斜方向のパケ 外面胴部中位以下スス付着。

縁。口縁端部 は丸 く終る。屈曲部 の後ナデ。内面胴部上位右方向 小砂粒を含む。ロ径 1 4．9 ，

の稜は退化 し丸 く終 る。頸癖 は短 のへ ラ削 り，中位以下左上方向 胴部最大径2 2．6，器高2 4．2 cm

か く，肩部か ら球形の胴部につづ

く。器壁は厚 い。

のへラ削 り。 （旧20 E ⑳S I O 5 ，22 19）

P o 19

158

蜜。 口縁部は直立す る複合 口縁。 口綾部 ⑳頚部横ナデ。外面肩部 外面黒色，内面褐色。外面 ス

口縁端部はカ ット後ナデによって ⑳胴部横ハケ後一部ナデ。内面 ・ス全面付着。小砂粒を含む。

凹みわずかに肥厚す る。屈曲部の 胴部右 ⑳左方向のへ ラ削 り。 一部赤色の砂粒を含む。口径

稜は退化気味で丸い。頸部 は短か 17．5 （推定），胴 部最大 径

く張 り気味の肩部か ら縦長の胴部 25．6 （推定）C7花　　　　 へ

へ続 く。器壁 は厚い。 （旧20 E ◎S I O 5 ，227 5）

、P o　20

159

誓 。 口縁部はゆ るやかに外反する 口縁部 ⑳頸部内外面横ナデ。外 外面黒褐色，内面淡褐色。外

複合口縁。口縁端部 はカット後強 面肩部ナデ，胴部パケ後ナデ。 面スス付着。小砂粒を含む。

くナデ，外方へわずかに肥厚 して 内面肩部ナデ。胴部不整方向の 口径 14．2 ，胴部最大径 27．0

丸 く終 る。屈曲部の稜は退化 して へ ラ削 り。 C刀Z

丸 い。なだ らかな肩部か ら球形の

胴部へ続 く。器壁は厚 い。外面肩

部に櫛状工具 ？による刺突痕 2 ヶ

所み られる。

（旧20 E ◎S W ，1393）

P o　2 1

159

蜜。 ロ縁部はゆ るやかに外反する 外面 口縁部 ◎頚部 ⑳胴部横方向 外面黒褐色，内面褐色一部底

複合 口縁。 口縁端部はカ ット。屈 の細かなへ ラ磨 き。 内面 口縁 部黒褐色。外面スス付着。内

曲部の稜は短 く鈍い。頚部は短 く 部 ◎頸部構 ナデ。胴部右方向の 面底部炭化物の付着。小砂粒

なだ らか な肩部か ら球形の胴部に へ ラ削 り。 を含む。口径 10．8 （推定），

続く。 胴部最大径 14．0 （推定）C珊

（旧20 E ⑳S I O 5 ， 2246）

P o　22

159

蜜。 口縁部 は外反する複合口縁。 目線部 ◎頸部横 ナデ。胴部外面 外面淡黄黒褐色，内面淡黄灰

口縁端部は丸 く終 る。屈曲部の稜 パケ後ナデ。内面上位指頭圧痕 褐色。外面スス付着。小砂粒

は退化気味で丸い。頸部は短 の後ナデ。中位以下左方向のへ を含む。口径 9．4 フ　胴部最大

扇平 な球形の胴部へ続 く。器壁 は ラ削 り。 径 11．2 ，器高 9．6 C甥

厚 い。 （旧2且E ⑳S E ，28 9 ）

P o　23

159

賓。 口縁部 は内傾する複合口縁。 口綾部 ⑳頭部内外面接 ナデ。肩 外面明赤褐色，内面灰褐色。

ロ縁端部はカ ット後丸 く終る。屈 部外面構パケの後ナデ。内面右 一部黒色。外面丹塗。内面一

曲部の稜は短 くなだらか な肩部か 方向のへラ削 り。 部黒斑み られる。小砂粒を含

ら胴部へ続 く。 む。口径 1 3」 （推定）C澗

（旧20 E ◎S I ・0 5 ，2 150）

P o　24

159

蜜。 目線部は直立する複合 口縁。 口縁部内外面横ナデ，外面頚部 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

ロ縁端部はカ ッ ト後肥厚 して終 強い横ナデ。肩部 ⑳胴部パケ後 色。外面スス付着。砂粒を含

わ る。屈曲部の稜 は退化気味で丸 ナデ。内面肩部 ⑳胴部指頭圧痕 む。一部赤色の砂粒を含む。

い。頸部は短 く，張り気味の肩部 の後左方向のへ ラ削 り。 口径 13．5 （推定），胴部最大

から球形の胴部へ続 く。器壁 は厚 径 22．0 （推定）C撒

い。 （旧20 E ◎・S 王0 5 ，2189）
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P o　25

15 9

蜜。 口縁部はゆるやかに外反する 口縁部 ◎頸部内外面横ナデ。外 外面淡黄黒褐色　 内面淡黄褐
複合口縁。口縁端部はカ ット後ナ 面肩部 ◎胴部パケ軋　 内面肩部 色。外面スス付着。小砂粒を
デ，肥厚 して丸 く終わる＿。屈曲部 指頭圧痕の後ナデ。胴部中位以 含む。一部砂粒を含む。口径
の稜は嘩化気味で丸い。肩部は張 下右方向のへラ削 り。 14．7 （推定），胴部最大径2 1．4
り気味で縦長の球形の胴部につづ （推定）C7乃
く。器壁は厚い。 （旧21 E ⑳S E ，29 1）

P o　26 賓。 口縁部は直立気味の複合口線

上

口縁部 ⑳頸部内外面横ナデ。外 内外面淡黄褐色　 外面一部淡

159
口縁端部はカ ット。屈曲部の稜は 面胴部パケ後ナデ。内面胴部右 黄黒褐色。砂粒を含む。石英
退化気味で丸い。口縁部 ◎頸部の 方向のへ ラ削 り。 を多 く含む。口径 15．0 cm
器 壁 は厚 い。 （旧20 E ⑳S I O 5 ，2 283）

P o　27 聾 。 口縁部はゆるやかに外反する．口縁部 ◎頚部横 ナデ。外面肩部 内外面明灰褐色。外面肩部火

159
複合 口縁。日録端部はカッ ト後ナ 横方向のハケ，胴部縦方向のハ にかけたらしい痕有。一一部砂
デにより凹む。屈曲部の稜は短 く ケの後ナデ0　内面肩部ナデ，胴 粒を含む。

鈍 い。頚部は短 く，なだ らかな肩 部指頭圧痕の後左方向のへラ削 口径 15．5 （推定）C7乃
部か ら球形の胴部へ続 く。口縁部

か ら肩にかけ器壁は厚 い。

り。 （旧20 E ⑳S I O 5 ，2240）

P o　28 蜜。 口綾部は直立する複合目録。

∴

日録部 ⑳頚部内外面横ナデ　 外 外面黒褐色，内面褐色　 一部

159
口縁 端部はカ ット後肥厚 して終る 面肩部 ◎胴部ハケ目の後ナデ。 黒褐色。外面スス付着。内面
屈曲部の稜は退化 して丸 く終る。 内面肩部指頭圧痕の後ナデ。右 一部炭化物付着。砂粒を含むb
張 り気味の肩部か ら胴部へ続 く。 方向 ◎左方向のへ ラ削 り。 石英を多 く含む。口径 15．2 cm

器壁 は厚い。外面肩部 にへラ状工

具 による 2 条 の線がみられる。
（旧2 0 E ⑳S 王0 5 ， 2287）

P o　29

159

誓 。 ロ縁部は直立する複合日録。 口縁部 ◎頚部構ナデ。胴部外面 外面淡黄褐色，一部黒色　 内
口縁端部カ ット後丸 く終 る。頚部 粗い横パケ後斜の粗いハケ。そ †

面淡黄褐色。外面スス付着。
は短 く，なだ らかな肩部か ら胴部

へ続 く。器壁は厚 い。

の後ケズ リ後縦又は斜めの細か

いパケ。 その上を細かい横パ ケも

内面右方向のへラ削 り。

小砂粒を含む。 口径 13．2 （推

定）C7乃

（旧20 E ⑳S I O 5 ，2 19 3）

P o　30 整。 内湾 しなが ら外反す る 「く」

′JL†

口縁部 ◎頸部内外面横ナデ。外 外面明黄黒褐色夕　内面明黄褐

159

の子状 口縁。 口縁端部はカッ ト。 面肩部ナデ。胴部榛パケ。内面 ‘色。外面全面 スス付着。細砂
なだらかな肩部か ら胴部へ続く。 胴部右方向のへ ラ削 り。 粒を含む。一部小砂粒大の石

英 を含む。白径 14．O c椚

（旧2 0 E ⑳S I O 5 ，2390）

P o　3 1 高塀 。平坦な底部から大 きく外反 杯部内外面桟へラ磨き。 内外面淡黄褐色。風化太。細

159
す る深い杯部。稜は退化気味で丸 砂粒を含む。口径2 3．3 （推定）

い。円盤充填。 C帯 （旧20 E ◎S 亙 05，2 218 ⑳

2281）

P o　32

159

P o　33

159

P o　34

159

高塀。浅い琢部から 「ハ」の字状 外面杯部パケの後構ナデ，その 杯部 ⑳脚部内外面明黄褐色。

に開 く脚部からなる。口縁端部は r後横へ ラ磨 き。脚部面取りの後 細 砂粒を含む。裾部内面にへ

丸 く終 る。脚端部はカット。師部 槙へラ磨き。内面琢部横へラ磨 ラ記号がみ られる。口径 15．3
と脚部の接合部 に l条 の洗練がめ き。柱状部絞 り。裾部指頭圧痕 （推定）タ　脚径 8，8 （推定）
ぐる。

高塀。ゆるやかに外反する深い椀

の後細かなパケ目。 農 高は．4Cプ乃（旧 S X 47，柑 26

且839）

杯 部外面粗いパケの後横ナデ。 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
状の輝部か らなる。日録端部カ ッ 一部指頭圧痕の後ナデ。内面ハ む。 口径 1 5．9 C7乃
ト。器壁厚 い。円盤充填。

高塀。塊状の深い輝部か らなる。

ケ後ナデ。底部付近放射状のへ （旧20 E ⑳S W タ 1386）

ラ磨き。

輝部内外面パケの後ナデ，その 内外面淡黄褐色。小砂粒を含
口縁端部は丸 い。輝部の稜 は退化 後横方向のへ ラ磨 き。 む。口径 16．4 （推定）C盈
気味で丸 く鈍い。 （旧20 E ⑳S ‡0 5 ，2 253）
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P o　35

159

高塚。ゆるやかに 「ハ」の字状に 脚部外面パケ目，内面左方向の　 内外面明褐色，外面一部黒斑

開 く裾部をもつ脚部。脚端部はカ へラ削 り。堀部へラ削 りの後ハ みられる。小砂粒を含む。脚

ッ ト後丸 く終る。 ケ。その後一部ナデ。 径 1 1．5 （推定）C珊

（旧20 E ◎S I O 5 ，2 203 ）

P o　36

159

高塚 。大きく 「ハ」の字状に開 く 脚部外面面取 り後パケ，－その後 内外面淡黄褐色，内面一部赤

裾部からなる脚部 。脚端部 カ ッ ナデ。一部横方 向のへラ磨き。 褐色。内面一部丹塗。細砂粒

ト。 内面柱状部絞 り後ナデ。裾部ハ を含む。脚径 9．O cl花

ケ。 （旧20 E ⑳S I O 5 ，2 14 1）

P o　37

159

高塚 。 「ハ」の字 に広がる裾部か 脚部外面面取 り的ナデの後横方 外面明褐色，内面明灰褐色。

らなる脚部。 面の細いへラ磨き。内面柱状部 細砂粒を含む。脚径 8．9 cm

ナ デ ◎絞 り。裾部パケ目。 （旧20 E ◎S I O 4 ，．2042）

P o　38

160

高塚 。外反する受部 とゆるやかに 杯部外面磨き，内面ナデ。脚部 内外面淡黄褐灰色。小砂粒を

大き く 「ハ」の字に開 く脚部。 外面パケの後横方向のへラ磨き。含む。脚径 16．2 （推定）cm

内面柱状部へラ削 り。裾部パケ

後ナデ。

（旧20 E ◎S I O 5 ， 219 1）

P o　39

160

高 塚。短かい柱状部か ら，大 きく 脚部外面面取りの後ナデ。 内面 内外面淡黄褐色。 2 条 のへラ

「ハ」の字に開 く裾部をもつ脚部。 柱状部絞 り。裾部 パケの後 ナ 記号がみ られ る。細砂粒を含

脚端部カッ ト。器壁は厚い。 デ。 む。脚径 14．8 （推定）cm

（旧 S X 4 7， 18 16）

P o　40

160

高塀。ゆるやかに 「ハ」の字 に開 内外面ナデ。 内外面明褐色。細砂粒を含む

く脚部。 4 万透 し孔。 脚径 8．0 cm

器壁 は薄 い。 （旧20 E ◎S I O4 ， 2023）

P o　4 1

160

高 塀。深い椀状の杯部と長い柱状 杯部外面パケの後横ナデ，内面 師部 内外面 ◎脚部外面赤褐色。

部か ら 「ハ」 の字状に開 く裾部か 放射状に暗文がめ ぐる。脚部外 脚部内面淡黄赤褐色。塔部 ◎

らなる脚部。 口縁端部は丸く終わ 面面取 り後パケ， その上を細い 脚部丹塗。細砂粒を含む。口

る。裾部端面カ ット。脚部の一器壁 横へラ磨 き。内面柱状部ナデ。 径 16．6 （推定）， 脚径 10．5 （推

は厚い。 裾部パケの後一部ナデ， その上 定），器高 13．l c珊　 （旧21 E ◎

に指頭圧壕 がみられる。 S E ，286 ，S I O 5 ，2255）

P o　4 2

160

高塀。椀状の琢部 と長い柱状部か 杯部外面パケの後横ナデ，内面 杯部内外面 ◎脚部外面赤褐色。

ら 「ハ」の字状に開 く裾部からな 放射状に暗文がめ ぐる。脚部外 脚部内面淡黄赤褐色。杯部内

る脚部。口縁端部は丸 く終る。脚 面面取 りの後ナデ。内面柱状部 外面 ◎脚部外面丹塗。脚部内

端部はカット。 絞 り。裾部指頭圧痕の後ノ、ケ， 面一部丹塗。細砂粒を含む。

一部ナデ。 口径 17．5 （推定），底径 9．6

器 高 12．6 C珊

（旧 20 E ◎S W ， 159 6）

P o　43

160

高 塀。平坦 な底部か ら大きく外方 琢部外面パケの後桂ナデ，内面 師部内外面 ◎脚部外面赤褐色。

へ広がる椀状の琢部と 「ハ」の字 ナデの後暗文がめぐる。脚部外 脚部内面淡黄赤褐色。師部 ⑳

に開く裾部 からなる脚部，口縁端

部 ⑳脚端部 カット。師部 と脚部の

接合部に l 条 の沈線がめ ぐる。

面面取 りの後パケ，その後 ナデ 脚部丹塗。脚部内面一部おち

内面柱状部ナデ，ベラ痕が ’1条 る。細砂粒を含む。口径 19．6

み られる。裾部指頭圧痕の後ハ （推定），脚径 9．3 ，器高 1 1．9

ケ。 C硯（旧20 E ◎S I O5 ，22 27）

P o　44

160

P o　45

1－6 0

高塀 。碗状の杯部。口縁端部は丸 杯部外面パケの後ナデ，その上 内外面赤褐色。杯部内外面丹

くおわる。器壁は厚い。

高杯。椀状の師部。口縁端部 は丸

を細か いへラ磨 き。内面暗文が 塗。細砂粒を含む。口径 16．2

放 射状 にめぐる。

師部外面パケの後不整方向の布

（推定）C珊

（旧2 0 E ◎S I O 5 ，2 222）

内外面赤褐色。師部内外面丹

くおわる。 ？によるナデ。内面放射状 の暗 塗。細砂粒を含む。口径 16．2

文が 2 段 にめ ぐる。 （推定）cm （旧 S X 47， 18 21

1825 ◎206 9）
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P o　46 高塀。椀状の杯部。口縁端部は丸 杯部外面へ ラ磨 きの後ナデ，内 内外両赤褐色。琢部内外面丹

160

く終 わる。 両暗文が放射状 にめぐる。 塗。細砂粒を含む。口径 1 5．1

（推定）C珊

（旧20 E ◎S I O5 ， 22 14）

P o　47 高塀 。椀状の杯部。 ロ縁端部は丸 師部外面パケ後横ナデ，内面放 内外面赤褐色。内外面丹塗。

160
く終わ る。器壁 は厚い。 射状に暗文がめぐる。 細砂粒を含む。口径 1 6．2 （推

定）C珊 （旧 S X 47 ◎18 26，

18 52）

P o　48 高塚。大きく開 く師部。口縁端部 杯部外面横ナデ，内面ハケの後 内外面赤褐色。丹塗。細砂粒

160
は カ ット。器壁は厚い。 横ナデ，その上に暗文がめ ぐる を含む。口径 2 4．2 （推定）C珊

粘土の継目にパケ目．がみられる。 （旧20 E ◎S W ， 435）

P o　4 9 高塀。 ゆるやかに 「ハ」 の字状に 脚部外面面取 り後ナデ。一部蹟 内外面赤褐色。内外面丹塗。

160
開 く裾部を もつ脚部。外面に 1条 方向のへ ラ磨き。内面柱状部絞 細砂粒を含む。脚径 12．1 （推
の沈線がめ ぐる。 り。裾部パケの上か ら指頭圧痕 定）C珊

その後ナデ。 （旧20 E ◎S I O 5 ，22 23）

P o　50 高塀。短い柱状部か ら， 大 き く 脚部外面面取 り後ナデ，内面柱 外面赤褐色，内面淡黄褐色。

160
「ハ 」の字状 に開 く裾部か らなる 状部絞 り。裾部指頭圧痕の後ハ 外面丹塗。細砂粒を含む。脚
脚部。脚端部カット。 ケ，一部ナデ。 径 14．3 （推定）C珊

（旧 S X 4 7，185 3）

P o　5 1 高杯。 ゆるやか に 「ハ」の字状に 脚部外面面取り後ナデ，内面柱 内外面赤褐色。内外面丹塗。
開 く堀部からなる脚部。脚端部カ 状部絞 り。裾部パケ。 細砂粒を含む。脚径 8．8 cm

160 ッ ト。 （旧20 E ◎S W ， 16 20）

P o　5 2 低 脚杯。椀状の杯部に，短 く「ハ」 杯部外面細かい榛へ ラ磨 き。内 外面黒色，内面赤褐色。外面

160

の字 状に開 く脚部。 面へラ磨きが放射状にめ ぐる。 焼成以前に黒色物質を丹塗 る。

その後中央底部付近のみ，へ ラ 内面丹塗。循砂粒を含む。

状工具？でナデ丁寧 なへラ磨き 口径 14．0 ， 脚径 4．3 ，器高

を取 り除いている。脚部内外面 4．5 C椚

ナ デ。 （旧20 E ◎S I O 5 ，2 377）

P o　53 低脚 杯。椀状の師部に，短 く「ハ」
杯部外面パケの後ナデ，一部へ i

外 面黄褐色　 内面明褐色。外

160
の字 状に開く脚部。 ラ磨 き。内面縦のへラ磨 きが放 面一部丹彩。内面丹塗。砂粒

射状にめ ぐる。 脚部 内外面 ナ

デ。

を含む。

口径 1 3．6 ， 脚径 4，2 ， 器高

4．6 C珊

（旧20 E ◎S I O 5 ， 24 19）

P o　54 低脚杯。深めの椀状の碗部に，短 杯部外面パケの後ナデ。その後 内外面明黄褐色。細砂粒を含

16 0
く 「ハ」の字状に開 く脚部。

l

一 部細かいへ ラ磨き。内面パケ む。口径 1 4．0 （推定），脚径

の後ナデ。口縁都債へラ磨き。

縦へラ磨きが放射状にめ ぐる。

・脚部内外面ナデ。

l 5・6 ，器高 5・5 C珊

ー （旧20 E ◎S I O 5 ，2379）
！

P o　55 小 型器台。大き く外反する受部と

脚部。受部端部 は丸 くわずかに肥

外面縦方向のへ ラ磨 き。内面受　 内外面明黄褐色。細砂粒を含

160
部不整方向の細目のへ ラ磨 き。 む。口径 9．9 （ 定）C珊

厚 して終わる。 脚部パケの後ナデ。 （旧2 0 E ◎S I O 5 ，2 148）

P o　56 器 台。受部 ◎脚部 「ハ」の字に外 外面受部 ⑳簡部 ◎脚部横ナデ。 内外面淡黄褐色。小砂粒を含
方へ開 く。簡部は短い。屈曲部 の 内面受部不整方向の細かなへラ む。

16 0 稜 はつまみ出 し鋭 い。 磨 き，簡部へ ラ剃 りの後横方向

のへう磨き。脚部不整方向のへ

ラ削 り。

（旧20 E ◎S W ，20 23）
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P o　57

160

鼓 形器台。 頚 部は短 く，外反す 外面構ナデ，内面受部へ ラ磨き 外面淡褐色，内南淡黄灰色。

る短い脚部。脚端部 は肥厚す る。 頸部へラ削 りの後ナデ二脚部 内 外面一部黒斑がみられる。小

受部 ◎脚部の稜はともに鈍い。 面右方向のへラ削 り。 砂粒を含む。 3 ～ 5 郡花大の石

英を一部含む。脚径 20．5 （推

定）C椚

（旧20 E ⑳S I O 5 ， 2279）

P o　58

160

鉢。 ゆるやかに外反 し， 目線端部 内外面 口縁端部横ナデ，外面粗 外面淡黄灰褐色，内面淡黄褐

で外方へ開 く口縁をもつ椀状の鉢。いパケ。内面指頭圧痕の後パケ 色。外面 叛 はど黒斑がみ ら

口縁端部カ ット。器壁 は厚 目で凹 その後右下方向の粗い単位のナ れ る。小砂粒を含 む。

凸がみ られ る。 デ。 口径 13．9 ， 器高 5．3 C珊

（旧20 E ◎S I O5 ，2200 ）

P o　59

160

コシキ型土器。底部 は直立気味で 内外面構ナデ。内面へラ削 り。 外面淡黄黒色，内面黄黒灰色

ゆるやかに外反 しなが ら胴部へ療 外面黒斑みられる。小砂粒を

く。突帯 はカ ット後ナデによって 含む。底径 14，6 （推定）cm

わずかに肥厚する。底部端部はわ

ずかに内傾 して丸 く終る。

（旧2 0 E ◎S I O 5 ，2 273）

P o　60

160

コシキ型土器。底部か ら口縁部へ 外面口縁部 ◎胴部縦パケ。底部 外面褐色，内面淡黄灰褐色。

むか って直立気味に開 く。口縁端 横 ナデ。内面口縁部横ナデ。胴 砂粒を含む。

部はカッ ト後ナデによって凹む。 部左から右，左下から右上方向 口径 19．8 （推 定）， 底径 、

底端部 はカ ット後丸 く終わる。底 のへラ削 り。底部横ナデ。環状 1 0．4 ，器高 3 4．O c珊

部近 くに突帯がめぐり，突帯端部 把手外面把手中央に向 うへラ削 （旧20 E ◎N W ， 160 5，旧20

は ナ デによって凹む。突帯の上位 り。内面ナデ。 E ◎　S I O 5 ，2 192，2 251，

には l対 の横位の環状把手がつ く。

環状把手は差 し込み式。

2259， 2393）

P o　6 1

16 1

弥生 壷。胴部か らゆるやかに外反 内外面ナデの後へ ラ磨き。 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

しつつ頚部 につづき，口縁部でさ む。口径 2 9．0 （推定）C椚

らに外反する。口縁端部はカット。

頸部 にケズ リ出 しによるわずかな

凸帯がみられる。器壁は厚 い。

（旧20 E ◎S I O5 ，2 249 ）

P o　62

161

弥 生蜜。直立気味に立ちあがる胴 外面 目線部ナデ，胴部パケ目。 外面黒褐色，内面明褐色。外

部か ら大きく外反する口縁部。口 内面ハケの後ナデ。 面スス付着。小砂粒を含む。

縁端部は角ぼ りわずかに下垂 し， 口径 2 1．‾1 （推定）cm

刻 み 目がめぐる。外面頸部か ら胴

部 にかけ櫛状工具 ？による横の刻

み目がめ ぐる。

（旧20 E ⑳S I O 4 ，203 3）

F　 l 釣 針。上 ◎下とも欠損。 幅 0．5 ，厚さ 0．5 C珊
挿図 161 （旧2 1 E ，2 109） l

F　　 2 棒状鉄製品。 幅 0，4 ，厚 さ 0．4 cl花 挿 図16 1 （旧20 E ，2 17）

J　 l 土製勾玉d l方 向穿孔。 幅 0．7 ，厚 さ 0．9 C椚 挿 図16 1 （旧20 E ， 19 14）

J　 2 碧 玉製管玉。淡緑色。 2方 穿孔。 長さ 1．6 ， 幅 0．6 C珊 挿 図16 1 （旧2 0 E ， 23 03）

J　 3 滑石製管玉。黒灰色。 2 方穿孔。 長さ 且，5， 幅 0．4 cm 挿 図16 1 （旧20 E ， 2056）

J　 4 滑石製臼玉。黒灰色。 長さ 0．2　 幅 0．5 C珊 挿 図16 1 （旧2 0 E ， 2175）
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D　　 l 土唾。 最大径 1 1．0，短径 4つ C刑，重 さ 挿図 15 7

29 5 才， 一部に集中的にパケが

残 る。短径方向に 3 本 の沈線を

入れ，長径方向に l‾本の沈線を

入れ る。ところどころにへラ状

工具 ？の痕 と思われるものが残

る。

（旧20 E ◎S I O 5 ，238 7）

D　　 2 土錘。 最大長 3．4 ， 最大高 3．2 C珊夕　重 挿図 157

さ2 8．2 伊，淡黄灰色。細砂粒を

含む。

（旧20 E ◎S I O 5 ， 18 73）

S　 l 擦石。 擦 り面は二面。最大長 8．5 ，最 挿図 16 l

大 高 7．2 C撒。青灰 白色。 （旧20 E ◎S I O5 ， 240 0）

P o　 l 壷 。大き く外反する複合口縁。頚

ヽヽ　．コl

口縁 ⑳頚部内外面積ナデ。胴部 内外面淡褐色。小砂粒を含む。

162

部 は長 くなたら‾かな肩部か ら張 り 外面パケ後ナデ。内面右方向 ⑳ 口径 20．4，胴部最大径2 6．8 cm
気味 の胴部へつづ く。肩部に櫛措

平行沈線がめ ぐる。

左上方向のへラ削り。 （旧20 E ◎S I O 2 ，2 20）

P o　 2 壷。直立する複合 口縁。 口縁端部 口縁 ◎頚部内外面横ナデ。胴部 外面淡黄黒色，内面淡黄灰色。

16 2
は肥 厚す る。屈曲部の稜は鋭い。 外面パケ後ナデ。内面右方向の 外面スス付着。小砂粒 を含む。

頸部は長 くなだ らかな肩部か ら張 へラ削 り。 口径 1 5．6 cm

り気 味の胴部へつづ く。 （旧21 F ◎S I O上　 39）

P・0　 3 壷。内傾 しつつ直立する複合口縁，

絹地

口縁 ◎頚部内外面構 ナデ，胴部 外面淡黄黒色　 内面淡黄褐色。

164
ロ縁端部カッ ト。屈曲部の稜は鋭 外面ハケ後ナデ。内面右方向 ⑳ 外面黒斑みられ る。小砂粒 を
い。頸部は短 く張 り気味の肩部か

ら胴部へ続 く。

左方向のへラ削 り。 含む。 口径 15．0 （推定），胴

部最大径 3 1．2 （推定）C7乃

（旧2 1 E ◎S 王0 2 ，22 2）

P o　 4 賓。外反する複合 口縁。口縁端部 口縁 ◎頚部内外面横ナデ。肩部 外面黒褐色，内面黄灰褐色。

はカット後横 に肥厚 して丸 く終 る。 ナデ，胴部上半横パケ一部縦ハ 一部黒褐色。外面スス付着。
164 屈 曲部の稜は鋭い。頚部は短 く， ケ， 下半縦パケ。内面右方向の 内面炭化物付着。口径 15．0 ，
なだ らかな肩部か ら球形の胴部へ へ ラ削 り， 下半 上方向へのへラ 胴部最大径 17．7 ，器高 19．9C椚
続 き，底部はわずかに平坦。 削 りの後指頭圧痕。 （旧21 F ⑳S I O5 ，22，8 5，

86）

P o　 5 大型の饗。わずかに外反する複合

J　　　　　　　綱側　　　　　　　　　　　 ／

目線部内外面横ナデ，頚部内面 内外面淡黄褐色，外面一部黒

16 5
口縁。日録端部カ ット後わずかに 横へ ラ磨き。肩部外面横パケ後 色。口縁部外面黒斑がみ られ
肥厚する。屈曲部の稜は短かい。 ナデ，内面左方向のへラ削 り。 る。砂粒を含む。口径3 1．5 cm
頸 部 は短 く，なだらかな肩部へ続 （旧2 1 F ⑳S I O上 10，22，
く。櫛状工具による波状文がめ ぐ 23，27㍉牝　 42，44，53，60，
る。 63，80，8 1，89，9 0）

P o　 6 ず饗。外反す る複合口縁。口縁端部

’　J

口縁 ⑳頸部内外面横ナデ。肩部 外面淡灰褐色，内面淡褐色。

165
l 条 の沈線が入る。屈曲部の稜は 外面縦パケ，内面へ ラ削 りの後 細砂粒を含む。 口径 27．3 （推

短 く鋭い。頸部は短 く，なだ らか 粗いへラ磨き，一部細かいへラ 定）C珊

な肩部へ続 く。肩部外面へラによ

る痕がみられる。

磨き。 （旧21 F ◎S I O上　 41）

P o　 7 賓 。口縁端部で外反 し丸 く終 る複

√
日録 ◎頚部内外面接ナデ。胴部 外面淡黄黒色　 内面淡黄灰色，

16 5
合 口縁。屈曲部の稜は鈍い。頚部 外面粗いハケ後ナデ，内面右方 外面スス付着。小砂粒を含む。
は短 く，球形の胴部につづ く。 向のへ ラ削 り。 口径 12．5 （推定），胴部最大

径 13。8 （推定）C澗

（旧2 1 F ⑳S I O l ，64）
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P o　 8

16 5

饗 。大 きく外反す る複合 目線。口 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。肩部 外面淡苛黒色，内面淡黄灰色〕

縁端部はカッ ト後横方向に肥厚す 外面横パケ後縦パケ，一部ナデこ 外面スス付着。小砂粒を含む，

る。屈曲部の稜は鋭い。 なだらか 胴部外面横方向のナデ，内面右 口径 14．3 ，胴部最大径 2 0．0

な肩部か ら張 り気味の胴部へつづ 方向のへラ削 り，下半左上方向 （推定）C珊 （旧2 1 F ◎S I O．5，

く。肩部に一部刺突痕がめぐる。 のへラ削 り。 50，54， 56）

P o　 9

16 5

饗 。大きく外反する複合口縁。口 口縁 ◎頚部内外面横ナデ，肩部 内外面淡黄灰色，外面一部黒

縁端部はカ ット後横に肥厚 して丸 外面横方向のパケ，内面指頭圧 色。外面黒斑みられる。小砂

く終わ る。屈曲部の稜は短 く鋭 い 痕後ナデ。胴部横方向 ◎縦方向 粒を含む。口径 20．5 （推定）

頸部は短．く， なだ らかな肩部から のパケの後ナデ。内面右方向の 胴部最大径 2 5．9 （推定）cm

張 り気味の胴部へつづく。胴部器

壁 は薄い。肩部 にへラ状工具によ

る刻み目。

へ ラ削 り。 （旧2 1 F ◎S I O上　 5 1）

P o lO

165

饗 。外反する複合口縁。口縁端部 ロ縁部内外面横ナデ，肩部外面 外面淡黄黒色，内面淡黄灰色。

はカット。屈曲部の稜は短 く鋭い。縦 パケ後ナデ。胴部外面波状文 外面スス付着。小砂粒を含む。

頚部は短 く，張 り気味の胴部へつ 横パケ後ナデ，内面右方向のへ 口径 15．6 （推定），胴部最大

づ く。 ラ削 り，下半削 りあげ。 径 20．0 （推定）C乃

（旧2 1 F ◎S I O上　 59）

P o ll

165

賓 。 外反す る複合口縁。日録端部 口綾部内外面横ナデ，肩部外面 外面淡黄黒色，内面淡灰褐色。

はカット後下垂す る。屈菌部の稜 縦パケ後ナデ，内面ナデ。胴部 外面スス付着。小砂粒を含む。

は短い。稜部下方 1 条 の凹線がめ 外面横パケ後縦パケ。内面右方 口径 17．6 （推定），胴部最大

ぐる。頸部は短 く，なだ らかな肩 向 ◎左方向のへ ラ削 り。 径 2 2．9 （推定）C胱

部か ら張 り気味の胴部へつづ く。 （旧2 1 F ◎S I OL　 4 0）

P o 12

165

賓。 外反す る複合口縁。口縁端部 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 外面黒色，内面淡灰褐色。小

はカ ット後丸 く終る。屈曲部の稜 縦パケ後横パケ，胴部外面粗い 砂粒を含む。口径 1 5．9 （推定）

は鋭い。器壁は薄い。 横パケ後粗 い斜方向のパケ，細 胴部最大径 2 1．1 （推定）cm

か い横パケ後ナデ。 （旧2 1 F ◎S I O l，44）

P o 13

16 5

賓 。 口縁端部で大き く外反する複 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面黄褐色 。小砂粒を含む。

合口縁。屈曲部の稜は短 い。 縦パケ後横パケ。胴部外面様方 口径 17．l cm

向のパケ，内面右方向のへ ラ削

り。

（旧2 1・E ◎S I O 2 ，2 19）

P o 14

165

整 。外反する複合 口縁。 口縁端部 ロ縁部内外面横ナデ。肩部外面 外面淡黄黒褐色，内面淡黄褐

はカ ット後強いナデによって凹む。横パケ後縦パケ，胴部外面横ハ 色。外面スス付着。細砂粒 を

屈曲部の稜 は鋭い。肩部に木口状 ケ後縦パケ。内面右方向のへラ 含む。口径1 6．7 ，胴部最大径

工具による刻み目がめ ぐる。 削 り，左方 向のケズリあげ。 2 2．4 （推定）C珊

（旧21 F ◎S I O l ，54，5 5，

56）

P o 15

166

聾 。外反す．る複合口縁。口縁端部 口縁 ◎頚部内外面横ナデ，肩部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

ほカット。屈曲部の稜は鋭い。肩 外面縦パケ後横パケ，その後ナ む。口径 15．9 （推定）C盈

部 に櫛状工具による波状文がみ ら

れる。

デ。内面右方向のへラ削 り。 （旧2 1 F ◎S I O l ，45）

P o 16

166

P o 17

166

饗 。外反する複合口縁。口縁端部 口縁 ◎頚部内外面積ナ≠，肩部 外面黒褐色，内面灰色。外面

ほカット後内へ肥厚 し丸 く終 る。 外面パケ後ナデ。内面右方向の 黒斑がみ られ る。 口径 17．0

屈 曲部の稜は短．く鋭い。頸部 は短 へ ラ削 り。

口縁 ◎頸部内外面横ナデ，肩部

（推定） C吼

く，なだ らかな肩癖へ続 く。 （旧21 F ◎S I O上　 60）

蜜 。外反する複合口縁。口縁端部 外面黒褐色，内面淡灰褐色。

はか ソト後丸 く終わる。屈曲部の 外面ナデ，内面右方向のへラ削 細砂粒 を含む。口径 15．2 （推

稜 は鈍い。短い頸部からなだらか り。 定）C珊

な肩部 につづ く。 （旧2 1 F ◎S I O l ，3 1）
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P o 18

166

饗 。外反する複合口縁。 口縁端部

は丸 く終 る。屈曲部の稜は短く鋭

口縁 ◎頚部内外面墳ナデ，肩部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

外面ナデ，内面右方向のへ ラ削 む。口径 13．5 C珊
い。短い頚部か らなだ らかな肩部

につづ く。

り。 （旧21 F ◎S I O l ，3 1）

P o 19 高塚。大きな椀状の杯部か ら，大 杯部内外面パケ後横 ナデ，脚部 内外面淡黄灰色。杯部内面 ◎

16 6
き く 「ハ」の字状に開 く脚部。口 外面パケ目，内面柱状部へラ削 脚部外面一部黒斑みられ る。
縁端部カ ット。杯部外面 1 つ孔が り，裾部パケ後ナデ。 杯部内外面粘土のつぎ目がみ

みられる。杯部 ◎脚部 ともに器壁

が薄 い。

られ る。細砂粒を含む。口径

2 4．8 （推定），脚径 14．9 （推

定），器高 16．1 C珊

（旧21 F ◎S I O l，48）

P o　20 高塀。大きく深 い杯部。 口縁端部 杯部外面パケ後ナデ，その後細 外面淡褐色，内面淡黄黒色。

166
は横 へ肥厚 し端部はカッ ト後丸味 かい境へ ラ磨 き。内面口縁端部 内面黒斑がみ られる。細砂粒
を もって終る。円盤充填。 境へ ラ磨 き。感のへラ磨きが放 を含む。口径 24．1 （推定）C珊

射状にめ ぐる。 （旧2 1 F ◎S I O l，28，6 1，71）

P o　2 1 高塀 。大き く深い杯部。 口縁端部 師部外面ナデ後細かいへラ磨 き 外面黄嫡色　 内面暗褐色。一

166
カ ッ ト。 粘土継ぎ目左方向のケズ リの後 部赤褐色。細砂粒を含む。口

ナデ。内面横方向のへ ラ磨き， 径 2 1．3 （推定）C珊 （旧2 1 F ◎

縦方向のへラ磨き。 S I O l，2 0，23，28，50，76）

P o　2 2 高塀。深い椀状の杯部と短かい柱

　ヽ　　　　　　　　　　　　　ゝ

杯部外面パケ後ナデ，その後 2 内外面淡黄灰色。琢部外面一

166
状 部か ら大きく 「ハ」の字状 に開 段の縦 へラ磨 き。内面パケ後横 部スス付着。細砂粒を含む。
く裾部。 口縁部は，口縁端部でさ ナデその後縦へラ磨 きが放射状 口径 19．3 （推定），脚径 1 1．8

らに外反 し，端部カット。杯底部 にめ ぐる。脚部外面パケ後一部 ．器高 11．O c珊

外面 に小孔がみられる。 ナデ。内面柱状部右方向のへラ

削 り後指頭圧痕。裾部パケ後ナ

デ。．パケ目のこる。

（旧21 F ◎S I O l， 46）

P o　23 高塀。太 い柱状部か ら大きく「ハ」

′⊥，　　ヽ

脚部外面パケ後ナデ，内面柱状 内外面褐色，内面一部黒色。

166
の子状 に開 く裾部か らなる脚部。 部左方向のへラ削 り。絞 り後ナ 内面黒斑みられる。細砂粒を

デ。裾部パケ後ナデ。 含む。脚径 12．7 （推定）・C珊

（旧2 1 F ◎S I O 5，2 0，28）1

P o　24 高杯 。長い柱状部か ら巨、」の字状 外面パケ後へ ラ磨 き，内面左方 内外面淡黄褐色。細砂粒を含
166 に外反す る脚部。 1方 向の透 し穴。 向のへ ラ削 り。裾部パケ後ナ荒 む。（旧2 1 F ◎S I O l ，57）

P o　25 低 脚杯。外方へ開 く杯部から「ハ」

｛　　、

琢部内面磨き。脚部外面ナデ。 内外面淡黄褐色，内面一部黒

16 6
の子状 に外方へ開 く脚部。 内面指頭圧痕。右方向のへラ削 色。黒斑がみられ る。小砂粒

り。裾部内外面横ナデ。 を含む。脚径 10．1 C胱

（旧2 1 F ◎S I O l ，92）

P o　26 高塀 型器台。浅い師部から大 きく 杯部外面パケ後横ナデ，内面榛 内外面淡黄灰色。細砂粒を含

166

P o　27

「ハ」の字状に開 く脚部。口縁端 へラ磨き，縦へラ磨き。脚部外 む。 口径 1 1．4 ，脚径 1 1．0 ，
部カ ット。

鼓形器台。受部 ◎脚部 ともに外方

面パケ後縦へ ラ磨き。内面柱状 器高 8．5 C珊

部左方向のへ ラ削 り。裾部パケ

後ナデ。

外面受部 ◎脚部横ナデ，内面受

（旧21 F ◎S I O l ，82）

内外面淡黄褐色。砂粒を含む

16 6

P o　28

へ 開 く。簡部はわずかに長い。

鼓形器台。簡部は短 く，脚部は外

部へラ磨き，簡部へラ削 り後ナ

デ，脚部左方向のへ ラ削 り。

受部 ◎脚部外面横ナデ，内面受

（旧2 1 F ◎S I O l ，35）

内外面淡黄褐色。砂粒を含む

反す る。受部 ◎脚部の稜 はともに 部へ ラ磨 き。簡部へラ削 り後ナ 脚径 18．1 （推定）C椚

166 短 い。脚端部 は肥厚 し丸 く終 わ

る。

デ。脚部右方向のへラ削り。 （旧21 F ◎S I O l ， 12，27）
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F　　 l 曲刃鎌。 長さ 1．4 ， 幅 0．2 C甥 挿 図16 2 （旧21 F ，8 7）

S　　 l 砥石。擦り面三面。 幅 3．6 cm 挿 図 16 2 （旧21 F ◎93）

P o　 l

16 8

賓 。 口縁部は外反する複合 目線。 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。胴部 外面褐色，内面灰褐色。外面

屈曲部の稜は鈍い。 目線端部はナ 外面上半横方向のパケ，下半縦 スス付着。砂粒を含む。口径

デによる凹む。頸部は短く， なだ パケ後ナデ，内面右方向のへラ 14．9 （推定），胴部最大径 20．9

らかな肩部か ら胴部へつづ く。 削 り。 （推定）C椚

（旧2 1 E ◎S 王　03．，67 6）

P o　 2

168

低 脚杯。浅い杯部に短か く 「ハ」 杯部外面接パケ後縦へ ラ磨き。 内外南淡赤褐色。細砂粒を含

の字状 に開 く‘脚部。杯端部は凹む 内面横パケ後縦へ ラ磨き，一部 む。口径 13．4 ，脚径 4．2 ， 器

脚端部は丸い。 横へ ラ磨 き。 高 4．5 cm

（旧2 1 E ◎S I O 3 ，6 76）

P o　 3

168

器 台。大きく外反する受部。口縁 受部外面槙ナデ，内面へ ラ磨 き。内外面淡黄褐色。砂粒を含む。

端部は丸 く終 る。 赤色の砂粒を含む。口径 2 1．3

（推定）C胱 （旧2 1 E ◎S 王0 3

内 S K O 2 ，67 1）

P o　 4

168

弥生壷。大き く外反する口縁。 内外面横方向のへラ磨 き，内面 内外面淡褐色。小砂粒を含 む。

横へ ラ磨 き。 口径 12．2 （推定）C撒 （旧21 E ◎

S 工0 3 内 S K O2 ，67 3）

P o　 5

168

弥生賓。胴部か ら直立 し口縁部で 胴部外面ナデ，内面パケ後ナデ 内外面淡赤褐色。小砂粒を含

ゆるく外反する。ロ縁端部 に刻み 一部へラ磨き。 む。口径2 4，2 （推定）C椚（旧21

目が め ぐる。 E ⑳S I O3 内 S K O 2 ，673）

P o　 l

170

壷 。 口縁部は外反 し，口縁端部で 口縁部横ナデ，外面頸部ナデ， 外面淡黄黒褐色，内面淡褐色。

さらに外反する複合 口縁。屈曲部 下半パケ目。肩部ナデ。胴部斜 外面胴部一部スス付着。砂粒

の稜は短 く丸 い。頸部 は長 く張 方向のパケ，内面頸部指頭圧痕 を含む。口径 18．3 cm

り気味の胴部 につづ く。眉部には

＞

の後ナデ。胴部右方向のへラ削 （旧2 1 E ◎S I O 2，7 3 6 ◎
櫛状工具による凹線がみられ，胴

部には櫛状工具による波状文 と凹

線がみ られる。

り。 75 3）

P o　 2

170

長頸壷。直立する複合口縁。目線 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。胴部 外面淡黄灰色，一部黒色，内

端部 カット後横 に肥厚 し丸 く終わ 外面粗 いパケ乱　 内面右方向の 面淡黄褐色。胴部外面一部黒

る。屈曲部の稜は短 く鋭い。肩部 へラ削 り。 斑み られる。小砂粒を含む。

に櫛状工具 による凹線が み られ 口径 10．3 （推定）cl乃

る。 （旧21 E ⑳S I O2 ， 748）

P o　 3

17 0

聾。 外反する複合 口縁。日録端部 口綾部内外面横ナデ，外面肩部 外面黒褐色，内面淡黄灰褐色 ，

カット。屈曲部の稜は短 く鋭い。 縦パケ後ナデ。横方向のパケ目 外面胴部 スス付着。砂粒を含

頸部は短 く・，胴長の張 り気味の胴 胴部横方向のパケ，下半縦方向 む。 口径 17．7 ，胴部 最大径

部へつづ く。肩部櫛状工具による のパケ目。内面胴部上位右方向 2 2．4 C澗

凹線 と波状文がめ ぐる。 のへラ削 り。下位上方向のへラ

削 り。

（旧21 E ◎　S I O 2， 725）

P o　 4

17 0

賓 。 ロ縁部大 きく外反する複合口 口縁 ⑳頚部内外面横ナデ。外面 外面淡黄黒色，内面淡黄褐色 ，

縁。ロ縁端部カ ット後丸 く終 る。 肩部横方向のパケ。胴部縦パケ 外面胴部 スス付着。砂粒を含

屈曲部の稜は鋭い。頸部は短 く， の後ナデ。内面胴部上位右方向 む。 口径 17．5 （推定），胴部
なだ らかな肩部から胴部へ続 く。

肩部にはへ ラ状工具による刻み目

がみ られる。

のへラ削 り。下位右下方向 ◎左 最大径 2 1．4 （推定）C撒

上方向のへラ削 り。 （旧2 1 E ⑳S I O 2 ，73 5）
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P o　 5

17 0

饗 。 口縁部 ゆるやかに外反する複 口縁部 ◎頸部 内外面構 ナデ。胴 外面淡黄黒色，内面淡黄褐色。

合口縁。 口縁端部 カット後下垂 し 部外面積パケ，斜方向のパケ， 外面スス付着。小砂粒を含む。

丸 く終 る。屈曲部の稜は鋭い。肩 その後 ナデ。 口径 15．9 （推定），胴部最大

部櫛状工具による波状文が巡る。 径 2 1．2 （推定）cm

波状文の始 まりと終 りが明瞭。 （旧2 1 E ⑳S I O 2 ，73 6）

P o　 6

17 0

聾。 口縁端部外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部横ナデ。胴部外面横 外面淡黒褐色，内面淡黄褐色。

口縁端部カッ ト後横へ肥厚 して丸 パケ後縦パケ。内面右方向のへ 外面スス付着。小砂粒を含む。

く終 る。屈曲部の稜は丸 く終 る。 ラ削 り。 口径 17．3 （推定），胴部最大

肩部 はなだ らかで張 り気味の胴部 径 2 4．6 （推定）C撒

へつづ く。肩部波状文がめ ぐる。 （旧2 1 E ◎S I O 2 ，75 3）

P o　 7

170

壷。 直立する複合目線。 口縁端部 口縁 ⑳頚部横ナデ。外面肩部ナ 内外面淡黄褐色　 外面一部黒

カット後横に肥厚 し丸 く終る。屈 デ，内面右方向のへ ラ削 り。 色。口縁部に黒斑がみられる。

曲部の稜は短 く鈍い。肩部櫛状工 小砂粒を含む。 口径 16．4 cm

異 に よる凹線がみ られる。 （旧21 E ◎S I O 2 ，71 1）

P o　 8

170

藍。 目線端部で外反する複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面横ナデ。肩部 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

屈曲部の稜は短く鋭い。頸部は短 外面パケ後ナデブ　内面右方向の む。 口径 17．8 （推定）cm

‾くタ　なだ らかな肩部につづく。 へ ラ削 り。 （旧2 1E ◎S I O 2 ， 746 ）

P o　 9

170

蜜。 口縁部外反す る複合口縁。口 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。肩部 内外面灰褐色。小砂粒を含む。

縁端部カ ット。屈曲部の稜は短 く 外面パケ後 ナデ。 内面右方向の （旧21 E ◎S 王0 2 ，73 1）

鋭 い。肩部櫛状工具による波状文

がめぐる。

へラ削 り。

P o lO

170

聾。 口縁部外反する複合口縁。屈 口縁 ⑳頚部内外面横ナデ。肩部 外面黒色，内面淡黄灰褐色。

曲部の稜は鋭 い。肩部に木 口状工 一外面横パケ。内面右方向のへラ 外面スス付着。細砂粒を含む。

異による刻み目がみられる。

l

l削 り。

l

口径 15．7 （推定）cm

（旧2 1 E ⑳S I O 2 ， 70 6）

P o ll

171

賓。 口縁部はゆるやかに外反する　－ロ縁部内外面榛ナデこ　外面肩部 内外面淡黄褐色，外面胴部ス

禁謡謂欝詣謡矧

詣漂黒潮工具による刻i
l

慧香華誌票票慧㌻票㌶奈 ！ス付着。小砂粒を含む。口径14．8（推定），胴部最大径
20．6（推定）C7乃
（旧21E◎　S王02，732）

P o 12

17 1

賓。 ロ縁部外反する複合 口縁。 口 口縁 ⑳頸邸内外面横 ナデ。肩部 外面黒褐色，内面淡褐色。細

縁端部カッ ト。屈曲部の稜は短 く 外面粗い横パ ケ◎縦パケ。内面 砂粒を含む。口径 14．6 cm

鈍 い。肩部へ ラ状工具による刻み

目が めぐる。

右方向のへ ラ削 り。 （旧2 1 E ◎S I 02 ，22 0）

P o 13

171

鼓形 器台。受部 ◎脚部 ともに大き 外面受部 ⑳脚部横ナデ。 内面受 再外面淡黄褐色。小砂粒を含

く外反 し，端部は肥厚 し接にのび 部へ ラ磨き。簡部へラ削 り後ナ む。 口径 2 0．5 （推定），脚径

る。屈曲部の稜は鈍い。‘脚部にへ デ。脚部左方向のへラ削 り　 嘲 19．上　 器高 12．2 cm

ラによ る記号がみ られる。 端部ナデ。 （旧2 1 E ◎S I O 2 ，74 9）

P o 14

17 1

P o 15

17 1

鼓形 器台。受部 ◎胸部ともに大き 外面受部 ◎脚部横ナデ。内面受 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

く外反 し，端部は肥厚する。受部 部へ ラ磨 き。簡部へ ラ削 り後ナ む。口径 19．9 （推定），脚径

の稜はやや鋭 くタ　脚 部の稜 は鈍 デ。脚部左方向のへ ラ削り後ナ 19．4 ，器高 13．6 cl乃

い。 デ。 （旧2 1E ◎S I 0 2 ，7 07）

鼓形器台。受部 ◎脚部 ともに大き 外面受部 ◎脚部横ナデ。内面受 内外面淡黄褐色。小砂粒を含

く外反する。簡部は短 く，受部 ⑳ 部へラ磨 き。簡部へ ラ削り後ナ む。口径2 0．2 ，脚径 17．3 （推

脚部の稜ともに鈍い。

l

デ。脚部右方向のへラ削り。 定）， 器高 圧 3 C撒

（旧21 E ◎S I O 2 ，7 04）
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P o 靡16

171

鼓形 器台。簡部から外方へ開 く受 外面受部 ◎脚部構ナデ。内面受 内外面溌黄褐色。小砂粒を含

部 と脚部か らなる。受部 ◎脚部の 部へラ磨き。簡部へ ラ削 り後ナ む。脚径 2 0．3 （推定）C盈

稜はともに鈍い。 デ。脚部左方向のへ ラ削 り。脚

端部ナデ。

（旧2 1 E ◎S I O2 ，75 2）

P o つ7

171

弥生 壷。上下 2 条 の沈線問に 7 条 内外面へラ磨き。 内外面明褐色。外面一部黒色

を一単位 とす る木葉文がめ ぐる。 黒斑がみ られる。－砂粒を含む占

（旧2 1 E ◎S I O 2，720，74 5，

20 E ◎S I O 5，2466， S W ，

1190， 1768）

P o 18

17 1

弥 生底部。 外面へラ状工具のようなもので 外面黄褐色，内面淡黄褐色，

ナデ，その後磨 き。内面パ ケ後 一部黒色。内面スス付着。砂

ナデ。 粒を含む。底径 7．8 cm

（旧2 1 E ◎S I O 2 ，75 1）

P o 19

171

弥 生底部。磨 き状 の沈線 がめ ぐ 外面へラ磨き。内面ナデ。 内外面淡黄褐色。一部黒斑が

る。 み られる。

底径 9．3 （推定）C珊

（旧21 E ◎S I O l ，42 2）

P o　20

171

弥 生底部。 内外面細かいへラ磨き。底部へ 外面黒褐色，内面淡黄褐色。

ラ磨き。 砂粒を含む。底径 8．7 cm

（旧21 E ◎S I O2 ，74 4）

F　　 l 鉄 鎖。茎部一部欠損。 最大幅鉄身 1．2 ，茎 0．す，

ー厚 さ鉄身 0．3 ，茎 0．5 C珊

挿図 17 1 （旧21 E ◎74 1）

F　　 2 銑鉄茎 ？。 幅 0．4 ， 厚さ 0．4 C珊1 挿図 17 1 （旧21 E ふ742）

J　 l 碧 玉製管玉。深い緑色。 2方 穿孔 長 さ 0．9， 幅 0．3 C珊 挿 図 17 1 （旧2 1 E ⑳63 3）

D　　 l 土玉。手づくね。 最大幅 2．8 ，最大高 3．2 C盈 挿 図 17 1 （旧2 1 E ◎6 9 1）

20E◎S K⑳1

Po　l

180

弥生壷。口縁部は内偵気味に立ち口縁部内外面横へラ磨き。 内外面明褐色。細砂粒を含む。
大きく外反しながら外側へのびる。 一部小砂粒を含む。口径14．0
口縁端部は肥厚し丸く終る。口縁
部外面に2条の沈線がめぐる。沈
線より上位に，へラ状工具でおさ
えたような痕がみられる。

（推定）cm
（旧20E◎NE，1270）

Po　2 弥生底部。平底でゆるやかに外反胴部外面斜方向のへラ磨き。内内外面明褐色。小砂粒を含むム
180 しながら立ちあがる胴部に続く。面ナデ。 底径8．8C釈（推定）

（旧20E◎NE，1269）

20F◎SKの3

Po　l

181

無頸壷。内湾する口縁部から丸く内外面パケ後へラ磨き。風化の外面淡黄褐色，内面淡黄黒色，
すぼまり平底になる。2孔の綴ひため一部調整不明。 内面黒斑がみられる。
も孔がみられる。 口径l・3．5（推定），底径7．5，

器高12．6cm（旧20E◎NE，
NWb，1260）

Po　2

181

壷底部。平底の底部から内湾気味外面パケ後横◎縦へラ磨き。内内外面淡褐色　外面一部黒色
に立ちあがる胴部。 面横へラ磨き。 黒斑がみられる。砂粒を含む。

底径8．8C7n（旧20F◎SW，

71，78，144）
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P o　 3

18 1

聾。 平底の底部か らゆるやかに外 外面咽部パケ。底部パケ後縦へ 外面淡黒褐色，内面淡黒黄色。
反する胴部。口縁部はさらに外方 ラ磨き。内面横方向のパケ目。 外面スス付着。内面一部黒斑
へのびる。 口縁端部へラによる刻 み られる。底部内面炭化物付

み目がめぐる。 着。砂粒を含む。 口径 26．6

（推定），胴部最大径 24．0 （推

定），底径 9．6 （推定）C珊

（旧20 F ◎S I O3 ，32 3，

N E ，26 8， 1328）

l
P o　 4 賓 。直立する胴部から外方へのび 胴部外面指頭圧痕 の後パケ，そ 内外面淡黄褐色，内面上部黒

18 1

る口縁部。口縁端部へラによる刻 の後ナデ。内面ナデ。 色。黒斑がみ られる。細砂粒
み目がめ ぐる。胴部 2 条 の沈線が を含む。口径 24．0 （推定）cm

め ぐる。 （旧20 F ◎S K O 3 ，330）

P o　 5 賓。ゆ るやかに外反する胴部か ら

1さ

胴部外面指頭圧痕後粗いパケ目 外面淡黄褐色　 一部黒色。内

18 3

さ らに外方へのひる口縁部。口縁 内面へラ磨き。 面明褐色。外面黒斑 ◎スス付
端部はへラによ る刻 み 目がめ ぐ 着。砂粒を含む。口径 2 4．8 ，

る。 胴部最大径 2 1．7 cm （旧20 F ◎

S K O 3 ，2 68，32 6）

P o　 6 蛮底部？。平底の底部か ら外方へ

ヽヽ

外面粗い磨き状のナデ。内面風 外面褐色。小砂粒を含む。底

18 3
の ひ る胴部。 化 により調整不明。 径 8．7 （推定）cm

（旧20 F ◎S K O 3 ，33 1）

P o　 7 鉢 。外方へ開きながら立ち上が り‘，

J　　　　　　　　　　　　　＞

内外面へラ磨き。

l

外 面明灰褐色，内面明褐色。

18 3

口縁部でさらに外方へ締 くム　日録 外面一部黒斑。砂粒を含む。
端部 は丸 く終わる。 口径 29．5 （推定），t胴 部最大

径 27．6 cm （旧20 F ◎S K O 3 ，

312，3 19，327，33 0）

P o　 8 蓋 。大き く開 く口縁部。 口縁端部 内外面へラ磨き。 外面黒褐色，内面茶褐色。外

184

はカ ッ ト。 面黒斑がみ られる。細砂粒を

含む。

口径 2 5．4，器高 1 0．8 cm （旧20

F ◎S K O3 内S K O4，349）

D　 l

184

土 錘。扇平な平形で中央部に穴が 上 ◎下面ナ デ。長 さ・8．8 ， 径 茶褐色。砂粒を含む。

1 孔 みられ る。両面は くびれ， 1

条 の溝がめぐる。

5．4 ，厚さ 3．4 cm （旧20 F ◎S K O 3 ， 329）

S　 l 磨 製石斧。一部欠損。 残存幅 3．6 ， 残存厚 さ 2．1 cm 挿 図18 4

（旧20 F ⑳S K O3 ，348）

S・　 2 黒 曜石 フレーク。 最大幅 4．2 ，厚さ 0．6 cm 輌 図184

（旧20 F ◎S K O3 ，31 8）

S　　 3 黒曜石 フレーク。 最大幅 4．0 ，厚さ 0．3 cm 挿 図18 4

（旧20 F ◎S K O3 ， 318）

S　　 4 黒曜石 フレーク。 最大幅 2．7 ，厚さ 0．5 C7乃 挿 図18 4

（旧20 F ◎S K O 3 ， 318）

S　　 5 黒曜石 フレーク。 最大幅 2．4 ， 厚さ 0．6 C珊 挿図 18 4

（旧20 F ◎S K O 3 ， 318）

S　　 6 軟 質の碧玉製舌。舌の上部は左右 舌上部幅 0．7 ，厚 さ 0．3 ，‾　舌部 挿図 18 4

が くぼみ磨かれている。 幅 1．2 ，厚さ 0．6 C乃

淡緑色。

（旧20 F ◎S K O 3 ， 1262）

1
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別E o S K　鵬
p 。 l 】

186

壷 。 日額部 は外反す る複合 口縁。 口縁 部 内外面横 ナ デ。頸 部外 面 内外面 赤褐色。 細砂 粒 を含 む

口縁 端部 は丸 く終 る。稜 は短 く下 ナデ。 内面指頭圧 痕 後ナ デ。 口径 17．8 （推定 ）C椚

垂す る。－ （旧 2 1 E ⑳畠 王 0 ㌦　 43 1）

P o　 2

18 6

聾 。 目線部 はゆ る く外反す る複合 口縁 部 内外面横 ナ デ。胴部 外面 外面淡黄 黒褐 色， 内面淡 黄灰

口縁。 口縁 端部 カ ッ ト。 屈曲部 の ナデ。 内面右方 向の へ ラ削 り。 色。外 面 スス付着 。小砂粒 を

稜 は短 い。 含 む。 口径 16 ．2 （推 定）cm

（旧2 1 E ⑳S 王 0 1 ， 46 1 ）

P o　 3

18 6

高 塀。 「ハ 」の字 に広が る脚 部。 脚 部外 面パ ケ。 内面柱 状部 左方 内外面 淡黄褐 色。小 砂粒 を含

向の へ ラ削 り。 1 条 の へ ラ痕 み む。脚 径 10．7 （推定 ）cl花

られ る。裾部 パ ケ後 ナ デ。 （旧2 1 E ⑳S I O 上　 4 29 ）

P o　 4

18 6

高 塀 。 ゆる く 「ハ」の字 に広 が る 脚 部外 面面取 りの後 パ ケ，そ の 内 外面淡褐 色。細 砂粒 を含む 。

脚部 。 上 を ナ デ，一 部 へ ラ磨 き。 内面 脚径 7．7 （推定 ）C澗

柱 状 部絞 り。裾 部 へ ラ磨 き。 （旧 21 E ⑳S つ 0 上　 4 29 ）

P o　 5

18 6

高 塀 。大 き く開 く裾部 。 外 面 パ ケ， 内面 ケ ズ リ ⑳パ ケ。 内外 面淡 褐色。循 砂粒 を含 む。

脚径 11．2 （推 定 ）C7花

（旧 21 E ⑳　S I O 主　 429 ）

P o　 6

18 6

須 恵 器広 口壷 。大 き く直立気 味 に 口綾部 内外 面回転横 ナ デ。 内外 面淡灰 色。 口線部一 部 自

外反 し， 口縁端 部を上 方へ屈 曲 さ 然粕 付着 。胎 土密 。焼成良 好。

せ る。 口径 19 ．3 （推定 ）cm

（旧2 1 E ◎S I O l，46 3，

20 E ⑳N W ， 173 1）

P o　 7

18 6

須 恵 器短頸 壷。 直立す る短か い口 ロ縁部 ◎胴 部 内外面 回転横 ナ テも 内外 面責灰 色。胎土 密 。焼 成

縁 部 。胴部 は肩部 か らなだ らか に 底 部 回転糸切 。 良好 。 口径 8．9 ，胴部最 大径

下 り，胴 部最大径 は器 高の 叛 以 14．4 ，底径 9．8 ，器高 iO ．O c椚

上 にみ られ る。 （旧 21 E ⑳S 王 0 ㌦　 47 0）

頂号境周辺地区（質地区）南側斜面

P o　 l 饗。 大 き く外反 す る目線部 とゆる 口縁 部 内外面横 ナ デ。胴 部外面 内外面褐 色。細 砂粒 を含む。

190
く外反 す る胴部 につづ く 「く」の ナ デ， 内面左方 向のへ ラ削 り。 ロ径 2 1．8 （推定 ）C椚
字 状 口縁 。器 壁 は厚 い。 （旧 21 D ⑳S W ， 35 8 ）

P o　 2 賓 。 外方へ 開 くロ縁部 か ら直立 気 口縁部 内外面横 ナ デ。 胴部 外面 内外面 褐色。 細砂粒 を含 む。

190 味の胴 部へ つづ く。
ナ デ， 内面左 方向の へ ラ削 り。 口径 2 1．8 （推定 ） C7花

（旧 2 1 D ◎S W ， 35 8）

l

P o　 3

1、90

謹。外 方へ大 き く開 く口縁部 か ら

直 立気味 の胴部へ つづ く。

票 誓 禁 忌 証 票 雷警

II
l

l
！内外面 暗褐色。 細 砂粒 を含 払

i 口径 24・4 （推定 ） cm

l （旧 2 1 D ◎S W ， 5 17 ）

P o　 4 蜜。 外方 へ開 く口縁部 か ら直 立気 I 口縁部 内外面横 ナデ。 胴部 外面
I

！内外面 灰褐色 。細 砂粒を含 む。

190
味 の胴 部へ つづ く。 ナ デ， 内面左方 向のへ ラ削 り。 口径 17 ．1 （推定 ） cm

l （旧 19 C ⑳N W ， 18 0）

P o　 5

190

杯 。椀 状 の杯部。 ロ縁 端部 は丸 く

終 る。 岩壁 は薄 い。

l 口縁部 内外面 横 ナデ。

I

l
l

i 内外面 淡褐色 。細 砂粒 を含 玩

口径 12 ．8 （推定 ） C椚

（旧2 1 D ⑳S W ， 4 52 ）

P o　 6 皿。 平底 の底部 か ら外方 へ 開 く杯 内外面 接 ナデ。外面 指頭圧 痕残 内外面 淡赤褐 色。 内外面丹塗 。

19 0
部。 る。 砂粒 を含 む。底径 16 ．8 （推定 ）

C盈 （旧 21 D ◎S W ， 452 ）
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P o　 7 椀 。平底の底部から外方へ開 く杯

一一・4一　　　　　　　　　ヽ

内外面積ナデ。 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

190
部。 高台がつ く。 む。底径 10．2 （推定）cl花

（旧21 D ◎S W ，214）

P o　 8 杯。平底の底部か ら外方に開 く杯 杯部 内外面ナデ。底部外面へラ 外面赤灰褐色，内面淡灰褐色。

190
部。 切 り痕がみ られる。 外面丹撃。底径 7．3 （推定）cm

（旧2 1D ◎S E ，3 79）

P o　 9 灯明皿。平底の底部から外反する 琢部内外面横 ナデ。底部外面糸 内外面淡黄褐色。 口縁部一部

19 0
杯 部。口縁部 は肥 厚 して丸 く終 切．り。 スス付着。細砂粒を含む。口

る。 径 6．8 （推定），底径 3．4 （推

定），器高 1．3 cm

（旧 19 C ◎S E ◎N E b，78）

P o lO 灯 明皿。平底の底部か ら外反 しな 杯部内外面横ナデ。底部外面糸 内外面淡灰褐色。細砂粒を含

190
が ら立 ちあがる杯部。日録端部は 切 り。 む。 口径 7．6 （推定），底径
丸い。 5．3 （推定），器高 1．4 C珊

（旧21 D ◎S W ， 214）

P o l l 須恵器蓋杯身。立ちあが りは直立 口縁部内外面回転蹟ナデ。底部 内外面責灰色。胎土密。焼成

190
気味 で口縁端部は丸い。受部は丸 ％ 前後 に回転へラ削 り。 良好。口径 丑 9 ，器高4．5 cm

く，底部は比較的深く平 ら。 （旧20 C ◎N W ， 19 0）

P o 12 須恵器埠。高台のつく底部から外

＿＿JL＿一

杯部内外面回転槙ナデ。底部外 内外面責灰色。胎土粗。焼成

19 0
方へ開 く師部。高台端部カッ ト。 面糸切 り。 良好。底径 8．4 （推定）伽

（旧2 1 D ◎S W ， 52 2）

W　 l

19 0

木製 品。 四角い板状の ものの先端を斜 め 先端に焼け痕残る。幅 1．9 ，

に削る。 厚 さ 0，5 C盈 （旧21 D ◎479 ）

W　 2 木 製品。 四角い板状の ものではあるが全 先端に焼 け痕残 り丸 い。 幅

190

体 に湾曲する。 0．8 ，厚 さ 0．5 C珊

（旧21 D ◎480）

W　　 3 斉 串様の木製品。頭部は三角で尖 2 段 の刻みは斜め上か ら刻み， 現存長 5 0．6 ，推定全長 5 2．4

19 2
る。下部はゆるやかに尖 り， もの 横か ら刻んで削 りとったもので C爪，最大幅 5．4 ，厚 さ 0．6 C盈
につき刺す感 じ。側面に 2 段 の刻 2 段 につく。表 ◎裏面には刻み

みを もつ。文字等不明。表面はき

わめてなめ らか。裏 面剥離著 し

い。

はない。

P o　 l 聾。直立気味の胴由か ら大きく外 口縁部内外面横 ナデ。胴部外面 外面寒色　 内面淡黄灰色。砂

19 5
方へ 固 く 「く」の字状口縁。 パ ケ後ナデ，内面右方向のへラ 粒を含む。 白径 45′1 （推定）

削 り。 C珊 （旧23 D ⑳f‾2＿，50）

P o　 2 聾。直立気味の胴部か ら大 きく外 口縁部内外面横ナデ。胴部パケ 内外面淡黄灰色。砂粒を含 む⊃

19 5
方へ 開 く 「く」の字状口縁。口縁 後ナデ，内面へ ラ削 り。 口径 40．8 （推定）cm
部器壁 は厚 い。 （旧23 D ◎f2 タ50）

P o　 3 賓。外方へ開 く口線部か ら直立気 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡黄灰色。砂粒を含む。

195
味の胴部へつづ く。 ナデ，内面右方向のへ ラ削 り。 口径 33．2 （推定）C珊

（旧23 D ◎行 ，70）

P o　 4

195

整 。外方へ開 く口縁部。 口綾部内外面横 ナデ。 内外面淡黄灰色。細砂粒を含

む。口径 3 2．5 （推定）・C椚

（旧23 D ◎f 2，58）
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P o　 5

1．95

聾。外方へ開 く口綾部。 口縁部内外面構ナデ。 外面淡黄灰色，内面淡黄黒灰

色。内面一部黒斑。砂粒を含

む。口径 28．5 （推定）C盈

（旧23 D ◎f 2，50）

P o　 6

195

杯 。平 らな底部か ら外方へ隈‾く杯 杯部内外面横ナデ。底部外面回 内外面灰褐色。細砂粒を含む。

部。 転糸切 り。 底径 8．0 （推定）C硯

（旧23 D ⑳f 2，4 6）

P o　 7

19 5

青磁 椀。口縁部は外方へ開き．・口縁 口縁部内外面横ナデ。 内外面淡緑色。 口径 14．8 （推

端部は丸 く終 る。口縁部外面に三 定）C珊

角の文様を もつ。 （旧23 D ◎f 2， 16）

P o　 8

195

羽釜 。口縁部内傾 しつつ立 ち．あが 口縁部内外面横 ナデ。胴部外面 内外面黒褐色。外面にスス付

る。 口縁端部 は凹み肥厚 して丸 く 横ナデ，内面横方向のナデ。 着。細砂粒を含む。口径2 9．6

終 る。 口縁部凸帯をもつ。胴部 は （推定）C珊

内湾する。 （旧23 D ◎f 2， 17）

P o　 9 漆 器椀。口縁部に赤漆で菊花文様 口縁部 と底部に分かれるが，同 口径 13．8 （推定），底径 8．6

を措 く。全面黒漆塗。 一個体 と考えた。 （推定），器高 4．9 （推定）C珊

（旧23 D ◎f 2，24，39）

W　 l 角 を斜めに削 る板片。 現存長 5．5 ， 現存幅 4．3 ，厚み 挿図 195

0．2 ～ 0．3 C珊 （旧2 3 D d f2，79）

W　　 2

19 5

板製 の蓋か ？ 完形。．上下に段 を 上下の段は小刀状の もので削 っ 幅 ◎上 10．1，下 10．8，最大長

もち中央部に不均整隼位置に′1 方 たものと思われる。 17．5 ， 厚み 0．5 C珊

穿孔の 3 つ の孔を もっ。 （旧2 3 D ◎f 2， 74）

W　　 3

195

板草 履か ？ 同様の角部をもつ厚 さ 2 邪 の木 現存長 15．8 ，厚さ 0．2 C硯， 材

製品。∴一方は中央付近に削 り込 質不明。

みがある。 （旧2 3 D ◎f 2，4 0）

W　　 4 板の上 は斜めに削 り終 る。‘下は一 最大長 18．0 ，幅 2．6 ，厚さ 0．6 挿図 19 5 （旧23 D ，33）

方 は直角に削 りこみ； 他方 は欠

損。
C珊

W　　 5 板片。 現存最大長 12．8 ，最大幅 1 1．2，

厚 さ 0．9 C珊

挿図 19 5 （旧23 D ◎f 2，79）

W　　 6 板 片。 最大長 9．5 ， 幅 4．2 ， 厚さ 4．2

C珊

挿図 19 5 （旧23 D ◎f 2，25）

W　　 7 細 長い杭状の板。四角の断面こ上 現存最大長 18．8，幅 1．6 ，厚 さ 挿図 19 5 （旧23 D ◎f 2，32）

端 は削 って一端を角ば らせ尖る。 0．7 C珊

W　　 8 杭 。先端を尖 らせている。 現存長 16．0 cm 挿 図 19 5 （旧23 D ◎f 2，3 1，

34）

gl地区出土弥生土器

P o　 l

19 6

壷 。外 反す る口縁部 ∴端部 はや や 外面 横，斜 め へ ラ磨 き。 内面 口 外面 赤褐 色， 内面淡褐 色。砂

丸 味 を もつ。胴 部 は疎 く張 る云肩 縁部横 へ ラ磨 き。 胴部 上半指 頭 粒 を含 む。 口径 15 ．0 ， 胴 部

部 にへ ラ描 き沈線 1条 施 し， 沈線 圧痕 。中央 部指頭 圧痕後 ヨ コハ 最大 径 2 5．O c珊

下 に へ ラ措 き下 弦 三 重 弧 文 を 施 ケ。 （旧 1号 堵墳丘 C 区，9 7，

す 。 115）
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P o　 2

196

壷 胴部破片。岡部巾央に最大径を 胴部外面構 ◎斜めのへラ磨き。 外面褐色，内面淡褐色。黒斑。

砂粒を含む。胴部最大径 33．4

C珊 （旧 1 号堵 ◎墳丘 C 区．9 6，

78，10 1，10 9）

もつ。肩部にへ ラ措き沈線 1本 。 内面構パケ，一部縦パケ。頚部

沈線下に下弦三重弧文をへラで描

く。

巨旨頭圧痕。

IlII

P o　 3

19 6

弥生壷。口綾部は外反 し，頚部付

近で，へラ磨きによる段をもつ。

口縁端部 は丸 く終る。

Ili内外 面横へラ磨き0

1

外面褐色　 内面淡黄褐色。小

砂粒を含む。口径 15．0 （推定）

C珊

（旧20 D ◎N W ，528）

P o　 4 壷。外反する短い口綾部。 口縁端

ヾ

外面桟へ ラ磨き。内面口縁都債 内外面暗黄褐色。小砂粒を含

196
部角 ぼる。頚部に段を もつ。 へラ磨き。頚部以下ナデ後粗 く む。 口径 16．0 （推定）C珊

縦へラ磨 き。 （旧20 F ，8 1）

P o　 5

19 6

壷。 口綾部は大きく外反 し，端部

は角ぼる。頚部に小さな削 り出 し

外面ナデ，内面へ ラ磨き。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

口径 15．6 C珊
突 帯がめぐる。 （旧21 E ◎N E ， 10 7）

P o　 6

196

壷。 外反気味の口縁部，頸部には

段を有す る。

内外面へラ磨き。 外面褐灰色，内面淡褐色。砂

粒多い。

（旧 191），6 1）

P o　 7

19 6

壷。 強 く外反する口縁部。頸部下 外面桟へラ磨 き，内面横へラ磨 内外面赤褐色。黒斑有。砂粒

に段を持つ。胴部は良 く張 り，最

大径は中位。底部は平底でわずか

に凹む。肩部にへ ラ描 き沈線がと

き，一部斜めへラ磨き。 を含む。 口径 16．3 ，胴部最大

径 24．8，底径 9．0 ，器高28．5

C珊
ざれながらも 1条 めぐる。． （旧2 1E ◎N E ， 196）

P o　 8

196

壷 。 口縁部 は外反 し，なだ らかな 外面横へ ラ磨き。内面口綾部横 外面黒褐色。肩部にわずかに

赤色顔料が残る。内面淡褐色。頚部をへて，算盤玉形の胴部につ へラ磨き，胴部斜めパケ目を施

づ く。底部 はわずかに上げ底気味。す。 砂粒を含む。口径 14．0 （推定）

胴部最大径 29．6，底径 8．8 C珊口縁端部角 ぼ る。肩部 に段を有

する。 （旧 19．D ， 61）

P o　 9 壷 。口線部は直立気味でやや外反 外面横 へラ磨 き，内面指おさえ。 内外面明褐色。砂粒を含む。

19 7
す る。胴部は強 く張 る。頚部 に段 口径 14．6 C珊
を もち，胴部に浅いへラ措き沈線

2 条 を施す。頚部の段か ら胴部の

沈線まで縦 に 3 ～ 4 条 の l細 のへ

ラ措き沈線 を施す。

（旧20 E ◎N 甲 ，99 9）

P o lO 壷胴 部。口縁部はわずかに外反す 外面へラ磨き，内面不明。 内外面明褐色。砂粒を含む。

197
る。 胴部は強 く張 る。頚部 と胴部

の境 に削 り出 しによる段をもつ。

胴部 に削り出 しによる突帯を も

ち，突帯内にへ ラによる刻み目を

入れ る。

（旧20 E ◎N W ，99 2，9 15）

P o ll 壷。良 く張る胴部。肩部には 2 条 外面上位ナデ，下位横方向のへ 外面赤褐色，内面灰褐色。小

197
の沈線間に棒状工具による列点文 ラ磨 き。内面 ナデ，一部拇おさ 砂粒，赤色粒子，大粒の粘土
が施される。上位沈線は削 り出 し え痕，パケ目残 る。 塊を含む。
た感 じ。 （旧2 1声，44 2）

P o 12

197

壷。 口綾部ゆるやかに外反す る。 内外面横へ ラ磨き。 内外面明褐色。小砂粒を含む。

口径 16．2C珊 （旧 1 号墳 ◎墳丘

C 区，摘7）
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P o 13

197

壷 。 口縁部は急に外反 し，端部は 外面縦パケ後横へ ラ磨き，内面 内外雨褐色。小砂粒を含む。

丸 く終 る。 横へラ磨 き。 口径 16．4 C7花

（旧20 D ◎N W ，64 5）

P o 14

197

壷。 口縁部肉厚で，大き く外反 し，内外面へラ磨き。 内外南淡褐色。砂粒を含む。

端部 は丸い。頚部 に粘土の継ぎの 口径 16．0 cm

段 を削 り出 し，突帯を作る。 （旧 1号 墳）

P o 15

197

壷 口縁部。口縁は外反 し，端部 は 内外面横へ ラ磨き。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

丸 く終 る。頸部に貼付突帯 を施 し， 口径 1 5．8 cm （旧20 E ◎N W ，

突 帯部に刺突痕をめぐらす。 76 7）・

P o 16 壷 。頚部貼り付け突帯。上に楕円 内外面ナデ。 内外面淡褐色。小砂粒を含む。

197 形 の刺突痕がめぐる。 （旧 19 D ，－東側）

P o 17

197

壷 口縁部。 口縁は外反 し，端部は 外面パケ後へラ磨き， 内面へラ 内外面褐色。砂粒を含む。‘ロ

丸 い。頸部 に l条 のへラ措き沈線 磨 き。 径 1 4．4 C澗

を施す。 （旧2 0 E ◎S W ， 1379）

P o 18

197

壷 口縁部。口縁部は大 きく外反 し 内外面 へラ磨き。 内外面褐色。黒斑。砂粒を含

上部が水平になる。端部はやや角 む。口径 14．0 cm

ぼ る。頸部に l条 のへラ措き沈線

をめ ぐらす。

（旧20 E ◎N E ， 1294）

P o 19

19 7

壷 口縁部破片。水平に外反するロ 口縁部内外面へ ラ磨 き，外面以 内外面明褐色。砂粒を含む。

縁部をもつ。頚部と胴部の境にへ 下へラ磨き。内面パケ後へラ磨 口径 16．6 cm

ラでふ ちどった段をもつ。 き。 （旧20 E ◎N W ，990）

P o　 20

19 7

蛮 口縁部。 口縁部わずかに外反す 内外面 へラ磨き。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

る。頸部に 2条 のへ ラ措 き沈線が 口径 2 7．6 C澗

施 され る。 （旧20 E ◎S W ，1238）

P o　2 1

197

壷 口縁部。口縁部肉厚で外反 し， 外面口縁部へラ磨きのちナデ， 内外面淡褐色。砂粒を含む。

丸 く終 る。頚部に 2 条 のへラ措 き 以下横へ ラ磨 き， 内面 へ ラ磨 口径 1 5．3 C澗

沈線を施し，沈線問に刺突文をめ

ぐらす。

草。 （旧20 E ◎N W ， 1727）

P o　22

197

壷 口縁部。口縁はゆる く外反 し， 口縁部内外面ナデ。外面頚部縦 内外面褐色。砂粒を含む。 口

端部はやや角ぼる。頚部強い沈線 パケ。 内面頸部横へラ磨き。 径 18．6 cm
とわずかな削 りで突帯を作 り，突

帯内にへラ状工具で刻み目をめ ぐ

らす。

（旧 1 号墳 ◎墳丘 C 区， 15）

P o　23 壷 。 へラ播きによる 2 条 の沈線問 内外面へ ラ磨き。 内外面褐灰色。小砂粒多 い。

197 に刻み 目が巡 る。 （旧 1号 墳◎墳丘 C 区，盛砂内）

P o　24

19 7

壷 。 口縁部は大 きく外反 し，端部 内外面横へ ラ磨き。 内外面明褐色。砂粒を含む。

は丸 く，沈線がめ ぐる。頚部に削 ・口径 15．0 cm

り出 し突帯がめ ぐり，突帯の中に

へラ措き沈線がめ ぐる。

（旧 1号 墳 ◎墳丘 C 区， 88）

P o　25

197

壷。 外反する口縁部 ◎頚部には 2

つの段あり。

外面口縁部ナデ。頸 ◎肩部ナデ

の後細いへ ラ磨 き。内面目線都
債へラ磨き。以下ナデ。絞 り目

残 る。

庵 豊 0 砂粒を含む。

（旧 1 号墳 ◎墳丘 C 区，115）

l

P o　26

197

壷。 口縁部 は大きく外反 し，上部 内外面ナデ。 内外面褐色。砂粒を含む。口

・が水平になる。端部は丸い。頚部 径 1 5．6 C珊

に 2 条 のへラ措き沈線がめ ぐる。 （旧21 E ⑳S W ，357）
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P o　27 壷。 口縁部は大きく外反 し，端部

ヾヽ

内外面ナデ。 内外面明褐色。砂粒を含む。

19 7

はやや角はる。頚部 にへ ラによる 口径 1 4，．O c珊
沈線がとぎれなが ら 2 条 め ぐる。 （旧20 E ◎N W ， 1023）

P o　28 壷。外反する口縁部。肩部には段 外面 口縁部ナデ。肩部横へ ラ磨 内外面褐灰色。小砂粒多いが

197
を有 する。以下へラ描 き沈線で格 き。内面口縁部ナデ，一部横へ 硬 く緻密な胎土。 口径 7，5 cm
子 文 あり・。 ラ磨き。頚部ナデ。絞 り目残る

胴部パケ目。

（旧 19 E ．拡大）

P o ・29 壷。 口縁部わずかに外反 し，胴部 外面へラ磨き。内面口縁部へ ラ 内外面赤褐色。小砂粒含む。

197
張 る小型の壷。肩部に櫛措き沈線 磨き，以下ナデ。 口径 9．1 （推定）cm

め ぐる。 （旧20 F ．103）

P o　30 壷。 口縁部外反 し，端部 に 1 条 の 内外面積へ ラ磨き。

l

内外面明褐色。黒斑。砂粒を

197
へ ラ措き沈線を施 した後，へラに 含む。口径 11．0 cm

よる刻み 目がめ ぐる。頚部に l条

以上の．へラ措 き沈線がめぐる。

（旧 1号墳 ◎墳丘 C 区，14 0）

P o　31 壷。 外反す る口綾部。口縁端部は 口縁端部ナデ，外面粗い単位の 内外面暗黄褐色。砂粒 ◎赤色

198
面 をなす。端面にはへラ措き沈線 横へ ラ磨き，内面 ナデ。 粒子を含む。口径 5 1．0 （推

がめ ぐり，上位 には刻 み 目を施 定）C飛

す。 （旧 1号 墳周辺）

P o　32 壷 。底部。小 さな底部か ら大きく 外面横 へラ磨 き，内面横パケ後 外面赤褐色。黒斑。内面淡褐

198
ひ ろがる胴部。 へ ラ磨 き。 色。砂粒を含む。胴部最大径

3 0．2 ，底径 8．9 cm

（旧2 1 E ，75 6）

P o　3 3 壷 底部。大型の壷で，わずかに上

ヾ

ー外面へラ磨き， 内面横パケ。 内外面淡褐色。砂粒を含む。

198
げ底 。 底径 14．5 cm

（旧20 E ，96）

P o　34 底部。 外面へラ磨き，内面へラ痕が残 内外面褐色。砂粒を含む。底

198
る。 十デ仕上げ。 径 1 1．8 cm

（旧20 E ◎N W ， 1692）

P o 135

1 98

蛮底部。 外面へ ラ磨き。底部木目痕のこ 内外面明褐色，外面黒斑。砂

る。内面横へラ磨 き。 粒を含む。底径 9．0 cm

（旧2 1 D ◎N E ， 29 2）

P o　36
壷 。底部。わずかに上げ底。 l

外面斜めのへラ磨き後下部のみ 内外面明褐色。砂粒を含む。

198

縦 へ ラ磨き。内面斜めのへラ磨 底径 8．2 cm

き。底部へラ磨き。 （旧 1号 墳 ◎墳丘 C 区 ，8 1）

P o　37

1 98

壷底 部。上げ底。 内外面横 へラ磨 き。 内外面褐色。黒斑。砂粒を含

む。底径 6．2 C椚

（旧20 E ◎N W ， 174 2）

P o　38 台付 壷底部。断面 「ハ」の字の台 外面ベラ磨き，内面調整不明。 内外面淡褐色。黒斑有 り。砂

198
が付 く。 粒を含む。底径 8．8 cm

（旧21 D ◎N W ，619）

P o　39 聾。 外反する口綾部。胴部わずか 外面パケ目。内面口縁部ナデ， 内外面淡茶褐色。外面スス付

198

l

に張 る。口縁端面洗練が，両側に 以下パケ目。 着。小砂粒 ◎赤色粒子を含むム
刻み目が単位的にめ ぐる。頚部付 口径 3 3．8 （推定）cm

近棒状工具による列点文。段 を有

する。

（旧20 D ，4 70）
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P o　40

198

整。 外反するロ縁部。胴部わずか 口縁部 内外面ナデ。胴部内外面 内外面茶褐色。砂粒を含む。

にふ くらむ。口縁端部 に刻み目。 ナデ，一部パケ目残る。 口径 29．0 （推定）C珊

（旧20 D ，54 1）

P o　4 1

19 8

賓。 ロ縁部直立気味で外反する。 口縁部内外面ナデ。外面頸部へ 外面赤褐色，内面褐色。砂粒

頸醇に粘土帯の継ぎ目の段を持つ。 ラ磨き，内面頸部ナデ。 を含 む。口径 2 8．4 C珊

口縁端部にへ ラによる刻み目がめ

ぐる。

（旧 1号 墳）

P o　 42

198

饗。 ゆるく外反するロ縁部。胴部 口縁部内外面ナデ。胴部内外面 内面暗茶褐色，外面黒褐色。．

ややふ くらむ。頚部に 2 条のへ ラ パケ目。 細砂粒 ◎黒色粒子含む。口径

措き沈線がめ ぐる。 18．6 （推定）珊 ・（旧21 E ，205）

P o　43

198

饗 。 口縁部は外反 し，端部は角ば 内外面ナデ仕上げ。 内外面明褐色。外面スス付着

る。端部に木口による刻み目をめ 砂粒を含む。口径 20．O c珊

ぐ らす。頚部に 2 条 のへ ラ措き沈

線をめ ぐらす。

（旧20 E ◎N W ， 99 1）

P o　44

198

蜜 。 口縁部外反 し，端部は丸い。 口縁部内外面ナデ。外面胴部縦 内外面褐色。外面スス付着。

端部に木口による刻み目をめぐら パケ。内面胴部横パケ。 砂粒を含む。

す。頸部に 2 条 のへラ措き沈線を 口径 2 5．4 cm

施 す。 （旧2 0 E ◎N W ，990）

P o　45

199 ！

蜜。ゆるく外反する口綾部。胴部 口繚部内外面ナデ。胴部外面幅 外面暗黄褐色，内面淡黄褐色

張る。頚部つまみ出 し的に突出す の広 いパケ目。以下幅の細いハ 砂粒 を含む。口径 24．6 （推定）

る。 ケ目。内面斜めパケ目，一部指 C珊

（旧21 D ，65 2）オサエ的にナデる。

P o　46

199 1

賓 口縁部。 ロ縁 は肉厚で外反 す 内外面横 へラ磨 き。　　 i内外面褐色。外面スス付着。

る。頸部にへ ラでふちどった段が 砂粒を含む。口径 29．2C盈

み ら‘れ る。 （旧 19 D ，土器群）

I

P o　 47
庵 。 口縁部横にひき出す。胴部は 口縁部内外面横ナデ。外面胴部

Il外面黒色 （夫ス付着），内面褐

．199

底 部 に向ってわずかに張る。 口縁 横ハケ。内面指オサ工。 色。砂粒を含む。口径3 1．6 C珊

端 部にへラ状工具による刻み目。 （旧 1 号墳 ◎墳丘 C 区）

l

P o　48

199

蜜 。 口線部外反 し，外側に端面を 外面粗 いナデ。 ところどころ指 内外面褐灰色。砂粒を含む。

もつ。胴部張 り底部 にむけて直線 圧痕残る。内面粗いナデ。頸部 口径 18．0 ，器高 2 0．5 C珊

的 にすぼまる。底部平底。口縁端

部にへラ播 き によ る刻 み 目が巡

る。

指圧痕あり。 （旧20 E ，10 34）

P o　49 蜜 。 ゆるく外反する口綾部。胴部 内外面ナデ。 内外面淡黄褐色。外面 スス付

ややふ くらむ。口縁端部下位へ ラ 着。小砂粒 ◎赤色粒子含 む。

199 状工 具によるへラ刻み。 口径 18．0 （推定）C閑

（旧20．E ， 1034）

l■

P o　 50 蜜。 口縁部は外反 し，端部は丸 く 外面ナデ仕上か芳　 内面へラ磨 き 内外面褐色。外面スス付着。

終 る。端部にへラによる刻み目を 後，ナデ或は擦痕。 砂粒を含む。口径 22．4 C珊

19 9
・．．ヽ
め ぐらす。 （旧 1 号墳）

P o　5 1 蜜。い口縁部は外反 し，端部 は角ば 外面パケ後ナデ。内面口綾部へ 外面スス付着。黒色。内面褐

る。端部にへ ラによる刻み目をめ ラ磨き，以下 ナデ。 色。砂粒を含む。口径 22．2 C珊

199 ぐらす。 （旧21 E ⑳S E ， 38 3）

P o　52

19 9

蜜。 口縁部は水平に外反 し，端部 内外面口縁部ナデ。外面胴部縦 内外面淡褐色。小砂粒を含む

丸 く終る。胴部はわずかにふ くら パケ，内面構パケ。 口径 i6．6，胴部最大径 15．Oc盈

む。 （旧20 E ◎S E ，10）
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P o　53

19 9

聾 底部。焼成後底部を内側か ら穿 外面横へラ磨き，内面 ナデ云 内外面褐色。砂粒を含む。底

孔ム 径 6．8 cm

（旧 1号 墳 ◎墳丘 C 区，13 2）

P o　54

199

璽 底部。底部中央に穿孔。 外面縦パケ，内面ナデ言 内外面明褐色。外面黒斑。砂

粒を含む。底径 8．8 cm

（旧 19 E ◎N W ，23 5）

P o　55

199

聾底 部。底部中央 に外か ら内にあ 内外面調整不明。 内外面灰褐色。砂粒を含む。

けた穿孔 を有す。 底径 8．3 cm

（旧21 E ◎S E ， 9 ）

P o　56

19 9

聾。 内高の底部。 内外面 へラ磨き。底部外面一方 内外面暗黄褐色。外面スス付

脚的に良 く張る。 方向にへ ラ磨き施す。 着。大 粒の 砂粒 含む。 底径

7．2 C珊 （旧2 0 F ， 10 1）

P o　57

199

賓底 部。 外面縦パケ，内面ナデ仕上 げ。 内外面褐色。砂粒を含む。底

径 7．2C珊（旧20 E ◎土器群 I）

P o　58

199

璽 底 部。 外面縦パケ，内面横ハゲ。 ： 内外面褐色。砂粒を含む。底

U径 9．8 C珊 （旧 1 号墳 ◎墳丘 C区，35）

P o　59

199

蜜底部。 外面縦パケ後斜めのパケ，内面 内外面赤褐色J 砂粒を含む。

横へラ磨き。 底径 8．6 C盈

（旧 1号 墳）

P o　60

199

璽底部。 外面縦パケ，内面ナデ仕上げ。 内外面褐色。砂粒を含む。底

径 9．5 C盈 （旧墳丘 B 区，黒褐

色砂）

P o　6 1

200

鉢。 平底の底部か らやや内湾 しな 外面斜めのへ ラ磨 き，内面上部 ‘外面褐色，黒斑有。内面褐色

が ら外にひ らき口縁部に至る。底 桟へラ磨き，以下不明。： 砂粒を含む。 口径 19．0，底径

部はわずかに上げ底気味。口縁端 8．2 ，器高 14．2 C珊

部 は平坦。 （旧 19 E ， 6 ）仮 294

P o　62

20 0

高台 付観。貼付の高台のつく小型 内外面へラ磨 き，底部ナデ。 内外面褐色。砂粒を含む。底

の椀。 径 7．O c珊

（旧 1号 墳 ◎墳丘 C 区，145）

P o　63

2 00

手づ くね土器。小形の椀状。外面 外面ナデ，内面へ ラ磨き。 ； 内外面黒褐色。細砂粒を含む。

へラ措 き斜行文後沈線を施す。 口径 5．6　－（推定）C胱

（旧 1 号 墳 ◎墳丘 C 区，80）

P o　64

200

ミニチュアの曝。手づ くね土器で 内外面ナデ仕上げ，外郵 旨おさ・内外面淡褐色。小砂粒を含む。

小 さな鉢形を呈す。底部平底。 えの跡が残 る。 口径 3．7 ， 底径 3．2 C珊

（旧 19 E ， 北側）

P o　65 ミニチュアの鋳。手づ くね土器で 内外面ナデ仕上げ，外商 旨おさ・内外面淡褐色。小砂粒を含む占

200 底 部平底。 えの跡が残 る。 底径 2．2 C乃 （旧 19 D ， C 区 ）

P o　66

200

ミニ チュアの鉢。手づ くね土器で 外面縦パケ後ナデ，内面ナデ。 内外面淡赤褐色。小砂粒を含

底部平底。 む。底径 2．7 C珊 （旧 1 号墳 ◎

墳丘 C 区，110）

P o　67

200

ミニ チュアの鉢。手づ くね土器で 内外面ナデ仕上げ。外面指おさ 1 内外面淡赤褐色。小砂粒を含

口縁が外反 し，盃形を呈す。 えの跡が残 る。 む。底径 2．4 cm

（旧20 E ◎S W ， 1148）
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P o　68

200

壷。 大き く外反する口頸部。幅の 内外南口縁端部構ナデ。外面 口 内外南淡竜灰色。砂粒中で も

広 い口端面には斜格子文を飾 る。 縁部指おさえ及びナデ。頚部縦 赤色砂多い。口径 20．0 （推定）

パ ケ目，内面ナデ。 cm （旧19 D ）

P o　69

200

壷 。 口縁部は一度外反 して立ち上 口縁部内外面ナデ。外面頚部ハ 外面赤褐色，内面褐色。小砂

がる複合口縁をなす。口縁外面に ケ，内面ナデ。 粒を含む。口径 18．O c珊

8 条 の櫛描き沈線を施す。 （旧 1 号墳）

P o　70

200

器 台 。受部 と脚部が複合口縁状に 内外面ナデ。 内外面淡黄灰色。砂粒 ◎赤色

つ くられる。受部の外面 には櫛措 粒子を含む。

き沈線がめぐる。 （旧2 1 D ，216 ◎59 0）

P o　71

200

聾。断面四角形状を呈す るロ縁部 口縁部外面粗いナデ仕上げ。‘ 内外面暗褐色。小砂粒多い。

突帯。胴部 ときれいに剥離する。 口径 13．8 （推定）cm

（旧 19 E ）

P o　72

200

聾。 断面やや丸味を もつ四角形状 外面ナデ。 外面淡褐色。小砂粒を含む。

を呈する口縁部突帯。 口径 2 1．9 cm

（旧20 D ◎N W ，64 3）

rl地区出土初期須恵器

P o　 l

20 1

直 口壷 。 内湾気味 に外 上方へ の び 内外 面横 ナデ。 内外面黒灰 色。 内面 自然 粕熔

る口頚 部 に，断 面三角形 の凸帯 を 着 。胎土緻 密。焼 成良好 。

2 条 め ぐら し， 凸帯 の 問 には 6 条 口径 10 ．8 （推 定）cm

の櫛描 き波 状文 をめ ぐらす。 （旧20 E ◎N W ，299 ）

P o　 2

20 1

直 口壷 。 同上。 内外 面横 ナデ。 外面 黒灰色 ， 内面淡黒灰 色。

自然粕 熔着 。胎土緻 密。焼 成

良好 。 口径 10 ．7 （推 定）cm

（旧20 E ◎S W ，15 68 ）

P o　 3

20 1

直 口壷。 外方 にのび る口頚部 に断 内外面 横 ナデ。 外面 青灰色 ， 内面灰色。 自然

面台形 の 凸帯 が め ぐる。 凸帯 下 に 紬熔 着。胎 土密 。焼 成良 好。

は櫛 措 き波状 文 を施す。 口径 1 1．2 （推定 ）C椚 （旧18 E ）

P o　 4 直 口壷 。 やや 内湾気味 に外上方 へ 内外面 横 ナデ。 内外 面青灰 色。 外面 自然 粕熔

の び る口頸 部 に， 断面 三角形 の凸 着。胎 土緻密 。焼 成良好 。

20 1 帯 をめ ぐら し， 凸帯 下 に は櫛 描 き 口径 10 ．7 （推定 ）C珊

波 状文 を施 す。 （旧19 G ◎S ．W ，34 ）

P o　 5

20 1

壷。小 型 。外反 す る口縁 部 は， 口 内外 面横 ナ デ。 波状文 を一 部ナ 内外 面青灰 色。 内面 自然 粕熔

縁 端部で 内湾す る。 口縁端部 丸 く デ消 す。 着 。胎土 緻密。焼 成良好 。

直 下 に断面 三 角形の 凸帯が巡 る。 口径 12．2 （推定 ）cm

凸 帯下位 には櫛 措 き波 状文 がめ ぐ

る。

（旧20 E ◎S W ，85 3）

P o　 6 短頸 壷。 椀状 の体 部 は肩部 がや や 口縁 部横 ナ デ。外 面胴部 カキ メ 内外面 淡青灰 色。胎土 粗。小

は り　 垂 直 に立 つ 口縁 部 に続 く。 を施 す。底 部 は回転 へ ラ削 り。 砂粒 を含 む。焼 成良好 。 口径

20 1
タ

底 部 は粗 い へ ラ削 りに よ り丸 く仕 内面 胴部 ナ デ。 9．0 （推 定 ）C盈

上 げ る。 （旧18 C ◎ S W ， 8）

P o　 7 広 口壷。 中型。 口頚 部 は朝顔 形 に 内外 面横 ナ デ。 内外面青 灰色。 胎土 密。砂 粒

外反 し　 端部 は屈曲 して短 く垂直 を含 む。焼成良 好。口径 16 ．0

20 1
）

にた ちあが り丸 く終 わ る。 口頸部
（推定 ）C澗

は凸帯 で区切 り，上下 の文様 帯 に

7 条 の櫛 措 き波状文 を施す。

（旧 1 号墳 ◎B 区ス ソ）
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P o　 8 壷。中型。口縁部は直線的に外上 内外面積ナデ。 内外面黒灰色。胎土密。細砂

20 1
方 に開き，・端部で さらにたち上が 粒を含 む。焼成良好。

り丸 く終わる。口縁端部付近及び

中央付近に断面三角形の凸帯をめ

ぐらす。上の文様帯には 6 条 の櫛

描 き列点文，下には 4 条 の列点文

と， 3 条 の櫛措き波状文を施す。

口径 19．8 （推定）C胱

（旧20 E ）

P o　 9 施 ’小型。口頚部 は外反 したのち 内外面横ナデ。波状文を一部ナ 内外面黒灰色。内面 自然粕熔

2 01

僅 か な段をつ くって外上方にのび デ消す。 着。胎土緻密。焼成良好。

る。頭部と口縁部 との境界 には鈍 口径 7．2 （推定）cm

い断面三角形の凸帯がめ ぐる。頚

部 に櫛措 き波状文を施す。櫛播き

の施圧が強いため段を有す。

（旧 20 E ◎S W ，1408）

P o lO 施　 小 型。 口縁部は一旦外反 した 内外面接ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。小砂

20 1

後， 僅か な段をつ くって外上方に 粒を含む。焼成良好。

のびる。頚部と口縁部 との境界に 口径 7．7 cm

は鈍 い凸帯がめぐる。 口縁端部は

やや角ぼる。頚部 に 6 条 の櫛措き

列点文を施す。

（旧20 E ）

、P o ll

20 1

施　 小型。口頚部は外反 した後段

をつくりさらに外反 し，口縁端部

ですぼまる。頚部と口縁部 との境

内外面横ナデ。 内外面黒灰色。内面自然紬熔

着。胎土緻密。焼成良好。

口径 8．8 （推定）cm
界 には鋭 い稜がめ ぐる。口縁部に

（旧20 E ◎N W ，479，2 1E ◎
9 条 の櫛措き波状文を施すら N E ，144）

P o 12

20 1

施　 小型。 口頚部は外反 した後段 内外面横ナデ。 外面青灰色。内面自然和が多

をつくりさらに外上方にのびる。

頚部 と口縁部 との境界には鈍い稜

がめぐる0 口縁端部 は丸 く終 るっ

量 に熔着。胎土麟密。焼成や

や悪 い。 口径 7．8 （推定）C珊

（旧20 E ）

P o 13 砲　 小型。外上方にひ らく単純な
l
内外面構ナデ。 内外面黒灰色。内面自然粕熔

20 1

口縁 部。端部は丸い。器壁薄 い。 着。胎土緻密。焼成良好。

口径 7．5 （推定）

P o 14 施　 小型。口頚部は外反 した後段 内外面積ナデ。 口径 8．8 （推定）C盈

201

を つ くってさ ら‾に外上方 にの び

る。頚部と口縁部 との境界 にはや

や鈍い凸帯が めぐる。口縁端部は

丸 く終わ り，内側に段を有す。

（旧 19 D ）

P o 15 砲　 小型。口縁部は内湾気味に外 内外面榛ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。焼成

20 1

l

上 方 にのひる。頚部 と口縁部 との やや悪い。口径 8．6 （推定）

境界には鈍い凸帯がめ ぐる。 口縁
C珊

端部は丸く終わり，内側 に段を有 （旧20 E ⑳S W ，1242）
す る。

P o 16 施　 小型。 口頚部 は外上方へ大き 内外面横ナデ。 内外面淡青灰色。胎土緻密。

20 1

，

く開 く。頚部 と口縁部との境界に わずかに砂粒を含 む。焼成や
は断面三角形の凸帯がめぐる。口 や悪い。口径 10．8 （推定）C珊

縁端部 は沈線状の くぼみがある。 （旧 19 E ）
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P o 17

2 0 1

施　 大型。段をなして大きくひ ら 内外両横ナデ。胴部外面 カキメ 内外面青灰色。胎土密。細砂

く口頸部を もつ。口縁端部は内側 状のナデ。 r粒 を含む。焼成良好。

に面をな し，やや凹む。屈曲部の 口径 12．8 （推定），胴部最大

稜は鋭い。胴部はやや肩がはり球 径 16．9 （推定）cm

形 に近い。頸部 に単位 10条 の繊細 （旧20．D ，9 1 ⑳23 1 ◎394 ◎

な櫛措 き波状文を施す。胴部中央

やや上位に単位 7 条の繊細 な櫛描

き波状文を施 し，その上下に沈線

をめ ぐらす。

439， 21 D ，7）

P o 18

20 1

賓 。大型。口縁部大きく外反 し， 内外面積ナデ。外面一部削 り痕 内外面淡青灰色。胎土粗。焼

口縁端部はわずかに下方へ垂れ気

味で横へはり出す。口縁端部は凹

面を．もち丸 く終わ る。器壁厚 い。

残る。後ナデ。 成悪い。口径 4 7．4 （推定）C机

P o 19

2 0 1

聾。大型。口縁部大 きく外反 し， 内外面横ナデ　 外面一部 ナデ。 外面黒灰色，内面青灰色。胎

ロ縁端部はわずかに下方へ垂れ気 土緻密。細砂粒含む。焼成良 ・

味で横へはり出す。端部付近外面 好。口径 5 1．0 （推定）α記

には断面三角形の凸帯がめ ぐる。 （旧2 1D ◎S W ，509，20．E ◎

S E ，20他 ）

P o　20

20 1

賓。 大型。口縁部大きく外反 し， 内外面横ナデ。 内外面暗青灰色。内面自然粕

口縁端部は僅かに下方に垂 れて， 熔着。胎土密。小砂粒を含む

端面は上にのびる。端部は丸い。 焼成良好。口径 34．0 （推定）

外面波状文が施されている。 C珊 （旧20 D y　黒砂中，他）

P o　21 蜜 。中型。口縁部は朝顔形に外反 内外面横 ナデ。
外面黒灰色， 内面 自然粕熔着。

し　 口縁端部はやや丸味を もつ。 胎土緻密。焼成良好。　 口径

20 1
）
断面三角形の凸帯が 3 条 め ぐり，

24．6 （推定）C硯 （旧20 E ◎黒

間に櫛描 き波状文が施 される。 砂上，1 号墳 ⑳墳丘 D 区，他）

P o　2 2 聾 。中型。 口縁部は朝顔形に外反 口縁部 内外面横ナデ。頚部内面
内外面黒灰色。胎土精良。焼

し　 口縁端部はやや丸味をもつ。 ナ デ。 成良好。口径 18．0 （推定）C盈

202
〉
ほ ぼ等間隔に断面三角形の凸帯が

（旧2 1 E ◎丁22， 20 E ◎206 ◎

3 条 めぐり，中間に櫛堵き波状文 220， 1号墳 ◎墳丘 C 区，

が巡る。 4 1他 ）

P o　23 賓。 中型。口縁部 は朝顔形 に外反 口縁部内外面横ナデ。肩部内外
内外雨音灰色。胎土密。焼成

し　 口縁端部でさ らに外反する。 面ナデ。 良好。口径 17．4 （推定）C硯

202
I
口縁 端部 は角ぼる。ロ縁端部付近

と口縁部中央付近に断面三角形の

凸帯をめぐらす。凸帯間には13条

と 6 条 の繊細な櫛措き波状文を施

す。肩部はよく張る。

（旧 1 号墳周辺）

P o　24

202

高杯 。椀の杯部 は口縁端部で 上外 外面へラ削 り？の後ナデか，内 内外面黒灰色。内面 自然和熔

方向に短 くのび，外側にむけた端 面ナデ。 着。胎土緻密。焼成良好。口

面 はやや凹む。底部付近はわずか 径 15．6 （推定）∽ ・（旧埼丘 C

に突出する。 区，14，19 C ◎N E ，4 6，他 ）

P o　25 高塀。椀状の師部は口縁端部で上
外面へ ラ削 り？の後ナデか，内 外面黒灰色，内面淡灰色。灰

外方向に短 くのび，外側にむけた 面ナデ。 粕付着。胎土緻密。焼成良好

20 2 端 面 はやや凹む。 口径 14．3 （推定）C硯

（1日墳丘 C 区，28）

P o　26

20 2

高球。 同上。 同上。 同上。口径 15．6 （推定）cm

（旧第 1 ベル ト）
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P o　27

202

高塀。浅い杯部は内湾気味にひら 内外面積ナデ。 外面暗灰色　 内面濃い暗緑色，
く。口縁端部は角ぼり，外側下位 自然粕熔着誹台土密。小砂粒を
及び師部中位に断面三角形の凸帯 含む。焼成良好。口径 11．4
がめぐる。凸帯間には櫛措き波状 （推定）cm
文が施される。 （旧 1号墳 ◎墳丘D 区，西端）

P o　28 高塀。なだらかにたちあがる浅い 口縁部内外面横ナデ。底部付近 内外面暗灰色。胎土緻密。焼

202
杯部。端部は丸く終わる。屈郎部 外面へラ削 り後カキ臼状の調 成良。口径 11．9 （推定）cm
外面に断面三角形の鋭い凸帯がめ
ぐる。

整。 （旧19G ◎S W ，34）

P o　29 高杯。なだらかにたちあがる浅い 内外面横ナデ。外面底部付近カ 内外面青灰色。胎土緻密。焼

202
杯部は口縁端部で丸く終わる。屈 キ臼状の調整。 成良好。口径 12．0 （推定）cm
曲部には段を有する。 （旧20 E ）

P o　30 高塀。なだらかにたちあがる杯 外面蹟ナデ。内面ナデ。 内外面暗灰色。胎土緻密。焼

．202
部。屈曲部外面に断面三角形の鈍 成良好。
い凸帯がめぐる。外面底部付近樗
凸帯がある。

（旧20E ，779）

P o　31 高杯。なだ らかにたちあがる琢 内外面横ナデ。 外面黒灰色，内面暗灰色。胎

202
部。屈曲部外面に断面三角形の鈍 土密。小砂粒を含む。焼成や
い凸帯がめぐる。 や悪い。（旧20 E ◎S W ，1366）

P o　32 高塀。なだらかにたちあがる浅い 内外面榛ナデ。 内外面暗灰色。胎土緻密。焼

202
杯部は口縁端部でわずかにつまみ 成良好。口径 11．6 （推定）C珊
あげられる。 （旧20 E ）

P o　33 高杯。浅い師部は内湾気味にたち 内外面横ナデ。外面底部付近へ 内外面青灰色。内面自然粕熔

202
あがる。口縁端部はとがり気味に ラ削り後ナデか。 着。胎土密。焼成良。
終わる。屈曲部にはやや鋭い稜が 口径．10．6 （推定）cm
めぐる。 （旧 1号墳周辺）

P o　34 高塚。塊状の師部。屈曲部外面に 外面へラ削りの後ナデ。内面回 外面黒灰色，・内面暗灰色。胎

202
段を有する。外面底部付近はさら 転ナデ。 土密。小砂粒を含む。焼成良
に一段肥厚する。 （旧2柑 ◎S E ，141，他）

P o　35 高塚。杯部は浅 く，口縁部は短く ロ綾部横ナデ。底部付近外面へ 外面黒灰色，内面暗灰色。 自

202
外反する。屈曲部の稜は鋭い。塔 ラ削り後ナデ。 然粕熔着。胎土緻密。焼成良
底部外面に櫛描き列点文が巡る。 好。口径16．2（推定）C珊 （旧20
口縁端部は丸 く終わる。 D ◎N W ，163，204，394他）

P o　36

202

高塚。外下方に開く脚部は端部で 内外面横ナデ。 内外面暗灰色。胎土緻密。焼
丸く終わる。外面に断面三角形の 成良好∴脚径 9．‾9 （推定）cm

凸帯がめぐる。 （旧19 C ◎S E ，122）

P o　37

202

高塀。大きく開く脚部は端部で内 内外面桟ナデ。 内外面灰色。胎土密。焼成や
側に丸く肥厚する。外面に断面三
角形の凸帯を有す。透 し孔を有

す。

や悪い。脚径 11．4 （推定）cm

P o　38

202

高塀。外反気味に開く脚部は脚端 内外面積ナデ。 内外面暗灰色。胎土粗。砂粒
部で下方に突出させたちあがる。 を含む’。胸径 9．4 （推定）C硯
外面には稜がみられる。 （旧 1号堵北側 トレンチ）

P o　39

202

高杯。大きく開く脚部は脚端部で 内外面槙ナデ。 内外面灰色。胎土密。小砂粒
角ぼり，端部わずかに下方に突出 を含む。焼成やや悪い。脚径
する。円形の透 し孔。 10．6 （推定）C珊。 （旧20E ）
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P o　40

20 2

高塀 。外反する脚部は端部で丸 く 内外面槙ナデ。 内外面責灰色。略土徴密。焼

肥厚する。長方形 の 6 方 ？透 し。 成良好。脚径 8．0 （推定）C澗

透 しの内側 にはへラ削 りによる角

取 りがある。

（土壌 内出土， 1）

P o　4 1

202

高塚。細い接合部か ら大きく外反 内外面ナデ。 内外面暗灰色。外面自然紬熔

す る脚部は脚端部で内湾気味 に突 着。胎土密。小砂粒を含む。

出する。端面 はやや角ぼり浅い凹 焼成やや悪い。

面を呈す。屈曲部外面には断面三 脚径 9．2 （推定）cm

角 形の凸帯をめぐらす。 円形の 4

方 透 し。

（旧20 E ，西側）

P o　42

202

高塚 。脚部 は大 きく外反 し，端部 内外面横ナデ。

J．

内外面灰色。胎土緻密。焼成

で断面三角形の鈍い凸帯が巡 り， やや悪い。脚径 9．8 （推定）

丸 く終わる。円形の 4 方透 し孔を cm

外面より穿つ。 （旧21 E ◎S W ，2 06，213，

2 1 D ◎N W ，6 77）

P o　43

202

須 恵器高塀。師部のたち上がりは 外面杯底部 レら回転 へラ削 り。 内外面青灰色。脚部外面 と受

内傾 してのび，端部は丸い。受瓢 他は横 ナデ調整。杯部内面底部 部に灰褐色の自然粕がかかる。

は外方へのび，端部はやや鈍 い。 に不規則なナデ。脚部外面横ナ 胎土精良。 口径 10．0 ， 器高

底部は丸味をもつ。脚部は外反 し

ながら開き，端部近 くで段をもち

内向 して終わる。脚部三方向に台

形の透 しを刻む。

デ。 9．1 ，脚径 7．9 C椚

P o　44 蓋 杯。蓋。天井部は全体に丸味を 天井部 類 以上へラ削 り。内外 内外面暗灰色。胎土粗。小砂

20 2

もつ。口縁部 はわずか にひらき， 横ナデ。 粒含む。焼成良。口径 13．1

端 部は内傾 し凹む。天井部 と‾口縁 （推定 ）C撒

部との境界はわずかに突出して鈍

い稜をなす。

（旧第 1 ベ ル ト，墳丘側）

P o　45

202

蓋 杯。身。口縁部内傾気味にたち 内外面積ナデ。 内外面淡灰色。胎土密。焼成

あがる。稜 は横 になが くの び丸 やや悪い。 口径 9．6 （推定）

い。口縁端部は丸みを もちなが ら cm

も内側 に面をもつ。屈曲部内側に

は沈線状の段がある。

（旧2 1E ◎N E ，19 4）

P o　4 6

20 2

蓋杯。身。内湾気味にひらく杯部 口縁部内外面横ナデ。杯部外面 内外面暗灰色。略土噸密。焼

は口縁部で大 きく屈曲 し，内傾気 カキ目調整。上位 ナデ消す。 成良。口径 10．2 （推定）cm

味 にたちあがる。口縁端部丸い。 （旧20 E ◎1号墳 ◎墳丘 A 区）

P o　4 7 大型器台。内湾気味に外方 に開く 内外面横ナデ。 外面黒灰色，内面暗灰色。自

口縁部は端部で外反 しながらさら 然粕熔着。胎土緻密。焼成良

20 3 li に外 方向にのび る。 口縁端部は丸 好。

い。外面には 2 条 1 組の凸帯によ 口径 4 7．0 （推定）cm

って境界され，問 に 2 条 の櫛措き

疲状文がめ ぐる。

（旧2 0 D ◎N W ◎W B ，66 0）

－58－



P o　48

20 3

大型器台。底の深い受部を有 し， 受部外面脚部埠ナデ。受部内面 内外南淡灰色。外面一部暗青

その体部はゆるやかに外反 し，さ 一定方向のナデ。受部底部外面 灰色。略土粗。小砂粒を含む。
らに端部で外方に屈曲させる。端 ナデ。 口径 34．6 ，脚径 2 8．6 ，器高
部は丸 くおさめ，口縁直下には断 2 9．0 （すべて推定）cm

面三角形の凸帯がつ く。体部外面 （旧 1 号墳 ◎墳丘 B 区，裾，

には上よ り2 条 ， 1条 ， 2 条 の凸

帯 によって界 され る波状文か らな

る文様帯が 2 段 みられる。脚部は

基部が太 く， なだ らか に外反 す

る。脚端部か ら外方に断面三角形

の凸線を l 条 配 し，端部は丸 くお

さめる。脚外面 には，受部 と同 じ

く， 2 条， 1 条 ， 2 条 の凸帯が 3

段 みられ る。凸帯 に画される上 2

段 には方形の 3方 透 しが千鳥状に

刻まれる。

19 E ， 19 D ，他）

P o　4 9 大型器台。大 きく開 く脚部は端部

ノ

内外面横ナデ。 内外面淡灰色。外面自然粕熔

20 3
で丸 く終わ る。外面脚端部付近よ 着。胎土密。細砂粒を含む。

り 1 条， 2 条 ， 2 条 の断面三角形 焼成良好。
の凸帯がめぐる。 2 条 凸帯間には 脚径 44．5 （推定）cm
2 条 の波状文が施され，その文様

帯上に長方形の16方 透 し孔。
（旧18 E ，耕 砂中）

P o　50 1把手付鉢。なだ らかに外上方 に開 内外面横ナデ。外面底部付近 ナ 外面黒灰色　 内面青灰色。 自

203
く体部は，口縁端部でわずかに外 デ。 ▼然粕熔着。胎土緻密。焼成良
反する。 口縁外面より 4 条 のやや 好。
鈍 い凸帯。その下に 2 条 の凸帯が 口径 7．9 （推定）cm
め ぐる。凸帯間には細かい櫛措き

波状文を施す。 口縁端部付近 に粘

土塊を貼 り付ける。把手が付 くと

思われる。

（旧 1 号墳茸石中，墳丘 C 区）

P o　5 1

20 3

椀。 内湾気味にひらく杯部はわず 内外面横ナデ。 外面灰色，内面青灰色。胎土

かに段を有 し，口線部で直立気味 密。焼成良。口径 7．2 （推定）

にたちあが る。口縁端部で肥厚 し Cl乃
丸 く終わる。屈曲部外面の稜はや

や鈍い。

（旧19 D ）

P．0　52 鈴形 施？破片。長方形の透 しをも 内外面ナデ。 内外面青灰色。胎土緻密。焼

－20 3 つ。 成良好。 （旧 19，D ，20 E ）

P o ・53 大型器台。受部。断面三角形の凸

ヽ

内外面横ナデ。 ダヨ淡灰色　 内面黒灰色。 自

204
帯 は鋭 さを欠 く。深 い櫛播きの波 然粕熔着。胎土粗。小砂粒を
状の組紐文を施す。 含む。焼成良。 （旧 19′D ）

P o　54

204

壷 ？低い凸帯の上方には櫛措 き波 内外面ナデ。 内外面淡青灰色。胎土密。焼

状文が，下方にはへラ播 きによる 成良好。

鋸歯文が施される。 （旧23 D ，38）

で1地区出土須恵器

P o　 l

206

二耳 壷。 口縁部 を欠 くが，直立 気 外面頸 部 ◎肩 部 ナデ。 胴部 叩 の 内外面灰 色。外 面一部 青灰 色。

味 の頚部 か らなだ らか に張 る肩 部 後ナ デ消 し。 内面肩部 ◎胴部 粗 灰 粕 がかか る。 胎土密 。焼成
と内傾 しなが らす ぼまる底部 につ い ナデ。 良 好。最 大径 22．6 （推定 ），
づ く。 肩 部 には 2 段 の凸帯が め ぐ 底 径 14 ．2 （推定 ）cm

る。 耳 は肩 部 に 2 つ み られ る。底 （旧 20 E ，20 7，2 08 ，47 5， 19

部 は平 ら。 D ， 21 D ）
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P o　 2

206

壷。 底部は粘土貼付によるわずか 口綾部 ◎頚部 ◎肩部 ◎胴部内外 内外面緑青灰色。胎土密。焼

な高台がみ られる。胴部 は外方に 面粗いナデ。胴部外面底部付近 成良好。 口径 17．1 （推定），

開きなが ら 「＞」の字状 に張る肩 部分的にケズ リ？。 最大径 19．3 （推定），底径 11．4

部 につづ き，頚部は外方へ開 きな （推定）， 器高 2 1．1 （推定）

が ら立ちあが る。口縁部は下垂 し C珊
なが ら外反気味に立ちあがる。 口 （旧20 E ◎190，254，290，

縁 端部ナデのためわずかに凹む。

肩部 に 1条 の凹線がめぐる。

2 98，34 1，4 4 5，94 7）

P o　 3

20 6

壷 。底部は中央部にむかってくぼ 口縁部内外面横ナデ。外面回転 外面灰色，内面暗灰色。胎土

む。胴部はゆるやか一に外反 しつつ 横ナデ後一部手でナデる。内面 密。焼成良好。口径 13．0 （推

丸味を もつ肩部 につづく。頚部か 回転横ナデ。条痕状に節が残る。定），最大径 17．2 （推定），

ら口縁部にかけ直立気味に立ちあ 底径 12．5 （推定），器高 23．7

が りなが ら外反する。口縁端部は （推定）C硯

立ちあが り丸 く終わる。肩部内面

l条 の沈線 ？がめ ぐる。

（旧20 D ◎E ◎F ）

P o　 4

20 6

題 意器，壷。底部ナデ。 内外面 ヨコナデ。 内外面淡茶灰色。胎土細か く

均一。底径 7．9 ，現存高 9．2

C硯 （20 E ◎24 2，205 他 ）

P o　 5

20 6

壷。 平 らな底部から外方へ立ちあ 胴部内外面回転横ナデ。 内外面灰色。胎土密。焼成良

が る胴部。 好。底径 12．9 （推定）C椚

（旧 1号墳第 3 トレンチ）

P o　 6

206・

壷。高台のつ く底部か ら外方への 胴部内外面回転桟ナデ。底部外 内外面淡褐色。内外面 ゴマ状

びる胴部。高台端部カ ット。 面回転横ナデ。 の目顔粕がみられる。．胎土密。

焼成良好。底径 1 1．9 （推定）

C珊 （旧 19 D ）

P o　 7 壷 。高台のつ く底部から外方への 胴部内外面ナデ。 内外面青灰色。胎土密。焼成

びる胴部。高台は内湾 し端部カ ッ 良好。底径 10．0 （推定）cm

206 ト。 （旧表採）

P o　 8 蜜。口縁部は外方へ開き，口縁端 口縁部内外面桟ナデ。胴部外面 内外面暗灰色。胎土密。焼成

部で直立 し丸 く終わる。頸部はす 平行叩，内面格子叩。 良好。 口径 24．0 （推定）C耽

207 ぼ ま り気味でなだらかな肩部につ

づ く。

（旧20 E ）

P o　 9

207

琢 ？ゆるやかに外反す る口綾部。 ロ縁部内外面回転桟 ナデ。 内外面青灰色。胎土密。焼成

口縁端部は丸い。 良好。口径 17．0 （推定）C机

（旧 1 号墳 B 区）

P o lO
杯 ？白線部はゆるやかに外反 しな 口縁部内外面回転構ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。焼成

が らロ縁端部でわずかに内湾 し外 良好。 口径 16．0 （推定）C硯

20 7
方へ開 く。 （旧2 1 E ◎S E ，8 8）

P o ll

20 7

塔 ？ゆるやかに外反する口縁部。 口縁部内外面回転横 ナデ。 内外面青灰色。胎土密。焼成

口縁端部は丸 い。 良好。口径 17．0 （推定）cm

（旧 1，9 C ◎S E ， 122）

P o 12

207

輝 ？外反す る口縁部。口縁端部は 口縁部内外面横ナデ。 外面青灰色。内面暗灰色。胎

丸い。 土密。焼成良好。 口径 11．6

（推定）C硯（旧 19 C ◎N W ，42）

P o 13

20 7

塔。平底か ら内湾気味に外反す る 杯部内外面回転横ナデ。底部外 内外面暗灰色。胎土密。焼成

琢部。 面回転糸切。 内面ナデ。 良好。底径 7．8 （推定）cm

（旧2 1 E ◎138，408 ）
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P o 14 杯。平底の底部か ら外反する杯部。杯部内外面回転構ナデ。底部外 内外面暗　 灰色。胎土密。焼

207
面 ナ デ。 成良好。底径 7．5 （推定）C乃

（旧 1 号 埼 B 区すそ， 19 D 周

溝 肩）

P o 15 杯 。平底の底部か ら外反する琢部。杯部内外面回転横 ナデ。底部外 内外面灰色。胎土密。焼成良

20 7
面 ナ デ。 好。底径 8．0 （推定） cm

（旧20 C ◎N E ，10 5）

P o 16 杯 。平底の底部から外反す る杯部。杯部内外面回転横 ナデ。底部外 内外面灰色。胎土密。焼成良

207
面 回転糸切 り。 好。底径 7．3 （推定）cm

（旧20 E ）

P o 17 杯。 平底の底部か ら外反する杯部。杯部内外面回転横ナデ。底部外 外面暗灰色　 内面青灰色。胎

207
面 うす く回転糸切 り痕が残 る。 土密。焼成良好。底径8．7 （推

定）C盈

（旧2 1 E ◎N E ，109）

P o 18 杯。平底の底部か ら外反する杯部。師部外面粗いナデ。 内面横ナデ 外面灰色　 内面青灰色。胎土

207
底 部外面回転糸切 り。 密。焼成良好。底径 6．8 （推

定）cm （旧20 D ◎S E ，2 0）

P o 19 杯。 平底の底部か ら外反す る琢部。杯部内外面回転横ナデ。底部外 内外面暗灰色。胎土密。焼成

207
面 回転糸切 り，内面横ナデ。 良好。底径 6．8 （推定）C椚

（旧2 1 E ◎S E ，88）

P o　20 杯 。平底の底部か ら大き く外方へ 師部内外面 ナデ。底部外面回転 内外面暗灰色。胎土密。焼成

207
開 く杯部。 糸切 り。 良好。底径 6．4 （推定）C珊

（旧20 F ◎S W ，26）

P o　21 杯 。平底の底部か ら外反す る杯部。琢部内外面回転横ナデ。底部外 内外面暗灰色。胎土密。焼成

20 7
面 回転糸切 り。 良好。底径 5．7 （推定）C椚

（旧2 1 D ◎S W ，200）

P o　22 杯 。平底の底部か ら外反する琢部。杯部内外面回転横ナデ。底部外 外面灰色，内面暗灰色。胎土

207
面回転糸切 り。内面横ナデ。 密。焼成良好。底径 6．3 （推

定）伽 （旧 19 C ◎N W ，9 3）

P o　23 椀。底部は円盤状の高台を もち， 杯部内外面回転横ナデ。高台端 内外面灰色。胎土密。焼成良

207
平 らでゆるやかに外反す る琢部。 部 はシャープで，底部回転糸切 好。底径 7．3 （推定）cm

り。 （旧2 1 E ◎N E ，34）

P o　24 椀。 平底から外反する杯部。 琢部内外面回転横 ナデ。底部外 内外面明灰色。胎土密。焼成

207
面 回転糸切 り。 内面ナデ。 良好。底径 6．1 （推定）C珊

（旧 1号 壇，第 4 ベル ト）

P o　2 5 －椀。平底の杯部か ら外反 し，内湾 杯部内外面回転横ナデ。底部外 内外面灰色。胎土密。焼成良

207
気味 に立ちあがる杯部。 面回転糸切 り。 好。底径 7．1 （推定） C仇

（旧21 D ◎N W ，52）

P o　26 椀。 高台のつく底部か ら外反す る

＿＿．＿止＿＿－

杯部内外面ナデ。底部外面回転 内外面灰白色。胎土密。焼成

207
杯 部。高台は外へ開 き， 1 条の沈 糸切 り後ナデ消 し。 良好。底径 7．8 （推定）cm

線 がめ ぐる。端部カ ット。 （旧21 D ◎N W ，39 3）

P o　27 椀。高台のつく底部か らゆるやか 師部内外面回転桟ナデ。 外面青灰色，内面灰色。外面

20 7
に外反する塔部。高台は外反 し端 灰粕がみ られる。胎土密。焼

部で上方にナデ，わずかに凹んで 成良好。底径 6．8 （推定）C珊

終わる。 （旧21 D ◎N E ， 2）
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P o　28

20 7

椀。外反す る高台のつく底部。高 底部内外面ナデ。 内外而暗灰色。胎土密。焼成

台貼付。 良好。底径 9．5 （推定）cm

（旧20 C ◎N W ， 5 ）

P o　29

20 7

椀。 高台のつ く底部か ら外反 しな 杯部内外面ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。焼成

が ら立ちあがる師部。高台はゆる 良好。底径 10．1 （推定）cm

く外反 し端部カット。 （旧2 1 D ◎N E ，439）

P o　30

20 7

碗。 高台のつ く底部か ら外反 しな 琢部内外面ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。焼成

が ら立ちあがる師部。高台端部カ 良好。底径 8．2 （推定）cm

ッ ト。 （旧2 1 D ◎S W ，20 9）

P o　31

20 7

観。高台めっ く底部か ら外反 し立 杯部内外面ナデ。 外面青灰色，内面灰色。胎土

ちあがる杯部。高台は内湾 し端部 密。焼成良好。底径・8．3 （推

カット。高台外に凹線がめ ぐる。 定）C珊

（旧2 1 D ◎S E ，38 0）

P o　32

20 7

椀 ？高台のつ く底部か ら外反 しな 師部内外面ナデ。 外面青灰色，内面暗灰色。胎

が ら立ちあがる杯部。高台端部カ 土密。焼成良好。

ッ ト。 底径 12．8 （推定）C珊

（旧 20 E ◎N W ，75 1）

P o　33

20 7

椀 ？高台のつ く底部 から外反 しな 杯部内外面ナデ。 内外面暗灰色。胎土密。焼成 ．

が ら立ちあがる杯部。高台は内偵 良好。底径 13．0 （推定）cm

し端部 カッ ト。 （旧 1 号墳 B 区）

P o　34 土 師質土器。平底の底部か ら外方 師部内面回転横ナデ。底部外面 内外面黒褐色。細砂粒を含む。

207 へ のびる師部。 回転糸切 り。 （旧 1 号 墳 B 区）

P o　35 土 師質土器。底部平底。 底部内面回転横ナデ。外面回転 内外面黒褐色。細砂粒 を含む）

207 糸切 り。 （旧 1号 墳 B 区）

D　 l

20 7

平 瓦。 表面格子叩。裏面へラ削り。布 表 ◎裏面青灰色。胎土やや密

目痕が残る。側面へラ削 り。 焼成良好。

（旧21 D ◎N E ，17 2）

5号墳（SX⑳5）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅 1．6 ，厚 さ0．3 C現。 挿図21 1

（旧 5 号墳石棺周辺， 192 1）

F　　 2 刀 最大幅 1．6 ，厚 さ0．3 C7花。 挿図21 1

（旧 5 号墳周構内，Nn不明）

J　 l 滑石製小玉。 径 3．4 ，孔径 1．0 ，厚 さ 1．8 珊睨 灰色。挿図211 （旧 5号墳 ◎

中央がやや膨 らむ。 第 1 埋葬施設，1953）

J　 2 滑石製小玉。 径 3．4 ，孔径 1．3 ，厚 さ 1．61閻 淡青灰色。挿図21 1 （旧 5号

小型 の玉。 墳 ◎第 1 埋葬施設，1954）

J　 3 滑石製小玉。 径 4．1 ，孔径 1．6 ，厚 さ3．6 閻 淡黄灰色。挿図21 1 （旧 5 号

やや大きい。 壇，第 1 埋葬施設，19 55）

J　 4 滑石製小玉。 径 3．4 ，孔径 2．0 ，厚 さ 1．6 閻 淡青灰色。挿図21 1 （旧 5 号

小型で臼玉に近 い。 境，第 1 埋葬施設，1956）

J　 5 滑石製小玉。 径 3．4 ，孔径 1．2 ，厚 さ1．5 閻 淡青灰色。挿図21 1 （旧 5 号

填，第 1 埋葬施設，195 7）
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J　 6 滑 石製小玉 径 3．．2 ， 孔径 1．3 ，厚 さ 2．0 閻 灰色。挿図 2 11 （旧 5 号壇，

中央がやや膨 らむ。 第 1埋葬施設，柑58）

J　 7 滑石製臼玉 径 3．4 ， 孔径 1．7 ，厚 さ 1．0 闇 灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号壇，

平行 に磨かれていない。 第 1 埋葬施設， 柑59）

J　 8 滑石製小玉 径 3．2 ， 孔径 1．6 ，厚 さ 1．3 7珊 淡 青灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号

丸みを持つ。 噴，第 1埋 葬施設， 19 60）

J　 9 〝 径 3．3 ，孔径 1．4 ，厚 さ 1．3閻 黄灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号壇，

丸みを持つ。 第 1 埋葬施設， 19 61）

J lO ′′ 径 4．2 ，孔径 1．4 ， 厚 さ 3．3 閻 黄灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号壊，

やや大きめの小玉。 第 1 埋葬施設， 19 62）

J ll 〝 径 4．2 ，孔径 1．5 ，厚さ 2．5 7閻 淡青灰色。挿図 21 1 （旧 5 号

噴，第 1埋葬施設， 1963）

J 12 ′′ 径 3．㌦　 孔径 且．2 ，厚さ 1．5 7閻 淡黄灰色。挿図 2 11 （旧 5 号

噴，第 1 埋葬施設， 1964）

J 13 ′′ 径 4．0 ，孔径 1。5 ， 厚さ 2．7 閻 淡黄灰色。挿図 2 11 （旧 5 号

一部欠ける。 壊，第 1埋葬施設， 196 5）

J 14 ′′ 径 芋．9 ，孔径 1．8 ， 厚さ 3．7 闇 淡黄灰色。挿図 21 1 （旧 5 号

噴，第 l 埋葬施設， 1966）

J 15 〝 径 3．6 ， 孔径 1．4 ，厚 さ 1．5 閻 淡黄灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号

壊，第 1 埋葬施設， 1967）

J 16 〝 径 4．2 ，孔径 1．4 ，厚 さ 2．4 闇亘 淡青灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号

壇，第 1 埋葬施設， 1968）

J 17 〝 径 3．2 ，孔径 1．2 ，厚 さ 1．8 閻 淡黄灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号

噴，第 1埋 葬施設， 1粥9）

J 18 ′′ 径 3．2 ， 孔径 1．3 ，厚さ 1．5 閻 暗黄灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号

丸味を持つ。 噴，第 1埋 葬施設， 19 70）

J 19 滑 石製小玉。 径 3。1 ，孔径 1．5 ，厚さ 1．7 爾 灰色。挿図 2 1 1 （旧 5 号壊，

第 1 埋葬施設， 197 1）

J　 2 0 ′′ 径 3．3 ，孔径 上2 ，厚さ 1．6 閻 淡黄灰色。挿図 2 11 （旧 5 号

噴，第 1埋 葬施設，20 13）

71号墳（SX71）

P o　 l

2 14

高時師 部。 平坦 な輝 底 部か ら斜 め
1◆

外面 師部ハ ケ 目調整 後桟 ナ デ， 内 外面淡 橙褐色。 細 砂粒を比

上 方 に長 く開 く師 部 で，輝 底 部 と 所 々に横方 向の へ ラ磨 きが入 る。 校 的多量 に含 む。茶色 粒子，
琳 部 との接 合部 は稜 は なく， その 柱状 部横方 向の へ ラ磨 き。 内面 黒 ウ ンモ共 に多量 含有。 口径
上面 に 2 条 の凹み が め ぐる。師 部 師 部 パ ケ目調 整後櫨 方 向の へ ラ 2且．5 C椚 （旧 10 J ， S X 7 1，
と脚 部 との境界 に 1条 の沈線 が入 磨 き。輝 底部 回転 的パ ケ 目後 ナ 第 1埋 葬施 設枕，3掴 ）
る。輝 底 部外面 小孔 あ り。 デか ？ ：輝 部 内外 面 に指頭 圧痕

残 る。
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P o　 2 高塚。杯部は浅い椀状をな し，脚

J

外 面杯部パケ目調黎後上半横 ナ 内外南淡橙褐色。細砂粒比較

214
部 は細長 い柱状部の下位で横方向 デ，下半ナデ仕上げ。柱状部面 的多量に含む。 口径 廿 4，脚

に開 く。杯底部外面小孔有 り。杯 取 り的ナデ。裾部ナデ。脚端部 径 7．上　 器高 1 2．O c珊 （旧10

部 と脚部 との接合部に 1条 の沈線 カット。内面疎部波状のへラ磨 J ◎S X 71周 溝軋 377）
を施す。 きを 5 度 に分けて施される。柱

状部絞り目。裾部ナデ，パケ目

残る。

P o　 3

2 14

聾。 口縁部は短 く直立する複合 口 口縁部 内外面横ナデ。外面胴部 外面淡茶褐色。スス付着。内

縁で端部は外側に折 り曲げ られ稜 最大胴径位まで横方 向のパケ目 面濃黄褐色。ベ ンガラ一面に
をなす。端部 内面 に凹みが め ぐ 下半縦へ斜め方向のパケ目。底 付着。小砂粒を比較的少量含

る。屈曲部上面に 1 条 の沈線を施 部付近パケ目ナデ消す。内面頸 む。口径 15．6 ， 胴部最 大径

し稜をつ くる。稜は鈍 くナデあげ 部下位ナデ。胴部左上方のへ ラ 25つ ，器高 2 7．0 cm　 （旧10
られ気味。胴部 はや や縦 長 の球

形。

削 り。底部削 り後オサ工。 J ’◎S X 71周 構内，378）

F　 l 板状鉄製品。 最大幅 0．8 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図2 14 （旧10 J ◎S X 7 1周

構 内，39 0）

F　　 2 銑鉄か ？ 最大幅 1．6 ， 厚さ 0．2 cm 挿 図214 （旧10 J ◎S X 71周

構 内，38 9）

P o　 l 賓。 口縁部は短 く直立す る複合口 口頚部内外面積ナデ。胴部外面 内外面橙褐色。外面スス付着

縁で口縁端部は外側へ小さく折 り パケ目調整。肩部パケ目をナデ 小砂粒 ◎3 御 大の砂粒を少量

218 まげ られ，端面は凹面をなす。屈 消す。内面頚部下位ナデ調整。 含む。口径 10．2，胴部最大径

曲部の稜 は鈍い。胴部はやや横広 胴部左方向のへ ラ削 り。 14．㌦　 器高 13．2 cm （旧 10 H ，

の球形を呈す。 S X 75周 構内，420）

P o　 2 高塀。やや浅い杯部と，細長 い柱 杯部外面パケ目調整後横ナデ。 内外面淡褐色。細砂粒 ◎茶色

2 18
状部 か ら 「ハ」の字状に開 く裾部 柱状部面取 り。裾部ナデ調整。 粒子を含む。口径 17．4，脚径

をもつ脚部か らなる。接合部で脚 内面杯部横方向のへラ磨き，後 9．3 ， 器高 12．7 C澗 （旧10 H

部の さし込み面，師部側から脚部 放射状のへラ磨き。柱状部絞 り S X 7 5周構 内，4 21）

にお しこまれた粘土塊。その粘土

塊の小孔が観察できる。

目残る。裾部パ ケ目調整。

P o　 3 高 塀。杯部は平 らな底部と直線的 外面全体を横方向のへラ磨き。 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

2 18

に大 きく開 く口縁部 とか らなり， 杯部と脚部との接合部 にパケ目 む。口径 2 1．2 （推定），脚径

その境界に浅い稜がめ ぐる。脚部 残 る。内面 口縁部横 ナデ。底部 15．0 cm （旧10 H ．◎S X 75
の器 壁は厚 く，やや短い柱状部 と ナデ。口縁部と底部との境界に 第 1 埋葬施設，46 6）
その下位で 「ハ」の字状に開 く裾 僅か にへラ磨きが認め られ る。

部をもつ。裾部内面にへ ラ状工具 柱状部左方向のへラ削 り。堀部

による平行 す る 2．条 の沈線 が入

る。

パケ目調整。

F　 l 鉄剣。先端部が折れて前後にずれ 復元長約 4 9．0 cm，刃部長 3 6．8， 挿図2 17

て鏡 で接合 している。r 剣 全体を布 幅 3．1 ， 厚 さ 0．6 cm 。 柄 部長 （旧10 H ◎S X 75　 第 1 埋葬

で何重にも包んでいる。柄に も直

接布が付着 している。布の重なり

は 5 重 まで確認できた。目釘穴は

2 個。

12．2 ，幅 2．上　 厚 さ 0．3 cm。 施 設棺 内，458）

F　　 2 棒 状鉄製品。断面矩形。 最大幅 0．5 ，厚さ 0．5 閻 挿図2 18

（旧10 け ⑳S X 75，4 08）

F　　 3 剣先型鉄製品。 最大幅 0．9 ，厚さ 0．7 cm 挿 図218

（旧10 H ◎S X 7 5，40 8）
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J　 l 滑石製管玉。 両面穿孔。灰黒色。径 4．45 ， 挿 図2 18 （旧10H ， S X 75 ◎

孔径 2．5 ， 長さ 15．2 珊酌 36 7）

J　 2 滑石製小玉。 黒灰色。径 3．8 5 ， 孔径 1．5 ， 挿図2 18 （旧10 H ， S X 75 ◎

厚 さ 1．4 ～ 1．6 閻 第 1埋葬施設棺内，45 6）

J　 3 滑石製小玉。 側面に稜がめ ぐる。黒灰色。径 挿図218 （旧 10 H ， S X 75 ◎

4．2 ， 孔径 2．0 ， 厚さ 1．35 閻 第 1埋 葬施設棺内，4 56）

P o　 l 小型丸底壷。 口縁端は 「く」の字 外面最大胴径位まで横方向のへ 内外面 とも淡橙褐色。柵砂粒

22 3

状 に外反 しやや長 い。頚部 しま り ラ磨き。底部パケ目調整後ナデ 特 に黒 ウンモを多 く含む。 口

胴部は最大径位が下位にある高塚 仕上げ。器面に凹凸あ り。内面 径 6．6， 胴部最大径 7．8　 器

形を呈す。胴部最大径位やや下に 口縁部横方向のへ ラ磨 き。胴部 ）
高 8．0 cm 。 （旧10 H ◎S X 76

接 合面があると思われ，底部内面 内面へ ラ削り。底部の削 りは粗 周構内，50 3）

＼

には粘土紐巻き上げ痕が観察 され

る　 上 ◎下別々に成形 したと思わ

れる。

い。

F　 l 曲刃鎌。 最大幅 2．3 ，厚 さ 0．3 ， 挿図22 3 （旧－9督 ◎S X 76，

長 さ 12．4 cm 周 溝内，73）

S　 l 砥石片。薄 く板状に剥離。泥岩系 砥石面 3 面残す。剥離面及び相 挿図 223 （旧 9 H ◎S X 76，

対 応する砥石面に浅い線刻を施

す。

第 1埋 葬施設棺内外，72）

P o　 l 賓。口縁部は外方に開 く 「く」の

√JL，

口縁 ◎頚部内外面ナデる。外面 外面赤褐色。全体に丹塗 り。

228

子状 口縁。 口縁端部丸味を もつ。 胴部上半 ナデる。下半パケ目。 下半スス付着。内面口縁 ◎肩

頚部は短 く，胴部はなだらかな肩 内面肩部ナデる。胴部中位左方 部赤褐色丹塗 り，その下 より
をもっ球形。頸部を 1 条 のへラ磨 向のへ ラ削り，その下は左上方 黄灰色。細砂粒を含む。 口径
きが巡る。底部大きな穿孔あり。 のへラ削 り。底部指頭 圧痕 あ 1 1．5 ，胴部最大径 15．6 cm

り。 （旧 10 H ◎S X 77，97 9）

P o　 2 賓。口縁部は外に開 く複合 口縁。 口縁 ◎頚部内外面横にナデる。 内外面褐色。内面胴部上半黒

228

屈曲部の硬は丸 く鋭 さを欠 く。 口 外面胴部上半槙パケ目。肩部ナ 斑あ り。底部スス付着。小砂
縁端部外側にカッ ト。外に肥厚す デ消す。下半縦パケ目。底部 ナ 粒を含む。 口径 19．0，胴部最

る。頚部短 く，胴部はやや肩の張 デる。内面胴部上位右方向のへ 大径 24．4 cm

る球 形。肩部器壁厚い。底部大 き ラ削 り。中位右上方向のへ ラ削 （旧10H ◎S X 77　978 ）
な穿孔あり。 り。下位左上方向のへ ラ削 り。

底部指頭圧痕あり。

I

P o　 3 聾。口縁部は内側にゆるやかに湾 口縁部内外面とも槙ナデ。外面 内外面橙褐色。外面全面スス

2 28

曲 し，端部付近で外反させる。端 胴部上半横方向のパケ目。単位 付着。 1 冊的大の砂粒を比較的

面に l条 の凹線が入 る。胴部は肩 は長 い。胴部下半槙か ら斜め方 多量 に含む。口径 12．2 ，胴部

の張る球形で胴部最大径位は中位 向のパケ目調整。肩部はパケ目 最大径 17．3 ，器高 16．l c胱
にある。胴部の器壁は薄 い。 がナデ消されている。 内面胴部

下半左上方向のへ ラ削り （板状

工具によるパケ臼状の削 り痕を

示す）。底部は削 り後指オサ工。

胴部上半は右方向のへラ削り。

（旧10H ◎S W ， 1038）
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P o　 4

228

蜜 。 口縁部は短 く開 く複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面積にナデる。 内外面明褐色。外面下半 スス

屈曲部の稜は鈍 く退化気味。 ロ縁 外面胴部ナデる。内面頸部下強 付着。細砂粒を含む。

端部外側 にカ ッ ト， 内 に肥厚気 くナデる。肩部指頭圧痕あ り。 口径 14．8 ，胴部最大径 2 3，0，

味。頸部短 く，胴部はやや肩の張 胴部上半右方向のへ ラ削 り，下 器高 2 5．3 cm

る球形。底部に穿孔あり。 半左上方向のへ ラ削 り‾。底部指 （旧 10 H ◎　S X 77周 構 内，

頭圧痕あり。 103 2）

P o　 5

228

高塀脚部。短 い柱状 部 と大 き く 外面柱状部縦方向のパケ目が残 内外面淡橙褐色。外面丹塗跡

「ハ」の字状に開 く堀部を もつ。 るが全面横方向の細いへ ラ磨き あり。細砂粒 ◎黒ウンモを多

器壁は厚い。接合部外面 に補強貼 内面柱状部右方向の削 り。裾部 量に含む。脚径 13．9 cm

付粘土が残 り，貼付前の脚部面を パケ目調整。ナデ消された感が （旧 10 H ◎　S X 77周 構 内，

観察できる。杯部側か ら粘土がお

しこまれており，脚部側か ら小孔

がつきぬけている。

ある。 10 33）

F　 l 鉄斧。 長さ 9．0 ， 幅刃先で 6．3 ， 袋状 挿図22 8

の取 り付け部で 4．2 ，厚さは取

り付け部で 0．3 ， 刃部基部 1．0

cm

（旧10 H ◎S X 77，48 7）

J　 l 璃 環製勾玉。 片面穿孔。「コ」の字形に近い。 挿図 229

厚 さ全体的 に薄 い。胴部 長径 （旧10 H ◎S X 77， 第 1埋 葬

9．0 ， 孔径 3．2 ～ 1．6 ， 全長

24．07郡，両端城頭色。中程半透

明の乳白色。

掘 り方，504）

子　 2 碧 玉製勾玉。 片面穿孔。やや斜めに穿孔 され 挿図22 9

て いる。胴部長径 8．5 ，　 孔径 （旧10 H ◎S X 77， 第 1埋 葬

3．0 ～ 1．7 ，全長2 3．5闇。濃緑

色。

施設，919）

J　 3 馬瑞製勾玉。

I

片 面穿孔。「コ」の字形 に近い。 挿図 229

胴 部長径 1 0．5，孔径 3．7 ～ 2．0 ， （旧 10 H ⑳S X 77， 第 l埋 葬

全長2 9．0 7研。頭部乳白色，地境

頭色。

施設，918）

J　 4 礪覇製勾玉。 片面穿孔。「コ」の字形 に近い。 挿図22 9

平坦面を残す。胴部長径 8．4 ， （旧10H ◎S X 77， 第 l 埋葬

孔径 3．2 ～ 1．5 ，全長 2 4．0 郡。

頭端部塊王白色，他半透明の乳白

色。

施設，109 1）

J　 5 馬 覇製勾玉。 片面穿孔。「コ」の字状を呈す。 挿図 229

胴部長径 13．0，孔径 3．6 ～ 2誹 ， （旧10 H ◎S X 77，第 l 埋葬

全長 24．0郡。胴部城頭色，他半

透明の乳白色。

施設，920）

P o　 l

233

短頸 壷。完形。底部へ ラ起 し， 口 外面カキ目。 口縁部内外面回転 口径 6．1， 器高 7．8 C潤。 胎土

縁部はほぼ直立する。底部内面か 槙ナデ。 細か く均一。色調青灰褐色。

きたみ痕残 る。肩 部外面 に 自然

雫由。

（旧 9 I ◎S X 6 8，40）

P o　 2

23 3

高塚 。蓋。完形。．口縁端部はやや 底部外面回転へ ラ削り。 ロ縁部 口径 1 2．9，器高 3．7 C澗。 始土

尖 る感 じで内面に段を もつ。肩部 内外面回転横ナデ。 細かく均一。色調 やや濃 い青

にわずかに稜が残 る。 灰褐色。

（旧 9 I ◎S X 68，93）
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P o　 3 蓋杯。身。完形。 口縁端部はやや 底部外面 回転へラ削 り。口縁部 口径 10．6 ，最大径 13．0 ，器

23 3

尖 る感 じで強 くナデる。 口綾部は 内外面回転構ナデ。 高 3．8 cl花。 疇土細か く均一。
内傾する。稜下部は強いナデで段 色調やや濃 い青灰褐色。
状になる。底部 にへラ記号。稜以

下に自然粕。 P 0 2 とセ ットだろ

つ○

（旧 9 I ◎S X 68，94）

F　 l 棒 状鉄製品。 最大幅 0．6 ， 厚さ 0．4 cm。 挿図2 36

（旧 10 H ◎S X 70， 76）

J　 l 滑石製管玉。 黒灰色。径 4．2 ，孔径 2．3 ， 挿図236

長 さ 2つ2 間 。 （旧10 H ◎S X 70， 75）

P o　 l 壷。口縁部はやや内傾す る複合口

上

口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面暗褐色。内外面 ともス

238
．縁 で，頚部は比較的短 く，頸部下 横ナデ，胴部上位構パ ケ後ナデ ス付着はげしい。小砂粒をや
位に段をなす。肩部 は横に張り出 消 し，中位荒 い槙パケ後斜めの や多量 に含む。口径 18．7 （推
し気味。 パケを施す。内面頚部横にナデ 定） cm

る。胴部 上位ナデ，一部指頭圧 （旧10 I ◎S I O l，7 59 ◎

痕 が残る。中位 より左 へラ削 り

が施される。

7 19 ◎8 12 ）

P o　 2 壷 。外反する頸部は屈曲部で鈍い 口縁部内外面横 ナデ。外面頸部 内外面淡黄褐色。外面スス付

2 38

稜 を なし，さらに短 く外反 して口 構ナデ。胴部横方向のパケ目調 着。小砂粒をやや多量 に含む
縁部をつ くる。 口縁端部は外側へ 整。肩部 ナデ仕上げ。内面胴部 口径 1 5．7 ，胴部最大径 10．4

折 り曲げられる。頚部下位強い横 右方向のへラ削 り。 cm （旧10 I ◎S I O上　 79 2 ◎
ナデにより段をなす。胴部球形。 7 93）

P o　 3

238

小形 丸底壷。内湾気味に外傾する 外面パケ後ナデ， 内面へラ削 り 内外面褐色。一部橙色。胎土

口綾部。口縁部と胴部の比は 1 ： 後指ケズ リ。 口綾部内外面ヨコ 糸田か く均一。

：口径 7．5 ，器高 8．8 C珊
（旧 1．O I ◎S I O 上 78 3 ）

5 。 ナデ。

P o　 4 小 形丸底壷。口縁部やや強いナデ。

′

外面パケ後ナデ，内面へラ削 り 内外面淡橙色。略土細か く均

238
乾 大径は胴部中央 にあ り， 口縁部 後底部ナ デも　ロ縁部内外面横ナ 一。 口径 7．6 ，器高 7．9 C珊

と胴部の比は 1 ：4 。 デ。 （旧 10 I ◎S I O l ，707）

P o　 5

2 38

小 形丸底壷。頸部 に強 いナデ。最 外面パケ後横ナデ。内面拇ケズ 内外面淡橙色。胎土細かく均

大径は胴部にあり，口綾部 と胴部 リ。頸部へ ラ磨き。 口縁部内外 一。口径 7．9 ，器高 8．7 C珊

の比は l ：3 弱。 両横ナデ。 （旧10 I ◎S I O 1．，70 2）

P o　 6

23 8

聾。 肩が直線的に張る胴部。 口頸 外面横パケ後縦パケ，内面へラ 内外面淡灰褐色。胎土細か く

均一。

口径 9．4 ，器高 1 1．3 C珊
i （旧10 I ◎S I O l，7 18）

部 内面に強いナデ。 削 り。口縁部内外面横ナデ。

P o　 7 小型丸底壷。 口縁部 は外反す る 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡黄褐色，一部黒色。

23 8
「く」の字状口縁。胴部は縦長気 パケ後ナデこ　内面右方向のへラ 外面黒斑みられる。細砂粒を

味の球形。口縁端部は丸 く終る。 削 り。 含む。口径 8．5 （推定）， 月計

器壁厚 い。 部最大径 9．4 ，器高 10．4 C釈

（旧10 I ◎S I O l，798）

P o　 8 聾。直線的に外傾す る 「く」 の字 外面パケ後ナデ，内面横から斜 内面黒褐色，外面淡灰褐色。

238
状 口縁。 めのへラ削 り。口縁部内外面横 石英粒を多 く含む。

ナデ。 口径 1 1．5 C珊

（旧10 I ⑳S I lO l，227）
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P o　 9

23 8

聾。 口縁部 止外反する複合口縁で 口縁部内外面構ナデ。外面胴部 内外面暗褐色。外面スス付着。

端部 は凹面をなす。屈曲部上面に 上半横方向のパケ目，上位 ナデ 小砂粒を比較的多量に含む。

沈線がめぐるが陵は鋭 さほない。 消 し。胴部下半不定方向のパケ 口径 16．2，胴部最大径 22．8，

胴部は縦長の球形。 目殆んどナデ消 される。内面頸 器高 2 5．8 cm

部 ナ デ。胴部一連の右上方向の （旧10 I ◎S I O l，70 4 ◎

へ ラ削 り。胴部下位は削 り後ナ

デ。

7 91）

P o lO

2 38

賓。 やや肩 のはる球形の胴部。 口 外面パケの後ナデ， 内面へ ラ削 内外面淡灰褐色。胎土 2 閻大

頸部はやや内湾 し外傾する 「く」 りの後指圧。 口縁部内外面横ナ の粒子を含む。

の字状 口縁。稜は強 くナデる。 デ。 口径 12．4 ，器高 14．9 cm

（旧10 I ◎S I O 1，708）

P o ll

2 38

賓。 口縁端部 で 内側 に肥 厚す る 外面縦パケ後横パケ。内面へラ 内外面淡灰褐色。胎土一部に

「く」の字状口縁。 削 り。口縁部内外面横ナデ。 5 1細大の粒子を含む。

口径 14．O C甲

（旧10 I ◎S I O l，72 8）

P o 12

239

賓。 口縁部は 「く」の字状 目線で 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡黄褐色。外面スス付

端部は平坦面をもち内側に稜をな 縦方向のパケ目後ナデ消 し。胴 着。小砂粒を含む。

す。胴部球形。肩部に10条 の木口 部上位横方向のパケ目。中位斜 口径 14．8 ，胴部最大径 2 1．0

状 工具による刻み目がめ ぐる。 め方向のパケ目。胴下半部パケ 器高 2 2．2 cm

目ナ デ消 し。内面胴部上半右へ

ラ削 り，下半左へラ削 り。底部

削 り後指オサ工。

（旧10 I ◎S I O l，69 5）

P o 13

239

聾。 口縁部 は外反する 「く」の字 口縁 ◎頸部横ナデ。胴部外面細 外面淡黄褐色，一部黒色。内

状口縁。口縁端部はカット後横へ かい横パケ後ナデ。内面左方向 面淡黄灰色。外面スス付着。

肥厚 し丸 く終わる。肩部にへラに ◎左上方向のへ ラ削 り。 砂粒を含む。口径 16．4 （推定）

よる刻み 目がみ られ る。器 壁厚 胴部最大径2 2．7，器高 23．9cm

い。 （旧10 I ◎S I O l，78 5）

P o 14

2 39

高塚。やや膨 らみ気味 に開 く脚裾 接合部外面パケ，外面全体に不 内外面淡灰色。丹塗。胎土細

部。外湾 しつつ外傾す る口縁部。 定方向の丁寧なナデ，後一部へ か く均一。

透 し孔は一方向のみ。 ラ磨き。内面杯部 ナデ後放射状 口径 1 7．2 ，器高 12．3 ，脚径

へラ磨き。脚簡部絞 り後へ ラ削 1 2．3 C乃

り。裾部不定方向のナデ。 （旧10 I ◎S I O l，78 6）

P o 15

2 39

高塔 。直線的にのびやや外湾する 杯部外面パケ後ナデ，後一部に 内外面淡橙色。胎土一部に 5

杯部。柱状部に面とり的へラ削 り へ ラ磨 き。脚柱状部面 とり的へ 御大の粒子を含む。

明瞭に残 る。 ラ削 り後へ テ磨き。杯部内面放 口径 18．0 ，器高 12．9 ，脚径

射状のへラ磨き。脚柱状部内面 10．8 C珊

パケ後へラ削 り。▼裾部 ナデ。 （旧 10 I ◎S I O L 70 0他 ）

P o 16

239

高 塚。直線的にのびる杯部。師部 外面パケ後ナデ，後へラ磨き。 内外面淡灰褐色。胎土細か ぐ

内面剥離著 しい。 内面脚簡部絞り後へ ラ削 り。 均「。 口径 16．1，器高 1．2．1，

胸径 10．1 cm

（旧 10 I ◎S 王0 1，2 23 ◎

686）

P o 17

239

高塀 。浅く外方へ開 く師部 と細長 外面横方向のへ ラ磨き。杯部内 内外面赤橙色。細砂粒を含む占

い柱状部の下位で 「ハ」の字状に 面右上方向のへラ磨き。柱状部 口径 16．8 ，器高 1 1．8 cm

開 く据部を もつ。裾部内面 にへ ラ 内面右斜上方の↑ラ削 り。堀部 （旧10 I ◎S I O L 80 5）

状 工具による 2 条の沈線が施され

る。杯底部外面小孔。

1l

ハ ケ目調整。
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P o 18 鋳 。塊状の胴部か らやや口綾部を

ノ　　　ヽ

外面胴部縦方向の，口縁部右方 内外面橙褐色。外面噴 くスス

239
外反 させた形状をな し，口縁端部 向の，底部一方向のへラ削 り。 付着。 3 ～ 5 閻大の茶色粒子

は歪んでいる。 所々にパケ目残 る。内面 口縁部 を比較的多量 に含む。
パケ目後ナデ仕上げ。胴部右方 口径 12．3 （推定）C珊
向のへラ削 り後パケ目。．底部へ

ラ削 り後ナデ仕上げ。

（旧 10 I ◎S I O l，77 8）

P o 19 小 形 の鼓形器台。口縁部強い横ナ 外面構ナデ，内面受部へラ磨き 内外面淡橙色。胎土細か く均

239
デで凹む。 脚部へ ラ削 り。 一。 口径 1 3．3，器高 1 1．8，脚

径 1 1．O c乃

（旧10 I ◎S I O l，66 9）

S　 l 砥石。安山岩系。 砥面 4面 ， うち 3 面 は凹凸があ 挿図

239
る。最大長 10．2 ，最大幅 5．2 ，

厚 さ 4．7 C盈

（旧10 I ◎S I O l，80 9）

S　　 2

2 39

砥 石。花崗岩系。、2 分の 1欠 損。 砥面 2 面残す。1残 長 7．3 cm 挿図

（旧 10 I ◎S I O l，7 24）

P o　 l 壷。 目線部は外反気味に開 く「く」

｛　　ヽ

口縁 ◎頚部内外面横 にナデる。 内外面暗灰褐色。外面スス付

24 1
の子状 口縁。口綾部 ◎口縁端部は 外面胴部パケ目，削 り状のナデ 着。細砂粒を多数含む。口径

つまみ出される。 なだ らかな肩か 上げ， ナデが入 り混 る。内面頸 14．5 C珊
ら歪んだ球形の胴部に続 く。器壁 部か ら肩部指押さえ。胴部上位 （旧1 1 I ◎S I O 3，24 20

は全 体に厚く，乱雑 なつ くりであ 右上方向の削 り，以下左 上方向 ）242 2，24 23）
る。 の削 り。

P o　 2 壷 。口縁部内傾す る複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ；頚部内外 外面明茶黄色　 内面暗灰黄褐

24 1
曲部 の稜 はシャープさを残す。 口 面横にナデる。外面肩部パケ後 色。細砂粒を含む。

縁端部は外側にアクセントを持 ち ナデ消 し。　 以下横パケ目調整 口径 18．0 （推定）cm

端面上向きにカットされ る。頚部

は短 く，肩の張 りは弱い。器壁は

胴部で薄 くなる。

内面胴部右方向のへ ラ削り。 （旧1 1 I ◎S I O3 ， 2 30 5）

P o　 3 壷。 口縁部 ◎胴中央部欠損。複合

√
頚部内外面横 にナデる。外面胴 外面褐色。スス付着。内面赤

24 1
口縁 。屈曲部の稜 はやや鋭さに欠 部ナデる。内面胴部上半右方向 褐色。細砂粒を含む。胴部最
ける。頚部 は短 く，肩 はや や張 の削 り。底部削り。 大径 2 7．5 cl花

り，胴部は倒卵形 と思われる。 （旧1日 ◎S I O3，24 92）

P o　 4

24 1

短頸 壷。 口縁部 シャープに外反す

る複合口縁。屈曲部は磨かれ稜は

口縁部内外面横方向の磨き，外

面頚部か ら胴部斜め方向の幅広
内外面明茶黄色。胎土極めて

精良。 口径 8．8 （推定）C盈

（旧1日 ◎S I O 3，2574）丸 い。口縁端部は外方へ折 り曲げ い磨き。内面胴由丁寧なナデ。

られ，端部は鋭 くのびる。頸部の

くびれ弱い。
どの部分も調整が非常に丁寧で

ある。

P o　 5 小 型丸底壷。 口縁部内湾 して立ち 口縁部内外面横ナデも外面肩部 外面黄灰色　 内面淡茶褐色。

24 1

！

上 が り，端部で内側 に肥厚 し，丸 パケ後ナデる。以下パケ目調整 細砂粒を多 く含む。

く終わ る。器壁 は項部で厚 く，他

は薄い。最大径 は胴部中位。

内面胴部左方向のへラ削 り。 口径 7．6 （推定），、胴部最大径

8．3 （推定）cm

（旧1 1 I ◎S I O 3，2426）

P o　 6 小 型丸底壷。 口縁部外方にシャー

0

口縁部内外面横ナデこ外面肩部 内外面乳灰色。小砂粒少々含

む
24 1
フ にのび，端部はやや尖 り気味に ナデる。以下　 全面パケ目調整
終わる。頚部の くびれ弱い。底部 ）

内面頚部ナデる。以下右上方向
0
口径 8．3 ， 胴部最大径 8．9

粘 土貼付跡みえる。胴部球型。最 ◎左方向のへラ削 り。 ）器高 8．1 cm
大径 は胴部中位。 （旧11 I ◎S I O 3，2449）
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P o　 7

24 1

小型 丸底壷。口縁部は 「く」の字 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面 とも橙褐色。 3 閻 大の

状口縁で，頚部に強い横ナデが走 上位粗いパケ目。頸部下位ナデ 砂粒を含むが全体的に細砂粒

り口縁下位 に稜を呈す。胴部 は最 消す。’胴部下半細かいパケ目。 口径 9．3 ，胴部最大径 9．5 ，

大胴径がやや上位にある扁平 な球 胴部内面上位左方向，下位右方 器高 8．6 cm

形 。器壁は厚い。 向のへ ラ削 り。 （旧11 I ◎S I O 3，2568）

P o　 8

24 1

賓。 口縁部はやや外反する複合口 外面口縁部ナデ後縦へ ラ磨 き。 内外面黄褐色。外面スス付着

縁。屈曲部の稜 は鋭 く，口縁端部 頸部横 にナデる。胴部上半縦へ 細砂粒を少 々含む。

カ ットされ る。頸部短 く，やや張 ラ磨き，下半 ナデる。内面口縁 口径 1 1．6 ，胴部最大径 1 4．1

る肩か ら扇平 な球形 の胴部 につづ 部 ◎頚部横にナデる。胴部左上 器高 1 3．0 cm

く。焼成後肩部に穿孔を施す。 方向の削 り，底部指頭圧痕残 る。 （旧11 I ◎S I O 3，2329）

P o　 9

24 1

整 。 口縁部外反す る複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面淡黄褐色。一部黒斑 あり。

曲部はナデ られ硬は鈍い。 口縁端 横にナデる。肩部縦パケ後ナデ 内面茶褐色。細砂粒を含む。

部は外方にカ ットされる。器壁は る。 内面頸部横 にナデる。以下 口径 16．3 （推定）cm

肩 部で薄 くなる。 右方向の粗いへラ削 り。 （旧1 1 I ◎S I O3，2 544）

P o lO

2 41

蜜。 口縁部は外に開 く複合口縁。 ロ縁 ◎頸部内外面横にナデる。 内外南淡黄褐色。外面胴部ス

屈曲部の稜 はやや鈍い。 口縁端部 外面胴部パケ目。内面胴部上半 ス付着。小砂粒を含む。

はカッ＿トされる。頸部は短 く，な 右方向の削 り，下半左方向の削 口径 19．1 cm

だ らかな肩か ら歪んだ球形の胴部

に続 く。

り。 （旧11 I ◎S I O 3，2543）

P o ll 賓。 口縁部は外反す る複合口縁で 口縁部 内外面 とも横 ナデ。外面 内外面 とも淡黄褐色。外面ス

口縁端部は上方向に小 さくつまみ 肩部横方向のパケ目を施 し，後 ス付着。小砂粒をやや多量 に

2 41 出 され，外側に面を もつ。内側に 上位をナデ消す。胴部縦方向の 含む。口径 17．6 ，滴部最大径．

明瞭な稜がつくられる。胴部は肩 長いパケ目を施 し， ところどこ 22．2 （推定）， 器高 2 2．2 cm

の張 らない縦長を示す。胴部の器 ろに斜め方向の交差するパケ冒 （旧11 I ◎S I O 3，2551）‘

壁はやや薄い。 が施 される。パケ目は板 目状を

なし，一単位約 2．3 C刑， 幅約 3

閻 程度である。内面頚部ナデ。
胴部右上方向の「達のへラ削 り。

P o 12 賓。 口縁部外方にシャープにのび 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面暗灰褐色。胴部中位以下

る複合口縁。屈曲部の稜はやや丸 横にナデるこ肩部縦パケ後ナデ スス付着。 内面暗灰色。細砂

24 2 味を帯びるが鋭さを残す。 口縁端 る。胴部中位に幅広の横ハケ目 粒を含む。

部は外方へ大きく肥厚 し，断面三 後斜めのパケ目。内面胴部上方 口径 1 4．7 C珊

角形。外面肩部に木 口状工具によ 指ナデ。以下右方向 ◎左上方向 （旧11 I ◎S I O3，2495）

る 「ノ」の字文が めぐる。 のへラ削 り。

P o 13 饗 。 口縁部破片。外反するやや長 口縁部内外面横ナデ。外面頸部 外面黄灰色。 口縁部二部黒斑

めの複合口縁。屈曲部はやや横上 横 にナデる。肩部縦パケ目後ナ あり。内面黄灰色。細砂粒含

2 42 方 向 につまみ出され，稜はシャー デる。内面主に右方向のへラ削 む。口径 20．7 （推定）C盈

プ。ロ縁端部はカ ットされる。器

壁は口琴 ◎頸部で厚め。

り。一部に左方向の削 り。 （旧11 I ◎S I O 3，24 93）

P o 14 蜜。 口縁部は外に開 く 「く」の字 目線 ◎頚部内外面横 にナデる。 内外南淡黄褐色。全体にスス

状 口縁。 ロ縁端部はやや丸味をも 外面胴部上半パケ目，下半ナデ 付着。黒斑あり。細砂粒を含

2 42

P o 15

2 42

つ。頸部は短 く，なだ らかな肩か る。内面胴部上半右方向の削 り む。 口径 ・14．7 ，胴部最大 径

ら球形の胴部に‾っっ く。

蜜。ロ縁部直立気味に立ち上が る

以下左上方向の削 り。底部指頭 2 0．8 ， 器高 23．7 C珊

圧痕残 る。 （旧11 I ◎S I O 3，241 1）

ロ縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面灰褐色。一部スス付着。

複合口縁。屈曲部はナデられ稜は ナデ仕上げ。以下パケ目調整。 内面淡茶褐色。細砂粒を含む。

鈍い。口縁端部はカ ットされ，端 内面頸部ナデる。以下右方向の 口径 18．7 C珊

面 はやや凹む。頸部は短 く， くび へラ削 り。 （旧11 I ◎S I O3，24 15 ◎

れ は弱い。器壁は胴部で薄い。 24 04）
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P o 16 饗。 口縁部は内湾気味に短 く開 く　 口縁 ◎喝部内外面横にナデる。　　　1 内外南淡褐色。外面スス大量

24 2
「く」の子状 口縁。 口縁端部は内 外面胴部パケ目。内面胴部上半 に付着。小砂粒を含む。 口径

に肥厚 し，カットされる。頸部は 右 ◎左上方向の削 り，下半左上 14．3 ， 胴部最大径 2 1．0 cm

短 く， なだ らかな肩か ら縦長の球　 方向に削 り上げ，指頭 圧痕残 （旧11 I ◎S I O3，2567）
形 の胴部に続 く・。 ：る。

P o 17
聾。 口縁部は外へ開 く複合口縁。 ！日録 ◎頚部内外面積 にナデる。

ヽ

内外面淡黄褐色。外面胴部ス

242
屈 曲部の稜は鋭 く，口縁端部はカ i外面胴部小 さいパケ目。内面胴 ス付着。細砂粒を含む。口径
ットされ る。頸部は短 く，なだ ら i郡上半右方向の削 り，下半削り 23．2 ，胴部最大径 2 7．9 ， 器
か な屑か らやや倒卵形の胴部につ ：上げ。底部指頭圧痕残 る。 高 34．0 cm
づ く。 （旧 11 I ◎S I O3，249 4）

P o 18 饗。 口縁部は 「く」の字状口縁で
1
口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡黄褐色。外面スス付

24 2
口縁端部は水平面をなし，外面は 横方向主体のパケ目調整，後肩 着。細砂私　 特に白色微粒子

強い横ナデによる稜が入 る。肩部 部及 び胴部下半にナデ消 しが認 を多量に含む。口径 13．5，胴
はなだらかで胴部は縦長である。 められる。内面頚部ナデ。胴部 部最大径 20．6，器高2 5．7C胱。
全体に岩壁は薄い。 上半右方向のへ ラ削り。胴都下

半左上方向のへ ラ削 り。下半に

ついては削 りの後ナデ調整が認

め られる。

（旧11 I ◎S I O 3，2555）

P o 19 賓。 口縁部内湾気味に立ち上がる 口壕部内外面横 ナデ。外面頸部 外面褐色。胸 部中位スス付着

2 43
「く」の字状口縁。口縁端部は内 横 にナデる。肩部縦パケ目後 ナ 内面灰黄褐色。細砂粒を含む。

側に肥厚 し鈍い稜をなす。端面 カ デる。胴部中位横パケ目調整。 口径 12．1 （推定）cl乃
ット気味。器壁は頚部で厚い。 内面胴部右方向のへラ削り。 （旧1日 ◎S I O3，P l1 5内，

．25 93）

P o　2 0 璽 口縁部破片。目線部内湾する短 口綾部内外面横ナデ。外面肩部 内外面責灰褐色。細砂粒を含

24 3
い 「く」の字状口縁。 口縁端部 は パケ後ナデる。内面高い所より む。口径 14．0 （推定）C椚
内側に肥厚 し甘い稜をなす。端面

は丸味をもつ。頚部のくびれ弱 く

器壁は頚部で厚 い。

右方向のへラ削 り。 （旧11 I ◎S I O 3，2556）

P o　21 賓 。 口縁部やや内湾気味にのびる
口縁部内外面横ナデ。外面頸部 l

外面黒灰色。スス付着。内面

2 43
短い 「く」の字状 口縁。 口縁端部 ナデる。肩部パケ目後ナデる。 暗灰色。細砂粒を含む。

は内側 に肥厚 し鈍 い稜をなす。端 内面高い所より右方向のへラ削 口径 1 3．4 （推定）C硯

面カッ ト気味。器壁は口綾部で厚

い。

り。 （旧1日 ◎S I O 3，253 3）

P 占　2 2 賓。 口縁部 内湾す る短い 「く」の 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面淡褐色。胴部中位スス濃

24 3

字状 口縁。口綾部は内傾気味で， か ら肩部ナデる。以下縦 ◎榛の く付着。 内面灰褐色。小砂粒

口縁端部は内外にやや肥厚 し，甘 幅広いパケ目，以下ナデか ？。 を含む。

い稜をなす。外面肩部から胴部中 内面頸部直下高い所よ り右方向 口径 14．0 （推定）cm

位 にかけて 「ノ」の字文が 5 個 み

られる。

のへラ削 り。 （旧 11 I ◎S I O 3，250 6）

P o　23 整。 口縁部内湾気味にのびる「く」

．

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面ススのため黒色　 内面黄

2・43
の子状口縁。口縁端部は内側に肥 パケの後ナデる。以下斜めのハ 灰褐色。細かい砂粒を多 く含
厚 し，端面内傾する。器壁全体に ケ目。下方スス付着濃 く調整不 む。口径 1 5：8 C珊

サ

P o　24

薄 い。

聾。 口縁部は外に開 く 「く」の字

　ヽ　　J

明。 内面 胴部右方 向の へ ラ削

り。

口縁 ◎頚部内外面横にナデる。

（旧 11 I ◎S I O3，2 505）

内外面黄褐色。外面スス＿付着

2 43

I

状 口壕。口縁端部はやや丸味をも 外面胴部パ ケ目。内面胴部右方 細砂粒を含む。
つ。頸部は短 く，肩 はやや張る。 向の削 り。 口径 15．O c盈
胴部下半欠損。 （旧11 I ◎S I O 3，2445）
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P o　25

24 3

賓 。 口縁部内湾気埠に立ち上が る 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗灰色。所々スス濃 く付

「く」の字状口縁。 口縁端部は内 縦パケ目後ナデる。以下横方向 着。内面竜灰褐色。小砂粒を

側 に肥厚 し，端面上方へカ ット。 のパケ目調整。内面頚部横にナ 含む。

頸部の くびれ弱い。器壁は口縁部 デる。以下右方向のへラ削 り。 口径 13．9 （推定）cm

で厚い。 （旧11 I ◎S I O3， 2503）

P o　2 6

24 3

饗 。 口縁部 シャープにのびる「く」 外面口縁部か ら頸 部ナデの後と 内外面責灰褐色。細砂粒を含

の字状口縁。口縁端部はやや内傾 ころどころパケ目が施 され る。 む。

し，端面角ぼる。頸部のくびれ弱 肩部幅広の縦パ ケ目，以下槙ハ 口径 13．8 （推定）C珊

く，器壁は肩部で厚い。 ケ目。内面口縁部 ◎頚部横にナ

デる。胴部右方向のへ ラ削 り。

（旧 11 I ◎S I O 3，2 50 7）

P o　2 7

24 3▼

聾 。口縁部内湾気味にのびる「く」 口縁部内外面強い横ナデ。外面 外面暗黄褐色。全面濃 くスス

の字状 口縁。口縁端部は内側に肥 肩部縦パケ後ナデる。以下横方 付着。内面暗黄灰色。

厚 し，先端は極めて丸 い。口縁部 向のパケ目調整。 内面肩部指押 口径 13．9 （推定）cm

は強い横ナデのため断面ひずむ。 え後ナデる。以下右方向のへラ （旧 11 I ◎S I O 3， 1508）

器 壁は口縁部で厚 い。 削 り，下方ナデ仕上げか ？

P o　28

2 43

賓。 口縁部 は 「く」め字状口縁で 口頚部内外面 とも槙ナデ。胴部 内外面黒褐色。外面スス付着

端部付近で直立気 味 に立 ち上 が 外面上半横方向のパケ目，下半 細砂粒 ◎2 御 大の砂粒 を少量

る。端部は内側に肥厚 し稜をなす 縦方向のパケ目。肩部はパケ目 含む。口径 13．5，胴部最大径

胴部 はやや縦長の球形をなす。 をナデ消 している。胴部内面右 22．O c乃

上方 向のへ ラ削 り。削りはやや

深 い。

（旧1 1 I ◎S I O3，2 338 ）

P o　29

2 43

賓。 口縁部はやや内湾する 「く」 口縁 ◎頸部内外面虜にナデる。 内外面淡褐色。外面胴部スス

の字状 口縁。 口縁端部はやや内に 外面胴部中央パケ軋　 下部ナデ 付着。細砂粒を含む。

肥厚 し，カットされる。頚部は短 る。内面胴部上半右方向の削 り 口径摘．3，胴部最大径 2 1．2 cm

く， なだ らかな肩から球形の胴部

に続 く。底部欠損。

下半左上方向の削り。 （旧 11 I ◎S 王03，249 6）

P o　3 0

244

賓 。 口縁部は 「く」の字状口縁で 口壕部内外面 とも横ナデ。胴部 内外面とも橙褐色。外面スス

ロ縁部下位にナデによる稜が入る。外面 3 閻 幅のパケ目調整の後胴 付着。 7 御大の砂粒を少量含

胴部は肩の張 らない縦長の球形を 部下半をさらに細かいパケ日で む。白色粒子がめだっ。

呈す。器壁は左右で不均一である。調整 している。頸部下位及び底 口径 1 1．7 ，胴部最大径 15．6

肩 部に木口状工具による 「ノ」の 部付近についてはパケ目が消 さ （推定）C盈

字文が刻まれる。 れている。内面頚部ナデ。胴部

右方向のへラ削 り。

（旧11 I ◎S I O3，2 54 1）

P o　3 1

24 4

賓 。 口縁部は外へ開 く 「く」の字 口縁 ◎頸部内外面横 にナデる。 内外面淡黄褐色。外面胴部ス

状口縁。口縁端部は丸い。頚部は 外面胴部パケ目。内面胴部上半 ス付着。細砂粒を少々含む。

短 く， なだらかな肩か ら球形の胴 右方向の削 り，下半左上方向の 口径 11．9，胴部最大径 15．5，

部につづ く。肩部に木 口状工具に 削 り。底部指頭圧痕残 る。 器高 15．5 C珊

よ る刻みが 3 本入る。 （旧11 I ⑳S I O 3，2 56 6）

P o　3 2

244

P o　3 3

24 4

賓。 口縁部は外に開 く 「く」の字 口縁 ◎頸部内外面横 にナデる。 内外面淡褐色。外面胴部スス

状口縁。口縁 端部 はカ ッ トされ 外面胴部 上半荒 いパ ケ 目，下 付着。細砂粒を含む。

る。 なだ らかな肩から球形の胴部 半ナデる。内面胴部上半右方向 口径 10．8，胴部最大径 14．4，

につづ く。肩部刺突痕，爪痕がみ の削 り，下半左上方向の削 り。 器高 15．O c珊

られる。 底部指頭圧痕残 る。 （旧 11 I ◎S I O3，24 40）

賓 。口縁部 は内湾気味に短 く開 く

「く」の字状口縁。口縁端部カッ

口縁 ◎頸部内外面横 にナデる。

外面胴部パケ目，内面上半右方

li内外面淡褐色0 外面黒斑あり，

！スス付着。細砂粒を含む。

卜され，内に肥厚する。頭部は短 向の削 り， 下半左 上方 向の削 口径 12．9 cm

くなだらかな肩をもち，球形の咽

部に続 く。

り。 （旧 11 I ◎S I O3，240 6）
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P o　34 饗 。 口縁部内湾気味に立ち上がる 口縁部内外面榛ナデ。外面頸部 外面暗灰褐色。スス濃 く付着。

2 44
「く」の字状口縁。口縁端部は内 横 にナデる。肩部縦パケ目後ナ 内面淡褐色。細砂粒を含む。

側 に肥厚 し，鈍い稜をなす。器壁 デる。以下細かいパケ目調整。 口径 1 2．6 （推定）C珊
は胴部で うすい。 内面頚部ナデる。以下右方向の

へラ削 り。

（旧11 I ⑳S I O 3，2557）

P o　35 饗 。 口縁部内湾気味に立ち上が る 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面ススのため黒色　 内面淡

244
「く」の字状目線。口縁端部内側に 縦パケ目後ナデる。以下密 なハ 黄褐色。小砂粒を含 む。

肥厚 し，端面上方にカットされる ケ目調整。内面胴部上半右方向 口径 14．7 （推定）cm
眉 部外面 に刺突痕 1 個。器壁頚部 ◎下半左上方向のへラ削 り。下 （旧1日 ⑳S 王03，25 61）
で厚 く，胴部中位以下で薄め。 方 に浅い指押え痕残る。

P o　36 聾。 口緑部は外へ開 く 「く」の字 口縁 ◎頸部内外面横にナデる。 内外面灰褐色。外面全体にス

244
状 口縁。口縁端部は直立気味とな 外面胴部パケ目。内面胴部上半 ス付着。内面全体 に黒斑あり。
り内に肥厚する。頚部は短 く，な 右方向の削 り，下半左上方向の 細砂粒を含む。
だらかな肩より球形の胴部につづ

く。

削 り。 口径 14．3，胴部最大径 19．6

cm （旧11 I ◎S I O 3，2493）

P o　37 高 塀 。外方に開く深い杯部 と長 い 外面杯部パケ後へ ラ磨 き後ナデ 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

24 4
柱状 部から 「ハ」の字状 に開 く裾 消す。柱状部パケ後ナデ。裾部 む。
部をもつ。口縁端部 カット。脚端 へラ磨き後ナデ端部ナデ。内面 口径 は 2，脚径 1 1．0， 器高

部カット。端面やや凹む。 3 方透 杯部パケ後へ ラ磨 き後ナデ消す。 14．0 cm

し孔有 り。． 柱状部絞 り以下左方向のへラ削

り。裾部パケ目，脚端部ナデ。

（旧11 I ◎S ＿I O 3，2425）

P o　38

244

高塚 。外に直線的に広がる杯部。 口綾部内外面横ナデ。脚部内面 内外面淡灰褐色。胎土 l閻 ～

2 御大の粒子を多 く含む。
放　　　　　　　 口一　　　　　　　　 ／

やや広がる脚部。裾部内面にへラ

記号的に 3 条 の沈線あり。

へラ削 り後，上部絞 り。裾部指

圧。外面パケ後ナデ。端部面 と

り。・

口佳 15．4 ，器高 14．3 ，脚径

11．1 cm

（旧1 1 王⑳S 亙 03，24 24）

P o　39 高塀 。椀状の杯部 とやや高 く広 く

広が る脚部。 4 方 に透 し孔 を も

外面パケの後，杯部内外面幅の 色調淡褐色。胎土細か く均一

244
広 い横ナデ，その後内面縦のへ 口径 は 3　 器高 1 8 3　 脚径．

つ。口綾部上端黒斑あ り。 ラ磨き。脚部外面縦のへラ磨き タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
18．3 C椚

内面パケ後脚上部 と裾部ナデ。 （旧 H　 ⑳S 亙0 3，2射4 ⑳

2 322）

P o　40 高塀 杯部。盛 り上が り気味の底部 杯部外面細かい磨きが全面に施 内外面茶灰色。極細砂粒を含

2 45
か らシャープにのびる口縁部，・端 される。内面密な磨き。 む。
部は丸 く終わる。全体に器形が歪

む。
口径 16．3 C椚

（旧H I ◎S I O 3，2 330）

P o　41 高塚杯部。外方に開 く杯部。口縁 口縁端部内外面桟ナデ。杯部外 内面赤褐色，外面淡褐色。細

24 5
端部 はカット気味。 面縦方向のハケ目後横方向のへ 砂粒を含む。

ラ磨 き。杯部内面横方向のパケ 口径 16．2 cm

目後縦方向のへ ラ磨き。師部内

面剥離。

（旧 H　 ◎S Ⅱ0 3，2548）

P o　4 2

2 45

P o　43

高 塀脚部。長い柱状部から低い所

でゆるやかに 「ハ」の字状に開く

裾部を もつ。脚端部はカ ットされ

鋭い。柱状部上方 に沈線め ぐる。

．外面柱状部上半縦パケ後横磨き

以下ナデの後磨 き。内面柱状部

上半換 り跡残 る。以下左方向の

へラ削 り。裾部構 ナデ仕上げ。

内外面責灰色。細砂粒を含む。

脚径 1 1，4 C珊

（旧H　 ◎S 亙0 3，2458）

高塀脚部。柱状部から 「ハ」の字 外面柱状部横方向のへラ磨 き。 内面灰褐色　 外面茶褐色。細

24 5
状 に開 く脚部。脚端部カット。 柱状部上部磨 き前の縦方向のハ 砂粒を含む。

ケ目残る。裾部ナデ。内面柱状 口径 は．6 C椚

部右方向のへ ラ削 り。裾部横方 （旧H　 ⑳S I O 3，2射8）

面のハケ 冒残 る。裾部 へラ状工

異によるへラ記号 1条刻む。
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P o　44

2 45

高塀 。外に直線的に広がる杯部。 口縁部内面≠デ後縦のへラ磨き 内外面淡灰褐色。胎土細か く

中膨 らみの柱状部。 外面パケ後ナデ，その後横方向 均一。

のへラ磨き。脚部上部パケ後へ 口径 16．8 ，器高 13．4 ，軌径

ラ磨き。下部ナデ。内面端部ハ 1 1．7 cm

ケ後指庄。柱状 部へラ削 り。上

部絞 り。

（旧11 I ◎S I O 3，244 1）

P o　45

2 45

高塚 。外に直線的に広が る師部。 杯部内外面ナデ後細かいへ ラ磨 内外面淡黄橙色。胎土 1 閻 大▼

中膨 らみの柱状部。裾部 内面に l き。脚部パケ後一部に横のへ ラ の粒子を大量に含む。

口径 15．4 ，器高 12．9 ，脚径
11．5 cm
（旧11 I ◎S I ．03，25 53）

条 のへラ記号的沈線を施す。 磨き。内面パケ後指圧。

P o　46

2 45

高士不。外に直線的に広がる師部。 目線部 内外面横ナデ。内面縦方 内外面淡黄橙色。胎土細か く

やや広が る柱状部。裾部にやや強 向のへラ磨き。外面一部に様方 均一。 口径 16，6，器高 13．6，

い横ナデ。師部内外面のナデはか 向のへ ラ磨 き。脚部外面軽いナ 底径 11．9 cm

な り幅広。 デ。 （旧11 I ⑳S I O 3，2488）

P o　47

245

高塀 。外方にシャープにのびる浅 杯部外面密度の濃い磨き。下方 内外面淡黄灰色。極細砂粒を

い杯部 と，長い柱状部か らゆるや にパケ目残 る。内面放射状の磨 含む。

か に 「ハ」の字状に開 く裾部を持 き。脚部外面ナデ。所々横磨き 口径 116．4 ，脚径 11．3 ，器高

つ脚部。 口縁端部はカットされ平 が施 される。内面柱状部右方向 13．6 C7花

壇 。脚部 円盤充填式。．脚端部 は角 のへラ削り，上方に絞 り痕のこ （旧11 I ◎S I O3，24 12）

ぼ る。 る。・裾部指押え後パケ後ナデ。

P o　48

245

低 脚杯。深めの杯部。全体に形が 外面杯部細かいパ ケ目調整。口 内外面明茶灰色。内面塔底部

ひずんでいる。脚端部欠損。 縁部 はナデ仕上げ。脚部 ナデ。 に焼成時にできた黒灰色の円

内面横磨き後放射状磨き。中位 形の しみがみられる。小砂粒

にパケ 目残 る。脚部ナデ。 少々含む。 口径 12．7 C椚

（旧11 I ◎S I O3，2532）

P o　49

245

視 。 口縁部はカッ トされず波状を 口縁部ナデ，外面体部 右方向の 内面暗橙色，外面黒灰色。細

なす。体部の器壁は不均等で器面 へ ラ削 り，後底部をパケで仕上 砂粒，特に白色微粒子を多量

は粗い。 げる。内面体部細か く丁寧なハ に含む。

ケ目調整。 口径 15．0，器高 5．5 （推定）C珊

（旧11 I ⑳S I O3，2 46 3）

P o　50

2 45

鼓 形器台。受部内湾気味に外方に 外面横ナデ。内面受部削 り後へ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

開き， 口縁端部カット。簡部は短 ラ磨 き。箇部横ナデ。脚部不定 口径 2 0．8 ，脚径 18．8 ，器高

い。脚部は短 く外反 する。稜はや 方向のへラ削 り。外面脚部へラ 11．2 cm

や鋭 い。 状工具による刻み目 3 条 を施す。 （旧 11 I ◎S I O 3，2 322）

P o　51

2 45

鼓 形器台。受部内湾気味 に開き， 外面横ナデ。受部中位 に斜め方 内外面淡黄橙色。細砂粒を含

口縁部はさらに広がる。脚部は短 向のパケ，内面受部下位に大 き む。口径 2 5．6 ，脚径 2 4．8 ，

く外反す る。簡部に稜が無い。 な単位のへ ラ磨 き。脚部へラ削 器高 17．9 cm

り。簡部へ ラ削 り。外面脚部の （旧11 I ◎S I O 3， 270 7 ，

一 部に大 きな単位のへラ磨 き。 S I O 4，2454）

F　 l 刀子。 長さ 8．2 ，刀幅 1．4 ，厚 さ 0．4 挿 図245

C珊 （旧11 I ◎S I O 3，248 5）

F　　 2 刀子。 最大幅 1．0 ，厚さ 0．3 cm 挿 図24 5

（旧 11 I ◎　S I O3，23 28）

F　　 3 刀 子。 最大幅 1．3 ，厚さ 0．3 cm 挿 図245

（旧 11 I ◎S I O3，2 52 3）

F　　 4 刀 子。 最大幅 1．1 ，厚 さ 0．2 C乃 挿 図24 5

（旧ll I ◎S I O3，23 5の
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F　　 5 釣針。針先先端部欠損。棒状部は 最大径 0．3 cm 挿図 245

断面 方形。 （旧11 I ◎S I O3，2524）

D　 l 土 製管玉。下半を欠 く。 暗茶褐色。 挿図24 5

最大径 1．9 cl花。 孔径 2．5 m閃。 （旧11 I ◎S I O3，230 4）

S　 l 砥石。花崗岩質。 砥面 2 面残る。 挿図24 5

（旧11 I ◎S I O 3，24 08）

椚　王　o S K柑　0　椚

P o　 l

2 4 7

小 型 丸 底 壷 。 口縁 部 内 湾 気 味 に 開 内 外 面 横 ナ デ。 外 面 肩 部 パ ケ の 内 外 面 淡 灰 褐 色 。 外 面 口縁 部

き， 端 部 で 外 側 に や や 肥 厚 す る。 後 ナ デ 消 し。 胴 部 下 半 細 か いハ に 黒 斑 あ り。 細 砂 粒 を 含 む 。

端 面 は 角 ぼ る。 頚 部 短 く， 扇 平 な ケ 目調 整 。 内 面 胴 部 上 半 右 方 向 口 径 8 ．上　 胴 部 最 大 径 9．8 ，

球 形 を 呈 す 胴 部 に続 く。 最 大 径 は の へ ラ削 り。 下 方 は 指 ナ デ。 浅 器 高 8．5 cm

胴 部 中位 。 い 指 押 え 痕 残 る。 （旧 1 1 I ◎S I O 3 ， 2 3 4 7）

P o　 2

2 4 7

愛 。 口 縁 部 内 湾 気 味 に立 ち 上 が り 口縁 部 内 外 面 横 ナ デ。 外 面 胴 部 内 外 面 黄 灰 色 。 胴 部 下 方 ス ス

端 部 で 外 反 す る複 合 口縁 。 屈 曲 部 全 体 ナ デ る。 下 方 に パ ケ 目跡 残 付 着 。 小 砂 粒 め だ っ 。

の 稜 は 退 化 気 味 で ， 口縁 端 部 は カ る。 内 面上 よ り順 に右 ◎左 ◎右 口 径 16．1 （推 定 ）cm

ッ ト気 味 。 外 面 肩 部 に 浅 い 刺 突

痕 。

方 向 の へ ラ削 り。 （旧 11 I ◎S K l l， 2 34 2）

P o　 3

2 4 7

聾 。 口縁 部 内 湾 す る 「く」 の 字 状 口縁 部 内 外 面 桟 ナ デ。 外 面 肩 部 内 外 面 黄 灰 色 。 小 砂 粒 少 々 含

口縁 。 目 線 端 部 は 内外 に や や 肥 厚 ナ デ る。 胴 部 中 位 榛 パ ケ 目後 ナ む 。

し， 端 面 角 ぼ る。 頸 部 の くび れ 弱 デ る。 以 下不 定 方 向 の ハ ケ 目調 口径 14 ．1 ，器 高 19．5 C徽

い 。 外 面 肩 部 に 刺 突 痕 5 個 巡 る。 整 。 内 面 脚 部 上半 右 方 向 の へ ラ （旧 11 I ◎S K l l， 2 3 4 6）

器 壁 か な り厚 い 。 削 り， 以 下 左 上方 向 の へ ラ削 り

後 パ ケ 目。

P o　 4

2 4 7

高 塚 。 外 方 に の び るや や 深 め の 杯 外 面 師 部 縦 へ ラ磨 き 。 底 部 に ハ 内 外 面 淡 黄 灰 色 。 細 砂 粒 を含

部 と， 長 い 柱 状 部 か ら 「ハ 」 の 字 ケ 目残 る。 柱 状 部 面 と り。 以 下 む 。

状 に 開 く裾 部 を もつ 脚 部 。 口縁 端 横 にナ デ る。 内 面 琢 部 縦 後 横 磨 口径 16．2 ，脚 径 1 1．1 ， 器 高

部 は ナ デ られ 丸 味 を 帯 び る。 杯 部 き。　 柱 状 部 右 方 向 の へ ラ削 り 13 ．6 C椚

外 面 底 部 に 浅 い小 孔 。 裾 部 横 パ ケ 且　 以 下 ナ デ る 。 （旧11 I ◎ S K l l， 2 3 4 5 ）

P o　 5

2 4 7

高 塚 琢 部 。 な め らか な 凹 凸 を し な 外 面 全 面 縦 パ ケ 目 後 ナ デ。 最 後 外 面 茶 灰 色 ， 内 面 淡 褐 色 。 細

が ら外 方 に の び る。 口縁 端 部 は カ に 所 々 磨 く。 内 面 琢 部 上 方 パ ケ 砂 粒 を含 む 。

ッ ト後 ナ デ られ 端 面 凹 む。 脚 部 円 目 残 る が ， 全 面 放 射 状 磨 き が 施 ∑ 逢 17．8 （推 定 ） cm

盤 充 填 式 。 さ れ る。 上 方 に は 横 へ ラ磨 き も

み られ る。

（旧 1 1 I ◎ S K l l， 2 3 4 4 ）

P o　 6

2 4 7

高 塀 杯 部 。 内 湾 気 味 に の び る浅 め 外 面 縦 パ ケ 目後 ナ デ， 最 後 密 度 内 外 面 責 灰 色 。 細 砂 粒 を 含 む

の 琢 部 。 ロ縁 端 部 は 丸 味 を もつ 。 の 濃 い構 磨 き。 内 面 放 射 状 磨 き 口 径 16．8 cm

外 面 底 部 に小 孔 が 2 個 あ る。 後 上 方 ．ほ横 磨 き 。 （旧 11 ‡ ◎ S K l l， 2 3 4 3）

P o　 7

2 4 7

高 塀 脚 部 。 比 較 的 短 い柱 状 部 か ら 外 面 横 方 向 に 丁 寧 に ナ デ る。 内 内 外 面 暗灰 色 。 小 砂 粒 め だ っ

ゆ る や か に 「ハ 」 の 字 状 に 開 く据 面 柱 状 部 左 下 方 向 の ベ ラ削 り。 脚 径 1 1．7 cm

部 を もつ 。 脚 端 部 は や や 角 ぼ る。

柱 状 部 外 面 上 方 に へ ラ に よ る傷 跡

が め ぐ る。

裾 部 パ ケ 目後 ナ デ る。 （旧 11 I ◎S K l O， 2 2 6 3）
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S E　欄23

Po　 l

250

壷。ロ綾部は外反する複合口縁で 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面とも淡橙褐色。細砂粒

屈曲部はわずかに稜をなす。口縁 縦方向のパケ目。肩部構方向基 を含む。

端部は内側に肥厚する。頸部はや 調のパケ目。胴部横方向のパケ 口径20．9，胴部最大径30．8，

や短く，胴部は倒卵形を呈す。頸 目が施される。内面頚部ナデ。 器高38．6cm

部下位に接合痕が観察される。 胴部丁寧なへラ削り。下半は上

方向，上半は右方向であるが，

弓4 位まで横方向の削りが観察

できる。頚部直下に削りの後の

パケ目が施される。

（旧9 I ◎Sつ 01，271）

Po　2

250

小型丸底壷。口縁部は「く」の字 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡橙褐色。外面下位ス

状をなしやや長くのびる。口縁端 パケ目調整。内面上半ナデ，下 ス付着。細砂粒を含む。

部は内側に凹みをもつ。胴部は扇 半右方向のへラ削り。底部内面 口径9．4，胴部最大径10．5，

平球形。肩部に2個の刺突文を施 指押え。 器高1．0．2C撒

す。 （旧9 I ◎S I Ol，168）

P o　3

250

直口壷。シャープにのびる口縁部 口縁部内外面痍ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面スス付着

口縁端部はナデられ丸味を帯び ナデ。胴部中位斜めパケ目。以 細砂粒を含む。
る。頚部短かく，球形の胴部に続 下パケ目のナデ消し。底部パケ 口径13．3，器高17つcm

く。肩部外面に刺突痕2 ヶ所。内 目残る。内面頚部指ナデ。以下 （旧9 I ◎S 王01，167）

面底部に指押え時にできた爪跡残 左方向のへラ削り。胴部下半指

る。器壁は胴部下半で薄い。 圧痕顕著に残る。

Po　 4

2年0

誓。口縁部は短く開く複合目線。 口縁◎頚部内外面横にナデる。 内外面淡褐色。全体に黒斑あ

屈曲部の稜はやや鈍い。口縁端部 外面胴部パケ目。内面肩部以下 り。細砂粒を含む。

カット気味。頚部は短く，扇平な 左方向の削り。底部指頭圧痕残 口径10．4，胴部最大径13．5，

球形の胴部に続く。肩部に貼り付 る。 器高11．9C椚

けの跡あり。胴部中央器壁薄い。 （旧9 I ◎S I OL 285）

Po　5

250

蜜。口縁部内湾する「く」の字状 口縁部外面縦パケ後横ナデ。内 外面乳灰色，内面黄灰色。細

ロ縁。口縁端部はやや内側に肥厚 面横ナデ。外面胴部縦パケ後横 砂粒少 含々む。

し，端面カット気味。外面肩部に パケ。所 ナ々デが認められる。 口径10．3 （推定）cm
木口状工具による刻み目3簡所。 内面胴部止半ナデ。所々 指押え

残る。以下左方向に削る。

（旧9 I ◎S I O1，1の，176）

P o　6

250

饗。目線部内湾気味に立ち上がり 口縁部内外面槙ナデ。外面胴部 内外面黄赤色。外面全体にス

端部で外反する「く」の字状口縁。 横方向にナデる。胴部中位にハ スがみられる。細砂粒を含む。

口縁端部は外方へカットされ，や ケ目残る。下半剥離のため調整 口径11．7C7花

や角ぼる。頸部はゆるやか。胴部 不明。内面頚部から肩部横にナ （旧9 I ⑳S I Ol，78）

下半を欠くが，球形と思われる。

内面頸部から肩部にかけてへラ削

りに使用した工具による傷痕多く

みられる。

デる。以下左方向のへラ削り。

Po　7

250

饗。口縁部昼外反する複合口縁で 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡黄褐色。外面全面ス

屈曲部の稜は鈍く，端部は凹面を パケ目調整。胴部上半パケ目が ス付着。砂粒を多量に含む。

なす。肩はやや張り気味。 ナデ消されている。胴部内面へ 口径16．4，胴部最大径22．3

ラ削り。肩部削りの後ナデ。 （推定）C椚

（旧9 I ◎S I Ol，270，152）

Po　8

250

整。目線部外反する複合口縁。口 口縁部内外面横ナデ。外面頸部 外面灰褐色。底部以下スス付

縁端部は外側に肥厚し，端面やや から肩部にかけてナデ。以下粗 着。内面淡茶褐色。小砂粒め

凹む。屈曲部はナデられ稜は丸昧 いパケ目を粗いナデで消す。内 だっ。

を帯びる。頸部のくびれ強い。肩 面肩部指ナデ。以下右方向に削 口径16．1 （推定）cm

部に「ノ」の字文1個見られる。 る。 （旧9 I ◎S I Ol，147）
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P o　 9

250

饗。 口縁部は短 く立ちあがる複合

口縁で，屈曲部の稜は鈍 く水平方
向にのびる。屈曲部上面に 1条 の

沈線が入 る。口縁端部はやや厚 く

外側 に面を なす。頚 部 はやや長

い。胴部は球形。肩部に 2 条 の木

口状工具による刻み目あり。

口項部内外面 とも横ナデ。外面

肩部横方向のパケ目，上位をナ
内外面暗黄灰褐色。外面 スス

付着。小砂粒を多量に含む。

口径 15．5 ，胴部最大径 26．6

（推定）C硯
（旧 9 I ◎S I O l，14 2）

デ消す。胴部斜め方向のパケ目

胴部下半パケ目後ナデ消す。内

面肩部指オサ工のまま。胴部右

方向のへラ削りが上位に認めら

れるが規則的な左方向のへラ削

りが施される。

P o lO 蜜。 口綾部は短 く開 く複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面横 にナデる。 外面淡褐色　 黒斑あ り， スス

25 1
屈曲部の稜は鈍 く退化気味。口縁

端部やや角ぼる。頸部は短 く，やや

肩の張 る縦長気味の球形の胴部に

外面胴部上位縦頃のパケ目調整 付着。内面灰褐色。

以下パケ目をナデ消す。内面頸 口径 15．7，胴部最大径2 3．2，

部直下右方 向のへラ削 り，以下 器高 26．4 C珊
つづ く。器壁は全体に肥厚。 左上方向のへ ラ削り。底部指頭

圧痕残る。

（旧 9 I ◎S I O l，2 82）

P o ll 聾 。 口縁部内湾気味にのびる「く」

の字状 口縁。 口縁端部 は内側 にか

なり肥厚 し，丸味を帯 びる。頚部

の くびれは弱 く，器壁 も頚部で薄

い。外面肩部に指圧による凹み認

められる。

・口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面暗灰色　 薄 くスス付着。

25 1
肩部横 にナデる。以下細 かいハ 内面黄灰色。小砂粒を含む。

ケ目。内面頚部 ◎胴部上方にナ 口径 1 3．5 （推定）cm

デ る。以下右方向のへ ラ削 り，

一部左削りもみられる。

（旧 9 I ◎S I O l，259，26 6）

P o 12 聾。 短 く外方へ開く 「く」の字状 口頚部内外面積 ナデ。頚部外面 内外面淡橙褐色。 3 御大の砂

2 51

口縁 で，口縁端部はやや丸昧を も やや強い横ナデが走 る。胴部外 粒を少量含む。口径 14．5　 胴
つ。胴部ゆるやかな球形をなす。 面パケ目錮整。内面丁寧な右方 ，部最大径 20．4 （推定）C珊

向のへラ削 り。 （旧 9 I ◎S I O l，154）

P o 13 賓。 口線部内湾する 「く十の字状

J
口綾部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗灰色。全面スス濃 く付

25 1
口縁。口縁端部は内側に肥厚 し， 縦ハケ後ナデ。胴部中位横パケ 着。内面黄灰色。小砂粒めだ

鈍い稜をなす。頚部の くびれ強 く 目。以下はナデ消 し。 内面胴部 つ。
眉は張る。肩部外面に 3 個 の刺突 上方ナデ。以下右方向 ◎左方向 口径 14．4 （推定）C珊

痕あ り。 のへ ラ削り。 （旧 9 I ◎S I O l，173）

P o 14 聾。 口綾部は 「く」の字状日録で

山
口縁部内外面槙ナデ。外面胴部 内外面橙褐色。 口縁部内面 ◎

25 1
端部 は内側に肥厚 し稜をなす。胴 パケ目調整。上位及び下位 はナ 外面全面 に丹痕跡あり。内外
部はやや縦長の球形。肩部に刺突 デ消されている。内面胴部下位 面 とも炭化物付着。砂粒を多

痕 3 か所あり。 左上方向のへラ削 り。中位右方 量に含む。

向のへラ削 り。上位ナデ調整。 口径 15．2，胴部最大径 2 1．9 C撒

削 りの後ナデか？ （旧 9 I ◎S I O l，18 2）

P o 15 饗。 口綾部は内湾気味に開 く「く」

｛　　ヽ

口縁 ◎頚部内外面接にナデる。 内外南淡灰褐色。外面スス少

25 1
の子状 口縁。 口繚端部はカットさ 外面胴部上位パケ目。以下パケ 量付着。小砂粒を多量に含む。

れ内に肥厚気味。頚部は短 く，球 目ナデ消 し ◎ナデる。内面胴部 P 雲 は 0 （推定），胴部最大
形の胴部に続 く。 上半右方向の削 り。以下上 ◎左 径 22．8 （推定）∴器高 2 1．9C珊

上 削り。底部指頭圧痕あり。 （旧 9 I ◎S I O l，・269）

P o 16 蜜。 口綾部 内湾気味に開 く 「く」

′　　・

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面灰褐色　 丹が塗 られる。

2 51

P o 17

252

の子 状口縁。口縁端部は内側に肥 ナデ。胴部中位幅広の構パケ後 胴部 ◎口縁部樗局所的にスス
厚 し甘い稜をなす。喝面カ ットさ 細かい斜めパケ目。以下ハケの 付着。 内面暗灰色。小砂粒め

れ平坦。器壁 は胴部中位でやや厚 ナデ消 し。内面肩部削 り後ナデ だっ。
く，他 は一様。肩部外面に 「ノ」 以下右へラ削 り，左上へラ削 り 口径 15．6 ，器高 2 2．9 C珊
の字状の文様 2 か所みられ る。 底部舞 い指頭圧痕みえる。 （旧 9 I ◎S I O l，184）

賓。口縁部は内湾気味に開 く「く」 口縁 ◎頚部内外面槙にナデる。 内外面褐色。外面スス少量付

の字状口線。口縁端部はカット気 外面胴部上半縦 ◎槙のパケ目， 着。小砂粒を含む。
味で内に肥厚する。頸部は短 く， 下半 ナデる。 内面上半右 ◎右上 口径 14．7，胴部最大径2 0．9，

球形の胴部 に続 く。 削り，下半左止削り。指頭圧痕 器高 23。O c珊

あ りム （旧 9 I ◎S I O l，26 8）

－77－



P o 18

2 52

饗。 口縁部内湾気味に外方にのび 口縁部内外面横ナデ。口縁端部 内外面灰褐色。外面底部スス

る 「く」の字状 口縁。 口縁端部 は 外側はへ ラ状工具によってつぶ 薄 く付着。小砂粒を含む。

内側に肥厚 し，瑞面は角ぼる。肩 されている。外面肩部パケ後ナ 口径 15，2 ，器高 2 1．1 cm

の張 りは弱 く，胴部は球近に近い デ消 し。以下縦榛 のパケ目が施 （旧 9 I ◎S I Ol，28 4）

肩部外面に木口状工具による刻み される。底部ナデが施され る。

目 2 条 みられ る。 内面肩部指頭圧痕残る。以下右

方向 ◎左 上方向のへ ラ削り。

P o 19

2 52

高塚 師部。浅い琢部で，脚部との 杯部外面細かい横方向のへ ラ磨 内外面淡褐色。細砂粒を含む

接合部で小さくすぼまる。口縁端 き。指頭圧痕残る。内面パケ目 茶色粒子 ◎黒雲母がめだっ。

部はやや丸味を帯びる。杯底部外 調整の後放射状のへ ラ磨 き。手 口径 15．3 cm

面 に小孔 あり。 軽的成形 で全 体 に不均整で あ

る。

（旧 9 王　◎S I O l，14 1）

P o　20

2 52

高塀杯部。外方に開 く浅 い杯部。 外面杯都債へ ラ磨き。内面杯部 内外面明褐色。胎土精良。

口縁端部はカット気味。内面底部 上部横へラ磨き。下位縦へラ磨 口径 16．9 C珊

剥 離多い。 きを施す。 （旧 9 I ◎S I O l，18 6）

P o　21

2 52

高塀師部。浅 く大き く開 く杯部で 杯部外面細 かい横方向のへラ磨 内外面橙褐色。内外面 とも丹

器壁はやや薄い。杯底部に脚部 と き。底部にパケ目残 る。内面縦 塗 り。小砂粒を含む。

の接合部が見える。 方向のへラ磨き。 口径 17．6 C珊

（旧 9 I ◎S I O l，26 2）

P o　22

2 52

高 塔杯部。杯部 斜 めに鋭 くのび 外面密な横磨き。下方剥離著 し 外面暗黄褐色，内面黄褐色 と

る。底部は広 く，口縁端部 は丸味 く調整不明。内面磨きか ？ 黒灰色。細砂粒を含む。

を帯びる。琢部外面底部に小孔あ 口径 16．l c珊

り。 （旧 9 I ◎＿S I O l，17 5）

P o　23

2 52

高塀塔部。広い底部 とシャープに 外面縦パケ後横へ ラ磨き。内面 内外面明赤黄褐色。極細砂粒

伸びる口縁部をもつ。ロ縁端部 は へラ磨 き。 を含む。

角ぼる。杯 部外面底 部 に小 孔あ 口径 17．4 （推定）cm

り。 （旧 9 I ⑳S I O l，11 1）

P o　24

252

高杯杯部。外方に開 く浅い杯部。 杯部外面横へラ磨き。底部パケ 内外面黄褐色。胎土精良。

口縁端部はやや丸味をもつ。脚部 目残る。内面上半横磨き。下半 口径 17．6 cm

欠損 。 縦磨き。 （旧 9 I ◎S I O l，157，7 6）

P o　25

252

高塚 。大き く開 く杯部 と細長 い柱 外面杯部パケ目調整の後上半を 内外面淡橙色。小砂粒，特に

状部の下位で 「ハ」の字状に開 く 横ナデ しパケ目を消 してい る。 茶色粒子を含む。

脚部 をもつ。杯部 と脚部の接合部 さらに横方向の疎 らな細かいへ 口径 1 7．8 ， 脚径 9．9 ， 器高

に l 条 の沈線が入る。 ラ磨きを施す。柱状部面取 りを 12．4 cm

残 し，同様のへ ラ磨きが施され

る。内面杯部 口縁部に若干パケ

目が認められるが，表面剥離の

ため調整不明。柱状部棒状工具

による浅い削りか？堀部上位未

調整。下位パケ目調整の後指押

え。

（旧 9 I ◎S I O l，148，17 1）

P o　26

252

高杯 。平坦な底部か ら外方に開 く 師部外面横磨き，底部付近パケ 内外面明褐色。胎土精良。

塔部と長い柱状部か ら 「ハ」の字 目残 る。内面斜め磨き。脚部外 口径 18．0 ， 脚 径 9．6 ， 器 高

状 に開 く裾部を もっ脚部。口縁端 面柱状部面取 り後ナデ，一部ハ 12．3 cm

部 は丸 く，脚端部角ぼる。 ケ目残る。裾部ナデ。 1 条 の磨

きあり。内面柱状部左方向の削

り。裾部 ナ デ，一部 パ ケ 目残

る。

（旧 9 I ◎S I O l，16 5）
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P o　27

252

高 塀。大 きく開 く師部 と細長 い柱 外面師部パケ目調整の後上半を 内外南淡橙褐色。細砂粒，特

状部の下位で 「ハ」の字状 に開 く ナデ消 し，横方向のへラ磨きを に黒雲母を多量に含む。

裾部か らなる。脚端部は角張る。 施す。杯部上位には指頭圧痕が 口径 17．7 ，脚径 10．2 ， 器高

接合部はさし込み式 と思われる。 残 り歪つ。脚部横方向のへ ラ磨 12．O c珊 ・・
杯底部外面に小孔あり。裾部内面 き。内面杯部表面剥離により調 （旧 9 I ◎S I O 1，174）

に 2 条 のへラ状工具 による沈線あ 整不明。柱状部浅い左方向の削

り。 り。裾部パケ目調整。

P o　28

252

高塀 脚部。やや太 い柱状部か ら低 外面柱状部面とり後ナデ。横磨 内外面明赤黄褐色。細砂粒を
い所で 「ハ」の字状に開 く裾部を き。上方 はパケ目残 る。裾部ナ 含む。

もつ。脚端部はカッ ト後ナデられ デる。内面柱状部上半絞 り目残 脚径 10つ C胱

凹む。接合部付近に l 条 のへ ラ措 る。下半左削 り。裾部幅広のハ （旧 9 「◎S I O l，28 3）

き沈線 めぐる。 ケ目。脚端部軽いナデがみられ

る。

P o　29

252

高杯脚部。ゆるやかに開 く柱状部 外面疎 らな購磨き，内面柱状部 外面明黄褐色　 内面暗黄褐色。

の低い所か ら 「ハ」の字状 に開 く 左方 向へラ削 り，裾部指押え後 細砂粒を含む。

裾部をもつ。脚端部 は丸味を帯び ナデる。 脚径 10．2 cm

る。 （旧 9 I－◎S I O l，17 5）

P o　30

2 52

高坪脚部。長い柱状部か ら 「ハ」 外面脚部柱状部面取 り後ナデ， 内外面明褐色。胎土精良。

の字状 に開 く裾部をもつ脚部。脚 パケ目残る。裾部ナデる。内面 脚径 9．9 cm

端部角ぼる。 柱状部左方向の削 り，絞 り痕残

る。裾部薄いパケ目。

（旧 9 I ◎’S 丁 ．0 1，15 7ノ

P o　31

25 2

高杯脚部。やや中ぶ くらみの柱状 外面柱状部面とり後ナデこ横磨 内外面淡茜灰色。細砂粒を含

部か ら低 い所で 「ハ」の字状に開 き。上部にパケ目残 る。裾部ナ む云

く裾部をもつ脚部。脚端部はカッ デる。内面柱状部左方向に削る 脚径 10．2 C珊

卜後 ナデられ凹む。 裾部パケ目後強 くナデる。 （旧 9 「⑳S I O l，159）

P o　32

252

高蹄 脚部。師部の大半を欠 く。太 外面柱状部面 とり，以下全面ナ 内外面暗褐色。外面塔部に丹

い柱状部のかなり低い所か ら反 り デる。内面柱状部絞 り目残 る。 塗 り認め’られ る。細砂粒を含

気味 に開 く裾部。脚端部 はかなり 以下ナデ。裾部布状のものでナ む。

丸味をもつ。師部外面底部に小孔 デる。 脚径 1 1．7 C珊

あ り。 （旧 9 I ◎S I O l，153）

P o　33

252

高塔脚部。細 く長い柱状部か ら低 外面面 とり後密な桟磨 き。内面 内外面灰褐色。細砂粒含 む。

い所でゆるや かに開 く裾 部を も 柱状部上半絞 り目残る。下半左 脚径 10．4 C硯

つ。脚塙部カッ トされ角ぼる。裾 方向のへラ削 り。裾部上方パケ （旧 9 I ．‥◎S I O l，26 1）

部 内面に 2 条 のへラ措き沈線。差 目残 るが全面ナデ。指押えが施

し込み式か ？ されている。

P o　34

2 52

高塚 脚部。やや中ぶ くらみの柱状 外面柱状部面取 り後疎 らな横磨 内外面茶褐色。細砂粒含む。

部 と，低 い所でゆ るやかに開 く裾 き。上方にパケ目残る。裾部横‘ 脚径 10．1．C鵜

部を もつ。脚端部カット気味。 方向のナデ，所々磨き。内面柱

状部左方向削 り，その下絞 り後

ナデ。以下パケ後ナデる。

（旧 9 I ，◎S I O l，18 0）

P o　35

2 52

P o　3 6

25 3

高杯 脚部。太 く短かめの瞳状部と 外面柱状部面取 り後桟へラ磨き 外面淡黄茶褐色，内面赤黄褐

低い所よりゆるやかに開 く裾部を 上部にパケ目残る。裾部ナデ後 色。小砂粒を含む。

もつ。脚端部は丸味を帯びる。

鼓形器台。脚部破片。簡部短 く，

疎 らな磨 き。内面柱状部絞り跡 脚径 10．3 C珊

あ り。裾部パケ目後ナデ消 し。

所．々 指頭圧痕残る。

外面横方向にナデる。内面受部

（旧 9 I ’．◎S I O l，160）

内外面灰褐色。細砂粒含む。

脚部は短 く外反 し，咄部で肥厚 し ナ≠。簡部カ ット後ナデ。脚部 ・脚径 16．4 （推定）珊

丸味を もって終わる。稜はシャー 右 ◎左下方向のへラ削 り。端部 （旧 9 「 ◎S I O l，14 9）

プさ残す。 は桟ナデが施され る。
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P o　37

253

コ シキ型土器。口綾部破片。直線 端部内外面 とも横ナデ。外面縦 内外面とも淡茶褐色。小砂粒
的に伸 びる口縁部で，端部上面及 方向のパケ目，上位 はナデによ を含む。茶色粒子を少量含 む⊃
び外面 は横 ナ デによ り凹面 をな り消されている。内面左方向の 口径 53．6 （推定）C珊

す。 へラ削り。 （旧 9 I ◎S I O l，177）

F　 l 鈍 か ？ 最大幅 0．7 ， 厚さ 0．2 C7乃 挿図25 3

（旧 9 I ⑳S I O l，2 65）

J　 l 滑 石製勾玉。 黒灰色。材質的に J 2 と同質。 挿図24 9

厚 さ 4．0 ，孔径 2．0 閻

最大長 13．5 閻

（旧 9 I ◎N W ，10 7）

J　 2 滑 石製勾玉。 黒灰色。厚さ 4．5 ， 孔径 1．5 7珊 挿図24 9

最 大長 14．0 7珊 （旧 9 I ◎S I O l，24 5）

J　 3 碧 玉製小玉。 両面穿孔。上面より底面近 くま 挿図24 9

で孔 があけられ，最後に底面 よ

り貫通されている。深緑色。径

5．8 ， 孔径 1．8 ，長さ 4．0 閻 。

（旧 9 I ◎S I O l，27 3）

P o　 l 長頸壷。口縁部はなだ らかに外反

　ヽ　コp

口縁部外面縦へ ラ磨き，内面横 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

254

しなが b 長 くのびる複合 口縁。屈 ナデ。 む。
曲部の稜はやや鋭い。口縁端部は 口径 10．0 ・（推定）cm

丸 く終わる。 （旧11H ◎S I O L 2 73）

P o　 2 小 型丸底壷。 目線部はやや内偵す 口頸部内外面横 ナデ。外面胴部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

254

る短 い複合口縁で屈曲部の稜はや パケ目調整後上位パケ目ナデ消 む。
や鋭い。 す。内面胴部左方 向 のへ ラ削 口径 8．8 （推定）cm

り，削りは深い。 （旧 11H ◎S I O L 2 29）

P o　 3 壷。 口縁部は外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部内外面榛ナデ。肩部 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

254
屈曲部の稜 はやや鋭い。 口縁端部 構 ナデ。内面右方 向の へ ラ削 口径 16．5 （推定）cm

は カットされ内外に肥厚する。 り。 （旧 11H ◎S I O L 24 9）

P o　 4

2 54

蛮 口縁部。 ロ縁部は外反する複合 ロ縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡黄褐色。外面スス付

口縁で端部 はやや丸味をもつ。端 横方向のパケ目に所々斜方向の 着。砂粒を微量含むが全体的

部外面 は凹線を施 し後横ナデして パケ目が入るがナデ消されてい に胎土精良。

いる。－屈曲部はやや下ふ くらみに る。内面頸部ナデ，肩部右方向 口径 1 6．7 C盈

水平方向へ引き出され る。 のへ ラ削 り。 （旧11 H ◎S I O l，23 5）

P o　 5 蜜。口縁部 は外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。 内外南淡褐色。砂粒を含む。

254
屈 曲部の稜 は鋭い。口縁端部はカ 口径 16．9 （推定）cm

ッ トし角ぼ る。 （旧11 H ◎S I O l，28 3）

P o　 6

254

蜜 。 口綾部は外反す る複合口縁で 口縁部内外面横ナデ。外面パケ 内外面淡黄褐色。外面スス付

口縁端部 は小さ く角張 る。屈曲部 目調整後ナデ消 して櫛措波状文 着。細砂粒を含 む。

はやや鋭 く水平方 向 に引き出 さ を施す。 内面肩部右へラ削 り後 口径 1 6．8 （推定）cm

れ，上面に 2 本 の沈線を残す。 ナデ。 （旧1 1H ◎S I O l，23 5）

P o　 7

256

蜜。 ロ縁部は外反する複合 口縁。 口縁 ⑳頸部内外面横ナデ。胴部 外面淡褐色，一部黒褐色スス
屈曲部の硬は鋭い。口縁端部はカ 外面上方横にナデる。以下横方 付着。内面淡褐色。小砂粒を

ットし内外にやや肥厚す る。頚部 向のパケ目。内面右方向のへラ 含む。

は短 くなだらか な肩部をもつ。器 削 り。 口径 16．0 cm
壁 は厚い。胴部下半欠損。 （旧11 H ◎S I O l，28 2）
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P o　 8 饗。口縁部は外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部 内外面構 ナデ。胴部 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

25 6
屈曲部の硬は鋭 い。 口縁端部 は外 外面横パケ後ナデ。内面右方向 口径 16．9 （推定）C珊

方向へカッ ト。頚部は短 くなだ ら

かな肩部 に続 く。

のへラ削 り。 （旧11 H ◎S I O l，269）

P o　 9 賓破片。口縁部は外反する複合 口

J　　　　　　山

口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。外面スス付

256
縁 で端部 は丸昧をもっ。屈曲部の パケ目調整後ナデ消 される。内 着。細砂粒 を多量に含む。黒

稜は小 さく鋭い稜をなす。頚部直 面頚部ナデ。肩部右上方向のへ 雲母多量に含む。
・下に 1 条 の凹みが走 る。肩部にパ

ケ目原体 による刻みがめぐる。

ラ削 り。 口径 16．6 （推定）cm

（旧11 H ◎S I O l，22 6）

P o lO 聾 。 口縁部破片。 口綾部は外反す

J

口縁部内外面横ナデ。 内面頚部 内外面淡黄褐色。外面スス付

2 56
る複合口縁で口縁端部は角ぼる。 横方向のへラ磨き。肩部右方向 着。細砂粒を含む。
屈曲部は水平方向につまみ出され， のへ ラ削りの後へ ラ磨 きと思わ 口径 2 5．1 （推定）cm
上面に 2 条 の沈線を残す。屈曲部

の稜は鋭い。▼

れるが単位不明。 1 （旧1 1H ◎S I O l，27 2）

】

P o l l 高塀杯部。外反気味に立ち上が る 外面縦パケ後縦へラ磨き， 内面 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

2 56
浅 い杯部。口縁端部 は外側にカッ 縦へラ磨き。 む。口径 18．8 cm
ト。底部外面に小孔有 り。 （旧11 H ◎S I O l，249）

P o 12 高塚 杯部。外反気味に立ち上がる

山

杯部外面縦へラ磨き，底部 ナデ。 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

256
端 部付近でさらに外反する浅い杯 内面 2 段 の縦へラ磨き。 口径 2 1．O c撒

部。 口縁端部は角ぼ り端面に凹線

入る。底部外面に小孔あり。

（旧11 H ◎S I O l，2邸 ）

P o ．13 高塀師部。外反気味に立ち上が る 琢部外面縦パケ後中位に横へ ラ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

2 56
深 い杯部。口縁端部は面を意識 し 磨き後全体に縦へラ磨き。内面 口径 2 1．1 cm
なが らも丸 く終わる。杯部外面底 上位に横へラ磨き，下位に縦へ （旧 11H ◎S I O l，258）
部 に小孔 2 個有 り0　　　　　　 ラ磨き後全体に縦へラ磨き。

P o 14 低 脚坑。大き く開 く浅めの杯部で 口縁部内外面パケ目調整後へラ 内外面淡橙褐色。細砂粒 を含

256
端部 は角張る。脚部はやや横方向 磨 き，磨きの単位不明。 口縁部 む。 口径 18．0 （推定），器高

に開き気味で脚端部は丸昧を もっ 付近内外面 に指オサ工が残る。 5．5 cm
て終 わる。 脚部内外面横 ナデ。 （旧11H ◎S I O l，2 8 1）

P o 15

2 56

高 塚型器台。杯部浅 く，口綾部強 外面杯部パケ目調整後縦方向の 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

むく外反する。杯底 部外面 2 孔 あ へラ磨き。内面杯部横方向のへ

り。 ラ磨き。杯底部表面剥離のため

調整不明。

○
（旧11 H ◎S I O L 25 0）

P o 16 高塚 型器台。琢部浅 く， 口縁部強 杯部内外面横方向のへラ磨き。 外面淡赤褐色　 内面淡赤色。

256
く外反する。屈曲部の稜は鈍い。 外面杯底部パケ目残る。脚部縦 細砂粒 を含む。
杯底部外面小孔あり。脚部ゆるや 方向のへラ磨き，内面柱状部左 口径 10．9 ，器高 10．3 cm

か に外へ開く。杯底部内面剥離。 方向のへラ削り。裾部右下方向

のパケ目。

（旧 11H ◎S I O l，24 7）

P o 17 鼓 形器台脚部破片。簡部はやや長 外面簡 ◎裾部横 ナデ。内面受部 内外面赤褐色。内外面丹塗布
ナ

2 56

P o 18

く，脚部は低 く大きく開 く。簡部 へ ラ磨き （単位不明），簡部左 細砂粒 ◎赤色粒子を少量含む）

と脚部 との境界は稜をなし，稜下 方向のへラ削 り後ナデも脚部右 脚径 18．8 （推定）cm

部 に強い槙ナデによる段を呈す。 下方向のへ ラ削 り，脚端部は横 （旧11 H ◎S I O l，284）

内外面淡黄褐色。砂粒を含む

脚端部は角張る。 ナデ。

鼓形器台脚部。端部 は横方向にの

Iヾ

脚 部外面横 ナデ。内面右方向の

2 56
ひ る。簡部の稜はやや鋭い。 へラ削 り。脚端部後横ナデ。 脚径 18．8 （推定）cm

（旧 11H ◎S I O l，2 7 4）
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P o 19 鼓 形器台受部。直線的に外方へ長 外面受部横ナデ後縦方向のへラ 内外面灰白色。細砂粒を含む

2 56
く開 き，端部は横方向に折 り曲げ 磨き。簡部横ナデ。内面受部へ （旧11 H ⑳S I O l，25 7）

られ る。簡部の稜は比較的鈍い。 ラ削 り後横方向のへラ磨 き。一

部縦方向のへラ磨き。後ナデ仕

上げ。端部横方向のへ ラ磨き。

簡部ナデ。

F　 l 板状鉄製品。 最大幅 0．8 ，厚 さ 0．7 C珊 挿図25 6

（旧 11H ◎S 工0 1，295の 1）

F　　 2 棒状鉄製品。 最大幅 0．5 ，厚 さ 0．2 cm 挿図25 6

（旧 11H ◎S I O l，296 の2）

F　　 3 剣先型鉄製品。 最大幅 1．0 ， 厚さ 0．3 cm 挿図25 6

（旧 11 H ◎S I O l，2 60）

P o　 l

258

壷 口綾部。口線部 は外方に長く開 口縁 ◎頚部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。細砂粒を含む

く 「く」の字状口縁。口縁端部丸 外面肩部パケ目。内面右方向の 口径 ‾1 1．0 （推定）cm

昧 をもっ。頚部は短い。 削 り。 （旧10 H ◎S I O 1，，23 7）

P o　 2

25 8

壷。 口縁部 は外へ開 く複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面横にナデる。 内外面黄褐色。外面全体にス

屈曲部の稜は鋭 く，口縁端部はカ 外面肩部下パ ケ目。 内面胴部右 ス付着。内面 口縁部黒斑あり

ットされる。頚部 は長 く，肩部は 方向の削 り。 細砂粒を含む。口径 2 1．8 cl花

や や張 る。肩部に木口状工具によ

る 「ノ」の字文あり。

（旧 10 H ◎S I O l，2 4 1）

P o　 3

258

蛮 口縁部。 口縁 部 は外方 に開 く 口縁 ◎頚部内外面接にナデる。 内外面黄褐 色。紬 砂粒 を含

「く」の字状口縁。 口縁端部は内 外面肩部ナデる。 内面肩部左方 む。

傾 し丸 い。頚部は短 く，肩部は丸 向の削 り。 口径 15．6 （推定）C珊

味に欠 ける。 （旧10王子◎S I O l，2 58）

P o　 4

258

高塔 脚部。胴部は長い柱状部か ら 脚部外面柱状部面取 り後パケ目 内外南淡黄褐色。胎土精良。

「ハ」の字状に開 く裾部をもつ。 後桟へラ磨き。裾都債へ ラ磨き 脚径 13．5 C珊

脚 端部 はカ ッ ト。脚部 三方透 し 内面柱状部左方向の削 り。堀部 （旧10 H ◎S I O l，2 53）

孔 。 パケ目。

P o　 5

258

高杯 脚部。脚部は長い柱状部から 脚部外面パケ目後縦へラ磨 き。 内外南淡黄褐色。胎土精良。

「ハ」の字状に開 く長い裾部をも 内面柱状部左方向の削り。以下 脚径 14．8 C珊

つ。脚端部 凹 む。 脚部三方 透 し

孔。

指オサエあり。裾部パケ目。 （旧10 H ◎S I O L 2 33）

P o　 6

258

高塀 脚部。脚部は長い柱状部を も 脚部外面柱状部面取 り後パケ目 内外南淡灰褐色。胎土精良。

つ。裾部は欠損。 後横へラ磨き。内面柱状部左方

向の削 り。

（旧10 H ⑳S 王0 1，2 16）

P o　 7

258

鼓 形器台受部。受部外反 して外方 外面受部桟にナデる。内面受部 内外面茶褐色。細砂粒を少々

に開 く。 口縁端部カ ット。器壁は 上半横 にナデる。下半横へ ラ磨 含む。 口径 15．8 （推定）C珊

厚い。透 し孔 2 個以 上と推察 され

る。

き。 （旧10 H ◎S 王 0 1，25 1）

P o　 8

25 8

こ しき型土器把手。下部の横位環 外面ナデる。内面胴部上位左方 内外面茶褐色。細砂粒を含む
状把手。把手は胴部の穴をあけ差

し込み。粘土で補強接合する。

向の削 り，下位ナデる。 （旧10 H ◎S I O l，234）

S　 l

258

蔽石 。 薇面 1 ヶ所，光沢のある擦 り面

2 ヶ所，ザ ラザラの擦り面 1 ヶ

所。

（旧10 H ◎S I O l，236）

S　　 2

258

軽石 。 2 面 に線刻。 （旧10円 ◎S 王0 1，207）
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Po　l 壷。直立する頚部。内湾気味の複 胴部外面斜めのパケ後横のパケ 内外面淡褐色。胎土2間大の

260
合口縁。 内面横のへラ削り。口縁部内外 粒子を均一に含む。口径16．0

面接ナデ。 C珊（旧10H ◎SK OL 155）

Po　2 小型丸底壷。胴部最大径は肩部。 外面胴底部パケ。肩部以上榛ナ 内外面淡灰褐色。胎土1闇大

260
デ。内面底部指圧痕。肩部へラ の粒子を均一堕含む。

削り。 胴径9．1，現存高6．lc珊。

（旧10H ◎S K Ol，150）

Po　3 小型丸底壷。最大径は胴部で口縁 胴部外面パケ後ナデ。内面ナデ 内外面橙色。外面スス付着。

260
部と胴部の比は1 ：2，5。口縁は 後指圧痕。口縁部内外面ヨコナ 胎±細かく一均一。
直線的に外に開く。 デ。外面へラ磨き。 口径8．2，器高7．7 （推定）

cm （旧10H ◎S K Ol，162，
141）

Po　4 小型丸底壷。口縁部と胴部の比は 底部外面は胴部中央から底部へ 滴外面橙色。胎土1間大の粒

260
1 ：3弱。最大径は胴部中央にあ 四方からのパケ。その後上方向 子を均一に含む。

る。口綾部は直線的に外にのび のパケ。横パケの後口綾部内外 口径8．2　器高8 5C珊
る。

l

面棲ナデ。外面横のへラ磨き。

胴部内面へラ削り後，中央部に

横のへラ磨き。指圧痕。

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CI（旧10H ◎SK Ol，150）

Po　5
小型丸底壷。最大径は胴部で，口！

胴部外面パケ。内面縦方向の指 i内外面淡灰褐色。胎土細かく

260

i

縁部と胴部の比はl ：3弱。口縁 削り後横のへラ削り。横のナチ 均一。

は内湾しつつ外傾する。 底部指圧痕。口綾部内外面横ナ 口径8．0，器高7．6（推定）仰

デ後へラ磨き。 （旧10H ◎SK Ol，145）

Po　6 愛。内湾気味に外傾する「く」の 胴部外面縦から斜め方向のパケ 内外面淡灰褐色。胎土日闇大l

261

字状口縁。やや肩のはる胴部。荒 内面へラ削り後指圧，指ナデ。 の粒子を均一に含む。口径12．

い単位のパケ目。 口縁部内外面パケ後横ナデ。 1，器高12，0（推定）C釈（旧10H

SK Ol，177，178，172）

Po　7

261

I窯蓋薫軍董蓋警喜蓋芸薫 誓曇i胴部外面斜め方向のパケ後ナデ
内面斜め方向のへラ削り後拇削

内面橙色。外面橙色と淡灰褐
色。胎土17珊大の粒子を多量

に含む。口径9．9，器高12．8

伐　 （旧10H◎SKOl，158）

り。口綾部内外面横ナデ後様方
施す。　　　　　　　　　　　　 I

l
向のへラ磨き。

Po　8 賓。外傾する「く」の字戻口縁。 胴部外面，主として縦方向のハ 内外面橙色。胎土細かい砂粒

261
卵形の胴部，口縁端部強いヨコナ ケ。内面底部指圧痕。胴部桟か を含む。
デ。肩部外面にへラ措き沈線l・条 ら斜め方向のへラ削り。口綾部 口径12．4，器高18．3C珊
あり。底部焼成後穿孔。 内面パケ後内外面桟ナデ。 （旧10H ◎SK Ol，151）

Po　9 蜜。やや内湾気味に外傾する複合胴部外面縦パケ後横パケ。内面内面黒褐色。外面一部赤褐色。

261
口縁。やや屑のはる胴部。2条の横方向の後斜めのへラ削り。口胎土2御大の粒子を均一に含
パケ目原体による条痕。 綾部内外面桟ナデ。底部外面ナむ。口径15．9，器高24．2cm，

デ。 （旧10H ◎SKOl，161）

Po lO 聾。やや内湾しつつ外傾する「く」

ヽ
外面細かい単位のパケ。内面へ内外面淡灰褐色。全面スス付

261
の字に近い口縁。こくわずかに肩 ラ削り後指圧。目線部内外面横着。胎土細かく均一。
の張る胴部。屑部にパケ目原体に
よる刺突痕。頚部に強い横ナデ。

ナデ。

l
l

口径15∴7，器高21．5cm。
（旧10H ◎SK Ol，183）

Po ll 蜜。やや外湾気味に外傾する複合胴部外面縦パケ後桟パケ。内面．内外面淡灰褐色。胎土27閻大

261
口縁。やや屑が張る胴部。2条の横方向のへラ削り。口線部内外 の粒子を均一に含む。口径16．4
パケ目原体による条痕。 面桟ナデ。 I器高26．Oc飛。（旧10壬耳◎SK

の，159，160他）
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P o 12

2 61

高塀 。直線的に外に広がる杯部。 師部内外面パケ後ナデ，一部 に 内外面淡橙色。胎土 3 7郡大の

へラ磨き。 粒子を含む。

口径 16．8，現存高 4．5 C7花。

（旧10 H ◎S K O l，134）

P o 13

2 6 1

高塀 脚部。器壁は薄い。やや下膨 外面面 とり的削 り後ナデ。内面 内外面橙色。細砂粒を含む。

らみの柱状部。裾端部強いヨコナ へラ削 り。裾部横ナデ。 底径 10．1 cm

デ。 （旧10H ◎S K O l，136）

P o 14

26 1

高 杯。外湾 しつつ外傾する琢部。 師部外面縦パケ，内面横パケ後 内外面橙色。胎土 3 ㈲ 大の粒

下膨 らみの 柱状部。 内外面幅広い横ナデ。内面放射 子を一部に含む。

状のへ ラ磨き。脚部外面面 とり 口径 17．9 ，器高 18．0 ，脚径

的削 り。内面絞 り。裾部パケ。 1 1．3 C硯。

指圧痕。 （旧10 H ◎S K O l，140）

P o 15

26 1

手づ くね土器。底部 をナデ。口縁 底部内外面ナデ。 口縁部内外面 内外面淡灰褐色。胎土細か く

部 を指オサ工。 指オサ工。 均一。口径 5．1 ，器高 3．3 cm 。

（旧10 H ◎S K O l，15 4）

P o　 l

26 3

壷 。 ロ縁部大 きく外反す る複合 口 内外面ナデ仕上げ。 外面黄灰色，＿内面乳灰色。口

縁。屈曲部はシャープさを残す。 縁部一部黒斑あり。細砂粒を

口縁端部はカ ット後ナデられ丸昧 含む。

を もつ。頚部長 く，下方に凸帯が 口径 2 4．3 （推定）cm

め ぐる。 （旧 9 I ◎S I O 2，52 3）

P o　 2

263

壷 。 口縁部外反 して立ち上が る複 外面ナデ仕上げ， 内面 口縁部 ◎ 外面黄灰色，内面赤色顔料の

合口縁。屈曲部の稜はシャープ。 頚部ナデる。以下右方向のへラ ようなものが付着 して赤黄灰

口縁端部は丸 く終わる。 削 り。 色。細砂粒を含む。

口径 2 0．1 （推定）cm

（旧 9 I ◎S I O 2，38 7）

P o　 3

26 3

壷。 口縁部大き く外反する複合口 口縁部 ◎頸部内外面ナデ仕上げ 外面乳灰色，内面黄灰色。口

縁。屈曲部は横につまみ出され鋭 外面肩部縦パケ目後ナデる。内 縁部一部黒斑あ り。細砂粒を

い。 口縁端部は横方向に折 り曲げ 面右方向のへラ削 り。 含む。

られ，端面角ぼる。頸部下方 に凸 口径 2 8．O c珊

帯 め ぐる。 （旧 9 I ◎S I O 2，488）

P o　 4

2 63

壷。 口縁部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面黄灰色，茶褐色。口縁部

曲部は横方向につまみ出され鋭い か ら胴部中位 ナデ仕上げ。以下 一部黒斑あり。内面赤褐色。

口縁端部はやや丸味を持つ。頸部 ランダムパケ目。底部はナデ消 小砂粒 を含む。

長 く，胴部は縦長の球形。 しあり。内面頸部ナデ仕上げ， 口径 2 0．3 （推定）cm

以下右方向 ◎左方向のへラ削 り （旧 9 I ◎S I O2，37 0，4 4 9，

底部浅い指押え。 4 97）

P o　 5

2 63

長 頸壷。 口縁部直立気味にのび上 ロ縁 ◎頚部内外面ナデ仕上げ。 内外面褐色。外面胴部スス付

が り，端部で外反する複合口縁。 外面肩部パケの後ナデ消 し。胴 着。細砂粒を含む。

屈曲部は鋭い。 口縁端部は丸い。 部中位幅広 いパケ目，以下細か 口径 10．8 （推定）C珊

胴部扁平 な球形。器壁は口縁部で いパケ目調整。内面胴部上より （旧 9 I ◎S I O2，4 14）

厚 い。 右方向 ◎左方向のへ ラ削 り。底

部指押えあり。

P o　 6

26 3

長 頸壷。 口縁部外反 してのびる長 外面 口縁部縦へラ磨き。頸部か 内外面淡茶褐色。外面口縁部

い複合 口縁。屈曲部は シャープ。 ら肩部ナデ仕上げ。以下パケ目 胴部下半スス付着。細砂粒を

口縁端部は角張る。胴部球形。 調整。内面 口縁 ⑳頸部ナデ仕上 含む。

げ。胴部右へ ラ削 り。下半ナデ 口径 11．8 （推定）C硯

か ？ （旧 9 I ◎S I O2，36 1）
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P o　 7 饗。 口縁部 シャープに外方にのび 口縁部内外面槙ナデ。外面肩部 内外面淡黄灰色。外面胴部に

26 3
る複合口縁。屈曲部は真横に引き に凹線状のパケ目。胴部中位に スス少々付着。細砂粒含む。

出され シャープ。 口縁端部はカッ パケ目残 る。以下ナデ仕上げ。 口径 14．2，器高 14．8（推定）cm
ト。器壁胴部で薄 い。 内面胴部は右方向にへラ削 り。 （旧 9 I ◎S I O 2，4 93）

P o　 8 賓。口縁部ゆるやかに外反 し，端 口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面黄灰褐色。外面薄 くス

2 63
部 で折 り曲げ られる複合日額。屈 パケ目後ナデる。パケ目は肩部 ス付着。細砂粒を含む。
曲部はシャープ。 口縁端部は外側 胴部中位 に残 る。内面上から順 口径 13．5 ，器高 13．5 cm 。
に カ＿ツト。底部 に外側か ら内側に に右方向 ◎左上方向の丁寧 なへ （旧 9 I ⑳S I O2，48 5）
穿孔。器壁胴部で薄い。 ラ削 り，底部ナデ。

P o　 9 聾。 目線部外反 してのびる複合 口

上
口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面責茶灰色。外面片側ス

263
縁。 屈曲部の硬は鋭さを残す。・口 縦パケ目後凹線文。胴部中位粗 ス濃 く付着。細砂粒を含む。
縁端部丸味をもつ。器壁胴部で薄 いパケ目。以下パケ目をナデ消 口径 1 1．7 ，器高 13．2 cm。
い。眉部外面に凹線文。 す。内面頚部直下高い所より右

方向 ◎左方向のへ ラ削 り。底部

削 り後ナデる。

（旧 9 I ⑳S I O 2，503）

P o lO 賓。 口縁部は外へ開 く複合口縁。 口縁 ◎頸部内外面横にナデる。 内外面淡灰色。黒斑あり。細

264
屈曲部の稜は鋭 く，口縁端部は丸 外面胴部上位横ナデ，中位パケ 砂粒を含む。口径 1 1．5，胴部
味を もつ。頸部は短 く，肩はやや 目，底部ナデる。内面胴部上半 最大径 13．1，器高 1 1．1 cm 。

張 り扇平な胴部につづ く。肩部に 左上方向の削り，底部指頭圧痕 （旧 9 I ◎S I O 2，404）
「ノ」の字文 あり。 残る。

P o ll 窪。 口縁部内湾気味に立ち上が り

山

口縁部 内外面槙 ナデ。外面全体 外面黄灰色。胴部中位以下ス

264
端 部 で外反する複合口縁。屈曲部 ナデが施されるが，肩部にパケ ス濃 く付着。内面黒灰色。細

はへ ラ状工異によりカ ットされ断 目残 る。内面胴部上半右方向の 砂粒を含む。

面台形。口縁端部は丸い。頸部の へラ削 り。以下 ナデか？　 指頭 口径 11．2 ，器高 14．3 cm 。
くびれ弱い。胴部球形。器壁胴部

下半で薄い。

圧痕著 しい。 （旧 9 I ◎S I O 2，365）

P o 12 蜜。 外方に開 く 「く」の字状口縁

ヽヽ　　つ

口縁部内外面横ナデ。肩部斜 め 外面暗黄褐色。 スス付着。内

264
眉部 はなだ らかで，胴部が良 く張 パケ目，以下ナデ。内面頚部ナ 面淡黄灰色，一部暗黄褐色。
りやや尖底気味の底部につづ く。 デ，胴部上位左方向のへ ラ削 り 砂粒を含む。口径 12．2，胴部

下位左上方 向へ ラ削 り後 ナデ

る。

最大径 13．8 ，器高 1 3．O c潤。

（旧 9 I ◎S I O 2，40 3）

P o 13 賓。 口縁部内湾す る短い 「く」の

′」」ァ　、　　　J

日録部外面へ ラ磨き。内面ナデ 内外面乳灰色。外面 口縁部 ◎

264
子状 口縁。口縁端部 は内側 に肥厚 仕上 げ。外面肩部縦パケ目。以 胴部中位スス濃 く付着。細砂

し甘い稜をなす。頚部の くびれ弱 下構パケ目調整。内面胴部右へ 粒を含む。口径 11．8 （推定）cm

い。 ラ削 り。 （旧 9 I ◎S I O 2，39 3）

P o 14 要 。 口縁部 シャープに外反する複 口綾部内外面榛ナデ。外面肩部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

む合 口縁。屈 。ほシャープ　 ロ縁 ナデ士上げ　 以　 ・　　 パケ

264

P o 15

C〉端 部はカ ット気味。外面肩部に波 0　　　　　　　　　　　　　　　　　0
日調整。内面上か ら左方向 ◎右 ＿

○
口径 14．3 （推定）C加。

状文。 方向のへラ削 り。 （旧 9 I ⑳S I O 2，363）

賓。口縁部さらに外反する複合 口

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

日録部内外面横ナデ。外面スス 内外面淡灰褐色。外面肩部以

264

P o 16

緑。 屈曲部の稜は鋭 い。口縁端部 濃 く付着。内面胴部右方向のへ 外スス濃 く付着。細砂粒を含

むほ外方向にナデられ丸 く終 わる。 ラ削 りか ？‾

口線内外面横にナデる。外面頸

頚部の くびれ強い。

賓。口縁部は毎や外に開 く複合口

J　　　　　　　　　　　 ‡

0
口径 13。4 （推定） cm。

（旧 9 I ⑳S II P2，3 19）

内外面淡黄褐色。外面スス付

2 64
縁 。屈曲部の稜 は鋭 く， 口縁端部 部パケ目残る。胴部パケ目。内 着。細砂粒 を含む。
は丸味をもつ。頸部は短 く，肩 に 面頚部榛 にナデる。胴部上半右 口径 1 4．2，胴部最大径 1 9．4C椚
や や張 り′球形の胴部につづ く。胴 方向の削 り，下半左上方向の削 （旧 9 I ◎S I O 2，40 2）
郡上半 に波状文あり。 りタ　指頭圧痕残 る。
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P o 17

264

饗 。 口縁癖は外へ開 く複合 口縁。 口縁 ◎頸部内外面横 にナデる。 内外面明黄褐色。外面スス付

屈曲部の稜はやや鋭 さを欠 く。口 外面胴部パケ目。内面胴部上半 着。細砂粒を含む。

縁端部 はカ ットされる。頸部短 く 右方向の削 り，下半左方向の削 口径 15．0，胴部最大径2 0．4 C珊

肩 はややなだ らか。 り。 （旧 9 I ◎S 王0 2，379）

P o 18

264

饗。 口縁軸外反 して立ち上がる複 口綾部内外面桟ナデ，外面肩部 内外面乳灰色，その上にピン

合口縁。屈曲部は鋭 い。 口縁端部 パケ目後ナデる。以下極 めて濃 ク色の顔料 ？がつ く。細砂粒

ほ角ぼる。‘二器壁は岡部で薄い。 いハケ目調整。内面頚部ナデ。 を含む。口径 15．6 （推定）C机．

以下右方向 ◎左上方向のへテ削 （旧 9 I ◎S 王0 2，364，3 68

り。 48 9）

P o 19

264

蜜 。外方 に－開 く複合口縁。口縁端 口縁部内外面横ナデ，外面頸部 内外面暗黄灰色。外面スス付

部 は内側 に面をもつ。屈曲部の稜 肩部ナデ，胴部上位横パケ目， 着。砂粒を含む。

は鋭い。肩部はなだ らかで，胴部 下位輝パケ目を施す。 内面頚部 口径 13．8 （推定），胴部最大

は倒卵形 になると思われる。 ナデ，以下上位右上方向の，下 径 19．6 （推定）C硯。

位左上方向のへラ削 り。 （旧 9 I ◎S I O2，4 10）

P o　20

264

饗 。外反する複合口轡。口縁端部 口縁邸内外面桟ナデ，外面頚部 外面淡黄灰色，一部スス付着。

はやや丸く，，屈曲部の稜はやや鈍 ナデ。肩部横パケ後ナデ消す。 内面暗黄灰色。底部付近炭化

い。なだらかな肩部，良 く張 る胴 胴部縦パケ目，底部 ナデ消す。 物付着。小砂粒を含む。

部よ り突底気味の底部につづ く。 内面頸部ナデ，頚部以下高い所 口径 1 5．1，胴部最大径 21．4，

肩部に 「ノ」の字文が巡る。 か らへラ削 り，上半左上方 ◎下 器高 22．3 C潤。

半右上方向のへラ削り。 （旧 9 I ◎S I O 2言柑9）

P o　2 1

265

饗 。 口縁部外反 して立 ち上がる大
呂縁部内外面蹟ナデ。外面胴部

外面茶黄色，内面暗灰褐色。

きめの．複合口縁。屈曲部の稜はシ パケ目後ナデる。内面主に右方 小砂粒 ◎石英粒を含 む。

ヤープ。 口線端部は角ぼる。頸部 向のへラ削 り，所々左方向もあ 口径 19．1 （推定）C網。

やや長 い。 る。 （旧 9 I ◎S I O 2，510）

P o　22

265

聾。 口綾部は外へ開く複合 口縁。 口縁 ◎頚部内外面桟 にナデる。 内外面淡黄褐色。外面スス付

屈曲部の稜 は鋭 く， 口縁端部はカ 外面胴部 うすいパケ 目。内面胴 着。細砂粒を含む。

ッ トされろ。肩はやや張 り気味。 部上半右方向の削 り，下半左上 口径 15．4，胴部最大径2 3．－6C珊

肩 部に木口状工翠による 「ノ」の

字文 1 個 あり。

方向の削 り。 （旧 9 I ◎S I・0 2，2 19）

P o　2 3

2 65

蜜。 口縁部外反 して立ち上がる複 口綾部内外面横ナデ。外面肩部 内外面茶灰色。外面胴部下半

合口縁。屈曲部は丸味をもつ。口 上方パケ目をナデ消す。以下縦 スス薄 く付着。細砂粒含む。

線端部 は丸く終わる。頸部短 く， 方向を主 とするパケ目調整。内 口径 14．0 （推定）C硯。

縦長の球形を軍す胴部をもつ。肩 面胴部上半右方向 ◎下半左上方 （旧 9 I ◎S I O 2，359）

部 外面に木 口状壬具による刻み目

3 姐 。

向のへラ削 り。

P o　24 蜜。 外反する複合口線。 口縁端部 口綾部内外面横ナデ。肩部パケ 内外面暗黄灰色。外面スス付

カ ットのため角ぼる。屈曲部の稜 目をナデ消す。胴部上位横パケ 着。砂粒を含む。

265

P o　25

はやや鋭い。胴部 は良 く張 り，な 下位縦パケを施 し，後底部付近

ナデ消す。頚部ナデ，以下高 い

自径 15．1，胴部最大径 2 2．3

C釈0だ らかに底部につづ く。肩部にハ

ケ目原体の刻み目が巡 る。 所より上位右上方向 ◎下位左上

方向のへラ削り。
（旧 9 I ◎S 王02，39 7）

饗 。外方 に開 く複合口縁。 口縁端 口綾部内外面桟 ナデ。胴部上位 外面淡黄灰色。スス付着。内

部外面に平坦面を もち肥厚する。 桟パケ目。下位縦ハケ目　 頸部 面暗褐色。小砂粒を含む。口

26 5

P o　2 6

26 5

屈 曲部の痍はやや鋭い。肩部はな 〉付近パケ白をナデ消す。内面頸 径 18．0， 胴部最大径 2 1．3 （推

だらかで胴部 につづ く。肩部には 部ナデ，以下 右方向 のへ ラ削 定）cm

パ ケ目原体による刻み目が巡 る。 り。 （旧 9 王 ◎S I O 2㍉姐0）

短頸蜜。 口＿綾部内湾 し，端部で直 日録部内外面横ナデ。外面肩部 内外面乳灰色。細砂粒を含む。

立する短い優合 口縁。屈曲部 は厚 ナデ仕上げ。以下パケ目後ナデ 口径 13．4 （推定）C耽

くふやや丸味を もっ。口縁端部は る。内面頸部 ナデ。以下右方向 （旧 9 I ◎S I O 2，37 7）

カ ット。器壁は胴部で薄い。 のへラ削 り。

－86－



P o　 27

2 65

短頸聾。口縁部短 く立ち上がる複 口綾部内外面構ナデ。外面頚部 内外而茶黄色。胴部中位一部

合口縁。屈曲部の稜 は鋭い。頸部 から胴部中位にかけてナデ仕上 黒斑。細砂粒 ◎石英粒含む。
の くびれ弱 く，肩部 ゆるやか。器 げ。以下パケ目調整。内面胴部 口径 13．0 （推定）C現。

壁 は胴部で薄 い。 上方ナデる。以下右方向 ◎左上

方向のへ ラ削り。

（旧 9 I ◎S I O2，49 1）

P o　 28

265

蜜。 口縁部強 く内湾 して立 ち上が 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面暗乳灰色。胴部下半スス
る 「く」の字状口縁。口線端部は ◎肩部ナデ仕上げ。以下全面ハ 付着。内面黄灰色。小砂粒少
カット後ナデられ凹む。頚部の く ケ 目調整。内面頚部直下高い所 々含む。
びれ弱 く，胴部は球形。器壁 は底 より右方向 ◎左方向のへラ削り 口径 13．5 ，器高 17．5 C仇。

部で薄い。 底部ナデが施される。 （旧 9 I ◎S 王0 2，509）

P o　29

265

賓。 口綾部内湾 して立 ち上がり， 口縁部内外面構ナデ，外面肩部 内外面淡褐色。細砂粒含む。

端部で内外に肥厚する 「く」の字 パケ目後ナデる。以下パケ目調 口径 14．8 （推定）伽。
状 口縁。 口縁端部はカッ ト。頚部 整。内面 胴部右方 向のへ ラ削 （旧 9 I ◎S W ，199）

の くびれ弱い。岩壁は胴部でうす

い。

り。

P o　 30

266

蛮 口縁部。外にひらく口縁か ら内 外面口繚部凹線，以下ナデ。内 内外面褐色。外面スス付着。
側にわずかに傾 きなが ら内湾気味 面ナデ。 口径 15．4 C欄。
に直立す る口縁。器壁は薄い。 （旧 10 I ◎S I O 2，42 7）

P o　3 1

26 6

高塚 師部。内湾気味に開き，口縁 内外面とも剥離著 しく調整はほ 内外面濃赤黄色。細砂粒を含＿

端部で外反する深めの杯部。口縁 とんど不明だが， 内外面ともへ む。
端部は丸 く終わる。脚部は円盤充 ラ磨 きが施されたと思われる。 口径 17．5 （推定）．cm。

填式 と思われる。 外面下方パケ目認められる。 （旧10 I ◎S I O 2，42 7）

P o　32

266

高時坪部。大 きく外方に開く深め 内外面 と も濃い 2 段 の へラ磨 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

の杯部。口線端部は折 り曲げられ きら 口径 2 2．3 （推定）C硯。

端面丸い。 （旧 9 I ◎S 王0 2，°39 8）

P o　3 3

266

高 杯師部。ゆるやかに開 く大型の 外面杯部パケ目後ナデ仕上げ。 内外面暗灰褐色。石英小砂粒

杯部。口縁端部 は丸味を もつ。外 底部パケ目調整。内面ナデ後磨 を含む。 口径 2 1．5 （推定）C硯

面底部に深い小孔。 き？上半 にパ ケ目強 く残る。 （旧 9 王◎S 王0 2，4 09，4 16）

P o　34

2 66

高塀。大き く外反す る深い師部。 師部内外面縦へラ磨き。柱状部 内外面淡黄灰色。極細砂粒を

口縁端部はカット。脚部 は塔部 に 外面面取 り後ナデ。内面左方向 含む。口径 18．3，脚径 9．7 ，

比 し小型。働端部カット気味。申 へ ラ削 り。裾部内外面ナデ仕上 器高 12．3 C珊

位 に外側から内へ穿っ比較的大 き げ。 （旧 9 I ◎S I O 2，師部 36 2，

な 3 方透 し孔。 脚部3 78）

P o　35

2 66

P o　36

266

P o　37

266

高塀。．シャープに立ち上がり，端 内外面とも風化著 しく調整不明 内外面乳灰色。細砂粒含む。

部で外反する深い師部。口縁端部 の所多い。師部内外面磨 き，外 口径 1 3．7 ，脚径 10．8 ， 器高

ほ丸味を帯びる。脚部は長い柱状 面柱状部面取 り後，磨き。下方 1 1．3 （以上推定値）cm

部 と，低 い所か ら 「ハ」の字状に 不明。内面柱状部左方向のへ ラ （旧 9 I ◎S I O 2，38 5）

外面灰褐色，内面暗灰褐色。

開 く裾部を もつ。脚端部は内側に

折 り曲げ られやや肥厚 する。内面

柱状部下方にへラ痕め ぐる。

高塀。 内湾 して端部で開 く深い囁

削 り，下方調整不明。

師部内外面へラ磨き。

師部外面口綾部はパケ目をナデ

状の師部。口縁端部はカット。

高塔杯部。内湾気味に開 く深い塔

細砂粒を含む。

口径 13．2 cm

（旧 9 I ◎S 王0 2，5 22）

内外面淡黄灰色。細砂粒を含

部。．口縁端部は丸 く終わる。 消 して横方向に磨 く。以下縦に む。

パケ目調整。内面放射状磨き？ 口径 1 1．4 （推定）C硯

あるいはナデ仕上げか？ （旧 9 I ◎S 王 02，37 4）

－87－



P o　38

2 66

小 型器台脚部。 「ハ」の字状に開 外面上方面取り，以下ナデ仕上 内外面暗灰褐色。極細砂粒を

き，端部はカ ット後ナデられ，凹 げ。内面上方ナデ，以下パケ自 含む。脚径 11．6 （推定）cm。

む。上方に 3 方透 し孔。 後ナデ，脚端部ナデ仕上 げ。 （旧 9 I ◎S I O 2，38 0）

P o　39

2 66

高塀。両端部を欠 く。杯部内湾気 杯部外面縦パケ目，以下所々磨 内外面暗黄灰色。細砂粒を含

味に開 く深い杯部で，脚部は短い く。内面磨 き。柱状部外面パケ む。

柱状部と大き く開 く裾部を持つと 目後磨 く。内面左へラ削 り後ナ （旧 9 I ⑳S I O 2，50 8）

思われる。杯部外面底部に深い刺

突孔，裾部に 3方 透 し孔。

デ。以下パケ目後ナデ。

P o　40

1
2 66

高士不。 内湾気味に開 く深い杯部 と 杯部外面パケ目後ナデる。内面 内外面士不部赤黄灰色。脚部乳

短い柱状部から大き く 「ハ」の字 磨き。柱状部外面面取 り。内面 灰色。極細砂粒を含む。

状に開く裾部をもつ脚部。口縁瑞 左へラ削 り。裾部パケ目後ナデ 口径 11．4 ，脚径 15．4 ，器高

部は丸 い。脚端部カ ット。裾部に 仕上げ。 内面左へラ削 り後ナデ 9．4 C椚

外か ら内へ穿つ 3 方透 し孔。 以下パケ目後ナデ。 （旧 9 I ◎S I O 2，5 17）

P o　4 1

2 66

低脚杯。ゆるやかに開 くやや深め 杯部外面 へラ磨き，内面横 へラ 内外面淡黄灰色。極細砂粒を

の琢部と， 「ハ」の字状に開 く小 磨 き，あるいはナデか ？　 脚部 含む。口径 16．6，脚径 4．3，

さな脚部をもつ。口縁端部はカッ 内外面ナデ仕上げ。 器高 5．4 （推定）cm。

卜後ナデられ凹む。脚端部丸 い。 （旧 9 I ◎S 王02，3 69）

P o　4 2

2 66

低 脚杯。ゆるやかに開 く浅い小型 杯部外面パケをナデ消 して，磨 内外面明茶黄色。細砂粒を含

の杯部 と，やや深 く大きな脚部。 く。内面磨き？脚部外面磨 く。 む。口径 1 5．9 ，脚 径 4．8 ，

口縁端部カット。脚端部丸 い。 内面ナデ仕上げ。 器高 4，8 （推定）cm

（旧 9 I ⑳S I O2，52 0）

P o　43

266

低脚杯。ゆるやかに開 く浅い師部 杯部外面パケ目をナデ消 して縦 内外面淡黄灰色 と赤黄灰色。

と 「ハ」の字状に開 く小 さな脚部 方向に磨 く。内面放射状の丁寧 極細砂粒を含む。口径 16．2 ，

を もつ。口縁端部はカットされ鋭 な磨き。．脚部内外面横 ナデ。 脚径 2．0 ，器高 4．8 （推定）cm

い。脚端部は丸 く終わる。 （旧 9 I ◎S I O2，4 90，

4 96）

P o　44

2 66

鼓形器台受部。やや内湾 して開き 外面ナデ仕上げ，内面 口縁端部 内外面灰褐色。石英小砂粒を

端部で大 きく肥厚する。端部の断 ほ幅広の横磨き，以下ナデ仕上 含む。口径 2 0．8 （推定）C7乃

面円形，硬 はやや丸味をもつ。 げ。 （旧 9 I ◎S I O 2，35 5）

P o　4 5

2 66

鼓形 器台。受部内湾気味に外方 に 外面ナデ仕上げ，内面受部幅広 外面淡灰褐色， 内面脚部茶灰

開 き，口縁端部で肥厚 し，・更 に横 のへラ磨き。箇部カット後ナデ。 褐色。受部内面ほぼ全面黒斑

方向にのびる。簡部は短 い。脚部 脚部上より右方向 ◎左方向のへ がみ られる。細砂粒を含む。

は短 く外反 し，端部で肥厚す る。 ラ削 り。端部はナデる。 口径 19．2 ，脚径 16．8 ，器高

受部 ◎脚 部の稜は共にやや鈍い。 9．8 C澗（旧 9 I ◎S I O 2，36 7）

P o　4 6

266

P o　4 7

2 66

鼓形 器台。受部内湾気味に外方に 外面ナデ仕上げ，内面受部磨 き，内外面淡灰褐色。細砂粒を含

開き，口縁端部で肥厚 し，さらに 筒部左方向のへ ラ削 り。脚部左 む。

外方向にのびる。簡部は短い。脚 方向のへ ラ削 り。脚端部ナデ仕 口径 2 1．8 ，脚径 19．上　 器高

部は外反 し，端部はシャープにカ 上げ。

外面パケ目をナデ消す。下方に

10．9 cm

ッ トされる。受部 ◎脚部の硬はシ

ャープ。脚部内面に 2 条 のへ ラに

よる沈線。

小型器台。受部鋭 く開き，端部は

（旧 9 I ◎S I O 2，4 08）

内外面淡褐色。極細砂粒を含

丸味を もって終わる。 パケ目残 る。内面ナデ仕上げ。 む。口径 7．8 cm 。

（旧 9 I ◎S W ，20 2）

－818－



P o　48

267

コ シキ型土器。胴部はやや縦長気 口縁部内外面横ナデ，外面粗い 内外南淡黄褐色。細砂粒 ◎茶

味に直線的にのびる。底部付近で 斜め方向のパケ目残 る。胴部外 色粒子を多量に含む。

丸味をなしてすぼまり，角度をな 面粗 く深いパケ目後縦方向の細 口径 4 7．3，底径 12．9 （推定）

して内傾す る底部に至る。胴部 と ‘かく長い単位のパケ目。底部内 C7花0
底部 との境界 に凸帯を貼付ける。 外面横ナデ。 内面胴部左方向の （旧 9 I ◎S I O2，39 2，406，

口縁端部 ◎底 部端部 は凹面を な へラ削 り。パケ目ところどころ 4 13，4 26，4 36 ，49 4，514 ，

す。大型のわりに器壁はうすい。 残 る。胴部上位 に削 り後ナデが 536 ，‘80 2 p
環状把手が上下二対装着される。 認められる。 10 I ◎S I O 2，1 144，1 18 1，

1198， 152 1，1524。

9 I ◎S E O l，47 4，5 5 1。

11 H ◎S X O5，183 1。その他

9 I ◎N W ，S W ，10 I ◎N E ，

S E ， 9 H ⑳N W ， S W ）

F　 l 釣針。針先を欠損。 残存長 3，6 ，径 0．3 cm 挿 図267

（旧 9 I ◎S I O 2，5 16）

F　　 2 刀子か ？ 最大幅 0．9 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図267

（旧 9 I ◎S I O 2言娼8）

F　　 3 棒状鉄製品。 最大幅 0．7 ，厚 さ 0．5 cm 挿 図267

（旧 9 I ◎S I O 2，3 54）

▼F　　 4 剣先型鉄製品。基部欠損。 残存長 5．3 ，幅 1．5 ，厚さ 0つ 5 挿 図2 67

C珊 （旧 9 I ◎S I O 2，532）

F　　 5 刀子。 長 さ 6．5 ，刀幅 1，1，厚 さ 0．2 挿図26 7

cm （旧 9 I ◎S I O2，4 12）

P o　 l

27 0

壷。 やや太い頚部の上位で強く外 口縁部内外面槙ナデ。外面頚部 内外面淡橙褐色。小砂粒を多

反 し段をなしてロ縁部に至 る。口 横ナデ。t肩 部パケ目調整後ナデ 量 に含む。 5 御大の茶色粒子

縁端部は凹面をなし，角張 る。頸 消す。内面頸部ナ デ。指頭圧痕 を含む。

部 と胴部 との境界は形態的には強 残る。パケ目が認められる。肩 口径 2 2．3 C撒。

くあらわれない。 部右方向のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O 2，1425）

P o　 2

270

壷。 口縁部は直立する複合口縁で 口縁部内外面横ナデ。頚部 ～肩 内外面淡褐色。 口縁部及び胴

端部は平坦面をな し，やや外側 に 部縦方向のパケ目施 されるがナ 部 に一部黒斑有 り。外面胴下

外反する。屈曲部上位にパケ目残 デ消される。胴部上位横方向の 半スス付着。細砂粒 ◎茶色粒

り沈線状をなす。屈曲部上面工具 パケ目。胴下半部縦方向め単位 子 を比較的多量 に含む。

により削 られ鋭い稜を呈す。頸部 の長いパケ目。その境界 は様方 口径 16．2，胴部最大径 2 7．6，

下位横ナデにより段をなす。肩部 向を基調 とするパケ目が施 され 器高3 4．4 cm。

なだ らか．で胴部は縦長の倒卵形。 る。パケ目は細かい。内面頚部

ナデ。下位 に指圧痕残 る。胴部

内面上半右方向のへラ削 り，下

草左方向のへ ラ削り。胴下半部

についてはナデ仕 上げ的。

（旧10 I ⑳S I O2，1403）

P o　 3

27 0

壷。 口縁部は外反する短い複合口 口縁部内外面榛ナ‘デ，外面頸部 内外面橙褐色。小砂粒を含む。

縁で，屈曲部内面に明瞭な段をな 横ナデ。胴部左方向のパケ目調 口径 24．5 ，胴部最大径 2 7．4

さない。肩部 はなだらかで，胴部 整後肩部ナデこ　頸部内面ナデ。 cm 0
は倒卵形を呈す。 指頭圧痕残 る。胴部下半左上方

向のへ ラ削 り後最大胴径位やや

下位 まで右方向のへラ削 り。

（旧10 I ◎S I O 2，14 10）
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P o　 4

2 70

壷 。 ゆるやかなカーブを措く肩部 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面橙褐色。小砂粒多量含

か ら直立 した頚部をつ くり，頚部 横ナデ，縦方向のパケ目残 る。 む。

上位で横方向に外反 させ，いった 胴部上半横方向のパケ目後一連 口径 2 5．6 ，胴部最大径 28．8

ん段をなして口縁部へつづく。口 の斜め方向のパ ケ目， さらに肩 C珊○
縁部の外反はさほど強 くはない。 部に横方向のパケ目を施 し，上 （旧 10 I ◎S I O 2，1350）

屈 曲部は鋭い稜をな し，下面に 2 位 ほとんどをナデ消す。胴部下

条の凹みを残す。 半乱方向のパケ目調整，縦方向

の傾向が認め られる。内面頸部

ナデ。胴部上半右方向のへ ラ削

り，下半左上方向のへラ削 り。

P o　 5

27 0

大 型壷。 口綾部は長 く内傾気味で 口頚部内外面 とも横ナデ。口縁 内外面淡茶褐色。外面口縁部

口縁部 と頸部 との接合部に凸帯を 端部 ◎貼付凸帯部 ◎頚部下位 に 内面頚部中位まで炭化物濃 く

貼付ける。頚部はゆるやかに外反 強 い横ナデが走 る。外面口頚部 付着。突帯装着痕 （擬口縁部）

しなが ら肩部へ続 く・。粘土板積み 粗いパケ目 （4 ～ 5 閻 幅）が残 にも炭化物付着認められる。

上げ成形で擬 口縁でわかれている る。口縁部内両荒い横方向のナ 器面全体 に滑 らかで光沢があ

屈曲部直下内外面に沈線状の凹み デ，パケ目残る。頸部横方向の る。細砂粒 ◎茶色粒子を含む。

がみ られる。 パケ目後横 ナデ。 口径 3 6．0 （推定）C硯。 （旧10

頚部下位ナデ。 I ◎S I O 2， 1131， 113 3，

1282， 1542。

10 I ◎S I O l，665 。

10 I ◎S E ，36 7，373，60 0）

P o　 6

27 1

壷 。 口縁部は強 く外反するやや長 口縁部内外面礁ナデ。外面頚部 内外南淡黄褐色。細砂粒多量

めの複合 口縁で屈曲部の稜は鋭 く 横ナデ，パケ目痕あり。肩部ハ 含む。

はないがやや下向きに引き出され ケ目調整。内面頚部ナデ，肩部 口径 12．9 C澗

る。肩部の器壁は非常に薄 い。 右方向のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O2，1121）

P o　 7

27 1

壷。 強 く外反する複合口縁で，口 口縁部内外面桟ナデ。外面頸部 内外南淡橙褐色。細砂粒 ◎茶

縁端部は内面の強い横ナデによ り ～肩部ナデ。 内面頸部ナデ，肩 色微粒子を含む。

上方へのび，瑞面 は 1 条 の凹みが 部右方向のへ ラ削 り。 口径 20．8 C爪。

巡 る。頚部 は比較的短い。肩部に

刻み目が認め られる。

（旧10 I ⑳S I O2，14 08）

P o　 8

27 1

壷 。球形の胴部 から角度を変えて 口縁部内外面桟ナデ，外面頚部 内外面橙褐色。小砂粒を比較

外方へ開 く頚部はいったん段 をな 横 ナデ，胴部横方向のパケ目後 的多量に含む。茶色粒子含有。

してさらに外へ開 く。 口縁端部は 乱方向のパケ目。 内面頚部ナデ 口径 20．9 ，胴部最大径 2 8．3

平 坦面をなし，屈曲部は横方向に 絞 り目残 る。胴部右方向のへラ C珊0

引き出され る。頚部内面上 ◎下端 削 り，網下半部左上方向のへラ （旧 10 I ◎S I O2，1射 0）

に l 条 の凹みがある。 削 りが認め られる。

P o　 9

27 1

大型 丸底壷。口縁部は直線的に外 口綾部縦 方向 のパケ 目後横 ナ 内外面暗褐色。内外面 ともス

反 し，端部 1 カ所 を外方に折 り曲 デ。端部内外面横ナデ。片口部 ス付着。細砂粒を含む。

げ片口とする。胴部最大径位 は上 ナデ。外面頸部強い横ナデ。胴 口径 24．2，胴部最大径 16．1，

位にあり，底部はゆ るやかなカー 部パケ目調整後ナデ仕上 げ。内 器高 16．4 C珊

ブを措 く。 面目縁部横 ナデ　 中位パケ目残

る。胴部上半左方向の，底部左

方向のへラ削 り，後ナデられて

いる。

（旧10 I ◎S 王0 2，1334）

P o lO

2 7 1

小型 丸底壷。口縁部欠損。 外面横方向の細かいへ ラ磨き。 内外面明橙褐色。細砂粒を多

最大径は胴部上位 にある。 内面頸部横方向のへ ラ磨きl 内 量に含むが緻密。白色微粒子

面胴部右方向のへラ削 り後横方 がめだっ。

向のへラ磨 き。 胴部最大径 5．5 C硯。

（旧10 I ◎S I O2，130 5）
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P o ll

27 1

小 型丸底壷。 口縁部 は外反する長 外面 口縁部縦方向のへラ磨き， 内外面淡灰褐色。細砂粒を含

めの 「く」の字状日額で，端部で 上位パケ目残る。胴部パケ目調 む。

さらに若干外反す る。胴部 は扇平 整。部分 的 にナデ消 され てい 口径 10．3 ，胴部最大径 9．6 ，

な球形を呈す。器壁 はやや厚い。 る。底部回転を利用 したへラ削 器高 9．2 cm

りが認められるがナデで仕上げ

られている。内面 口縁部へ ラ磨

きの後横方向のナデ，胴部下半

より左方向の粗 いへ ラ削 り。指

頭圧痕残 る。

（旧10 工⑳S I O2，1169）

P o 12

2 71

小型丸底壷。口縁部は 「く」の字 外面 口縁部縦方向のへラ磨き， 内外面明橙褐色。細砂粒 ◎白

状 口縁で外方へ直線的に伸びる。 頸部ナデ， 胴部粗 いパ ケ目調 色微粒子がめだっ。

端部内面横ナデにより内側に稜が 整。所 々ナデ消され，最大胴径 口径 9．8 ， 胴部最大径 9．1，

入 る。胴部最大径が上位にある球 位にパケ目よく残 る。内面口緑 器高 9．7 5 C爪。

形の胴部をもつ。 部横ナデ， 口縁部下位に斜め方

向のへラ磨 きが残 る。胴部左方

向のベ ラ削 り。

（旧10 I ◎S 王　02，1 14 0）

P o 13

27 1

小 型丸底壷。口縁部は外方へ直線 外面 口縁部から胴上半部まで横 内外面明橙褐色。細砂粒を含

的に開 く 「く」の字状 口縁で，端 方向の疎 らな細かいへ ラ磨 き。 む。

部 は丸 くおさめる。胴部最大径は 胴部下半パケ目調整の後ナデ消 口径 9．3 ， 胴部最大径 9．6 ，

中位にあ る。 し。内面 口縁部横ナデ，胴部内 器高 9．9 C珊

面左方向のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O2，1306）

P o 14

271

小 型丸底壷。 口縁部 は短い 「く」 口綾部 内外面横ナデ。外面胴部 内外面黒褐色。細砂粒 ◎白色

の字状口縁で，端部丸 く終わる。 交錯するパケ 目， 内面肩 部 ナ 粒子を多量に含む。

胴部は球形。 デ，胴部右方向のへラ削 り。 口径 8．3 （推定），胴部最大

径 9．8 C硯。

（旧10 I ◎S I O2，1066）

P o 15

2 71

小型 丸底壷。 口縁部 は直線的に外 口縁部内外面横ナデ，外面ノヤケ，色調淡灰褐色。胎土細かく均

傾する。最 大径 は胴部 中央 にあ 内面へ ラ削 り。 一。口径 7．2 ， 器高 7．5 血 。

り， 口綾部と胴部の比 は 1 ：3 。 （旧10 I ◎S 王0 2，14 06）

P o 16

27 1

小 型丸底壷。口縁部はやや長 い複 ロ縁部 内外面横 ナデ，内面にへ 内外面淡黄褐色，胴部内面暗

合口縁で屈曲部の稜は鈍い。胴部 ラ状工具による沈線状のもの観 褐色。細砂粒を含む。

は扇平な球形を呈 し，胴部最大径 察される。胴部横方向のパケ目 口径 9．4 ，胴部最大径 10．3，

は中位にある。 調整。肩部パケ目をナデ消 して 器高 12．2 C爪。

いる。肩部に l c珊角の布目痕あ

り。胴部 内面 左方向 のへ ラ削

り，後下半ナデ仕上げ。

（旧10 I ◎S I O 2，11 19）

P o 17

27 1

小型 丸底壷。口縁部は内湾気味の 口縁部内外面桟ナデ。胴部外面 内外面暗黒灰色。小砂粒を少

「く」の字状口縁で， 口縁端部 は 横方向を基調 とす るパケ目。胴 量含む。白色微粒子がめだっ

内側 に若干肥厚する。胴部球形。 部内面左方向のへ ラ削 り，後胴 口径 8．5 ， 胴部最大径 9．6 ，

下半部ナデ。 器高 8．9 C刑。

（旧 10 I ◎S I O 2，1128）

P o 18

27 1

小 型丸底壷。口縁部は外方へ直線 外面 口綾部から肩部 まで横方向 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

的に開 く 「く」の字状口縁で，端 の疎 らな細かいへ ラ磨き。胴部 む。 口径9．2，胴部最大径 8．6

部 は丸 くおさめる。端部内面若干 に幅狭 いパケ目調整。内面 口縁 器高 8．8 cm

稜 を なす。 部榛 ナデ。胴部左方向のへ ラ削 （旧10 I ◎S I O 2， 1153，

り。 1550）

P o 19

27 1

小 型丸底壷。頚部に強い横ナデ。 外面縦パケ後構パ ケ。 内面へラ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

口線端部に強い横 ナデ。 削り。 口縁部内外面桟ナデ。 口径 10．5 ，器高 10．8 cm 。

（旧10 I ◎S I O2，1582）
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P o　20

2 71

小 型丸底壷。口縁部は 「く」の字 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡褐灰色。細砂粒を含

状口　 で，端部は丸 くおさめる。 細かいパケ目。最大胴径位まで む。胎土徹密。

最大 径が 胴部 の中位 にある扇球 ナデ消す。胴部内面上位右方向 口径 7．9， 胴部最大径 9．2 ，

形を呈す。肩部に 2 条 の木口状工 のへラ削 り，下位左方向のへラ 器高 8．0 cm

異 に よる刻み 目を施す。 削 り。 （旧10 I ◎S I O2，1078）

P o　21

2 71

小 型丸底壷。口縁部は外方へ直線 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡褐色。外面スス付着

的に開き，端部は丸 く終わる。胴 パケ目が認められるがナデ仕上 細砂粒を含む。口径 9．6 ， 胴

部最大径は中位にある。 げ。内面胴部左方向のへラ削 り 部最大径 10．5 C郡。 （旧10 I ◎

内面摩滅。 S I O2，110 1，14 33）

P o　22

27 1

小型 丸底壷。 口縁 部 はやや短 い 外面口縁部から肩部横方向の疎 外面淡褐色。外面スス付着。

「く」の字状口縁で，端部は内側 らなへラ磨き。以下胴部パケ目， 内面黒灰色。細砂粒を含む。

に肥厚 し硬をなす。 胴部は最大径 内面口縁部横ナデ，胴部左方向 略土徴密。 口径 9．1 ，胴部最

が中位にある球形を呈す。 のへラ削 り。 大径 10．5 ，器高 9．6 cm 。

（旧10 I ◎S I O 4，1098）

P o　2 3

27 1

小 型丸底壷。口縁部は内湾気味の 口縁部内外面横 ナデ。胴部外面 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

「く」の字状口縁で，胴部は扇球 パケ目調整。 ところどころナデ む。口径 8．9 ， 胴部最 大径

形を呈す。器壁はやや薄い。 消 し。内面胴部右方向のへ ラ削 ’10．4 cm （旧10 I ◎S I O 2，

り。 1369， 1370）　　　　　 1

P o　24

272

聾。 口縁部外反 し，端部で内に肥 口縁部内外面膚ナデ，外面胴部 外面茶褐色。口綾部スス付着

厚 して丸 く終わる複合口縁。屈曲 ナデ仕上げ，内面胴部右方向の 内面淡茶褐色。循砂粒を含む

部の稜 は上面を鋭 ぐカットざれ， へラ削 り。． 口径 15．2 （推定） cm。

かなりシャープ。器壁は頚部で厚

め。

（旧10 I ◎S 王02，158 6）

P o　25 聾。 やや外湾する複合口縁。 やや 口縁部内外面構ナデ。外面縦ハ
内外面淡褐色。胎土細かく均

肩のはる胴部。 ケ後不規則な槙パケ。内面斜め 一。口径 13．2 ，器高 18．2 C潤。

2 72 方 向 のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O2，1392）

P o　26

2 72

賓。 口縁部内湾気味に立ち上が り 口縁部内外面横 ナデ，外面肩部 内外面暗灰褐色。細砂石英粒

端部で外反す る複合口縁。 口縁端 パケ目をナデ消す。以下パケ目 を含む。口縁部 ◎胴部下半外

部 は角ぼる。屈曲部の稜はナデら 後ナデる。内面肩部ナデる。以 面スス付着。口径 1 6．9 （推定）

れ るが鋭 さを残す。 下左方向のへラ削 り。 C7n （旧10 I ◎S I O 2，158 9）

P o　27

2 72

聾。 大型。 口縁部外反 してのびる 口縁部内外面横 ナデ，外面肩部 外面暗黄灰色。胴部下半スス

複合口縁。屈曲部の稜 はナデのた パケ目をナデ消す。以下パケ目 付着。 内面茶黄灰色。細砂粒

め丸い。 口緑端部は内にやや肥厚 後ナデる。パケ目調整。内面頸 を含む。

し端面角ぼ る。 部ナデ，以下右方向 ◎左上方向 口径 19．8 （推定）cm。

のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O 2，1186）

P o　28

27 2

P o　29

27 2

賓 。 口縁部は 「く」の字状口縁で 外面口頸部横ナデ後横方向のへ 内外面橙褐色。細砂粒多量 に

口縁端部 は 1条 の凹みがある。胴 ラ磨き，胴部上半横方向のパケ 含む。 白色微粒子めだっ。

部最大径 は中位 にある。ロ縁部の 目，下半斜め方向のパケ目を施 口径 1 1．6，胴部最大径 13．6，

器壁はやや薄い。

賓。 口縁は外へ開 く 「く」の字状

したのち，胴部 叛 下位まで横 器高 1 1，6 C珊

方 向のへラ磨 き。内面口縁部横

ナデ。肩部ナデ。胴部左上方向

のへラ削り。

口縁 ⑳頚部内外面横にナデる。

（旧10 I ◎S I O 2，1539）

内外面淡黄褐色。外面胴部ス

口縁。口縁端部はカットされ外へ 外面ノ、ケ目。内面胴部右方向の ス付着。細砂粒を含む。

肥厚気味となる。頚部は短 く， な へラ削 り，底部指頭圧痕残る。 口径 12．8，胴部最大径 15．7，

だらかな肩か ら球形の胴部につづ 器高 18．1 cm 。

く。肩に木口状工具による 「ノ」

の字文が巡 る。胴部横 3 ヶ所に外

側からの穿孔がある。

（旧 10 I ◎S I O 2，1431）
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饗。口縁端部に強い横ナデが入る

「く」の字状口縁。端部は内傾す
る。やや細長い胴部。外面スス付
着。

口縁部内外面横ナデ，外面縦パ

ケ。肩部横パケ。内面縦から斜
め方向のへラ削り。

外面黒褐色　内面淡暗褐色。
胎土細かく均一。

口径摘．5，器高24．1C椚。
（旧10I◎SI O2，1442）

Po　31 高杯。外反気味に外に開く深い杯

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　っ

外面杯部縦方向のへラ磨き。柱 内外面黄灰褐色。細砂粒を含

272
部と長い柱状部から「ハ」の字状 状部上半縦方向のパケ目以下ナ む。
に開く裾部を持っ脚部。口縁端部 デる。内面杯部横方向のへラ磨 口径17．上　器高14．5cm。
はカット気味に丸い。琢底部外面 き。下部らせん状のへラ磨き。 （旧10 I ◎S I O2，1077）
に小孔をもつ。脚端部カット。 脚部内面絞り目残る。以下左方

向のへラ削り。裾部パケ目後ナ

デ。

Po　32 高塀。外方に開くやや深い杯部と

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　っ

外面杯部縦方向のパケ目後ナデ 内面赤褐色。外面黄灰褐色。

272

長い柱状部から「ハ」の字状に開 る。脚部縦方向のへラ磨き。裾 網砂粒を含む。
く裾部を持つ脚部。口縁端部外に 部縦方向のナデ。内面杯都債ナ 口径15．7，器高14．5C刑。

カット。杯底部外面小孔あり。脚 デ。柱状部上部右斜め上方向の （旧10I ◎S I O2，1070）
端部カット。裾部内面2条のへラ へラ削り。裾部らせん状のパケ

状工具による放線を施す。 目。

高塚。浅く大きく開く杯部は端部 外面パケ目調整後横方向のへラ 内外面黄褐色。杯部に黒斑あ

でさらに外反させる。脚部はやや 磨き。内面琢部横へラ磨き。柱 り。細砂粒を多量に含む。口

太く裾部はゆるやかに広く開く。 状部左方向のへラ削り。裾部ハ 径15．9，脚径11．5，器高10，7
杯底部外面小孔あり。3万透し孔 ケ目後横ナデ。． C帯・（旧10 I ⑳S I O2，1420）

Po　34 高塚琢部。平坦な底部から外に開 外面杯部縦方向のパケ目後構方 内面淡黄褐色タ．外面淡灰褐色。

273
く琢部。口縁端部l条の凹線。 向のへラ磨き後縦方向のへラ磨 細砂粒を含む。

き。土不部内面横方向のへラ磨 口径15．0cm。

き。 （旧10 I ◎S I O2，1378）

Po　35 高塚師部。平坦な底部から外へ開 外面杯部縦方向のパケ目後横方 内面赤褐色，外面赤褐色気味

273

く杯部。口縁端部はやや外反しカ 向のへラ磨き。内面杯部横方向 の淡褐色。細砂粒を含む。
ット気味。 のパケ目後横方向のへラ磨き後 口径15．9C撒。

縦方向のへラ磨き。内外面とも

弧状のスス付着。

（旧10 I ◎S I O2，1546）

Po　36

273

高塚杯部。平坦な底部から外反気 外面杯部縦方向のへラ磨き。屈 内面赤茶褐色，外面暗褐色。
味に立ちあがる深い杯部。口縁端 曲部はナデる。内面杯部上部構 細砂粒を含む。
部角ぼりl条の凹線あり。外面屈 方向のへラ磨き，以下縦方向の 口径17．8cm。

曲部に鋭い稜をも？。杯底部外面

に小孔をもつ。

杯部外面スス付着。

へラ磨き。 （旧10 王　◎S 王02，1360）

Po　37 高塀琢部。外方に開くやや浅めの 外面琢部縦方向のパケ目後槙方 内外面淡褐色。細砂粒を含む

273
杯部。口縁端部カット気味。 向のへラ磨き－。内面師部上半横 口径15．9C撒。

方向のパケ目後横方向のへラ磨

き。風化のため調整が明瞭でな

い。縦方向のへラ磨きあり。

（旧10‡◎S I O2，1552）

Po　38

273

高塀杯部。平坦な底部から外に開 外面琢部縦方向のハケ冒後様方 内外面とも橙褐色。細砂粒を

く浅い’杯部。口縁端部に1条の凹 向のへラ磨き。杯部内面縦方向 含む。口径16つC刑。
線あり。 のへラ磨き。 （旧10 I ◎S I O2，1060）

Po　39

273

高塀杯部。平坦な底部から外へ開 外面杯部横方向のへラ磨き後縦 内面赤褐色，外面淡褐色。細

く琢部。口縁端部外反しカット。 方向のへラ磨き。杯底部縦方 砂粒を含む。

向のパケ目残る。内面師部横方 口径16．0cm。

向のへラ磨き後縦方向放射状の

へラ磨き。

（旧10 I ⑳S I 02，1419）
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高 杯塔部。外方に開 く浅い師部。 外面杯部横方向及び縦方向のハ 内外面灰褐色。細砂粒を含む

口縁端部 カット気味。 ケ目後構ナデ消 し。内面師部縦 口径 14．7 C冊。

方向の磨き後ナデ消 し。 （旧10 I ◎S I O 2，1044）

P o　41

2 73

高杯師部。外方に開 く塔部。杯部 外面師部斜め方向のパケ目後構 内外面暗褐色。細砂粒を含む

中位器壁が厚 い。口縁端部カット ナデ，師部底部はナデ。内面塔 口径 14．7 C仇。

気味だが丸 い。 都債ナデ。塔底部不定方向のパ

ケ目後ナデ。

（旧10 I ◎S I O2，1583）

P o　42

2 73

高塔 。外方 に開 くやや深い塔部 と 外面塔部桟方向及び縦方向のハ 内外面灰白色。細砂粒を含 む

長い柱状部をもつ。裾部欠損。口 ケ目後横方向の↑ ラ磨き，後縦 口径 16つ C硯

縁端部 はカ ット気味。杯底部外面 方向のへラ磨き。・脚部面取り後 （旧10 I ◎S I O 2，14 37）

に 2 つの小孔を もつ。 縦方向のへラ磨き。 内面師部横

方向のへ ラ磨 き後縦方向のへ ラ

磨き。脚部 内面右 上方向のへラ

削 り。

P o　43

273

高塀 。 シャープにの びる浅 い輝 師部内外面パケ目後ナデ後磨き。内外面暗灰褐色 と茶褐色。細

部◎　口縁端部は尖り気味に丸く終 外面柱状部人ケ目後へラ磨き。 砂粒を含む。

わる。大きな柱状部から高い所で 裾部パケ目後ナデ後へラ磨き。 口径 16．4 ，脚径 12．1， 器高

ゆるやかに 「ハ」の字状に開 く裾 内面柱状部左方向のへラ削 り。 12．5 C邪。

部を もつ脚部。脚部 3方 透 し孔。

外か ら内へ穿っ。

裾部パケ目後ナデ？ （旧10 I ◎S I O2，1 150）

P o　44

273

低脚杯。内湾する深い杯部。脚部 外面師部不定方 向のパ ケ 目。 内面茶褐色，外面淡褐色。細

一部欠損。 口縁端部カット。脚部 杯嘩部パケ 目後桟 ナデ。 内面 砂粒を含む。

内面さとへラ状工具 による刻み？ 杯部縦方向のへラ磨きがあるが 口径 14．O c珊

風 化著 しく不明瞭。脚部内外面

共棲ナデ。

（旧10 I ⑳S I O2，1434）

P o　45

273

低 脚塔。ゆ るやかに開 く小型の浅 師部外面パケ目後磨 く。内面丁 内外面淡黄灰色。細砂粒を含

い杯部。口縁端部は丸味を もつ。 寧 なへラ磨き。脚部外面面取 り む。

脚部小さく 「ハ」の字状に開 く。 後磨き。脚端部榛 ナデ。内面桟 口径 1 5．3 ，脚径 4．2， 器高

端部で丸く終わる。師部内面底部 ナデ。 5．O C盈

に浅い小孔あり。 （旧10 I ◎S I O2，1588）

P o　4 6

273

低脚杯。内湾する深い師部に短 く 外面輝部不定方向のパケ目後横 内外面暗褐色。細砂粒を含む。

「ハ」の字状に開 く脚部をもつ。 ナ デ。内面縦方向のへラ磨き後 口径 1 5．1，器高 6．O c飛。

口縁端部カット，脚端部は丸 い。 らせん状の板状工具によるナデ

？ 脚部内外面榛ナデ。

（旧 10 I ◎S I O2，1377）

P o　47

273

低 脚杯。浅い杯部に短 く 「ハ」の 外面師部パケ目後麟方向のへラ 内外面赤褐色。細砂粒を含む。

字状に開く脚部。口縁端部はカッ 磨き後縦方向のへラ磨 き。内面 口径 15．0 ， 器高 4．4 C硯。

ト。脚端部は丸 く終わる。 塔部縦方向のへ ラ磨き。削 り痕

あり。・

脚部内外面 とも横ナデ。

（旧10 I ◎S I O2，129 5）

P o　48

273

低潮 時。浅い塔部に短 く 「ハ」の 外面師部横方向のへラ磨き後縦 内面黄灰褐色，．外面淡赤褐色。

字状に開 く脚部。口縁端部はカッ 方向のへラ磨 き。一部パケ目残 細砂粒を含む。

ト。脚端部は丸 く終わる。 る。師部 内面縦方 向 のへ ラ磨 口径 15．7 ， 器高 4．2 C珊。

き。脚部内外面桟 ナデ。 （旧10 I ◎S I O2，109 7）

P o　49

27 3

器 台受部 か？。頚部に強いヨコナ 外面縦方向のへラ磨き後 ヨコナ 内外面橙褐色。

デ。ゆるやかに大きく外傾する頸 デ。内面頚部ナデ。受部 ヨコの ・胎土細か く均一。

部。．肥大 して平坦な稜。口縁 は肥 へ ラ磨き。 口径 13．5 cm

大 しつつ端部に強いヨコナデが入

る。

（旧10 I ◎S I O2，15 16）
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高塚 型器台。脚部に 3 方の円形の 外面縦パケ後横の細かいへラ磨 内外面淡茶褐色。胎土 1 閻大

透 し孔をもつ。内湾ぎみに外方 に き。内面杯部ナデ後 口縁下部に の粒子を均一 に含む。

開 く杯底部 に稜をもち，直線的に 埠のへラ磨き。脚部パケ後へ ラ 口径 8．9 ，．底径 ］2．2 ， 器高

外傾する口縁部に続 く。 削 り。端部横ナデ。 8．9 cm

（旧 10 I ◎S I O 2，1538）

P o　51

27 3

小型器台受部。浅 い盃状を呈す。 外面受部密 な横方向のへ ラ磨き 内外面淡褐色。口縁部一部黒

端部角張 り， 1 条 の凹線がある。 若干パケ目残 る。簡部縦方向の 斑あり。細砂粒を含む。胎土

へラ磨き。内面受部横方向のハ 徴密。

ケ目後ナデ仕上げ。簡部工具抜 口径 8．2 cm 。

き取 りと思われるらせん状の擦

痕が認められる。

（旧10 I ◎S I O 2，1163）

P o　52

273

小 型器台。直線的に外傾する受部。外面受部縦パケ後縦方向のへ ラ 内外面淡茶褐色。胎土 2 御 大

磨 き。脚部縦方向のへ ラ磨き。 の粒子を多 く含む。

頚部横ナデ。内面横のへラ磨 き 口径 10．4 C胱

頚 部絞 り後ナデ。 （旧10 I ◎S I O 2，13 76）

P o ・53

2 73

小型 器台。直線的に外傾 し，端部 外面横の後縦方向のへラ磨き。 内外面褐色 と淡茶褐色。胎土

で強 く内湾する脚部。 内面頚部絞り後横方向のへラ磨 細かく均一。

き。 口径 10．5 cm

（旧 10 I ◎S I O 2，1143）

P o　54

．2 73

小型器台。受部は基部でややせば 外面パケ目調整後疎 らなへ ラ磨 内外面暗橙褐色。細砂粒 ◎白

まるが内湾気味に開き，端部は内 き。内面受部パケ目後ナデ。簡 色微粒子を含む。
側にやや肥厚する。脚部は大きく 部絞 り目。脚部左回 りの連続的 口径 8．4 ， 器高 10．0 ，脚径

開き脚端部は丸 く終わる。脚部三 なパケ目調整。脚端部横ナデ。 10．8 cm 。
方透 し孔と思われるが， うち 1 つ

は貫通 していない。

（旧10 I ◎S I O2，118 0）

P o　55

273

小 型 の鼓形器台。稜をもたない。 外面槙 ナデ，内面へラ削 り。脚 内外面淡灰褐色。胎土細か く

脚裾端部はやや上方 にひきだす。 裾端部槙ナデ。 均一。底径 12．3 cm

（旧 10 I ◎S I O 2，12 21）

P o　56

273

鼓形 器台。稜をもたない。脚部外 外面横ナデ。内面杯部不定方向 内外面橙褐色。細砂粒を含む。

面は強い横ナデで屈曲する。 のへ ラ磨 き。脚部へラ削 り。

l

口径 16．6タ器高 9．2，底径 16．2

cm （旧10 I ◎S I O 2，1374）

P o　57

2 73

鼓形器台。稜 は水平方向にのびる。 外面横ナデ， 内面 脚部 へ ラ削 内外面淡灰褐色。胎土 l閻 大

脚端部に強い横ナデ。 り。受部横方向のへラ磨き。 の粒子を均一に含む。

底径 16．6 C珊

（旧10 I ◎S I O 2，142 1）

P o　58

2 73

鼓形器台。受郡上半欠損。簡部短 外面受部 ◎脚部 とも横ナデ。内 内外面淡乳白色。細砂粒多量

く，脚部は外方へ強 く開き脚端部 面受部へラ磨きと思われるが単 茶色粒子を含む。

は横方向へのび平坦面をつくる。 位不明。脚部左方向めへラ削 り 脚径 16．9 cm

簡部 の稜はやや鋭い。 後ナデ仕上げ。 （旧10 I ◎S I O 2，1063）

tp 0　59

27 3

P o　60

274

鼓形器台。受部わずか内湾気味に 外面受部 ◎脚部 とも横ナデ。内 内外面淡橙褐色。細砂粒多量

外方へ 開き端部を外へ折 り曲げる。面口縁端部横ナデ後やや細かい 白色微粒子を含む。

簡部は短 く，＿脚部は直線的に強 く 単位のへラ磨き。受部左方向の 口径 20．9 ，脚径 18．5 ， 器高

開き，脚端部は上方へ折 り曲げ ら へラ削 り後単位の大きいへ ラ磨 10．6 C鵜。
れる。簡部の稜は鈍 いが各々に沈 き。脚部右方向のへ ラ削 り。脚 （旧10 I ◎S I O 2，1127）

内外面赤褐色。砂粒を含む。

線を施 し稜を作り出している。 端部榛ナデ。内面全体ナデ仕上。

椀。深い椀で口縁部は欠損。底部 外面細かい桟へラ磨き。内面不

は上げ底。 定方向の粗いベ ラ磨き。 底径 4．2 cm。

（旧10 I ◎S I O 2，1 20 6）
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椀 。浅い椀状をなし， 口縁端部は 外面 口縁部ナデ，体部横方向に 口縁部橙褐色。底面灰褐色。

カットされず凹凸を もつ。 へラ削 り。外面器面粗い。内面 3 閻大の砂粒を含む。

口縁部を横方向のパケ目後底面 口径 15．2 ，器高 4．8 C冊。

を同一方向にパケ目調整 し，器

面を平 らに している。

（旧 10 I ◎S I O2，10 75）

P o　6 2

274

椀。 口縁部潔め らかに内湾す る浅 外面上部横方 向のパケ目，以下 内外面赤褐色，一部黒灰褐色。

い椀。口縁端部 l 条 の凹線あり。 不定方 向のパケ 目。内面一部横 砂粒 を含む。

方向のパケ目及び同方向のへラ 口径 14．1， 器高 4．3 C冊。

磨き，他は摩滅により調整不明。 （旧10 I ◎S I O 2，1090）

P o　63

274

小型 のコシキ形土器。底部。頸部 外面縦パケ。把手接合後 へラ削 内外面褐色。

にやや下方にまっす ぐのびる凸帯 り。内面へラ削 り。底部内外面 底径 10．6 C澗

を もつ。端部 は平 ら。環状の把手

が 1 対つ く二：。

榛ナデ。 （旧10 I ◎S I O 2，14 12）

P o　64

271

手づ くね土器。無頸壷様の ミニチ 外面パケ，内面指押え。 内外面淡茶褐色。胎土細か く

ユア土器。！ 均一。

（旧10 王◎S I O 2，1 130）

P o　65

271

手 づ くね土器。底部か ら直線的に 内外面へラ状の工具による削 り 内外面下から 2 cm まで全面に：

開 く塊状のものを作 った後，約 2 的 ナデ。口縁部指頭圧後軽いナ 黒斑あ’り。口縁部淡黄褐色。

C現の日録部を貼 り．‘っ吟引き出す。 デ。 胎土細か く均一。口径 8．0 ，

器高 7．3 ，底径 3．6 C硯。

（旧10 王　◎S I O2，10 9 1）

B　 l 銅鐸。鐙 部に文様あ り。外縁に連 全長 8．8 ，鐸部高 6．5 ，鈍部高 挿図2 77

続渦巻文，内線に S 字状渦巻文。 2．3 ，厚み平均 0．2 5 C刑。 重量

14 0 伊，鐸身断面最大長軸 5．7 ，

最大短軸 2．4 C珊。

（旧10 I ◎S W ， 5 ）

F　 l 曲刀鎌。 最大幅 2．7 ，厚さ 0．3 C珊 挿図27 4

（旧10 I ◎S I O2，2 16）

F　　 2 曲刀鎌。 最大幅 3．5 ，厚さ 0．3 cm 挿 図274

（旧10 I ◎S I O2 ）

F　　 3 刀 子。 最大幅 1．0 ， 厚さ 0」白翔 挿図274

（旧10 I ◎S I O2，1565）

F　　 4 刀子。 最大幅 0．9 ， 厚さ 0．3 C珊 挿図274

（旧10 I ⑳S I O2，1182）

F　　 5 刀子。 最大幅 1．㌦　 厚さ 0．2 C珊 挿 図274 （旧10 I ◎S I O 2，

．130 3， 130 4）

F　　 6 刀子状鉄製品。 最大幅 1．8 ，厚 さ 0．4 cm 挿図 274

（旧10 r ◎S I O2，1188）

F　　 7 鈍 。先端ゆ，るやかに反 り上が る。 最大幅 0言 ，厚さ 0．4 cm 挿図2 74

（旧10 I ◎S I O 2，1584）

F　　 8 板 状鉄製品。 最大幅 1．0 ，厚 さ 0．3 C珊 挿図27 4

（旧 10 I ◎S 王0 2，18 5 1）

F　　 9 飽。先端部．ねゆるやかに反 り上が 最大幅 1．0 ，厚 さ 0．4 cm 挿 図27 4

り，断面弓形。 （旧 10 I ⑳S 王0 2，126 2）
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F　 lO 鈍 。先端部ゆるやかに反 り上が り 最大幅 0．9 ，厚さ 0．4 ， 挿図27 4
断 面 弓形。 ，長さ 2 1．3 C珊 （旧 10 I ⑳S I O 2，14 59）

F　 ll 棒状 鉄製品。 最大幅 0．6， 厚さ 0．3 C珊 挿図27 4

（旧 10 I ◎S I O 2）

F　 12 棒状鉄製品。 最大幅 0．5， 厚さ 0．4 C珊 挿 図274

（旧10 I ◎S I O 2，9 60）

F　 13 針 状鉄製品。 最大幅 0．3 ，厚 さ 0．2 cm 挿図27 4

（旧10 I ◎S I O 2，1065）

F　 14 棒状鉄製品。 最大径 0．7 C珊 挿 図274

（旧10 I ◎S I O2，10 47）

F　 15 釣針 ？断面矩形。 最大幅 0．5 ，厚 さ 0．5 C胱 挿 図2 74

（旧10 I ◎S I O 2，12 14）

F　 16 剣 先型鉄製品。 厚 さ 0．2 cm 挿図 275

（旧 lq I ⑳S I O 2，130 9）

F　 17 剣 先型鉄製品。 最大幅 1．8 ，厚さ 0．1 cm 挿図27 5

（旧 10 I ◎S I O 2，つ 555）

F　 18 鉄銀 。先端部を欠損。 幅 2．0 ，厚 さ 0．3 C珊 挿 図27 5

（旧10 I ⑳S 王0 2，13 87）

F　 19 剣 先型鉄製品。 長さ 5．7 ，幅 1．7 ，厚 さ 0．2 C珊 挿図27 5

（旧10 I ◎S I O 2，138 7）

F　 20 板 状鉄製品。 最大幅 1．1 ，厚さ 0．3 C珊 挿 図27 5

（旧10 I ◎S I O2，10 5 1）

F　 2 1 板状鉄製品。 最大幅 1．0 ， 厚さ 0．2 cm 挿 図27 5

（旧10 I ◎S I O2，1058）

F　 22 板 状鉄製品。 最大幅 1．6 ，厚 さ 0．1， 挿図27 5
両端折 り曲げられる。 高さ 0．5 C珊 （旧10 I ◎S I O 2，1129）

J　 l ガ ラス製小玉。 淡青色。径 5．7 5 ， 孔径 2．2 ～ 挿図275

1．5 ，長さ 5．5 闇 （旧10 I ◎S 王0 2，108 0）

D　 l

27 1

コマ形土製品。 褐色。 胎土細かく均一。

最大径 4．2 ，最大高 2．9 cm 。

（旧10 I ◎S I O 2，10 00）

S　 l 丸石。 最大径 5．O c珊 挿図27 5
安山岩系。比較的角を残す。 （旧 10 I ◎S I O 2，15 62）

S　　 2 ノ ミ状磨製石斧。 長さ 6．5 ， 最大幅 1．4 ， 挿図27 5

厚 さ 0．9 cm （旧10 I ⑳S I O 2，148 1）

S　　 3 砥石。 上部四角錐状をなす。 砥面 4 面　 うち 1 面は細長い凹 挿図27 5

みが ある。 （旧10 I ◎S I O2，15 8 1）

S　　 4 有構軽石。． 2 面 に線刻を施す。 挿図 275

（旧10 I ◎S I O 2，1577）
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S E　′召望団

P o　 l

27 8

壷 。 口縁部外反する複合口縁。口 内外面 ともナデ仕上げ。 内外面灰褐色。細砂粒を含む。

縁端部は丸 く，屈曲部 は横につま 口径 2 1．9 （推定 ）cm。

み出 され稜は鋭 い。 （旧 9 J ◎S I O l，2 24）

P o　 2

27 8

壷 。外反 す る複合口縁で，端面は 口縁部 内外面とも槙 ナデ。肩部 内外面とも赤褐色。砂粒を含

凹面を なす。端部内面 はやや稜を 縦パ ケの後上位 ナデ消 し，下位 む。

なす。屈曲部の稜は鈍 い。屈曲部 には槙パケを施す。胴部には粗 口径 1 1．0 cm。

の上 下面 に凹みを もつ。 い横方向のパケ目調整が なされ

ている。

（旧 9 J ◎S I O l，228）

P o　 3

278

長頸 壷。 外反す る口縁部で端部は 口縁部内外面 とも榛 ナデ。外 内外面 とも淡褐色。丹痕跡 あ

丸い。 面縦パケの後横方向の細かいへ り。細砂粒を含む。

ラ磨 き。内面横方向の細かいへ 口径 1 1．2 C帯。

ラ磨 きが施 されるが指頭圧痕 ◎

絞 り目を残す。下位 は先の丸い

工具により横 にナデられ る。

（旧 9 J ◎S I O l，144）

P o　 4

278

小 型 丸底壷。 口縁部内湾気味に外 口縁部内外面横 ナデ。外面肩部 内外面乳灰色。小砂粒を含む。

方に開き，端部はやや外方に肥厚 縦パケ後ナデる。胴部中位パケ 口径 7．6 ， 胴 部 最 大 径 9．2

す る。 端部 は丸 く終わる。頚部の 目調整。内面胴部左方向のへラ （推定）cm。

くびれ弱 い。胴部扇平な球形。最

大径は胴部中位。

削 り。 （旧 9 J ◎S 工0 1，159）

P o　 5

27 8

小型丸底 壷。 口縁部軽 く凹凸を し 口縁部外面幅広の濃いへ ラ磨 き，外面灰褐色，内面黄灰色。外

つつ外反 し，端部でシャープに内 内面ナデる。上方 に浅い指押え 面口綾部 ◎胴部下半スス付着

に折れ る。頚部の くびれ弱 く，扇 あ り。胴部外面上方ナデ仕上げ 口径 10．2 ，胴 部 最 大 径 9．5

平 な球形 を呈す胴部に続 く。l最大 以下 パケ目調整。内面左方向の cm 0
径 は口縁部 。 へ ラ削 り。 （旧 9 J ◎S I O l，148）

P o　 6

27 8

賓 。小型。 外方へ開 く複合 口縁で 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 ・内外面 とも淡褐色。細砂粒を

屈曲部の硬はやや鋭い。端部は小 にパケ目原体 による波状文が入 含む。特に黒雲母を多量に含

さくつまみ出される。肩部は直線 る。内面頸部ナデ。肩部右方向 む。口径 15．2 cm 。

的 。 の へ ラ削 り。 （旧 9 J ◎S I O l，14 7）

P o　 7

27 8

聾 。 口縁 部やや外皮する複合 口縁 口縁部内外面横 ナデ。肩部外面 内外南淡褐色。細砂粒を含 む

口縁端部は横ナデにより上方 につ パケ目後上位ナデ消し。内面右 口径 14∴6 C爪。

まみ出 される。屈曲部は鈍い。屈

曲部上面 ⑳頸部下位に凹線巡 る。

方向のへ ラ削 り。 （旧 9 J ◎S I O l，152）

P o　 8

280

賓 。 口縁部 やや外反する複合口縁。口縁部内外面槙 ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。外面全面 ス

口縁端部 は凹面をなし，端部内面 横方向のパケ目の後ナデる。内 ス付着。胎土精良。

に肥厚す る。屈曲部の稜 は鈍 い。 面丁寧な右方向のへラ削 り。 口径 16．2 cm 。

頸部下 位 に稜が入 る。肩部外面 に

刺突痕。

（旧 9 J ⑳S I O L 152）

P o　 9

280

賓。 口縁部 ゆるやかに外方に開 き 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面灰褐色。外面 口縁部一

口縁端部でさ らに外反す る複合口 縦パケ目後ナデる。以下横方向 部黒斑あ り。小砂粒を含む。

縁。屈曲部の稜はやや丸味をもつ の幅広のパケ目。一部縦パケ目 口径 17．3 C爪。

が シャープさ残す。頸部短 く，肩 残 る。内面頚部直下横方向にナ （旧 9 J ◎S I O l，100）

は張 る。 口縁端部平坦。 デる。以下右方向 ◎左方向のへ

ラ削 り。

P o lO

280

賓。 口縁部 やや外反す る複合口縁。 口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡黄褐色。外面スス付

口縁端部はカットされ内側にわず パケ目後ナデる。内面胴部右方 着。－細砂粒，茶色微粒子を含

かに凹みを もつ。屈曲部の稜は鈍 向のへラ削 り。 む。口径 16．7 cm

い。器 壁 は胴部で厚 い。 （旧 9 J ⑳S I O l，143）
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P o ll 宅 。 口縁部ゆるやかに外方に開く

複合 口縁。 口縁端部は角ぼり，屈

曲部の稜は丸味を帯 びる。頚部短

く，肩の張 る胴部に続 く。

口縁部内外面構 ナデ。外面肩部　 外面暗灰褐色 一部スス付着，

28 0
パケ 目後ナデ消 し，以下粗いハ 内面黄灰色。細砂粒を含む。
ケ目後下方細かいパケ目。内面 口径 16．6 （推定）C現。

頚部直下ナデる。以下右方向の （旧 9 J ◎S I O l，22 3）

へ ラ削 り。

P o 12

28 0

賓 。 口縁部 「く」の字状に外反す 口綾部内外面積ナデ。外面肩部　 内外面淡褐色。外面口縁部 ◎

るが，強い構ナデにより屈曲部を 横パケ後ナデ。以下パケ目調整 胴部スス付着。細砂粒を含む占
もっ。端部は内側 に稜を成す。胴 内面胴部右方向のへラ削 り。削　 口径 14．4 cm 。

部 は肩 の張らない球形。 りの位置は低い。　　　　　 （旧 9 J ◎S I O l，158）

P o 13 饗。 口縁部内湾気味に立ち上がる 外面ナデられ る。内面口縁部構 外面暗褐色。内面黒灰色。小

280
短 い 「く」の字状口縁。 口縁端部 ナデ。頸部直下ナデ。．以下左 ◎ 砂粒めだっ。

丸い。頚部 なだ らか。外面ナデが

広 く施されている。器壁は頚部で

厚い。

右のへラ削 り。 口径 13．0 （推定）C現。

（旧 9 J ◎S I Ol，174）

P o 14 賓。 口縁部内湾する短 い 「く」の

√」」ナ　　　ヽ

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面淡褐色　 内面暗灰色。細

28 0
子 状 口縁。 口縁端部は内側に肥厚 に少 しパケ目が残るが，ほぼ全 砂粒を含む。

し，端面角はる。器壁は頸部で厚 面ナデが施される。内面右方向 口径 14．6 （推定）C爪。
い。 のへラ削 り。 （旧 9 J ◎S I O l，16 8）

P o 15 高塚杯部。ゆるやかに外反する探 杯部外面パケ目後 ナデ。最後に 外面灰褐色，部分的に丹塗 り。

280
い師部。 口縁端部でさらに外反 し へラ磨き。底部にパケ目残る。 内面丹塗 り施 される。細砂粒

端面丸昧をもっ。 内面密な横 へラ磨 き。底部放射 を含む。 口径 17．5 C7花。

稜ややシャープ。 状のへ ラ磨 き。 （旧 9 J ◎S I O l，15 7）

P o 16 高塀杯部。狭 い底部からシャープ ー

ヾヽ
内外面とも細かいパ ケ目調整後 内外面黄灰褐色。細砂粒を含

280
に のひる口縁部。 口縁端部は角ぼ

る。

細かいへ ラ磨き。 む。口径 15．2 C現。

（旧 9 J ◎S I O l，166）

P o 17 高塀杯部。直線的に外へ開 く浅い 外面縦パケの後 ところどころに 内外面 とも淡赤橙色。茶色粒

280
杯部。端部はやや角張る。 横へラ磨き。 内面放射状のへ ラ 子を含む。口趣 17．0 cm 。

磨 きを施す。一部横方向のへラ

磨 きが入る。

（旧 9 J ◎S I O l，2 29）

P o 18

280

高塀 杯部。平 らな杯底部から強 く 外面縦パケの後横 へラ磨 き。内　 外面淡橙褐色　 内面橙褐色。

外方に開 く浅 い杯部。 端部 は丸 面放射状のへ ラ磨 き。杯底部ナ 〉
茶色微粒子を含む。口径 16．6

い 。 デ仕上げ。 cm （旧 9 J ◎S I O l，22 6）

P o 19 高塀杯部。口綾部は外反 し，端部 外面縦パケの後横へラ磨 き。特 外面淡黄褐色　 内面淡赤橙色

280
は丸 い。 に屈曲部分が密である。内面放 丹塗 り跡あり。細砂粒 を含む。

射状へラ磨 き。 上位横パ ケ残 口径 17．0 cm 。

る。 （旧 9 J ◎S I O l，17 2）

P o　2 0 高塀 杯部。’．平 らな底部か ら直線状 横方向の細か いへラ磨き。接合 内外面淡褐色。胎土精良。極

280
に外 へ開 く杯 部。 口縁端部 は丸 部 にパケ目痕跡。内面放射状へ 細砂粒を含む。口径 15．l c現。

い。 ラ磨 き。上部は横ナデ。 （旧 9 J ⑳S I O l，14 0）

P o　21 高塀杯部。外方へ開 く口縁部は端

つ

外面縦パケ目後横へラ磨 き。杯 外面暗橙色，内面橙褐色。細

280

P o　22

部で さらに外反 し，やや丸 くおさ 底部面取 り的磨き。内面放射状 砂粒を含む。 2 7郡大の石英を
める。

高塀脚部。太 く大 きな柱状部に低

11

の へラ磨き。上位ハケ目残 る。

外面柱状部面取 り後上方はへ ラ

含む。口径 16．5 C現。

（旧 9 J ◎S W ，71）

内外面赤黄色。細砂粒を含む。

280
と ころか ら「ハ」 の字状に開 く裾 磨き，所 々パケ目残る。裾部ナ 脚径 11．5 C現。

部をもつ。脚端部は丸味 をもつ。 デ仕上げ。内面柱状部左方向の （旧 9 J ◎S I O l，16 4）
裾部内面に 2 条 のへラ措沈線。 へラ削 り，裾部パケ目後ナデる。
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P o　23

2 80

高塚 脚部。細長い柱状部か らゆる 外面柱状部面取 り的磨 き後横 へ 内外面黄橙褐色。 5 闇大の砂

やかに外方 に開 く裾部をもつ。脚 ラ磨 き。裾部横 ナデ。内面裾部 粒を少量含む。

端部 は角張 り凹面をなす。脚端部 パケ目調整。・柱状部左方向のへ 脚径 11．9 cm。

上 面に浅い刺突がめ ぐる。 3 方透

し孔。

ラ削 り。 （旧 9 J ◎S I O l，15 5）

P o　24

2 80

高塀 脚部。細長 い柱状部か らゆる 外面柱状部面取 り的磨き後横へ 内外面橙褐色。細砂粒を含むb

やかに外方に開 く裾部を もつ。胸 ラ磨 き。上位 にパケ目残 る。内 茶色微粒子を含む。

端部はやや角張る。 3 方透 し孔。 面裾部パケ目。柱状部左へラ削 脚径 1 1，6 1C珊

り。 （旧 9 J ◎S I O l，156）

P o　25

280

高塀 脚部。長 い柱状部からゆるや 外面面取 り後横方向に磨 く，下 内外面淡黄灰色。細砂粒を含

かに 「ハ」の字状に開 く裾部をも 方にパケ目残 る。内面柱状部左 む。

つ脚部。脚端部角ぼる。裾部上方 方向のへラ削 り。裾部横パケ目，脚径 11．4 C珊。

に 3 方 透 し孔，外から内へ穿つ。 脚端部 はナデ消す。 （旧 9 J ⑳S I O l，14 2）

P o　26

280

高杯 脚部。細長い柱状部か ら「ハ」 柱旗部外面面取 り的磨き，後横 内外面淡橙褐色。内外面丹塗

の字状に開 く裾部をもつ。柱状部 へラ磨き。内面右へラ削 り。裾 り痕あり。茶色微粒子を少量

下位 に竹管文様の刺突痕あ り。脚 部内面パケ目調整。 含 む。

端部は角張 り凹面をなす。 3 方 透 脚径 11．4 C椚

し孔。 （旧 9 J ◎S 吾 0 1，17 0）

P o　2 7

2 81

鉢 。不整形，椀状をなす。 ロ縁部は体部か らつまみ出され 内外面 とも淡黒茶色。外面黒

る。厚 さはまちまちである。内 斑あ り。細砂粒を含む。

外面ともパケ目調整 される。体 口径 15．6 ， 器高 5．7 C冊。

部は内外面ともへラ削りにより

形 を整えている。

（旧 9 J ◎S I O l，150）

P o　28

2 81

底 部。底部は平坦で器壁は厚い。 外面縦方向のナデ，底面ナデ。 内外面淡褐色。内外面とも丹

擬口縁残 る。 内面左方 向 のへ ラ削 りの後 ナ 塗痕あり。細砂粒を比較的多

デ。 量 に含む。底径 1 6．4 C飛。

（旧 9 J ◎S I O l，2 27，

10 I ◎S I O 2，100 9）

P o　29

28 1

コシキ型土器。直線的に外方へ開 口綾部内外両横ナデ，外面縦方 外面暗褐色，内面茶褐色。外

く口縁部で，端部は平坦面をなす。 向のパケ目が施 される。内面ハ 面スス付着。 2 間 大の砂粒を

器壁は厚 い。 ケ目調整の後，左方向のへラ削 少量含む。口径 13．O c冊。

り。 （旧 9 J ◎S I O l，223，

2 25）

F　 l 釣針か？ 最大幅 0．6 ，厚さ 0．3 C珊 挿図28 1

（旧 9 J ◎S I O l，144 ）

S　 l 砥石。 砥面 4 面， うち相対応す る 2 面 挿図28 1

凝 灰岩質。 に線刻がみられる。幅 5．8 C彿 （旧 9 J ⑳S I O l，16 3）

P o　30

28 2

高塚脚部。や や太 い柱状 部か ら 柱状部外面面取 り的磨き，一部 内外面明橙褐色。細砂粒を含

「ハ」の字状 に外に開 く脚部。脚 横方向のへラ磨き。 内面左方向 む。

端部 は凹面をなす。 3 方 透 し孔。． のへラ削 り。裾部内外面ナデ。 脚径 13．9 C珊。

内面に指頭圧痕残 る。 （旧 9 J ◎S I O2，35 0）

F　　 2 棒状鉄製品。 最大幅 0．9 ，厚 さ 0．4 C冊。 挿図28 2

（旧 9 J ◎S I O2，35 7）

J　 l 碧玉製勾玉。 両面穿孔。濃緑色。厚 さ 3．0 ， 挿図282

孔 径 1．0 ， 長さ 9．0 闇 。 （旧 9 J ◎S I O 2，35 6）
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J　 2
I
翠玉 製勾玉。 両面穿孔。濃緑色。厚 さ 3．0 ， 挿図28 2 ；

孔径 1．5 ，長さ 13．0 卿。 （旧 9 J ．◎S W ，78）

S　　 2 砥 石片。凝灰岩質。 砥面 1’面。最大幅 2．9 cm 挿 図282 ‾

（旧 9 J ◎S 王 02，34 8）

P o　 l 小 型丸底壷。口縁部内湾気味に開 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 外面黄褐色　 内面茶褐色。小

284

く 「く」の字状口縁。口縁端部 は から肩部 にかけてナデ仕上げ。 砂 ◎小石阜含 む。

すぼまり丸 く終わる。胴部扇平な 以下斜め方向のパケ目，一部粗 口径 9．3－，胴部最大径 8．9 ，
球形。器面は凹凸があり重い。最 いナデが見 られる。内面頚部直 器高 7．5．C珊
大径は口縁部。 下指押え後ナデ，以下左方向の

指による削り。底部指押え。

（旧11 J ・◎S I O l，27 8）

P o　 2 蜜。口縁部 は内湾気味の 「く」の 口縁部内外面横ナデ，外面肩部 内外面赤味がかった淡黄褐色。

28 4
字状 口縁0 口縁端部は面 を年し， パ ケ目調整の後ナデ仕上げ。内 砂粒を多量 に含む。 5 間 大の
内側に稜をなす。肩部に 2 条 の刻 面頚部ナデ。肩部右へラ削 り。 ものもある。
み目があ り，巡 らないが数 は不明 指頭圧痕多 く残 る。 口径 15．6 C硯。
である。器壁は厚い。 （旧11 十 ◎S E ，190）

P o　 3 蜜 。口縁部やや内湾す る 「く」の 口綾部内外面横ナデ二外面胴部 内外面暗褐色。外面スス付着。

284
字 状 口縁。頚部外面強い槙ナデに パケ目調整。肩部及び胴部下位 砂粒を多量に含む。
より稜をなす。胴部最大径中位に パケ目後ナデ消される。 内面胴 口径 13．0‾，胴部最大径 2 1．9，

ある球形の胴部を もつ。肩部に木 部左方向のへラ削 り。肩部 ◎底 器高 22．9 C祝。
口状工具による刻み目が 5 条 施さ

れる。

部に指頭圧痕が残 る。 （旧11 J ◎S I O l，252）

P o　 4 聾。 口縁部はやや外反す る複合 口 口縁部内外面構ナデ。外面パ ケ 内外面暗褐色。外面濃 くスス

28 4
縁で， 口縁端部は水平面をなしわ 目調整後肩部パケ目後 ナデ消し。付着。 3 ；閻大の砂粒を多量に

ずかに外側に肥厚する。屈曲部の 内面肩部ナデ。胴部右方向のへ 含む。 口雇 1 6つ，胴部最大径

稜 は鈍 い。頸部下位 に若干稜がめ ラ削 り。胴部下位に左上方向の 24．6 （推定）ふ。

ぐる。胴部は球形をなす。 へ ラ削 りが認め られる。削 りの

単位は幅広い。

1（旧11 J ◎S I Oも26 0，26 1）

P o　 5 高杯杯部。斜 めにのびる浅めの杯 外面パケ目後横方向に磨 く。申 内外面淡茶褐色。細砂粒を含

284
部。 口縁端部は角はる。 位にパケ目残る。 内面桟磨き後 む。 口径 17．1 （推定）C硯。

Il
放射 状のへラ磨き。 （旧11 J ⑳S I O l，19 1）

P o　 6 高塚脚部。長い柱状部とやや低い
t
外面柱状部面とり後横磨 き。上 内外面濃葬黄灰色。細砂粒を

28 4

所か ら 「ハ」の字状に開 く裾部を 方にはパケ目残 る。裾部櫨磨き。含む。

もっ。脚端部はカットされ鋭 い。 内面柱状郡上半絞 り目残 る。下 脚径 9．1‾（推定）C睨。
器壁は全体に厚 い。 半右方向へラ削 り。裾部ハケ後

脚端部ナデが施される。

（旧 H J ⑳S I O l，2 54）

P o　 7 高塚脚部。高い所か らゆるやかに 外面柱状郡上半桟磨き，上方 に 内外面濃襲灰色。細砂粒を含

む。

脚径 9．2 t （推定）C硯。284

「ハ」の字状に開く裾部 と比較的 はパケ目残る。以下ナデる。内

大 きな柱状部をもつ。脚端部は指 面柱状部絞 り後ナデる。裾部ハ

押えのため少々いびつ。器壁は接 ケ目後拇押え後ナデ。脚端部ナ （旧ll y ◎S I O l，24 8）
合部付近で特 に厚 い。内面裾部に

「へ」の字状の沈線。

デる。

P o　 8 鼓形器台。受部は外面に膨 らみを 受部内外面桟ナ デ，外面 にパケ 内外面破赤褐色。受部内外面

28 4
もち， 口縁端部は外側に折 り曲げ 目残 る。外面簡部か ら脚部にか 丹痕跡 あ．り。黒雲壇を多量に

られる。簡部 は長 く，受部 との境 けてナデ調整。脚端部内外面と 含 む。

界 は明瞭でない。脚部 は簡部か ら も構ナデされる。内面簡部 ◎脚 口径 13．1‥，脚径 9．9 C珊。

．（旧 11 J ・◎S I O l，250）
角度を変えて短く外方へ開く。 部ナデ。脚部にパケ目残 る。簡

部外面不規則に刻み目がある。
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P o　 9

284

須 恵器整。肩部か らゆるやかに外 口縁部内外面横ナデ，外面肩部 内外両灰白色。白色微粒子を

反する口縁部で端部に稜 はみられ 平行叩き目文，内面肩部同心円 含む。

ない。 叩き目文。 口径 14．2 C仇。

（旧11 J ◎S E ， 18 9 ，

11 J ◎S I O l，25 5 ）

J　 l 滑石製零玉。 輝黒色。最大径 7．15，．孔径 1．8 挿 図284

長 さ 12．5 cl花。 （旧11 J ◎S E ， 176）

‘ⅢJ O P36

P o lO

284

賓。やや外反する複合口縁で屈曲 口頚部内外面とも横ナデ。外面・内外面淡黄灰色。細砂粒を含

部の稜は鈍い。口縁端部は小さく 肩部パケ目後ナデ消し。内面肩 む。

角ぼる。 部丁寧な右方向のへラ削り。 口径15．8 （推定）C椛。

（旧11J ◎P 36，341）

P o ll

284

高塚脚部。下位でゆるやかに外方 外面縦方向のへラ磨き。内面柱 内外面淡黄灰色。細砂粒を含

へ開く裾部をもつ脚部。器壁はや 状部浅い左下方向のベラ削り。 む。

や薄い。 裾部細かい規則的なパケ目調 脚径10．2 C撒。

整。 （旧11J ◎P 36，340）

P o　 l

287

小型丸底壷。口綾部内湾する短い 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡褐色。口縁部一部黒

「く」の字状口縁。口縁端部丸く パケ目後磨く。内面右へナデる 斑あり。口径7．8，胴部最大

終わる。最大径は胴部中位。 径8．6 （推定）C閉。

（旧10I ◎S I O3，1798）

Po　 2

287

小型丸底壷。口縁部内湾して立ち 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面黄灰褐色。細砂粒を含

上がる短い「く」の字状口縁。口 パケ目後ナデる。以下縦パケ目 む。口径 7．7 ，胴部最大径

縁端部丸い。最大径は胴部中位。 後横パケ目。内面右方向へラ削 9．6 （推定）C爪。

り。 （旧10I ◎S I O3，1825）

Po　 3

287

小型丸底壷。口縁部は外へ開く 外面口縁◎胴部上半横へラ磨き 内外面淡黄褐色。胎土精良。

「く」の字状口縁。口縁端部はつ 以下うすいパケ目。内面口縁部 口径8．4，胴部最大径9．9，

まみだされる。胴部は扇平な球 横へラ磨き。胴部右方向の削り 器高8．8C潤。

形。

最大径は胴部中央にある。

底部指頭圧痕残る。底部ナデ。 （旧10 I ◎S I O3，1728）

P o　4

288

賓。口縁部は膨みをもって外反す 口縁部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。外面スス付着

る複合口縁で端面に1条の凹線が 上半横方向，胴部下半縦方向の l細砂粒を含む。

一めぐる。端部内面にl条の凹みが パケ目。肩部上位についてはハ 口径14．9，胴部最大径21．8，

ある。屈曲部は鈍い稜をなす。胴 ケ目後ナデ消されている。内面 器高26．O c珊

部は最大径位がやや上位にある球 頚部ナデ。胴部右上方向のへラ （旧10I ◎S I O3，1721）

形を呈す。肩部に木口状工具によ 削り。底部付近は指押えにより

る刺突痕が3個あり，うち1個は

浅く不明瞭である。

削りは消えている。

Po　 5

288

聾。ロ縁部は外反する複合口縁で 口縁部内外面横ナデこ　外面胴部 内外面淡橙褐色。外面スス付

端部は凹面をなし，上方向にのび 横方向のパケ目。胴下半部に縦 着。内面炭化物付着。小砂粒

る。屈曲部は鈍い稜をなす。胴部 方向のパケ目が入る。底部一方 を比較的多量に含む。

は球形で肩部は強く張らない。 向のパケ目。肩部◎胴下半部ハ 口径16．2，胴部最大径23．8，

ケ目をナデ消す。内面頚部ナ 器高26．5C珊

デ。肩部右方向◎胴部低いとこ

ろまで左方向，底部上方向のへ

ラ削り，底部削り後指ナデ。

（旧10I ◎S I O3，1810）

－102－



P o　 6

288

聾。 口縁部 は 「く」の字状口縁で 口縁部内外面横方向のへラ磨き。内外面明橙褐色。外面胴部下

端部は内側 に肥厚 し硬をなす。胴 外面肩部パケ目調整後パケ目を 半スス付着。小砂粒を少量含

部は球形で ．器壁は．薄い。肩部 に ナデ消 しさらに横方向のへラ磨 む。

2 条 の刻み目を施す。 き。胴部上半横方向のパケ目，

下半斜め方 向のパケ目をナデ消

す。内面上半左方向 ◎下半左上

方向のへ ラ削 り。胴下半部につ

いては指頭圧痕が残 り，削りの

後のナデが施されている。

口径 11．9，胴部最大径 15．8，

器高1 6．1 C7花。

（旧10 I ◎S I O 3，17 99）

P o　 7

28 8

聾。 口縁融 ま内湾する 「く」の字 口頸部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡橙褐色。小砂粒をや

状 口縁で，頚部外面の強い構ナデ 横方向のパ ケ目調整。肩部パケ や多量に含む。
により歪み形状をなす。端部は丸 目ナデ消 される。胴部内面右方 口径 14．6 ，胴部最大径 19．8

味を もつがやや厚い。胴部 は強 く 向のへ ラ削 り。下部一部下方向 Cm O
張 る。 へ削りお としている。 （旧10 I ◎S I O 3，17 88）

P o　 8

288

賓。 口縁部は内湾する 「く」の字 口綾部 内外面横ナ デ。外面胴部 内面暗灰褐色，外面灰褐色。

状 口縁で，端部は内側 に肥厚 し稜 上半横方向，下半斜め～横方 向 外面スス付着。小砂粒を比較

をなす。胴部は球形。肩部に木口 のパケ目調整。下部ナデ消 し。 的多量 に含む。

状工具による刻 み目がめ ぐる。 内面胴部上半右方向，下半左上 口径 16．8，胴部最大径2 4．1，

方向のへ ラ削 り。底部削 り後指 器高 24．O c刑。

頑圧痕。 （旧10 I ◎S I O 3，17 93）

P o　 9

288

高 塀。裾部を欠 く。中央部やや盛 外面琢部ナデ仕上げ。接合部ハ 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

り上が り気味の底 部か ら内湾 気 ケ目をナデる。柱状部面取 り後 む。
味に立ち上が り，中位 より外反す ナデる。内面師部パケ目後ナデ 口径 16．8 cm 。

る浅い塔部。口縁端部は丸 く終わ る。柱状部左方向のへラ削 り， （旧10 I ◎S I O3，174 5）

る。柱状部に外か ら内へ穿つ 3 方

透 し孔。

後ナデが施される。

P o lO

2 87

高塚 脚部。短い柱状部の低い所か 外面柱状部面取り後ナデ。裾部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

ら 「ハ」の字状に開 く裾部をもつ ナデ後疎 らな磨きか？　 内面柱 む。

脚部。脚端部はやや肥厚 し，端面 状部左下方向のへラ削 り。据部 脚径 9．3 cm 。

カ ット。 指押え後パケ目調整。 （旧10 I ◎S I O3，1746）

P o ll

287

高塀 脚部。やや短 い柱状部 と，低 外面柱状部面取 り後磨き。上方 内外面茶黄色。極細砂粒を含

い所か ら 「ハ」の字状に開 く裾部 向にパ ケ目残る。裾部ナデ仕上 む。

を もつ。脚端部は角ぼる。接合部 げ。内面柱状部絞 り目。裾部ハ 脚径 9．8 cm。

外面にへ ラ描き沈線。 ケ目後ナデか？ （旧10 I ◎S I O 3，17 19）

P o 12

287

高塚脚部。長 い柱状部 と，低 い所 外面柱状部面取り後横磨き。裾 内外面淡黄褐色。極細砂粒巷

よりゆるやかに開 く堀部を もつ。 部ナデる。内面柱状部左方向へ 含む。脚径 10．3 C7花。

脚端部角ぼ る。 ラ削 り。裾部パケ目後ナデか？ （旧10 I ◎S I O3，17 241

P o 13

287

高塚脚部。長 く細めの柱状部 と， 外面ナデた後へラ磨き。接合部 内外面茶黄色。極細砂粒を含

低 い所で 「ハ」の字状に開 く裾部 付近にパケ目認め・られる。内面 む。脚径 10．O c7花。

を持つ。脚端部カット気味。接合 柱状部左方向へ ラ削 り。裾郡上 （旧10 I ◎S I O3，18 08）

部 に 1条 の沈線文。 方絞 り？以下パケ目後ナデる。

tP o 14

28 7

P o 15

2 87

高塚杯部。狭い底部からシャープ 琢部外面パケ目後 ナデる。内面 外面暗茶黄色，内面茶黄色。

にのびる浅い杯部。口縁端部鋭 く 口縁端部パケをナデ消す。以下 細砂粒を含む。

カ ット。琢 部外面 底部 に深 い小 パ ケ目後ナデ，そ して放射状へ 口径 16．4 cm。

孔。 ラ磨き。 （旧10 I ◎S I O 3，17 12）

高塚脚部。長い柱状部 と，低い所 外面面取 り後ナデる。柱状部上 内外面淡褐色。極細砂粒を含

か ら 「ハ」の字状 に開く裾部を持 方 にパケ目残 る。内面柱状部左 む。

つ。脚端部カット。接合部外面 に 方向へラ削り後ナデか？　 裾部 脚径 10．3 （推定）C爪。

沈線 l 条 入る。裾部内面 に 1条 の

へラ傷。

パケ目調整。 （旧10 I ◎S I O 3，17 30）
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P o 16

2 87

高杯 。大き く開 く浅い師部 と細長 外面塔部 ◎脚部 とも横方向のへ 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

い柱状部の下位で 「ハ」の字状に ラ磨 き後ナデ仕上げ。杯底部に む。

開 く脚部を もつ。琢底部外面小孔 パケ目残る。内面杯 部縦方向の 口径 17．3 ，脚径 10．4 ，器高

あり。 へ ラ磨 き，端部付近痍方向のへ 1 1．5 C爪。

ラ磨き も認め られる。柱状部左 （旧10 I ◎S I O 3，17 29 ，

方 向のへラ削 り。裾部不定方向

のパケ目後ナデ。

1805 ，1829）

P o 17

2 87

高 塀。ロ縁部の大きく外反する杯 杯部外面横方向のへ ラ磨 き，脚 内外面明橙色。細砂粒を含む。

部 と下位で 「ハ」の字状に開 く脚 部 との接合部にパケ目残る。脚 口径 17．9 ，脚径 10．0 ，器高

部を もつ。杯底部外面に 2 小 孔あ 部外面横方向のへラ磨き，脚部 12．0 cm 。

り。脚部 内面に鋭利な工具 による 中位密 なへラ磨き。内面杯部構 （旧10 I ◎S I O3，180 3）

2 条 の沈線（兢 周）を施す。 へラ磨 き後縦へラ磨き，磨きは

疎 らであるが丁寧。柱状部上位

絞 り目，下半 右方 向の へ ラ削

り。裾部パケ目調整。

P o 18

・28 7

高塀 。外方 に開く浅い塔部 と，長 杯部外面パケ目をナデ消 して磨 内外面茶黄色。石英小砂粒を・

く細めの柱状部か ら 「ハ」の字状 く。底部 にパケ目残 る。内面風

化のため調整不 明。脚部外面柱
状部面取 り後ナデ，磨き。裾部
疎 らな磨 き　 内面柱状部絞 り後

含む。

に開 く裾部を もつ脚部。 ロ縁端部 口径 17．4 ，脚径 10．3 ， 器高

丸味を もつ。脚端部カ ット。杯部 1 1．9 C潤。

外面底部に深い小孔。 I左 方向の削 り。密部パケ目後ナ （旧 10 I ◎S I O 3，杯 174 3，

デか ？ 脚 174 1）

P o 19

28 7

高塚 。狭 い平坦な底部か らシャー 杯部内外面へラ磨き，外面接合 内外面茶黄色。極細砂粒を含

プにのびる浅い師部。口縁端部 は 部付近パケ目後磨き。柱状部面 む。

やや角ぼる。柱状部は短 く，低 い 取 り後疎 らな磨き，裾部ナデ仕 口径 18．1 ，脚径 10．1 ，器高

所か ら 「ハ」の字状に開 く小 さい 上 げ，内面柱状部左方向へラ削 11．2 （推定）C爪。

脚部。脚端部はカ ット気味。．接合 り，裾部上方絞 り目残る。裾部 （旧10 I ◎S I O 3，1740）

部 に l 条 の沈線。 パケ目後ナデる。

P o　20

287

低脚杯。浅い師部 に短 く 「ハ」の 師部内外面丁寧なへラ磨 き。脚 外面赤黄色，内面黄灰色。細

字状に開 く小 さい脚 部。 口縁 端 部内外面榛ナデ。 砂粒を含む。口径 16．0，脚径

部 ◎脚端部 とも丸い。 40．0 ，器高 4．2 （推定）C甥。

（旧10 I ◎S I O 3，175 1）

P o　2 1

287

手づ くね土器。底部に高台状の粘 内外面凹凸 したナデ仕上げ。 外面淡黄褐色，内面黒灰色。

土貼付 けがみ られる。 細砂粒含 む。脚径 3．3 （推定）

α睨 （旧10 I ⑳S I O3，176 8）

F　 l 鉄 銀か？ 最大幅 2．2 ，厚さ 0．2 C珊 挿 図288

（旧10 I ◎S 工03，1736）

F　　 2 鉄 鎖。 最大幅 2．2 ，厚 さ 0．3 C珊 挿 図288

（旧10 I ◎S I O3，18 47）

F　　 3 針 状鉄製品。 最大幅 0．3 cm 癖 図288

（旧10 I ◎S I O3，180 1）

F　　 4 剣 先型鉄製品。 最大幅 1．5 ， 厚さ 0．2 C珊 挿 図288

（旧10 I ⑳S I O3，17 32）

F　　 5 板 状鉄製品。 最大幅 0．8 ，厚さ 0．4 cm 挿 図288

（旧10 I ◎S I O 3，18 39）

J　 l 小 玉。碧玉製 ？ 両面穿孔。側面やや面を残す。 挿図28 8

黒緑 色。径 3．8 5 ，孔 径 1．6 ， （旧 10 I ◎S I O 3，17 2 1璽 内

長 さ 2．6 5 ′軸 3．1間 。 出土，18 50）
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J　 2 滑石製管玉。上半欠損。上面 と側 両面穿孔。黒褐灰色。径 4．3 ， 挿図28 8

面 との角がと られ丸味をもつ。 孔径 2．2 ～ 2．0 ， 残長 9．5 5 脚。 （旧10 I ◎S I O 3，174 9）

S　 l 砥石。一面欠損。花崗岩系。 砥面 4 面 と考え られ る。 残高 ．挿図288

6．6，最大幅 5．5，厚 さ 3．5 C網。 （旧10 I ◎S 王0 3，17 17）

S　　 2 線 刻石 。泥岩 系。 平坦な一 面 に線 刻を施 す。 1 挿図2 88

条 の深い線刻の他 は浅 く擦痕様

をなす。最大長 9．1 ， 厚さ 2．7

C珊0

（旧10 I ◎S I O 3，17 26）

S　　 3 有構軽石。 一擦面に幅 1．2 ，深さ 0．6 cm の 挿図28 8

U 字 状 の溝 を施す。その隣面に

数条の線刻を施す。

最大長 7．3 ，最大径 4．O c珊。

（旧10 I ⑳S I O 3，17 1 1）

P o　 l

290

壷。 口綾部ゆるやかに外反する複 口綾部内外面横ナデ。外面頚部 内外面乳灰色。小砂粒を含 む。

合口縁。屈曲部の稜 は鋭 さを残す。 か ら肩部にかけてナデ。以下横 口径 1 9．2 （推定）C鵜。

口縁端部は外方へ肥厚 し，かなり 方向のパケ目調整。内面頚部絞 （旧10 J ◎S I O l，56 6）

丸 くナデられる。頸部長 く，器壁 り後ナデる。胴部右方向のへラ

は薄め。 削 り。

P o　 2

290

義。 口縁部ゆるやかに外反 する複 内外面ナデ仕上げ。 外面暗褐色，口綾部黒斑あり，

合口縁。屈曲部の稜 は横 につまみ スス付着。内面暗灰褐色。小

出されシャープ。轟壁薄い。 砂粒を含む。口径 2 0．9 C硯。

（旧10 J ◎S I O l，57 9）

P o　 3

290

壷 。 口綾部，胴部下半 を欠 く。屈 外面頭部横ナデ，縦パケ残る。 内外面淡黄褐色。小砂粒を多

曲部は構ナデにより小さくつまみ 胴部細かいパケ目調整。内面頸 量に含む。

出される。肩部に櫛措平行沈線が 部ナデ，胴 部右方 向のへ ラ削 （旧10 J ◎S I O l，52 0，55 5）

施 される。 り。

P o　 4

290

壷 口綾部破片。頚部は上半で強 く 口綾部 内外面桟ナデ，頚部内面 内外面淡褐色。茶色粒子，金

外反 し，短 く直立す る口綾部へつ 指頭圧痕残る。 雲母を含む。

づ く。端部は角張る。屈曲部 は水 口径 1 1．8 C爪。

平方向に小さくつまみ出されその

稜 は鋭い。屈曲部下面はふ くらみ

をもつ。

（旧10 J ◎S I O l，54 4）

P o　 5

290

小 型丸底壷。口綾部ゆるやかに外 口綾部内外面構ナデ，外面頚部 内外面乳白色。‾小砂粒を含む。

反する複合口縁。口縁端部 はさら 横方向にナデる。胴部中位桟ハ 口径 1 1．0 ，胴部最大径 12．4

に外反 し，角張る。屈曲部の稜は ケ目，以下縦 パケ目調整。内面 （推定）C爪。

シャープ。胴部扁平な球形。器壁 頚部直下指でナデる。以下左方 （旧 10 J ◎S I O l，52 5，574）

頸 部で厚め。最大径は胴部中位。 向のへラ削 り。

P o　 6

290

蜜。．口綾部破片。複合口縁。屈曲 口綾部内外面 とも横ナデ。 内外面暗褐色。 内面炭化物付

部 はやや鋭 く，横方向につまみ出 着。細砂粒を含む。

される。端部は面をなすが丸味 を 口径 16．O c洞。

も？0 （旧 10 J ◎S 王0 1，530）

P o　 7

290

蜜 。複合口線。 屈曲部の稜 は鋭 く 口頚部 内外面構ナデ。肩部外面 内外面淡黄褐色。外面スス付

水平方向に小 さく引き出される。 縦パケ，内面へラ削 り。 着。 2 閻大の砂粒，茶色粒子

屈曲部上面に 2 条 の凹みが巡 る。 を含む。口径 16．2 C飛。

口線端部は角張る。 （旧10 J ◎S 王O I P 5 軋

58 5）
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P o　 8

290

蜜 。 口縁部外方へ反 り気味にのび 口縁部内外面横ナデ。外面頸部 内外面責灰色。小砂粒含む。

る複合口縁。口縁端部 は外方へナ 横 にナデる。肩部パケ目後ナデ 口径 16．4 （推定）cm。

デられ丸 く終わる。屈曲部の稜は る。以下幅広のパケ目後細かい （旧10 J ◎S I O l，573）

鋭 く，肩 はよく張る。器壁は胴部 パ ケ目調整。内面胴部高い所 よ

でう すい。 り右方向のへラ削り。

P o　 9

29 0

聾 。複合 口縁。屈曲部 は水平方向 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 内外面淡褐色。細砂粒を多量

につまみ出されやや鋭 い。 口縁端 パケ目調整，後ナデ消 して装飾 に含む。

部は角張 り凹面をなす。肩部 に櫛 を施す。肩部内面右方向のへラ 口径 14．8 cm 。

措平行線，刻み目が施される。 削り。 （旧10 J ◎S I O l，54 5）

P o lO

290

賓 。複合口縁。屈曲部はわずかに 口縁部内外面 とも横ナデ。肩部 内外面淡褐色。口縁部に黒斑

下方へ引き 出され， その硬 は鋭 外面斜 め方向のパケ目，頸部下 有 り。細砂粒を多量 に含む。

い。 口縁端部はやや角張る。 位ナデ消す。内面右へ ラ削り。 口径 16．6 （推定）cm 。

（旧10 J ◎S I O l，572）

P o ll

290

賓。 複合口縁。屈曲部の稜は水平 口頚部内外面接 ナデ，頚部外面 内外面淡赤黄色。胴部以下黒

方向に引き出されるが鈍 い。口縁 に強い横ナデによる稜が入 る。 みがかる。 2 閻以下の砂粒を

端部は角張 る。肩部はなだ らかで 口縁部内面へラ削 り痕有 り。胴 多量に含む。

胴部は強 く張る。肩部にパケ日原 部外面パケ目調整。胴部下半ハ 口径 14．9 ，胴部最大径 19．2

体 による刻み目が巡るが不規則。 ケ目をナデ消 し，上半 もところど C珊0
こ ろナデ消されている。胴部内

面へラ削 り，下半 はさらにナデ

られている。

（旧 10 J ◎S I O l，5 19）

P o 12

29 1

聾 口縁部破片。 口縁部外反気味に 口縁部内外面横ナデ。頸部内外 外面スス付着著 しく色調不明。

立ち上がる複合 口縁。屈曲部の稜 面ナデる。 内面暗乳灰色。小砂粒を含む。

は鋭い。 口縁端部はカ ット後ナデ 口径 2 3．8 （推定）cm。

られ，丸味を帯 びる。

大型。

（旧10 J ◎S I O l，53 6）

P o 13

29 1

聾 。複合口縁。屈曲部は水平方向 口頸部内外面槙ナデ。胴部外面 外面淡黄褐色。丹痕跡有 り。

につまみ出され，やや鋭い。口縁 パケ目調整されるが全体的にナ 胴部下位スス付着。内面淡褐

端部 は角張 る。胴部は強 く張 る。 デ消されている。内面上位右方 色。 2 問的以下の砂粒を含む。

肩部 にパケ目原体による刻み目が 向のへラ削 り。下位左上方向の 口径 14．4 ，胴部最大径 2 0．4

施 される。 へラ削 りで，後下半を中心にナ cm 0

デが施 される。 （旧10 J ◎S I O l，52 9）

P o 14

291

賓 。複合口縁。屈曲部 はやや丸昧 口縁部内外面構ナデ。口縁端部 内外面暗黄褐色。内外 とも炭

を帯 びるが水平方向に強 く引き出 外面に強い榛 ナデによる稜が入 化物付着。 l 閻以下の小砂粒

される。口縁端部 は小 さ く角張 る。胴部外面パケ目調整の後， 及び茶色粒子 を含む。

る。胴部最大径は器高のほぼ中位 頸部下位パケ目をナデ消 し肩部 口径 16．8 ，胴部最大径 2 3．0

にあり。肩 は強 く張 らない。底部 に細かいパケ目を施す。胴部下 器高 26．3 （推定）cm 。

は丸底。器壁は薄い。 半パケ目ナデ消 し。内面頚部直 （旧10 J ◎S I Ol，516）

下 よりへ ラ削り。 上半右 ◎下半 i

左 とのへラ削 り。底部は指頭圧

痕が残 り，削 られていない。 I

P o 15

2 9 1

i

短頸聾。口縁部は短 く内傾 し，屈 ロ頚部内外面 とも横ナデ。外面 内外面暗褐色。外面 スス付着。

曲部は水平方 向 につ まみ 出され 頸部下構 ナデによる稜が入 る。 細砂粒，特に白雲母を多 く含

る。肩部はなだらかで胴部は強 く 肩部桟パケ目，以下斜め方 向の む。

張 る。肩部にパケ目原体による刻 パケ目。最大胴径位に細かい横 口径 1 1．9， 胴部最大径 23．0

み 目が巡る。 パケ目が施される。内面胴部上 C胱0
口頸部の器壁は厚い。 半右へラ削 り，下半左上方向の （旧10 J ◎S I O l，57 1）

へ ラ削 り。下位 に指頭圧痕が残

る。

－106－



P o 16

29 1

高塚。杯底部 と口縁部 との接合痕 口縁端部横ナ荒　 外面杯部上半 内外面やや ピンクがかった淡

があ る。 口縁部は外反 し，端部は 縦 へラ磨き後横へ ラ磨き，下半 褐色。細砂粒，特に雲母を多

やや角張 る。脚部はゆるやかに外 パケ目調整後縦方向～横方向の 量 に含む。

に開き，脚端部は角張 る。 へラ磨き。脚部パケ目後縦へ ラ 口径 2 3．2 ，脚径 13．4 C刑。

磨 き。内面杯部 2 段 のへ ラ磨

き。口縁部に指頭圧痕残る。柱

l状 部右へ ラ削 り，裾部 パケ 目
調整。脚端部横ナデ。全体に調

整粗雑。

（旧 10 J ⑳S I、0 1，5仕 53 2）

P o 17

2 9 1

高塀 脚部。外方へゆるやかに開 く 外面縦へラ磨き，裾部パケ目残 内外面暗褐色。細砂粒を含む

脚部。脚端部小 さく角張 る。 る。内面柱状部左へ ラ削り，裾 脚径 1 5．0 cm。

部 ナデ調整。へラ状工具 による

刻みがある。わずかにパケ目痕

残 る。

（旧10 J ◎S I O l，498）

P o 18

29 1

高塀杯部。碗状をなす。端部はや 内外面ともへ ラ磨 き，内面剥離 内外面ややピンクがかった淡

や角張 る。 のため調整不明瞭。 褐色。丹か？　 口径 1 1．2 C爪。

（旧10 J ◎S I O l，532）

P o 19

29 1

高塚杯部。椀状をなす。端部 は丸 内外面 とも 2 段 のへラ磨 き，外 内外面淡褐色。丹痕跡あり。

い。 面パケ目痕残 る。内面底部へ ラ 極細砂粒を含む。

状工具 による凹みがある。器面 口径 13．O c盈。

は平滑で光沢を もつ。 （旧 10 J ◎S I O l，567）

P o　20

291

高塚脚部。大 きく開 く裾部を もつ。外面縦パケの後へラ磨 き。内面 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

4 方透 し孔。 柱状部左へラ削り。裾部パケ目 む。脚径 18．2 C椚。

調整。脚端部内外面共棲ナデ。 （旧 10 J ⑳S I O l，52 1，530）

P o　21

29 1

低脚 杯。平 らな杯底部か ら 「ハ」 外面縦方向のへラ磨き。脚端部 内外面淡褐色。脚端部に丹痕

の字状に開 く脚部を もっ。脚端部 内外面積ナデ。杯部内面，脚部 跡を残す。 2 珊関大の砂粒を少

は浅 く凹む。 内面ナデ調整。 量含む。特に黒雲母が多い。

脚径 5．6 cm。

（旧10 J ◎S I O l，52 3）

P o　2 2

29 1

高塚 型器台。脚部欠損。 日録部は 外面師部上半ナデる。下半パケ 外面淡黄灰色，内面淡黄灰色

端部でさらに外反 し，端面 は角張 目後ナデ，最後に磨 く。内面杯 一部丹塗 り認が認められる。

る。屈曲部の稜は鈍 い。脚部円板 部上半横ナデ云底面放射状へラ 極細砂粒を含 む。口径 12C7花

充填式。 磨き。 （旧10 J ⑳S I O l，58 0）

P o　23

29 1

高球形器台。受部平坦で浅 く口縁 外面受部 ◎口綾部槙にナデる。 内外面黄白色。胎土精良。細

部外反する。 口縁端部 カ ット気 底部榛ナデ後縦磨き。脚部縦ハ 砂粒を含む。

味。 屈曲部の稜は鈍い。脚部は長 ケ目後縦磨き。内面受部口縁部 口径 10．8 cm 。

い柱状部 をもち，裾部 は欠損。受 ナデ後横 磨 き。底 部横 に ナデ （旧10 J ⑳S I O l，52 8）

部 中央部 に直径 2 C現の孔を もつ。 る。内面柱状部左方向のへラ削

脚部三方透 し孔。 り，以下ナデる。受部底部孔右

方 向のへ ラ削 り。

P o　24

29 1

P o　25

2 91

高塀 型器台。琢部上半欠損。脚部 琢部外面ハケ目。屈曲部付近は 内外面乳黄白色。細砂粒を含

ほ高い所 よりロー ト状に開き，脚 ナデ仕上げ。内面剥離のため調 む。

端部で角張 る。脚部中位 に三方透 整不明。脚部外面面取り的磨 き。 脚径 1 7．2 （推定）C潤。

し孔。杯部外面底部に小孔。

鼓形器台受部。外方へ長く開き，

内面上方左方向へ ラ削 り，以下

パケ目後ナ デる。脚 端 部横 ナ

デ。

外面横ナデ，内面ナデ仕上げ。

（旧 10 J ⑳S I O l，5 15）

内外面淡茶褐色。細砂粒 を比

口縁端部はやや厚みを もって丸 く 端部付近横方向のへ ラ磨 きが残 較的多量 に含む。口径 2 1．6 cm

終 わ る。簡部の稜は鈍い。 る。 （旧10 J ◎S 王0 1，52 4）
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P o　26

2 91

鼓 型 器台。受部内湾気味に外方に 外面ナ≠仕上げ。内面口縁端部 内外面乳白色。小砂粒含む。

開き， ロ縁端部でさらに外方向に 幅広の磨 き。受部丁寧なナデ仕 口径 16．9 C硯。

のびる。脚部欠損。ロ縁端部は丸

味をもつ。

上げ。簡部左方向のへラ削 り。 （旧 10 J ◎S I の ，550）

P o　27

29 1

鼓形 器台。簡部短 く，脚部斜めに 脚端部及 び外面横 ナデ，内面受 内外面淡黄褐色。脚端部内外

低 くのびる。稜は鋭い。 部磨き，簡部へ ラ削 りの後 ナデ。面に丹塗 り。細砂粒を多量に

脚部左 上方向のへラ削り。 含む。脚径 18．6 C椚

（旧10 J ◎S I O l，514）

P o　28

29 1

小型 丸底壷。頚部が極めてゆ るや 口縁部内外面横 ナデ，外面ナデ 内外面淡赤褐色。砂粒含む。

かで，すぼまり気味の底部を持つ る。内面胴部横方向のパケ目， 口径 9．8 ，胴部最大径 9．7 ，

胴部に続 く。最大径 は口縁部にあ 底部はナデか ？ 器高 7．4 cm

る。 （旧10 ．T ◎S I O l，556）

P o　29

29 1

コ シキ型土器。口縁部破片。ロ縁 口縁部内外面横 ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。 4 7郡大の砂粒

部ゆるやかに外反 し，胴部は円筒 縦パケ， 内面胴部上位左上パケ を少量含む。口径 18．4 伐 。

形をなす。 口縁端部は角張る。 以下右方向のヘラ削 り。 （旧 10 J ◎S I O l，5 75）

B　 l

29 2

銅 銀。 長 さ 3．7 ，刃部最大幅 1．4 ，茎 挿図29 2

最 大幅 4．5 ，刃部厚さ 3．6， 茎

厚 さ 3．8闇 。

（旧 10 J ◎S I O l，5 78）

F　 l 鉄 鎖。 最大幅 1．9 ，厚 さ 0．3 cm
／‥

挿図29 2

（旧 10 J ◎S I O l，53 8）

F　　 2 鉄 銀。 最大幅 1．2 ，厚 さ 0．2 C珊 挿 図29 2

（旧 10 J ⑳S I O l，57 6）

F　　 3 鉄 鎖か ？ 最大幅 1．3 ，厚 さ 0．3 C珊 挿図292

（旧10 J ⑳S I O l，549）

F　　 4 鉄 銀。 最大幅 1．4 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図292

（旧10 J ◎S I O l，577）

F　　 5 棒 状鉄製品。 最大幅 0．5 ，厚さ 0．3 ・C盈 ▼挿図 292

（旧10 J ◎S I O I P 3 内，58 3）

ア　 6 剣 先型鉄製品。 最大幅 1．5 ，厚さ 0．2 C珊 挿図 292

（旧10 J ⑳S 王0 1，55 2）

F　　 7 刀子。 最大幅 1．4 ，厚さ 0．3 C祝 挿 図292

（旧10 J ◎S I O l，576）

F　　 8 針 状鉄製品。 径 0．3 C珊 挿図 292

（旧10 J ◎S 王0 1，55 3）

F　　 9 釣 針軸部か？ 3 個 体存在す る。 1 本の径 0．3 C珊 挿図 292

（旧10 J ⑳S I O l，54 6）

F　 lO 釣針 ，軸部。 最大幅 0．5 ，厚 さ 0．4 C珊 挿図 292

（旧10 J ◎S I O l，58 6）

F　 ll 釣針 。針先欠損。 軸部最大幅 0．5 ，厚さ 0．4 伐 ， 挿図29 2

針 部径 0．3 C珊 （旧 10 J ◎S I O l，54 8）

F　 12 板状鉄製品。 最大幅 0．6 ，厚 さ 0．4 C珊 挿図29 2

（旧 10 J ◎S 王0 1，534）
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Po　l

294

壷口縁部破片。口縁は強く外方へ 口縁部内外面とも構ナデ。屈曲内外面暗橙褐色。丹塗り。胎

開き，端部は外側へ折りまげられ部は貼付によるとみられる。 土緻密。口径24．6C仇。

る。屈曲部の稜は水平方向にのび

下面はふくらみをもつ。つくりは

非常にしっかりしている。

（旧10J＿？SIO2，654，660）

Po　2

294

長頸壷。口縁部破片。口縁部はゆ 口縁部外面縦方向のへラ磨き， 内外面暗橙褐色。内外面とも

るやかに外反し，端部を丸くおさ上半に縦パケ目残る。頚部桟ナ丹塗り。一部外面に黒斑あり

める。屈曲部の稜は上下面に凹みデ。口縁部内面横ナデ。屈曲部胎土緻密。口径11．8C硯。

をもち，やや鋭い。 内面に強い横ナデにより．段をな

す。

（旧10J◎SIO2，674）

Po　3

294

小型丸底壷。口綾部やや内湾気味外面口綾部横ナデ後，縦へラ磨 内外面淡褐色。小砂粒含む。

にのびる長めの「く」の字状口縁 き。頚部から肩部にかけてナデ口径10．6，胴部最大径7．2

胴部は小さく扇平な球形を呈す。仕上げ。胴部中位幅広のパケ （推定）

器壁は薄い。最大径は口綾部。 目，以下細かいパケ目。内面口

縁部蹟ナデ。胴部ケズリ後ナデ

る。

（旧10J◎SIO2，657）

Po　4

294

蜜。やや外反する複合口縁。口縁 口縁部内外面横ナデ。外面肩部内外面淡褐色。外面スス付着。

端部は内側にわずかに肥厚し，屈 ナデ，内面肩部右へラ削り。 口縁端部丹痕跡有り。3閻大

曲部の稜は下面にふくらみをも の砂粒を含む。口径15．6C潤。

つ。 （旧10J◎SIO2，666）

Po　5

294

蜜。口縁部さらに外反する複合口口綾部内外面榛ナデ。外面胴部内外面乳灰色。小砂粒含む。

線。屈曲部は境につまみ出され， パケ目後ナデる。内面頸部ナデ口径12．lc鵜。

稜はシャープ。口縁端部は断面円

形。頸部のくびれ強く，器壁は胴

部で薄め。

る。以下右方向のへラ削り。 （旧10J⑳S IO2，630）

Po　6

294

蜜。口縁部破片。「く」の字状口口頸部内外面榛ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面スス付着

縁で端部は内側に肥厚し，端面はパケ目後ナデ。内面肩部右へラ 3閻大の砂粒を含む。

凹面をなす。 削り。 口径摘．2C現。

（旧10J◎SIO2，656）

Po　7

294

窺。口綾部さらに外反する複合口 ロ綾部内外面横ナデ。 外面淡茶褐色，内面茶褐色。

縁。屈曲部の稜はナデられ丸味を 口縁端部に一部黒斑残る。細

もつ。口縁端部は丸く終わる。器 砂粒を含む。口径は．8（推定）

壁は胴部でやや薄い。 cm（旧10I◎　SIO2，656）

Po　8

294

聾。「く」の字状口縁。端部は面 口縁部内外面横ナデ，外面パケ口縁部褐色。肩部明橙褐色。

をなし，内側に肥厚して稜をつく目調整の後櫛状工具による平行外面スス付着。口径13．2cm

る。 線帯を施し，上位をナデ消す。

内面肩部右方向のへラ削り．＿

（旧10I◎SIO2，656）

Po　昏

294

蜜。口綾部さらに外反する複合口口縁部内外面桟ナデ，外面頚部外面灰褐色，口縁部スス付着

線。屈曲部の稜はシャープ。口縁 ～肩部パケ後ナデる。以下槙ハ内面乳灰色。細砂粒を含む。

端部はカット後ナデられ凹む。頸 ケ目，’その後ナデが施される。口径14．2（推定）C珊。

部短く，器壁は胴部で薄い。・ 内面頚部ナデ。胴部右方向のへ

ラ削り。

（旧10I◎SIO2，638）

Po lO

294

蜜。口綾部内湾気味に開く「く」 口綾部内外面構ナデ。外面頸部外面ススのため黒褐色，内面

の字状口縁。口縁端部角ぼる。頸 から肩部にかけて横にナデる。黒灰色。小砂粒を含む。

部はゆるやかで，器壁胴部で厚 以下ハケ目のナデ消し，横パケ口径13．3（推定）C睨。

い。 目調整。内面頚部直下ナデる。

下右方向のへラ削り。

（旧10J◎SIO2，653）
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P o．11

294

賓。 口縁部外反す る複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面乳灰色。小砂粒めだっ。

由部は強 くつまみ出され鋭 く，上 ～肩部パケ目のナデ消 し。胴部 口径 17．1 （推定）C潤。

方はへラ状工具による凹みが巡る。上位 に波状のパケ目めぐる。以 （旧10 J ◎S I O 2，638）

ロ縁端部は内側に肥厚 し，鈍い稜 下幅の広ン、ケ目をナデ消す。下方

をつくる。器壁胴部中位で厚い。 は細かいパ ケ目。内面頚部横方

向にナデる。胴部右方向のへラ

削 り。

P o 12

294

聾 。 口縁部ゆるやかに外反する複 口縁部内外 面横ナデ。外面頚部 外面暗灰褐色，内面赤褐色。

合 口縁。屈曲部の稜はナデられ退 か ら肩部にかけて横にナデる。 口縁部 スス付着。小砂粒を含

化気味。ロ縁端部は丸味を帯び， 以下波状のパケ目，槙パケ目。 む。

器壁は口縁部で厚い。
ヽ

内面頸部 下をナデる。以下右方向 口径 16．6 （推定）C珊。

のへラ削 り。 （旧10 J ◎S I O 2，669）

P o 13

294

賓 。 口縁部 は外反する複合 口縁で 目線部内外面横ナデ。外面胴部 内外面淡褐色。 2 耶椚以下の砂

屈曲部の稜は水平方向に引き出さ 横方向のパケ目を施 し，後肩部 粒を含む。

れる。口縁端部は凹面をなす。胴 をナデ消している。 内面頚部ナ 口径 13．8，胴部最大径 2 1．8 cm

部 は強 く張り，球形をなすと恩わ デ，胴部内面上位右方向のへ ラ （旧10 J ◎S I O 2，66 9）

れ る。 削 り，下位 左上方 向 のへ ラ削

り。

P o 14

294

整 。 口縁部は外反す る複合口縁で 口縁部内外面 とも横ナデ，外面 内外面淡赤褐色。 2 椚椚以下の

屈曲部の稜は鋭 く，端部 は平坦面 肩部横方向～縦方向の単位の短 砂粒 を多量に含む。

をなす。 口縁部外面に強い横ナデ いパケ目調整。内面頚部ナデ。 口径 1 7．O c硯。

による稜がめぐる。頚部の器壁は

厚 い。

肩部右方向のへラ削 り。 （旧10 J ◎S I O2，64 7）

P o 15

294

聾 。 口縁部 は直立気味の複合口縁。口頚部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面口縁部ス

端部は内側 に折れ曲げら‘れ稜をな 上位ナデ，下位粗 いパ ケ 目調 ス付着。頚部以下 に黒斑有 り

す。屈曲部 は水平方向に小さくつ 整。内面頚部ナデ，肩部右へラ 内面 口頚部 に丹塗 り痕跡有 り

まみ出され鋭い稜をなす。外面肩 削 り。 口径 13．6 C爪。

部にパケ目原体による刻み目が巡

る。

（旧10 J ◎S I O 2，65 6）

P o 16

295

高塀 琢部。平 らな杯底部よりゆる 内外面 とも縦方向のへ ラ磨き。 内外面 ピンクがかった淡褐色

やかに外反する口縁部を もつ。 口 細砂粒を含む。

縁端部は小 さく角張る。琢部外面 口径 18．4 cm。

に小孔あり。 （旧10 J ◎S I O 2，66 1）

P o 17

295

高塀 師部。平 らな杯底部 よりゆる 内外面 とも 2 段 のへ ラ磨き，ハ 内外南淡褐色， 口綾部外面に

やかに・外反する口縁部をもつ。口 ケ目残 る。杯底部 ◎口壕部との 黒斑あり。細砂粒を含む。

縁端部は小 さ く角張る。 境界部に指頭圧痕による凹凸が 口径 15．6 C盈。

認 められる。 （旧10 J ◎S I O 2，663）

P o 18

295

高 塚脚部ふ　やや太めの柱状部か ら 外面柱状郡上半縦パケ目，以下 内外遍乳灰色。小砂粒含む。

ゆるやかに 「ハ」の字状に開 く裾 面 とり跡残 る。裾部ナデる。内 脚径 10．6 （推定）C爪。

部 をもつ。裾部に三方透 し孔。脚 面柱状部左方向のへ 細 りり。以 （旧 10 J ◎S I O 2，644）

端 部ナデられ丸 く終わ る。 下横パケ目後ナデ。脚端部軽い

拇押え。

P o 19

295

高塚 。脚部下半を欠 く。椀状をな 外面師部パケ召調整の後 弓4 上 内外面淡灰褐色。小砂粒を含

す杯部 とやや開き気味の柱状部を 位を縦方向のへラ磨き。柱状部 む。

も∴つ。ロ縁端部は角張 り，外面に 細かい縦方向のパケ目。内面称 口径 1 6．2 C耽。

強 い横ナデによる稜が走る。杯部 部放射状のパケ目を施した後中 （旧10 J ◎S I O 2，66 9）

外 面の柱状部 との接合部は平坦面 位 ◎口縁部 を横ナデ し， さらに

、をな しノ　その中心に小孔がある。 粗い 2 段 のへ ラ磨 きで仕上 げて

器壁は全体 に厚 い。 いる。柱状部 絞 り目残る。
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P o　20

2 95

高塀 。杯部上半を欠 く。堀部が直 外面パケ目調整 し，脚部にはへ 内外面淡灰褐色。小砂粒を含

線的に大き く開 く。脚端部は凹面 ラ磨きが施される。内面杯部へ む。脚径 19．2 C冊。

をなす。師部外面の柱状部 との接 ラ磨き。柱状部は杯部との接合 （旧10 J ◎S I O 2，655）

合部 は平坦面をな し，その中心 に 部までへラ削 り，接合前に施 さ

小孔がある。 れた ものと思われる。脚部パケ

目調整。

P o　21

29 5

低脚 塔。1浅 い杯部 に，ゆるやかに 師部外面横パケ後ナチ，最後 に 内外面乳白色。 口径 15．8，脚

「ハ」の字状 に開 く脚部。口壕端 縦方向に磨 く。内面風化著 しく 径 3．7 ，器高 4．7 C硯。

部はカット後ナデられ，少々丸味，

をもつ。器壁は塔底部で厚い。

調整不明。脚部内外面桟ナデ。 （旧10 J ◎S I O2，64 3）

P o　2 2

2 95

低脚輝。浅めの杯部 に短か く「ペ 琢部外面パケ目後ナデ。横磨き 内外面淡褐色。細砂粒を含む

の字状に開く脚部。口縁端部は角 縦磨 きの順。内面杯部上半横方 口径 16．7 ， 脚径 4．4 ，器 高

ぼ り，脚端部は丸い。器形ややひ 向に，下半放射状に磨 く。脚 部 5．O c仇。
ずむ。外面脚端部にへ ラによ’る傷

が巡 る。

内外面棲ナデ。 （旧10 J ◎S I O 2，66 7）

P o　2 3

29 5

器台 。受部は強 く外反 し，端部 は 外面受部縦方向のへ ラ磨 き，一 内外面淡黄褐色。 4 閻 大の砂

折 り曲げ られる。簡部との接合部 部パケ目がわずかに残 る。簡部 粒を含む。特に金雲母，茶色

に稜がめぐり不規則 に刻み目が施 縦方向のへ ラ磨き，内面受部 2 粒子を含む。

される。簡部は長い。脚部不明。 段のへ ラ磨 き，横方向のへ ラ磨 口径 1 7．O c現。

きかと思われるところがある。 （旧10 J ◎S I O 2，6 58，659，

簡部輪積み痕が残 るがナデ調整

がなされている。

6 61，6 76）

P o　24

295

高塚 。浅い師部で，底か ら下を欠 外面斜 めのヘラ磨 き，内面斜め 内外面赤褐色。砂粒を含む。

損。塔部外面に下方 に出た稜を持 放射状のへラ磨き。 口径 15．O c甥。

ち，稜の上に竹層 文を施 した円形 （旧10 J ◎S I O2 ◎S K O 2，
浮文をめ ぐらす。 70 9）

P o　25

295

鉢 。 2 段 に屈曲 して外上方 に開 く 内外面 とも構方向のへ ラ磨 きを 内外面明橙褐色。胎土緻密。

口縁。口縁端部の器壁は厚 く丸味 施 し，体部内面にはさらに放射 口径 15．4 cm。

を帯びる。 状のへ ラ磨 きを施 している。口 （旧 10 J ◎S I O 2，672）

休 部椀状をなす。 縁部 と休部 との接合点に浅い指

頭圧痕が残 る。

P o　26

2 95

小型 器台受部。受部内湾気味に外 外面槙ナデ後縦磨き，内面桟ナ 内外面淡黄褐色。胎土精良。

方に開き，口縁端部は丸 くさらに デ後桟磨 き。 口径 10．l c潤。

外方にのびる。 （旧 10 J ◎S I 0台　 s K O 2，

脚 部欠損。 6 37）

P o　27

2 95

鼓形 器台。受部内湾気味に外方 に 外面横方向にナデる。内面受部 内外面淡褐色。小砂粒を含む。

開き，＿　口縁端部で肥厚 し，さらに ナデ後横方向に磨 く。簡部カッ 口径 1 8．4 cm。

横方向にのび草。受部 ◎脚部の稜 ト後ナデ。 （旧 10 J ◎S I O2，66 4）

は鋭 く，簡部短かい。 脚部右方向へラ削 り。

P o　28

2 95

鼓 形器台。受部上半欠損。脚部ゆ 外面榛にナデる。内面受部ナデ 内外面乳白色。細砂粒を含むb

るやかに外反 し，端部で肥厚 し， 仕上げ。簡部カ ット後ナデも脚 脚径 1 6．2 （推定）C硯。

やや丸味を もって終わ る。受部 ◎ 部右方向 に削 る。 脚端部横 ナ （旧10 J ◎S 王02，67 6）

脚部の稜はシャープで，簡部は短

い。

一一．ヾト　‘ア○

F　　 l

F　　 2

曲刀鎌。

釣針。針部に逆刺有 り。

最大幅 2．7 ，厚さ 0．3 C珊

軸 部最大幅 0．6， 厚 さ0．4 ，針

挿図29 5

（旧10 J ◎S I O2，64 0）

挿図 295

部 径 Ot3 cm （旧10 J ◎S I O 2，60 0）
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F　　 3 瓜型鉄器。 最大幅 1．8 ，厚 さ 0．3 cm 挿図29 5

（旧10 J ◎S I O 2，64 8）

F　　 4 板状鉄製品。 最大幅 1．7 ，厚 さ 0．3 cm 挿図295

（旧10 J ◎S I O 2，64 2）

柑　　◎　S K⑳2

P L）29

296

長頸壷。口縁部は直線的に開く。 外面口縁部から肩部にかけて横 内外面暗橙褐色。外面胴部及
胴部は肩の張る球形をなす。胴部 方向のへラ磨き，頚部付近はナ び内面胴部下半炭化物付着。

の器壁は厚い。肩部に棒状工具に デ消されている。肩部若干横方 細砂粒を含む。

よる刺実が 2 つある。 向のパケ目残る。胴部パケ目調 口径 12．4，胴部最大径14．4，

整。内面口壕部横ナデ。胴部左 器高16．6 C潤。

方向のへラ削り，底部深い指頭 （旧10J ◎S I O 2 ◎S K O2，

圧痕。 624）

P o　30

296

高塀脚部。円柱状をなす柱状部か 外面柱状部上位パケ目，下位面 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

ら強く 「ハ」の字状に開く裾部を 取り的磨き。裾部横ナデ後磨き む。脚径 9．8 cl花。
もつ。柱状部の器壁は厚い。 か？　 内面柱状部中位左方向の （旧10 J ◎S I O2 ⑳S K O2，

へラ削り，上位 ◎下位絞り目残

る。裾部パケ目調整。

625）

P o　31

296

高塚。小さく深い琢部と大きく開 師部内外面とも横ナデ，内面に 内外面淡橙褐色。細砂粒を含

く低い脚部からなる。脚部に円形 わずかにパケ目残る。接合部は む。特に黒雲母を多量に含む。

の透 し孔があり，三方透 しと推定 パケ目によって仕上げられる。 口径13．0，器高 9．6 （推定）

される。 裾部パケ目調整の後へラ磨きか C澗○
？　 柱状部内面右方向のへラ削 （旧10 J ◎S I O2 ◎S K O2，

り，裾部パケ目調整，脚端部横

ナデ。

610）

P o　32 鼓形器台。脚部下位欠損。受部外

や

外面横ナデ。内面受部へラ磨き ．内外面橙褐色。細砂粒を含む。

296
方へ長 く伸び，端部は丸 くおさめ 仕上げと思われるが単位不明。 口径 22．6 C爪。

る。簡部はやや短い。受部の稜は 脚部右へラ削り。 （旧10 J ◎S I O2 ◎S K O2，

鋭 くやや下方に引き出され，脚部

の稜は鋭いが厚味をもつ。

622）

P o　33

296

鼓形器台。やや小型。受部外方へ 外面受部 ◎脚部とも縦方向のへ 内外面淡灰褐色。細砂粒を多

開き，端部でさらに外方へ折り曲 ラ磨き。簡部槙ナデのまま。内 量に含む。

げられる。簡部短い。脚部内湾し 面受部幅の広い横方向のへラ磨 口径 14．4 ，脚径 13．lc爪。

ながら短 く開き，脚端部で外反す き。脚部右方向のへラ削り。脚 （旧10 J ◎S I O2 ◎S K O2，

る。受部の稜はやや丸味をもち，

脚部の稜は下面にへラ状工具によ

る凹みがあり，小さいが鋭い。

端部横ナデ。 621）

F　　 5 鉄器。 最大幅 0．9 ，厚さ0．4 cm 挿図296

（旧10 J ⑳S K O2，608）

F　　 6 釣針。針先を欠損。 幅0．35，厚さ 0．3 cm 挿図296

（旧10 J ◎S K O2，628）

F　　 7 棒状鉄器。一部欠損。 幅 0．4 ，厚さ0．3 C盈 挿図296

（旧10 J ◎S K O2，613）

F　　 8 棒状鉄製品。 最大幅 0．7 ，厚さ0．4 cm 挿図296

（旧10 J ◎S K O2，618）

F　　 9 爪形鉄器。 長さ 2．8 ，幅 1．6 ，厚さ 0．3 cm 挿図296

（旧10 J ◎S K O2，629）

－112－



F　 10 ノ ミ状鉄鎖。柄部に木質が残る。 長 さ 3．2 ， 幅 1．5 ，厚 さ 0．2 cm 挿図・296

先端部 は丸い。 （旧10 J ◎S I O 2，62 6）

F　 ll ノ ミ頭鉄錬。 長さ 4．6 ， 幅 1．2 ，厚さ 0．5 cm 挿 図29 6

（旧10 J ◎S K O2，6 17）

P o　 l 賓。口縁部外反す る複合 口縁。屈 口綾部内外面構 ナデ。外面頚部 内外面淡灰褐色。外面スス付

29 8
曲部 の稜は鋭 さを残す。 口縁端部 か ら肩部横方向にナデる。胴部 着。小砂粒を含む。
外方 にナデられ丸い。器壁は胴部 中位横パケ目，一部ナデが施 さ 口径 11．2 （推定）cm。
中位で薄い。 れ る。内面頚部ナデ，以下右方

向のへラ削 り。

（旧11 J ◎S I O2，29 3）

P o　 2 饗 。口縁部は内湾気味に開 く「く」

′JL，

外面口縁 ◎胴部上半横磨 き。胴 内外面黄褐色。外面スス付着。

2 98
の子状口縁。口縁端部内側に肥厚 部下半ナデる。内面口縁 ◎頚部 細砂粒を含む。口径 11．6，胴
し，鈍い稜をなす。頚部短 く，球 桟にナデる。胴部右方向の削 り，部最大径 15．2，器高14．7 C7刀。
形の胴部に続 く。

［

底部指頭圧痕残 る。 （旧11 J ◎S I O 2，198）

P o　 3 高塀。杯部上半を欠 く。 琢 低 部 杯部風化著 しいが内外面とも横 脚部内外面乳灰色，杯部内外

298
に鈍 い稜をもち，底部 は大きく広 磨 きが施されたと思われる。柱 面茶灰褐色。極細砂粒を含む
がる。脚部は低位で大きく広が る。状部外面槙磨き，上方 にパケ目 脚径 14．7 C郡。
裾部 と太い柱状部を もつ。脚端部 が残る。内面左へラ削 り。裾部外 （旧H J ◎、S W ，197）
は角ぼる。接合部は断面波状を呈

す。杯部外面底部に小孔。

面横磨き，内面ナデる。

P o　 4

298

高塀杯部。平坦 な底部か ら外に開 外面横へラ磨き，内面構ナデ。 内外面黄褐色。胎土精良。
く師部。 口縁端部カット気味。脚 パケ目後縦磨き。 口径 17．O c硯。
部欠損。 （旧1 1 J ⑳S I O 2，193）

P o　 5 高塀脚部。細めの柱状部 と低い所

う

柱状部外面 ナデ後横磨 き，内面 外面黄灰色　 内面赤黄灰色。

298
か b ゆ るやかに 「ハ」の字状に開 絞 り後ナデる。裾部外面ナデ， 小砂粒を含む。
く裾部を もつ。器壁 は柱状部でや 内面パケ後指押え後ナデ。 脚径 9．8 cm 。
や厚い。脚端部カット後ナデられ

丸みを帯び る。裾部内面に 2 条 の

沈線。

（旧1l J ⑳S I O 2，19 2）

P o　 6 高塚型器台受部。受部平坦で浅 く

ノ

外面口縁部横にナデる。底部横 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

29 8
口縁 部外反 す る。 口縁端 部 カッ ナデ後縦磨き。内面口縁部横 ナ む。口径 12．3 C爪。

ト。屈曲部 の稜 は鈍 い。脚部 欠 デ後横磨 き。 （旧1 1 J ⑳S I O2，29 4）
損 。 底部放射状のへラ磨 き。

P o　 7 鉢。浅い碗状をなす。 口綾部を欠

ロ

外面ナデ調整，内面上位横 にナ 外面暗褐色，黒斑あ り。内面

29 8
くF。′器壁は厚い。 デる。底面板状工具によりナデ 淡赤褐色。‘細砂粒 を含む。

られている。 （旧11 J ⑳S I O 2，28 6）

F　 l 銑鉄。 最大幅 1．2 ， 厚さ 0．2 cm。 挿 図298

（旧11 J ◎S I O 2，232）

F　　 2 タガネ状鉄製品。 長さ 8．7 ， 最大 幅 1．6 ， 厚 さ 挿図298

1．0 cm （旧11 J ◎S I O 2，2 74）

S　 l 蔽石。一部赤色顔料が残 る。全面 蔽面は 2 面。 長 さ　 9．8 ，最大 挿図 298

に施 されていたと考えられる。 径 5．0 cm 。 （旧11 J ◎S I O 2，29 0）
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S王　悶6

P o　 l

30 1

蜜。口縁部はやや内湾す る 「く」 口線部内外面横ナデ，外面肩部 内外面 とも橙褐色。外面スス

の字状 口縁で，端部 は面をもち， パ ケ目調整。頚部直下パケ目が 付着。砂粒を多量に含 む。

内側に肥厚する。端部外面 は強い ナデ消されている。内面低い位 口径 14．3 C仇。

横ナデによる稜がめ ぐる。胴部は 置より右方 向のへラ削 り。肩部 （旧1l J ◎S I O 3，32 1）

肩の張 らない縦長 をなすと思われ

る。

は指頭圧痕が多く残 る。

P．0　 2

30 1

高杯杯部。大型。口縁部は外反 し 外面口縁部縦方向のへラ磨きの 外面淡橙褐色，丹痕跡あ り。

端部は面をなしやや内側 に肥厚す 後槙ナデ。杯底部縦方向のパケ 内面暗褐色。砂粒を少量含む。

る。杯底部 と口縁部との境界にや 目後縦方向のへラ磨き。稜の上 黒雲母を多量に含む。

や下方向に引き出された稜がめ ぐ 下面横ナデ。内面 2 段の縦方向 口径 31．2 cm。

る。 のへ ラ磨 き，上位には横方向の

へラ磨きが施 されている。

（旧11 J ◎S I 136，32 2）

P o　 3

30 1

鉢。椀状をなす体部から角度を変 口綾部内外面横 ナデ。体部外面 内外面橙褐色。細砂粒を含む。

えて外反する口縁部をなす。口縁 へラ削 り。内面 ナデ調啓。 特に臼色粒子を含む。

端部 は小さ く丸 く終わる。 口径 10．l c硯。

（旧11 J ◎S I O3，3 28）

F　 l 剣先型鉄製品か ？ 最大幅 1．9 ，厚 さ 0．4 cm 挿図3 0 1

（旧11 J ◎S I O 3，内 S K ll

3 15）

F　　 2 鉄鎖。 最大幅 2．2 ，厚 さ 0．3 C珊 挿図30 1

（旧1l J ⑳S 王0 3，内 S K ll

3 16）

S　 l 有溝軽石。三角錐状をなす。 底面擦面。側面 3 面に線刻を施 挿図30 1

す 。 （旧11 J ⑳S I O 3，330）

P o　 l

3 02

聾。口綾部は外反 し，屈曲部の稜 口頚部内外面横ナデ，外面頸部 内外面淡褐色。外面スス付着

は横ナデにより水平方向に鋭 く引 下位縦パケ目，肩部構パケ目。 3 礪配大の砂粒を少量含む。小

き出される。 口縁端部はやや角張 内面右方向のへラ削 り。外面縦 砂粒をやや多量に含む。

る。器壁は薄 い。 方向のパケ目調整。内面上方向 口径 17．l c珊

のへラ削 り。 （旧10 J ◎S I O3，73 4）

P o　 l

30 4

壷。ロ綾部はやや短 く直立 し，屈 口縁部内外面桟ナデ，外面肩部 内外面 とも淡黄褐色。口縁部

曲部の稜 は水平方向につ まみ出さ 縦方向のパケ目後 ナデ消 さる。 黒斑あ り。細砂粒，黒雲母 を

れる。端部は丸味をもつ。頚部は 内面頸部ナデ，肩部右方向のへ 多量 に含む。口径 16．4 C仇。

強 く，外反 し肩部 にいたる。 ラ削り。 （旧10 I ◎S I O 4，1982）

P o　 2

304

毒 口縁破片。口縁部は外反する複 口縁 ◎頚部内外面横 にナデる。 内外面淡島褐色。細砂粒 を含

合 口縁。屈曲部の稜はやや鈍い。 内面肩部右方向の削 り。 む。 口径 21．6 （推定）C睨。

口縁端部やや丸味をもつ。器壁薄 （旧10 I ◎S I 掴，19 16，

い。 19 33）

P o　 3

30 4

壷 口縁。 口綾部 はやや外反する複 口縁 ◎頸部内外面桟 にナデる。 外面褐色，内面淡褐色。黒斑

合 口縁。屈曲部の稜は鋭 くっまみ 外面頸部 下パケ 目， 後ナ デ消 あり。細砂粒を含む。

出され る。 ロ縁端部はやや丸味を す。内面頚部絞 り痕残る。肩部 口径 20．6 C鵜。

もつ。 右方向の削 り。 （旧10 I ◎S I O4，19 11）
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P o　 4 壷 。外反する複合口縁。稜は鋭い。

J

口壕部 内外面堵ナデ。 口縁端部 内外面茶褐色。細砂粒を含む，

304

口縁端部カット。頚部はやや内傾 桟 ナデ。硬 の裏 側やや 浅 く凹 口径 19．9 （推定）物。．
気味に直立。 む。頚部内外面構ナデ。肩部外

面横ナデ，内面左へラ削 り。

（旧 10 I ◎S I 掴 ，19 83）

P o　 5 壷 口綾部。 口縁部 はやや 外反 し 口線部内外面横にナデる。 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

3 04

大 き く外へ開 く複合口縁。屈曲部 む。
の稜 は鋭 く垂下する。口縁端部は 口径 24．6 （推定）C硯。
カット気味。口縁部外面 に未穿孔

2 ヶ所あり。

（旧10 I ◎S I O 4，187 5）

P o　 6 壷 口縁部。 口縁部 はやや 外反 し 外面口縁 ◎頸部桟 にナデる。内 内外面淡黄褐色。細砂粒 を含

304
大 き く外へ開 く複合口縁。屈曲部 面口線部横 にナデる。頚部パケ む。口径 3 1．6 （推定）C硯。

の稜は鋭 く垂下気味。口縁端部カ 目残る。 （旧10 I ◎S I O 4，19 27 ，

ッ トされる。外面頚部に木 口状工

具による 「ノ」の字文を施す。
192 9，19 18 ）

P o　 7 壷。外反す る複合口縁。稜は貼 り

＼

口綾部内外面鏡ナデ，口縁端部 内外面淡黄褐色。スス等によ

304
付 けで鋭い。 口縁端部カ ット。頸 礁 ナデ。稜の裏側やや浅 く凹む。り黒色に変化する部分 も多い
部か ら肩部にかけて無軸羽状文を 外面頚部か ら肩部はパケ後一部 細砂粒を含む。

施す。 ナデ消す。内面頚部横 ナデこ肩 口径 30．2 （推定）耽。

部右へ ラ削 り。 （旧 10 I ′◎S 王04，192 3）

P o　 8 壷。口綾部さらに外反する複合口 口綾部 内外面桟ナデ。外面頚部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

30 4
縁 。屈曲部の稜はシャープ。口線 縦パケ目後ナヂる。肩部縦パケ む。口径 2 1．0 （推定）α睨。
端部は外側 にカット。肩部外面 に ．目後凹線文，以下ハケ目調整。 （由10 1 ◎S I O 4，19札

凹 線文めぐり，その下方 に刻み目 内面頚部ナデ仕上 げ。胴部右方

向のへラ削 り。
19 39， 194 3， 19 49）

P o　 9 長頸壷。口縁部外反 して立ち上が 口縁 ◎頚部内外面ナデ仕上げ。 内外面乳灰色。細砂粒を含むb

30 5

る長 い複合 口縁。屈曲部の稜は丸 肩部外面ナデ， 内面 右 へ ラ削 口径 10．8 （推定）C研。
味を帯 びる。 口縁端部は尖 り気味

に丸 く終わる。

り。 （旧10 I 。S I O4，19 73）

P o lO

305

長頸壷。 口線部外反 してのびる長 内外面構方向にナデる。 内外面灰白色。細砂粒を含む。
い複合口縁。屈曲部はシャープ。 口径 9．6 （推定）C硯。

口縁端部尖 り気味に丸 く終わる。 （旧 10 I ◎S I O 4，19 45）

P o 1－1

30 5

無頸 壷。胴部は強 く張 り，角度を 外面口綾部強い横ナデが走る。 外面淡褐色。一部黒斑あり。
変え射 、で上方 にのび，径の小さ 胴部縦方向のへラ磨き，下部桟 胴部 スス付着。内面黒灰色。

い口縁を作り出す。口縁端部は丸 方向のへラ磨きが加えられる。 小砂粒を少量含む。

くおさめ る。高時 の可能性 もあ 内面横方向のへラ削 りで方向性 口径 8．0 ， 胴部最大径 15．2

る。 はない。 口綾部ナデ仕上げ。 （推定）耽。

（旧10 I ◎S I ・掴 ，18 74）

P o 12

30 5

小型 丸底壷。口縁部は外反気味に 外面口繚 ◎頚部桟ナデ。胴部ハ 内外面明橙色。砂粒を含む。

立ちあがる複合口縁。屈曲部の稜 ケで上位 をナデ消す。 口径 10．0 （推定），胴部最大

は鋭い。口縁端部はやや角ぼ る。 部 ◎頸部構ナデで，稜の裏側 は 径 9．5 （推定）C硯。
最大径は口縁部にある。 凹む。胴部上位削 り的なへラ磨

き，以下へ ラ削 り。下位はその

後ナデ。

（旧10 I ◎S I O 4，190 2）

P o 13

30 5

小型丸底壷。 口縁部は外反気味に 外面口綾部 ◎頚部横ナデ。稜の 内外面明橙色。砂粒を含む。

立ち上がる複合口縁。屈曲部 の稜 下位に一部パケ目残 る。胴部ハ 口径 11．1，胴部最大径 9．4 ，

はやや鋭 い。口繚端部は丸 く終わ ケで上位ナデ消す。内面口縁部 器高 6．5 cm。

る。胴部は扇平。最大径は口綾部

にある。

横磨き，頚部横ナデ，胴部上位

横方向のへ ラ削 り後ナデ，下位

はハケ目と指頭圧 痕が見 られ

る。

（旧 10 I ◎S I O 4，196 0）
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P o 14

30 5

小 型丸底壷。口縁部は外反気味に 外面口縁部 ◎頚部構ナデ。肩部 外面明橙色で一部等斑状に暗

立ちあがる複合 口縁。屈曲部 の稜 パケ後横へラ磨き。胴部パケ目。茶褐色の部分がある。内面は

は鋭い。 口縁端部は端面をもつ。 内面 口縁部槙ナデ？稜の裏側は 橙色。外面一部に薄 くススが

最大径は口縁部 にある。 凹み，沈線状の段がめぐる。頸 付着。細砂粒を含む。

部あらいナデ。肩部へ ラ削 り後 口径 11．1，胴部最大径 10，8 ，

粗いナデ。胴部へラ削 り後へラ 器高1 8．5 cm 。

磨 き。 （旧10 I ◎S I O4，．196 5）

P o 15

30 5

賓 。 口縁部外反す る短 い複合 口縁。口縁部内外面構ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。細砂粒

屈曲部の稜はシャープ。口縁端部 縦パケ目後ナデる。内面頸部ナ 口径 1 1．5 （推定）C撒。

は角ぼる。▼頸部やや長い。器壁は

頚部で厚 い。

デ，以下右方 向のへ ラ削 り。 （旧10 I・◎S I O4，194 1）

P o 16

30 5

賓 。 口縁部外反 してのびる複合口 口縁部 内外面横ナデ。外面頚部 外面黄褐色，一部黒斑あり。

縁。屈曲部はナデられ稜は丸味を ナデる。以下パケ目後ナデ る。 内面淡褐色。細砂粒を含む。

帯 びる。 口縁端部は角ぼ る。頸部 内面頚部横 にナデる。以下右方 口径 13．7 （推定）C爪。

に沈線状の凹み 1条 め ぐる。 向のへラ削 り．。 （旧 10 I ◎S I O 4，194 1）

P o 17

30 5

賓 。 ロ縁部外反気味に立ち上が り 口縁部内外面横ナデ。外面頚部 内外面淡灰褐色。細砂粒を含

端部で さらに外反す る複合 目線。 ナデる。以下縦パケ目。所々ナ む。

屈曲部は内面に強い段を有 し，外 デ消 される。内面胴部右方向の 口径 1 3．8 （推定）cm。

側の稜は僅かにつまみ出される。

口縁端部は角ぼる。器壁はロ縁部

中位でめだ って厚い。

へ ラ削 り。 （旧10 I ◎S I O 4，1932）

P o 18

30 5

賓。 口縁部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面横ナデ，外面肩部 外面黄茶褐色，内面暗灰色。

曲部 は鋭い。口縁端部 は外側に肥 縦パケ目後ナデる。内面頚部直 口径 14．9 （推定）cl花。

厚 し，端面角ぼる。肩部外面に浅

い刻み目 1 ヶ所あ り。

下高い所より右方向に削 る。 （旧10 I ◎S I O 4，19 38）

P o 19

30 5

聾 。 口縁部外反する複合 口縁。屈 口縁部内外面横 ナデ，外面肩部 外面暗灰褐色，内面口縁部上

曲部 軽水平方向 につまみ出され稜 縦パケ目後ナデ，以下幅広いハ 半乳灰色，以下焼成前に塗 ら

は鋭 い。口縁端部は丸 く終わ る。 ケ目をナデ消す。内面胴部右方 れた丹 により茶黄色。丹 は外

向のへラ削 り。 面肩部に も部分的に付着する

細砂粒を含む。

口径 16．4 （推定）C仇。

（旧10 I ◎S I O 4，19 10）

P o　20

30 5

聾。 口縁部外反 して立ち上が る複 口綾部内外面横ナデ，外面肩部 外面暗灰褐色。口縁部スス付

合 口縁。屈曲部はナデられ丸味を パケ目をナデ消す。以下パケ目 着。内面黒灰色。細砂粒を含

持つ。口縁端部は丸い。 調整。下方はナデ消 しが施され む。口径 12．8 （推定）cm。

頚部長め。 る。内面胴部右方向のへラ削 り。 （旧10 I ◎S I O4，19 35）

P o　21

30 5

P o　22

30 5

l
賓 。 口縁部は外反する複合口縁で 口縁部内外面横 ナデ，外面頚部 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

屈曲部の稜は水平方向に引き出さ 縦方向，肩部横方向の細かいハ む。白色微粒子，黒雲母を含

れ る。屈曲部上面にへラ状工具に ケ目が施される。胴部は横方向，む。

よる 1 条 の凹線が認められる。瑞 胴下位で縦方向のやや粗いパケ 口径 12．8 ，胴部最大径 14．6

部 は小さく角張 る。胴部 は最大胴 目が施 され る。頸部下位，胴部 （推定） cm 。

径がやや上位 にあ る倒卵形 をな 下半についてはナデ消されてい （旧10 I ◎S I O 4，19 41）

内外面淡灰褐色。細砂粒を含

す。肩部にパケ目原体による刻 み る。内面 右方 向主体の へ ラ削

目がめ ぐる。 り。

聾。 口縁部外反する複合 口縁。屈 口縁部内外面横 ナデ，外面肩部

曲部の稜はシャープ。口縁端部 は パ ケ目の後ナデ消 し，以下横ハ む。

外方にカットされるがやや丸 く終 ケ目。内面頚部高い所より右方 口径 16．5 （推定）cl花。

わる。頚部の くびれ広い。 向のへラ削 り。 （旧10 I ◎S 「0 4，ユ9 76）
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P o　2 3 賓。 外反す る複合口縁で， 口縁端 口縁部内外面横ナデ？外面肩部 内外面淡褐色。細砂粒をやや

3 05

部 は水平面を もちやや角張 る。屈 パケ目原体 による平行線帯がみ 多量に含む。茶色粒子を含む
曲部の硬は横ナデにより水平方向 とめられるがほとんどナデ消さ 口径 15．8，胴部最大径 23．4，

に引き出され　 やや鋭 い。肩部は れている。外面パケ目調整の後 器高2 3．4 （推定）C刑。
なだらかで最大咽径位やや上程で ナデ仕上げ。胴部中位に横方向 （旧10 I ◎S I O4，197 7）
横 に張 り出 し，球形の胴部をつ く のパケ目残 る。内面胴部下半左

り出 している。 上方向のへラ削 り後上半右方向

のへラ削 り。肩部下位削 りの後

指頭圧痕。底部付近 も削りの後

ナデ。

P o　24 聾。 口縁部 さらに外反する複合口

上

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面戻褐色。 口縁部 ◎胴部 に

305
縁。 屈曲部の稜はシャープ。口縁 縦パケ目をナデ消す。以下所々 スス付着。内面黄灰褐色。細
端部はやや丸味を持つ。器壁は胴 パケ目が残 る。内面頸部直下高 砂粒を含む。
部で厚い。 、い所か ら右方向のへ ラ削 り。 口径 14．7 （推定）cm。

（旧10 I ◎S 工04，19 15）

P o　2 5 聾。 口縁部外反 してのびる長めの 口綾部内外面横ナデこ　外面ナデ 外面淡赤黄褐色。 口縁部一部

30 5
複 合 口縁。 屈曲部 の稜 は シ ャー 仕上げ。胴部中位に薄 くパケ目 に黒斑 ◎スス付着．。
プ。 日録端部は 2 方 向にカッ トさ が残 る。内面頸部ナデる。以下 内面淡赤黄色。細砂粒を含む。
れ，外側 ◎上側が平坦。内側は甘 右方向のへラ削 り。 口径 16．1 （推定）cm 。
い稜がつくられる。 （旧10 I ◎S I O 4，19 19）

P o　2 6 賓。 口縁部外反 してのびる複合 口

√

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗黄灰褐色，スス付着。

305
縁 。 屈曲部の稜はシャープ。口縁 ナデる。以下波状文，縦パケ後 内面暗黄灰色。細砂粒を含む。

端部は内側 に肥 厚 し， 丸 く終 わ ナデる。内面頚部ナデ仕上げ。 口径 1 6．1 （推定）cm。
る。肩部外面に波状文め ぐる。器

壁 は胴部で薄い。

以下右へラ削り，左へラ削り。 （旧10 I ◎S I O4，1896）

P o　27 聾 。 口縁部は外反する複合口縁で

↓

口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面淡褐色，口縁部一部黒斑

30 6

口縁端部 は小さく角はり，屈曲部 パケ目調整の後，平行線帯をめ 有 り。外面スス付着。内面橙
は上面に 1 条 の凹線が施され，比 ぐらす。内面頚部ナデ，肩部右 褐色。細砂粒をやや多量に含
校的鋭 い。屈曲部下面は強い横 ナ 方向のへラ削 り。 む。

デにより稜を呈す。肩部はなだら 口径 16．6 （推定）C甥。
か。 （旧10 I ◎S I O4，1924）

P o　28

30 6

聾。 口縁部は外反す る複合 口縁で 口縁部内外面横ナデ。屈曲部上 内外南淡褐色。外面スス付着
屈曲部の稜は水平方向につまみ出 面に 2 条の凹みがあるが横ナデ 細砂粒を比較的多量に含む。

され鋭い。端部は若干角張る。肩 される。外面パケ目調整。頸部 口径 16．8 ，胴部最大径 21．3

部 はなだらかで胴部はやや強 く張 下位指頭圧痕がある。 （推定）C仇。
る。肩部にパケ目原体による刻み 器面に凹凸が残 る。内面項部ナ （旧10 I ◎S I O 4，1946 ，

目がめ ぐる。器壁 は薄い。 デ。肩部右方向のへラ削 り。胴

部左上方向のへラ削 りで下位 は

ナデがみ られる。

1938）

P o　2 9 賓。 やや内湾気味に外方へ広が る 口縁部内外面構ナデ。肩部外面 内外面暗茶灰色。細砂粒を含

30 6

P o　30

「く」の字状口縁。 口縁端部はつ パケ。屈曲部付近 はナデ消され む。

まみ上げられ直立す る。器壁は極 る。肩部内面へラ削 り。

口縁部内外面横ナデ。外面パケ

口径 13．4 （推定）C現。

めて薄い。屈曲部の内面の稜は鋭

い。

短頸賓。やや内傾す る複合口縁で

√

（旧10 I ◎S I O4，2 003）

内外面暗褐色。外面スス付着

30 6
口縁端部は厚 く丸昧をもっ。屈曲 目調整，後文様的に平行線帯 を 細砂粒を比較的少量含む。特

部は水平方向に引き出され明瞭な め ぐらし，更 に刻み目を施す。 に雲母が多い。
稜をなす。肩 の張 らない球形の胴 内面右方向のへラ削 り。頚部ナ

デ。

口径 12．8 ，胴部最大径 22．0

部 をもつ。 （推定）C刑。

（旧 10 I ◎S I O4，19 85）
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P o　3 1

30 6

聾 。 口縁部外反する複合口縁。屈 ロ綾部 内外面積ナデ。外面頚部 内外面黄灰色。細砂粒を含む。

曲部の稜 はシャープで∴目線端部 ナデる。肩部縦パケ目後ナデ， 口径 21．4 （推定）C硯。

は外側に肥厚 し，端面角ぼる。大 以下縦パケ後横パケ目。内面頸 （旧10 I ◎S I 掴 ，19 17）

型 であるのに比 し器壁が薄い。 部ナデ，以下右方向 ◎左上方向

のへラ削 り。

P o　32

306

饗 。 口縁部外反 して長 くのびる複 口縁部内外面構．ナデ。外面肩部 外面乳灰色 と灰褐色。内面黄

合 口縁。屈曲部の稜 は鋭い。口縁 縦パケ 目調整。以下パケ目がナ 灰色。－細砂粒を含む。

端部 は外側に肥厚 し，端面 は角ば デ消される。内面肩部右へラ削 口径 2 3．6 （推定）耽。

る。肩部外面に 「ノ」の字状の刻 り，上方 は軽 いナ デが 施 され （旧1P I ◎S L 0 4，19 68）

みを施す。 る。

P o　3 3

30 6

高塀杯部。椀状に開 く塔部で，脚 師部外面横方向の細かいへラ磨 内外面淡灰褐色。小砂粒を少

部 との接合は円板充填式 と思われ き。琢底部幅広い面取り的磨き。量含む。口径 18．6 （推定）C珊

る。師部外面小孔あり。 内面塔部パケ目調整の後縦方向 （旧10 I ◎S I O 4，1931 ，

のへ ラ磨き。 口縁端部に痍方向

のへラ磨きが施される。

194 1）

P o　34

30 6

高塚師部。大きく開 く杯部で口縁 師部外面パケ目調整の後縦方向 内外面淡灰褐色。細砂粒を含

部は強 く外反する。ロ縁端部は角 のへ ラ磨き。口綾部 ◎杯底部に む。 口径 10．9 C爪。

張る。口綾部外面指頭圧痕残 る。 パ ケ目残る。内面 2 段 のへ ラ磨 （旧10 I ◎S 王04 ，1975 ，

き。上位横方向のパケ目残る。 194 2）

P o　35

30 6

高塀 。師部 は接合部ではがれて一 外面縦へラ磨き。内面右方向の 外面黄灰色。 内面暗灰褐色。

部のみ残存。太い柱状部 と低い所 へ ラ削 り後ナデる。 細砂粒を含む。

でゆるやかに 「ハ」の字状に開 く 脚径 13．6 C祝。

裾部を もつ。脚端部は角ぼる。脚

部円板充填式。

（旧10 I ◎S 工04，196 2）

P o　36

30 6

高塀。高い所か ら大き く開 く裾部 内外面 とも剥離著 しいが；外面 外面灰褐色，内面暗灰褐色。

と太い柱状部を持つ脚部。脚端部 縦パケ目。内面柱状部左へラ削 極細砂粒を含む。

は丸い。 り，裾部パケ目が少々残 ってい 脚径 1 1．3 （推定）仰。

る。 （旧 10 I ◎S I O 4，1962）

P o　37

30 6

高塀師部。椀状の浅い杯部で口縁 杯部外面パケ目調整の後 2 段 の 内外面淡褐色。細砂粒を含む

端部を構ナデにより外反 させる。 へ ラ磨 き。内面パケ目調整の後 黒雲母を多量に含む。

杯底部外面に小孔があり，脚部 と 縦へラ磨き。杯底部磨きの後ナ 口径 1 5．4 （推定）C冊。

の接合は円板充填式 と思われる。 デ仕上げ。 （旧10 I ◎S I O4，19 49）

P o　38

3 06

高塚 。杯部大半欠損。太い柱状部 外面杯部磨 き，脚部縦方向の密 内外面乳灰色。細砂粒を含む。

か らなだらかに 「ハ」の字状に開 なパ ケ目調整。裾部に横パケ目 脚径 丁2．O c爪。

く裾部を持つ脚部。脚端部は丸昧 認む。 内面柱状部左下方向のへ （旧 10 I ◎S I 掴 ，1920 ，

を 帯びる。師部外面底部に小孔あ ラ削 り。裾部 ランダムなパケ目 19円 ）

り。 調整。

P o　39

3 06

高杯 。長 い柱状部の低い所か らゆ 柱状部外面面取 り，所々にパケ 内外面黄灰色。細砂粒を含む。

るやかに 「ハ」の字状 に開 く裾部 目残 る。内面左下方向のへ ラ削 脚径 13．3 （推定）C睨。

を持つ脚部。脚端部はカットされ り。裾部外面濃 い縦磨き。内面 （旧10 I ◎S I O 4，197 1）

鋭 い。器壁は屈曲部で薄い。 左方向のへラ削 り，脚端部ナデ。

P o　40

30 6

P o　4 1

306

高杯 。径の小 さい深い椀状の師部 師部外面パケ目調整。後細かい 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

で口縁端部は丸味をもつ。杯底部 単位の横方向を基調 とするへラ む。

外面小孔あり。

高時脚部。短い柱状部 と低い所か

磨き。内面縦方向のへラ磨 き。 口径 12．3 （推定）C現。

杯底部にパケ目残る。 （旧10 I ◎S I O 4，19 36）

外 面パケ目後ナデ，縦へ ラ磨き。内外面黄褐色。細砂粒を含む。

ら大きく 「ハ」の字状 に開く裾部 内面柱状部左へ ラ削 り。裾部ハ 脚径 1‾8．0 （推定）C鵜。

をもつ。脚端部 は角ぼる。 ケ目調整。 （旧10 I ◎S I O 4，18 79）
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P o　42

3 06

高塀 。杯部大半を欠 く。太い柱状 外面柱状部面取 り，以下縦パケ 内外面乳灰色。細砂粒を含む。

部 と，大き く 「ハ」の字状に開 く 目調整。内面剥離著 しい。脚端 脚径 18．4 C冊。

裾部を持つ脚部。脚端部は丸 い。 部のパケ目調整 。 （旧10 I ◎S I O 4，19 69）

P o　43

30 7

低脚 杯。大 きく開く浅い師部， 口 師部外面縦パケ目をナデ消 して 内外面乳灰色。細砂粒を含む。

縁端部は丸味を帯びる。小さな脚 磨 く。内面風化著 しいが放射状 口径 19．0 ， 脚径 6．3 ， 器 高

部，嘲端部は丸い。器壁は接合部 磨 きか ？　 脚部内外面ナデ仕上 6．l c冊。
で厚い。 げ。 （旧10 I ◎S 工04，19 26）

P o　44

307

低脚杯。大 きく開 く浅い琳部 と短 師部外面パケ目調整後口縁端部 内外面淡橙褐色。 3 聯五大の小

く 「ハ」の字状に開 く脚部。脚端 構ナデ。縦方向のへ ラ磨きで仕 砂粒を少量含む。

部は丸味をもつ。脚端部外面に不 上げる。へラ磨 きの単位不明瞭。口径 18．8 5 （推定），脚径 5．5

規 則なへ ラ状工具による刻み 目が 杯部内面放射状へラ磨 き。上位 器高 5．5 C硯。

半周する。 パケ目残 る。脚部外面横 ナデ。

脚部内面ナデ。

（旧 10 I ◎S I O4，19 64）

P o　45

30 7

低 脚輝。大き く開 く浅い塔部と， 師部外面濃 い縦磨 き，中位にハ 内外面乳灰色。極細砂粒を含

小 さく 「ハ」の字状に開 く脚部を ケ目残存。内面濃 い放射状磨き む。

もつ。 口縁端部角ぼる。脚端部は 上方に横パケ目が認められる。脚 口径 19．5 ， 脚 径 6．0 ， 器高

丸 く終わる。脚部に下方より穿つ 部外面上方縦へラ磨き，以下ナ 5．4 cm。
穿 孔 1個 。 デる。 内面ナデ仕上げ。 （旧10 I ◎S I O 4，1928）

P o　46

30 7

低 脚杯。大き く開 く浅 い師部 と短 師部外面パケ目調整後縦方向の 外面淡橙褐色，内面淡褐灰色

く 「ハ」の字状に開 く脚部。 へ ラ磨 き。パケ目よ く残 り，磨 細砂粒，茶色粒子を含む占黒

きの単位は不明瞭。端部付近後 雲母多量に含 む。

横へラ磨き。脚端部内外面構ナ 口径 19．∴6 ，脚径 6．75 ，器 高

デ。接合部短 い縦へラ磨 き。琢 6．2 C潤。

部 内面放射状へラ磨 き，上位ハ （旧10 I ◎S I O 4，18 99 ，

ケ 目残 る。口縁端部及び杯底部

に横方向のへラ磨きが認められ

る。脚部内面ナデ。

190 4，192 1）

P o　47

307

鼓形器台。受部を大部分欠 く。簡 外面桟ナデ。内面受部へラ削 り 内外面淡黄褐色。砂粒を含む。

部はやや短い。脚部 はやや外反気 後磨 く。簡部へ ラ削 り。脚部丁 脚径 19．0 （推定）cm。

味に広がる。脚端部 はカット。稜

は鋭い。

寧 なへ ラ削 り。脚端部桟ナデ。 （旧10 王◎S 王0 4，1954）

P o　48

3 07

鼓形器台。受部上半を欠 く。簡部 外面ナデ仕上げ。内面ナデ仕上 外面乳灰色，内面暗乳灰色。

は短 く，脚部は内湾気味に外方に げ。脚部下方に右へラ削 り跡残 小砂粒少々含む。

開き，端部で横方向につまみ出さ る。 脚径 16．9 cm。

れ る。小型で全体に均整に欠 ける。

脚部の稜はつぶれ，受部の稜 は鋭

い。

（旧10 I ◎S 王0 4，19 21）

P o　49

30 7

鼓 形器台。受部 は内湾気味に開き 外面ナデ仕 上げ， 内面 受部 ナ 内外面乳灰色。小砂粒を少々

簡部は短い。脚部内湾気味に外方 デ，簡部カット後ナデる。脚部 含む。

に開き，脚端部は肥厚 し，丸 く終 左下方向のへラ削 り。脚端部ナ 脚径 1 8．0 （推定）C耽。

わる、。器形ひずむ。脚部の稜，受

部の稜は丸い。

デる。 （旧10 I ◎S I O 4，19 67）

P o　50

3 07

鼓形 器台。受部やや内湾気味に外 外面横ナデ。内面受部へ ラ削り 内外面明橙色，受部内面一部

反 し，口縁端部は角ぼり，さらに 後へラ磨きで　 中位のへラ磨 き 黒色に変化。細砂粒を含む。

外方にのびる。簡部は不均衡。脚 は粗い。簡部へ ラ削 り後ナデ。 口径 1 1．7 （推定），脚径 10，7

部 はやや短 く外反 し，脚端部は丸 脚部上位へラ削り後磨き。下位 （推定），器高 8．2 cm。

く， さらに外反す る。稜はやや鋭

い。

はナデ。 （旧 10 I ⑳S 王0 4，19 63）
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M　 l 素文鏡 。 湯 まわ りの悪 さに よる孔 が あ 挿図30 7

る。縁は研磨される。鏡面 は僅

か凸面をなす。銀部に紐 と思わ

れる繊維質が残 る。

径 3．0 5 ，鎧 高 1．65 cm 。

（旧10 I ◎S I O4，18 69）

F　　 l 刀 子か ？ 最大幅 1．2 ，厚 さ 0．2 C珊 挿 図307

（旧10 I ⑳S I O4，19 52）

F　　 2 鉄 錬。 最大幅 2．1，厚 さ 0．3 cm 挿 図307

（旧10 I ◎S I O4，1970）

F　　 3 鉄鉄か ？ 最大幅 1．4 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図30 7

（旧10 I ⑳S I O4，19 78）

F　　 4 鉄錬。 最大幅 2．0 ，厚 さ 0．3 cm 挿 図30 7

（旧10 I ◎S I O4，18 97）

F　　 5 銑鉄。 最大幅 2．0 ，厚 さ 0．4 cm 挿 図30 7

（旧 10 I ◎S I O 4，19 48）

F　　 6 板状鉄製品。 最大幅 1．2 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図30 7

（旧 10 I ◎S E ，568）

F　　 7 線 。木質部が先端部下方 に残る。 最大幅 1．1 ，厚 さ 0．4 ， 推定長 挿図307

刃先 は断面弓形。 14．8 cm （旧10 I ◎S I O 4，1900）

F　　 8 針状鉄製品。 最大幅 0．2 C盈 挿 図30 7

（旧10 I ◎S I O 4，19 14）

D　 l 土 玉。断面算盤玉状をなす。 乳白色。焼成 あまい。細砂粒， 挿図306

砂粒 を含まない。最大径 2．2 C珊 （旧10 I ◎S I O 4，19 12）

P o　 l

30 9

小 型 丸底壷。目線部 と体部の比は 胴部外面パケ。内面 へラ削 り後 内外面淡橙色。胎土 1御 大の

1 ：3 弱。胴部内面 に指圧の際の 指圧。口縁部内外面横ナデ。 粒子を含む。口径 7．㌦　 器高

ツメの痕がのこる。 9．l c盈（旧10 H ◎S I O 2，100 9）

P o　 2

309

賓 。直線的に外傾する複合口縁。 胴部 内面へ ラ削 り。外面縦パケ 内外面淡灰褐色。 2 閻 大の粒

端部 は平 ら‾で肥大する。肩はやや 後横パケ。 口縁部 内外面横 ナ 子を均一に含む。

張 るら デ。 口径 16．2 C潤。

（旧10 H ◎S I O 2，10 07）

P o　 3

309

聾 。直線的に外傾する複合口縁。 胴部内面へラ削 り。外面横パケ 内外面淡灰褐色。 2 閻 大の粒

端部 は平 らで肥大する。肩はやや 口縁部内外面横ナデ。 子を均一 に含 む。

張 る。パケの単位は粗い。 口径 17．3 C盈

（旧10 H ◎S I O 2，10 27）

P o　 4

3 09

高塀 。やや外反す る師部。脚裾の 外面パケ後ナデ，後へラ磨 き。 内外面赤褐色。 2閻 大の粒子

広がりは低い。脚裾に 2 条ゐへラ 杯部内面パケ後ナデ，棟へラ磨 を一部に含む。口径 17．2，器

記号的沈線を施す。 き。脚部 内面絞 りの後 へ ラ削 高 12．0， 底径 10．2 cm

り。指頭圧痕。 （旧10 H ◎S I O 2，1012）

P o　 5

309

高塀 。直線的にひろがる杯部。 外面脚部面とり，ナデ後全体 にへ 内外面橙色。胎土細か く均一。

簡部は上部がやや細 く下膨 らみ。 ラ磨き。脚部内面疲り後へラ削 口径 16．8 ，器高 1 1．5 ， 底径

杯部 と脚部の接合は接合後中央を り。師部内面へラ磨 き。 9．9 cm （旧 10 H ◎S I O 2，

へ ラで挟 りr取 ったものであろう。 100 4 （脚）， 100 2 （杯 ））
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F　 l 板 状鉄製品。 最大幅 1．0 ，厚さ 0．2 cm 挿 図309

（旧10 H ◎S I O 2，10 24）

J　 l 滑石製管玉。 両面穿孔。やや緑がかった黒色。挿図309

径 4．5 タ孔径 2．4 ，長 さ14．4 cl花 （旧10 H ◎S I O 2，1005）

J　 2 碧玉製管玉。断面六角形を呈す。 両面穿孔。濃緑色。径 2．5 5，孔 挿図3 09

径 1．8 ～ 1．5 ， 長さ 9．0 5 m 。 （旧10 H ⑳S I O 2，1008）

P o ．1 壷。口縁部は外反する複合口縁。 外面口縁，頚部横ナデ。肩部ハ 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

3 11
屈 曲部の稜はやや鋭 い。 口縁端部 ケ後ナデ消す。内面口綾部横ナ 口径 2 1．4 （推定）cm 。

はカットし角ぼる。器壁厚 い。 デ。頸部パケ後ナデ消す。肩部

右方向のへラ削 り。

（旧 9 H ◎S I O l， 1 19）

P o　 2 壷。目線部はなだ らかに外反 しな

　ヽ．＞

口縁部外面端部横ナデ。縦パケ 内外面淡黄褐色。細砂粒を含

31 1
が ら長 く伸びる口縁。口縁端部は 目後横ナデ。内面横ナデ。 む。口径 13．7 （推定）cm。

カ ットし角ぼる。口縁部下位に木

口状工具 による綾杉文を施 した後

’中に 1条 の波線が入 る。

（旧 9 H ◎S I O l，119）

P o　 3 賓 。口縁部は外反す る複合口縁で 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。胴部 内外面淡褐色。砂粒を含む。

3 1 1

I
I

長 い。屈曲部の稜は鋭い。口縁端 外面肩部縦パケ後ナデ消す。以 口径 12．0 （推定），胴部最大
部は外側にカット気味。頸部は短 下枝パケ。 内面右方向のへラ削 径 1 5．2 （推定）C7花。
く球形の胴部に続 く。 り。 （旧 9 H ◎S 王0 1，110）

P o　 4 賓。 口縁部 はやや外反する複合口 口縁部内外面構ナデ。外面肩部 内外面とも淡褐灰色。砂粒を
縁で口縁端部 は凹面をなし，屈曲 横方 向のパケ目， ほとんどナデ 少量含む。口径 15．4 C鵜。

i 3 11

i

部 の稜は鈍い。頚部下位 に横ナデ 消 される。 内面肩部右方向のへ （旧 9 H ⑳S I O l，1 11）

に よる段を有す。 ラ削 りの後ナデ。

P o　 5 賓。口縁部は外反する複合 口縁。 口縁 ◎頚部内外面積ナデ。胴部 外面黒褐色， スス付着。内面

31 1

i l

屈 曲部の稜は鋭い。 口縁端部カッ 外面上半横方向のパケ目，下半 淡褐色。細砂粒 を含む。
卜気味。頚部は短 く胴長の胴部に 縦方向のパケ目。内面上半右方 口径 13．0 ，胴部最大径 20．‾5 ，

つづ く。器壁は目線部でやや厚 く 向のへラ削 り。下半左上方向の 器高 2 3．3 cm。

・胴部で薄 い。 へ ラ削 り。底部指頭圧痕あ り。 （旧 9 H ⑳S I O l，112）

P o　 6 高塀脚部。柱状部か ら大 きく「ハ」 外面柱状部縦パケ，裾部ナデ。 内外面淡黄褐色。細砂粒 を含

3 1 1

の字 状に開 く脚部。 嘲端部 角ば 内面柱状部斜め上方向の削 り。 む。脚径 14．1 C撒。

る。 裾部細かいパケ目調整。 （旧 9 H ◎S 王0 1，11 5）

P o　 7 高塚。平坦 な底部から外反気味 に 外面杯部は横 へラ磨き，脚部柱 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

3 11
立 ち上が り口縁端部付近で更に外 状部面取 り後ナデ，裾部ナデ。 む。
反す る浅い杯部。口縁端部 は面を 内面師部縦へラ磨 き，一部横 へ 口径 17．6 ，脚径 10．上　 器高
意識 しながらも丸味を帯びる。脚 ラ磨き。脚部柱状部左方向のへ 12．O c撒。

部は柱状部から 「ハ」．の字状に開

く脚部。脚端部 カットし角ぼる。

ラ削 り・，裾部ナデ。 （旧 9 H ◎S I O l，10 9）

P q－　8

31 1

高塚脚部。柱状部か ら 「ハ」 の字 外面面取 り後ナデ。内面柱状部 内外面淡赤褐色。細砂粒を含
状に大き く開 く脚部。脚端部角ば 左方向のへ ラ削り，裾部パケ。 む。脚径 1 1．2 cm。

る。三方透 し孔。 端部ナデ。 （旧 9 H ◎S I O上 12 0）

P o　 9 低 脚坤。杯部は浅 く内湾気味に広 外面琢部放射状のへラ磨 き。脚 内外面赤褐色。　 細砂粒を含

3 1 1

が る。端部は角はる。脚部は小 さ 部縦又は横方向のへ ラ磨き。内 む。口径 15．2 （推定），脚径

く 「ハ」の字状 に広が り，端部 は 面杯部放射状のへ ラ磨き。端部 4．0 ，器高 4．6 5 C郡。

丸くさらに外方に広が る。 直下は横方向のへラ磨き。脚部

は横 ナデ。
（旧 9 H ⑳S I O l，11 4）
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P o lO

3 11

低 脚杯。口綾部内湾する浅い杯部 外面杯部パ ケ後横へラ磨き後ナ 内外南淡赤褐色。細砂粒を含

と 「ハ」の字状に開 く脚部。 口縁 デ，脚部横ナデ。内面上半横へ む。口径 12．7，脚径 5．2 ，器

端部はカット。脚端部は丸 く終わ ラ磨き下半縦へ ラ磨 き後ナデ， 高 4．4 C冊。

る。 脚部 は横ナデ。 （旧 9 H ◎S I O l，108）

S　 l 砥石。半欠。凝灰岩質。 砥面 6 面， うち 3 面 に浅 い線刻 挿図3 1 1

が 観察で きる。 （旧 9 H ◎S ．王0 1，1 16）

P o　 l

312

賓 口縁部‘。　　 口縁部は外反す る 口縁部内外面横ナデ，内面肩部 内外面暗黄褐色。細砂粒を含

複合口縁。口縁端部 はやや外側へ 右方向のへラ削 り。 む。

折れる。屈曲部の稜は鋭 く水平方 口径 14．0 （推定）C珊。

向に引き出され る。屈曲部内面は

強い段を有する。

（旧10 I ◎S I O 4周辺 ，2 009）

P o　 2

3 12

璽 口縁部。　　 口縁部は外反す る 口頸部内外面 とも横ナデ，内面 内外面橙褐色。細砂粒を多量

複合 口縁。 口縁端部はやや外側に 肩部右方向のへラ削 り。 に含む。特に雲母がめだっ。

折 り曲げられ，端部 は凹面 を な 口径 17．1 （推定）伽。

す。屈曲部の稜は水平方向に引き

出される。

（旧10 I ◎S I O 4周 辺，200 9）

P o　 l

314

饗口縁部。　　 やや強く外反する 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面淡褐色。外面スス付着
口縁部で端部は丸味をもち，端部 縦方向のパケ目をナデ消される。細砂粒「茶色微粒子混入。

下位に 1条の凹線を巡らし端部を 肩部内面右方向のへラ削り。 口径 14．6 C爪。

外側へ張り出させている。屈曲部

の稜はやや鋭い。屈曲部下位から
肩部までなめらかな曲線を措く。

（旧10H ◎S D O3，1078）

P o　 2

314

高杯杯部。やや深い碗状を呈す。 杯部外面パケ目が残るが細い単 内外面とも淡灰褐色。細砂粒

接合部は円板充填式で杯底部外面 位のへラ磨きが認められる。杯 を含む。

に小孔をもつ。 底部には縦方向のへラ磨きが施 （旧10H ◎S D O3 内 P 2 ，

されている。器面はあらい。内
面，杯底部－とパケ目工具の痕が
残るが縦方向のへラ磨きが施さ

れている。杯口縁部は粗いパケ
目？が施される。

1074）

P o　 3

3i4

高杯型器台。強く外反する口縁部 外面口縁部縦方向のへラ磨き。 外面淡黄褐色，内面淡赤褐色，

でロ縁端部は平坦面をもち外側に 琢底部器面の光沢から磨きの後 内面とくに濃 く丹痕跡あり。

つまみ出されている。屈曲部の稜 のナデ調整が想定される。杯部 細砂粒を含む。

はやや鋭い。底部と口縁部との接 内面横ナデ，内面の器面 は粗 口径 12．8 （推定）C珊。 （旧10
合面が杯部内面より推定できる。 い。 H ◎S D O5内S K O2，1082）

P o　 l

318

壷。口縁部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面桟ナデ。外面頚部 内外面乳灰色。小砂粒含む。

曲部の稜はやや鋭く，口縁端部は パケ後ナデ，胴部縦パケか？ 口径 17．7 （推定）C飛。

丸味をもつ。頚部は長 く，外面に 内面頚部ナデる。以下右方向の （旧11 I ◎S I O4，2676）

l条のへラ措沈線がみられる。 へラ削り。

P o　 2

318

・壷口頸部。頚部に凸帯をもつ。複 口縁部内外面横ナデ。頚部外面 内外面淡褐色。口縁部内面に

合口縁。頚部はほぼ直立し，口縁 縦パケ後口頸部全体に横ナデ。 スス付着。胎土 1～ 2 mm大の

は桟に広く広がる。頸部凸帯は台 内面頚部桟パケ後指頭圧痕著 し 粒子を多く含む。

形に近い。 い。肩部へラ削 り。 口径 28．9 C珊
（旧11 I ⑳S I O4，2648）
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P o　 3

318

壷 。 白線部は短 く内傾する複合口 口縁 ◎頚部内外面積ナデ。肩部 外面淡褐色，内面淡赤褐色。

縁。屈曲部の硬は鋭い。口縁端部 横にナデる。内面左方向のへ ラ 細砂粒を含む。口径 13．6 C爪。

カット。頚部は長 く，外反気味に 削 り。 （旧11 I ◎S I O 4，27 19 ，

立 ち上がる。肩 部 に波 状文 が入 S I O4 内 P 2，2738，

る。 11 I ◎S I O3，27 14）

P o　 4

3 18

小型丸底壷。 口縁部は複合口縁。 ロ頚部内外面横ナデ。胴部外面 内外面淡灰褐色。胎土細か く

パケ，内面へラ削 り。 均一。

口径 10．0 ，器高 8．0 cm 。

（旧11 I ◎S I O 4，26 90）

P o　 5

3 18

小型丸底壷。 口縁部は外反気味に 外面口縁部横へラ磨き，部分的 内外面明橙色。外面口縁部の

立ち上がる複合口縁。屈曲部の稜 に縦 へラ磨 きが加わる。稜の上 一部，内面底部 にスス付着。

は鋭い。口縁端部は丸 く終わ る。 部に浅い沈線がめ ぐる。頚部桟 細砂粒 を含む。

最大径 は口縁部にある。 ナデ。胴部パケ目で下位 はナデ 口径 1 1．0，胴部最大径 9．8 cm
消 す。‘内面口縁部 ⑳頚部横ナデ

で，稜の裏側凹む。胴部横へラ

削 り。底部指頭圧痕あり。

（旧11 I ◎S I O 4，2 662）

P o　 6

3 18

蜜 。直立す る複合 口縁。屈曲部の 口縁 ◎頚部 内外面積ナデ。胴部 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

稜は鋭い。 口縁端部はカットし角 外面パケ目調整。内面右方向の 口径 12．4 （推定）C爪。

ぼる。頚部 はやや長い。肩部に波

状文が入 る。

へラ削 り。 （旧11 I ◎P I ◎4 ）

P o　 7

31 8

蜜 。 口綾部 は外反する複合口縁。 ロ縁 ◎頸部内外面桟ナデ。外面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

屈曲部の稜 はやや鈍 い。 口縁端部 肩部縦パケ。内面右方向のへラ 口径 14．3 （推定）C硯。

カットし内外にやや肥厚する。 削 り。 （旧11 I ⑳P 4 ，26 92）

P o　 8

3 18

蜜。 ロ縁部外反 す る短 い複合 口 内外面横 にナデる。 内外面黄灰褐色。細砂粒を含

縁。屈曲部の稜 はシャープ。口縁 む。口径 14．0 （推定）C硯。

端部は丸味を帯びる。 （旧11 王　◎S I O 4，2663）

P o　 9

318

聾 口縁部破片。口縁部外反 して立 口縁部内外面強い横 ナデ，外面 内外面責灰褐色。細砂粒を含

ち上がる複合口縁。屈曲部は桟へ 頚部以下パケ後横 にナデる。内 む。 口径 16．2 （推定）cm。

つまみ上げられ，稜は鋭 い。口縁 面頚部ナデる。以下右方向のへ （旧11 I ◎S I O 4，2646）

端 部はナデ られやや丸 く終わる。 ラ削 り。

P o lO

3 18

賓。 口綾部は外反する複合口縁。 口縁 ⑳頚部内外面桟ナデ。 外面黒褐色スス付着。内面淡

屈曲部 の硬はやや鋭い。 口縁端部 褐色。細砂粒 を含む。

はカッ トしやや外側 に肥厚 する。 口径 17．5 （推定）C爪。

（旧11 I ◎P 4 ，26 98）

P o ll

3 18

蜜。 口縁部 は外反する複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面槙 ナデ。外面 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

屈曲部の稜は鈍 い。 口線端部外側 肩部桟パケ。内面右方向のへラ 口径 16．0 （推定）C硯。

にやや肥厚する。 削 り。 （旧1日　 ◎S I O 4，2 650）

P．0 12

3 18

璽 口縁部破片。やや外反する複合 口縁部内外面横ナデ。屈曲部上 内外面 とも淡褐色。細砂粒を

口縁で屈曲部の硬 は鋭 く，やや下 位に沈線状の凹みが 3 条 巡る。 含む。

方に引き出され る。 口線端部は小 内面頚部ナデ。肩部右方 向のへ 口径 1 1．4 （推定）cm。

さく角張 る。器壁 は薄い。 ラ削 り。 （旧1 1 「◎S I O4，2660）

P o 13

3 18

饗 。 口縁部外反する複合 口線。屈 口縁部内外面櫨 ナデ。外面肩部 内外面責灰色，外面所々スス

曲部の稜 はシャープ。口縁端部 は 櫛措凹線文，以下胴部中位まで 付着。細砂粒を含む。

角ぼり，頚部のくびれ弱 い。肩 は 桟パケ目，下半縦パケ目。一部 口径 1 2．8 ，器高 12．9 C飛。

張 り，胴部はソロバン玉状。肩部 ナデが入 る。内面頚部直下右方 （旧11 I ◎S I O 4，26 61）

外面 に平行線文巡 る。器壁薄 い。 向 ◎左上方向のへ ラ削 り。底部

に指頭圧痕あり。
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P o 14

3 18

饗 。 口縁部外反 する複合口縁。屈 口縁部内外面構 ナデ。外面頚部
I

内外面竜茶褐色。細砂粒を含

曲部の硬はシャープ。口縁端部は ナデる。肩部パケ後ナデる。胴 む。

カッ ト気味。頸部の くびれ弱 く， 部中位横 パケ 目， 以下 ナデ消 口径 11．1 （推定）C撒。

扇平な球形を呈す胴部に続 く。器 す。内面頸部直下高い所 より右 （旧11 I ◎S I O4，2 718）

壁 は薄 く，胴部中位に穿孔 がみ ら 方向 ◎左方向のへラ削 り。底部

れる。肩部外面 に木 口状工具によ

る 「ノ」の字文がめ ぐる。

指頭圧痕残る。

P o 15

3 18

饗 。 口縁部は外反する複合 口縁。 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。胴部 内面上部淡褐色，下部褐色。

屈曲部の稜は横方向にひきだされ 外面上部構パケ，下部縦パケ後 外面黒褐色スス付着。細砂粒

鋭 い。口壕端 部 はや や丸昧 を も ナデ消す。内面左方向のへラ削 を含む。

つ。胴部はやや肩の張る球形。器 り。底部指頭圧痕 あり。 口径 13．0 ，胴部最大径 13．‾3 ，

壁 は口縁部 ⑳頸部でやや厚 く，胴 器高 ．1 1．3 C刑。

部は薄 い。 （旧1 1 I ◎S I O4，265 9）

P o 16

3 19

聾。 口縁部 さらに外反す る複合口 口縁部内外 面横 ナデ。外面頸 内外面乳白色。外面片側 スス

縁。屈曲部は横へつまみ出されか 部 ◎肩部横 にナデる。以下横ハ 付着。細砂粒を含む。

なりシャープ。口縁端部はナデら ケ目，縦パケ目，下方ナデる。 口径 1 6．2 C撒。

れるがやや平坦な面残る。器壁は 内面頚部 直下高 い所 よ り右方 （旧11 I ◎P 4 ，269 5）

頸 部下で薄い。 向 ◎左方向 ◎右上方向のへラ融

り。下方浅 い指押え痕残 る。

P o 17

3 19

聾 。 ロ縁部は外反する複合口縁。 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。胴部 ’ヽ外面黒褐色 スス付着∴内面淡

屈曲部の稜はやや鈍い。口縁端部 外面上半嘩方向の粗いパケ且 褐色。砂粒を含む。

は外側 にカ ッ トし， やや肥厚す 下半不定方向の粗いパケ目後ナ 口径 16．3，，胴部最大径 2 3．8 cm

る。頸部は短 く縦長の胴部につづ デ消す。内面上半右方向のへ ラ （旧1日　 ◎S I O4，2 709）

く。口縁 ⑳頸部の器壁 は厚 い。 削 り。下半上方向のへラ削り。

指頭圧痕あり。

P o 18

3 19

賓 。 口縁部は外反する複合口縁。 ロ縁 ◎頸部内外面横ナデ。外面 外面黒褐色。スス付着。内面淡

屈曲部の稜はやや鋭い。口縁端部 肩部パケ後ナデ消す。内面右方 褐色。細砂粒を含む。

はやや丸味をもち，外側 に肥厚す 向のへ ラ削 り。 口径 14．8 （推定）cm 。

る。・肩部に 12条 の平行線が巡る。 （旧1日　 ⑳P 4，269 1）

P o 19

3 19

聾 。 口縁部外反 してのびる複合 ロ 口縁部内外面槙 ナデ。外面頸部 外面黄灰色， 口縁部一部黒斑

縁。屈曲部 は横 につまみ出され稜 か ら肩部榛にナデる。以下幅広 あり。内面暗灰色。細砂粒を
lは シ．ヤープ。口縁端部 は角ぼる。 のパケ目。内面胴部高い所 より 含む。 口径 17．9 （推定）cm 。

器壁 は胴部で薄い。 右方向のへラ削 り。 （旧11 I ⑳S I O 4，26 58）

P o　20

3 19

聾 。 日録部 は外反す る複合口縁。 口縁 ◎頚部内外面積 ナデ。 外面 内外面淡褐色，外面 スス付着

屈曲部の稜は鋭い。 口縁端部カ ッ 胸部不定方向のパケ目後ナデ消 細砂粒を含む。

卜気味で外側に肥厚す る。頸部は す。内面右方 向のへ ラ削 り。 口径 15．2 cm 。

短 い。肩部に木 口状工具による刻 （旧1日　 ◎S I O 4　◎S K 13，

み 目。櫛状工具 による11本 の平行

線巡る。

26 68）

P o　21

3 19

P o　22

3 19

蜜 。 口縁部外反する複合口縁。屈 口縁部内外面横 ナデ。外面頚部 内外面灰褐色。外面胴部以下

曲部の稜は所々ナデられるが全体 横 にナ デる。肩部ナデる。所々 スス付着。細砂粒を含 む。

的に鋭い。 口縁端部はナデられ丸 パ ケ目残る。以下重 なり合 う密 口径 12．5 ，器高 17．5 cl花。

味を もつ。頸部の くびれ弱 く， し なパケ目調整。底部ナデか？。 （旧1 1 I ⑳S I O4，26 55）

内外面淡灰褐色。胎土細か く

りすぼまりの胴部に続 く。底部に 内面頸部ナデる。胴部上方左方

外か ら内への穿孔あり。器壁は口 向 ⑳下方左上方 向のへラ削 り，

縁 ⑳頚部で厚 く，胴部は薄い。 部分的に指押え跡みられ る。

高塀杯部。杯部 に稜をもつ。 内外面横パケ後横ナデ， その後

縦方向のへラ磨き。 外面パケ目 均一一。口径 2 7．6 cl花

残 る。 （旧 11 I ◎S I O4，265 1）
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P o　23 高塀。直立する口縁部を もつ塊状 口縁部内外面ナデ後へラ磨 き。 内外面淡褐色。胎土 3閻大の粒

3 19
の杯 部と，広 くひろが る脚部を も 脚部外面パケ目。内面脚簡部へ 子を一部に含む。 口径 1 1．3，
つ。 ラ削 り。脚裾部横 ナデ。 脚径 20．1，器高 9．9 cm 。

（旧 11 I ◎S I O 4，26 77）

P o　24 高塀。外に開 く杯部 と直立する脚 口縁部内外面榛ナデ。外面師部 内外面赤褐色。杯内面にスス

3 19
部。 縦パケ後ナデ，脚部ナデ。 内面 付着 ？胎土 2 ～ 3 御大の石英

杯部横パケ，簡部へ ラ削 り，裾 粒を非常に多 く含む。　 口径

部構ナデ。裾端部ナデ。 1 6．0，脚径 12．6，器高 10．8

cm （旧11 I ◎S I O 4，2649）

P o　2 5 高塚。やや内傾 し外反する師部 と 外面杯部へラ磨 き，脚部へラ磨 内外面淡灰栂色。細砂粒を含

3 19

外 に開 く脚部。 き。内面杯部へラ磨き，脚部絞 む。口径 8．5 cm

り。 （旧 11 I ◎S I O 4，26 73）

P o　26

3 19

高塀脚部。柱状部は短 く，大きく 外面 2 段の縦へラ磨き。内面柱 内外面淡赤褐色。細砂粒 を含

む開 く裾部を もつ。接合部内面中央 状部左方向のへ ラ削 り。裾部ハ

部に小孔あ り。脚端部欠損。 3 方

透 し孔。

ケ目後ナデ。 C）
（旧11 I ◎S I O 4，27 37）

P o　2 7 低脚杯。内湾気味に立ち上が る深 外面杯部 2 段 の縦へラ磨き。内 内外面淡赤褐色。細砂粒を含

3 19

い杯部。脚部欠損。 面縦へ ラ磨き，一部横パケ目残

る。

む。口径 13．8 cm 。

（旧 11 I ◎P 3，27 26， P 2，

2 724， P l， 272 5）

P o　28 低 脚杯破片。脚部を欠 く。浅い椀 杯部外面パケ目調整の後縦方向 内外面とも淡褐色。細砂粒を

3 19
状 を なす。目線端部丸味をもちな のへラ磨き。へ ラ磨 きの単位は 含 む。
が らも小 さく角張る。 不明瞭で器面 は粗い。内面丁寧 口径 17．3 （推定）cm 。

な縦方向のへラ磨き。 （旧1 1 I ◎S I O 4，26 47）

P o　2 9 高塚 型器台。杯部は浅 く，口縁部 杯部外面横へラ磨 き後ナデ。内 内外面淡褐色。細砂粒を含む。

3 19
は外反する。 口縁端部はカ ット気 面剥離著 しいが横へ ラ磨 き。脚 口径 1 1．3 （推定），脚径 12．1
味 。屈曲部の稜は鈍い。 部外面柱状部上部縦へ ラ磨 き。 （推定），器高 9．2 C爪。
脚部は 「ハ」の字状 に開 く。脚端 以下縦方向のパケ目，一部横に （旧11 I ◎S I O 4，267 1）
部 カットし角ぼる。三方透 し孔有 ナデる。裾部横ナデも　内面柱状
り。接合部 は円板充填式で中央部 部左方向のへラ削 り。裾部パケ

に小孔あり。 目後ナデ。

P o　30 鼓形器台。受部上位欠損。簡部は 外面榛ナデ，内面受部横へ ラ磨 内外面淡赤褐色　 一部彩色。

320
短 い。脚部はやや内湾気味に開 き き。簡部削り後ナデ。脚部右へ 砂粒を含む。

脚端部はカットしさらに開 く。稜 ラ削 り。脚端部桟ナデ。 底径 1 6．2 cm。
は鋭い。 （旧11 I ◎S I O 4，2680）

P o　3 1 鼓 形器台。受部強 く外反 し，端部 外面横 ナデ。内面受部横方向の 内外面淡褐色。胎土細 く均一

3 20
横方 向に折 り曲げる。脚部低 く開

く。

へラ磨 き。脚部左方向のへラ削 口径 19．7 ，底径 19．2 C鵜。

り，脚端部横ナデ云 （旧 11 I ◎S I O 4 ◎P 4 ，

269 7， 268 9）

P o　 32

320

P o　33

3 20

鼓形器台。受部内湾気味に外方 に 外面横ナデ。内面受部削 り後構 内外面淡赤褐色。砂粒 を含む
開き， 口縁端部カ ットしさらに外 へラ磨き。筒部削 り後ナデこ 脚 口径 18．6 （推定） 脚径 17 6
方 にのびる。簡部は短い。脚部は 部左方向のへ ラ削 り。脚部下位 ）

（推定），器 高 10．4 cl花。
短 く外反 し，脚端部 はカットしさ

らに外方 に開 く。稜 はやや鋭 い。

脚部に 4 条 のへラ記号あ り。

コシキ型土器口縁。やや外方に開

は右方向のへ ラ削 り。受部 ◎脚 （旧1日 ◎S I O 4，2 664）

邸 とも端部は横ナデ。

外面上位 は桟 にナデる。下位縦 盛，外面淡黄褐色，内面灰褐色。
く口縁。口縁端部 は平坦面 を な

す。

パケ目。内面上位横 にナデる。 細砂粒を含む。 口径 3 1．O c仇。

下位左方向の削 り。 （旧 11 I ◎S I O4，26 44）
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P o　34

3 19

コシキ型土器底部。 タガ状の凸帯 内外面とも埠にナデる。 内外面明褐色。細砂粒を含む。

がつく底部。底部端部は平坦面を 底径 15．0 cm 。

なす。 （旧11 I ◎S I O 4，2645）

lP o　3 5

3 19

鉢。椀状をなす胴部か らわずかに 口縁部 内外面とも桟 ナデ，外面 外面黒灰色，内面淡褐色。細

外反 させた 「く」の字状の口綾部 胴部パケ目調整の後ナデ消す。 砂粒，黒雲母を多量に含む。

をつくる。 ロ縁端部内面若干硬を 内面頸部ナデ，胴部へ ラ削り後 口径 7．7 ， 脚部最大径 7．2 C珊

なす。 ナデ。 （推定）。 （旧1日 ◎S I O4

内 S D O 3，27 30）

B　 l 金銅製金具。表面だけメッキを施 径 3 4．0，高 さ 8．0 ， 厚さ 0．6 閻 挿図32 1

こす。 内側 の縁が上に伸び，下部

に 6 個 の穴を持ち，外縁 に 6 つの
花弁を持つ。外縁は幅 l料 にわた

って斜 めに削 り溝 とされている。

（旧10 I ◎1 12）

M　 l 櫛歯文鏡。青銅製の鏡で，縁は痛 径 3．7 C飛。 厚 さ 1．5 闇。 挿図32 1

みが激 しい。裏面は幅 5 間の リン

グ内に櫛歯文が刻 まれている。裏

面の中央に高さ 4 7硯，幅 6 闇 の紐

があり，孔径は 2．5 間 を測る。表

面は凸面。

（旧1 1 I ◎S E ，1 146）

F　 l 刀子。茎鹿角装。身は中央部 より 最大幅，身 1．9 ， 茎 1．6 ，厚 さ 挿図320

2 つ に折れているが，錆で くっつ

いている。

身 0．4 ， 茎 0．5 C爪。 （旧11 I ◎N E ，262 4）

F　　 2 鉄斧。 取付部 に木質が残る。 長 さ 7．’2 ，幅は刃先で 5．2 ，取 挿図3 20

り付 け部 4．2 。・厚さ取り付け部

0．3 ，刃部基部約 0．7 C珊

（旧ll I ◎S I O 4，2732）

F　　 3 飽 。 全長 1 1．1 ，最大 幅 0．9 ，厚 さ 挿図320

0．3 cm （旧1 1 I‘◎S E ，262 3）

F　　 4 銑鉄。 最大幅 1．7 ，厚さ 0．4 C硯。 挿図3 20

（旧1日　 ◎S 「0 4，2 702）

F　　 5 鉄鍵 。 最大幅 0．9 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図320

（旧 1 1 王　◎P 上 27 27）

F　　 6 棒 状鉄製品。 最大幅 0．6 ，厚 さ 0．3 C釈 挿 図320 （旧 ll I ◎S I O4

内 S K 14，2723）

F　　 7 ・刀子 ？ 最大幅 1．2 ，厚 さ 0．2 cm 挿 図320

（旧1 1 王　◎S 王掴，2679 ）

J　 l 有 孔方形板。 2 孔 のうち l 孔 は両 長さ2 3．5，幅 12．3，厚 さ3，50， 挿 図32 0

面 穿孔，他の 1 孔 は貫通 していな 孔径 8．5 ～ 2．5 闇。 （旧ll I ◎S 王0 4，27 13）

い。 軟質の碧玉。

J　 2 管玉未製品。 長 さ18．0，最大径 7．0 欄。軟質 挿図320

の碧玉。隣 り合わない擦面 3 面

が観察 され る。

（旧1 1 I ◎S I O 4，27 12）

J　 3

l

ll碧玉 製管玉。 1も．一′
深緑色。径 4．7 ，孔径 2．2 ， 長 挿図32 0

さ 1 4．6 闇 。 l （旧田 ◎S I O4，27 29）

D　 l 大型土塵。 最大径 5．0 ， 長さ 8．8 cm。 挿図320

淡灰 褐色。 （旧1日 ◎S I 0 4 。P L 2728）
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SA Ol e　¢2

Po　 l 饗。口縁部は外反する複合口縁で 口縁部内外面横ナデ。肩部外面 外面淡黄褐色　 内面暗黄褐色。

322
屈曲部の硬はやや鋭い。口縁端部 パケ目後ナデ，下位にパケ目残 細砂粒を多量に含む。
若干丸味をもつ。 る。内面頚部ナデ，肩部右へラ 口径 16．3 C鵜。　 （旧9 J ◎

興り。 S W ◎S K O2，361）

P o　 2 聾。口縁部は直立気味に外反する 口頸部内外面横ナデこ 内外南淡褐色。外面スス付着。

322
複合口縁。口縁端部は丸昧をも 細砂粒を含む。口径16．8 （推
つ。屈曲部の稜はやや鋭い。 定）C珊。 （旧9 J ◎S I O2，

P 6

S D O瑠′、89

Po　l 蛮口縁部。厚手の口縁部で口縁

＼
外面口頚部ハゲ目調整後口縁部内外面暗赤褐色。細砂粒を含

325
端部は丸い。内面頸部鋭い稜を横ナデ，特に頚部に強い横ナデむ。口径28．0（推定）C現。
なす。頸部下位の器壁は薄い。 が走る。内面口綾部横方向のハ．（旧SX O5E ◎SDOl内，

ケ目，肩部左方向のへラ削り。 328）

Po　2 椀。正半球形ではなくやや歪。口外面底部へラ削りが認められる内外面淡黄褐色。外面濃くス

’325
縁端部は丸い。底部は比較的平らが全体をナデ仕上げ。内面丁寧ス付着。細砂粒少量含む。黒
である。 な放射状へラ磨き。 雲母含む。口径14．4C仇。

（旧10I◎SXO5E◎SD

02，516）

Po　3 須恵器有蓋高塚。師部口縁部欠損師部内外面接ナデ。杯底部ナデ内外面灰褐色。胎土精良。2

325

たちあがりは内傾の度合が大きくる。脚端部内外面積ナデ。内面間大の砂粒を少量含む。焼成
受部は鋭さに欠ける。脚部は長く簡部絞り目若干残る。 良好。
裾部は大きく広がり，脚端部横方

向に伸びる。簡部中位と下位に凹

線がめぐる。透しは2段で2方に

あけられている。

器高14．0，脚径12．6（推定）

C郡0
（旧11H◎SXO5E◎SD

01，323，326）

桐H◎鋼　　板石薬石遜構

P o　 1

3 29

聾。口縁端部は外に尖 る。口縁端 口綾部内外面横ナデ。 内外面淡灰褐色。胎土細か く

部 に強い構ナデ。 均一。口径 14．O c珊

色。 （旧11 H ◎7 3）

P o　 2

32 9

饗。やや外に開 き気味に直立する 胴部外面パケの後，口縁部内外 内外面淡褐色。胎土細か く均

口縁部。肩のはる休部。内外面丹 面接ナデ。胴部内面横方向のへ 一。口径 12．1 cm

塗 り。 ラ削り。 （旧11 H ◎N E ，79）

P o　 3

32 9

饗。口縁端部は角ぼる。複合口縁 口綾部内外面横ナデ。胴部内面 内外面淡灰褐色。胎土細か く

横方向のへラ削 り。 均一。口径 17．8 C珊

（旧11 H ◎8 0）

P o　 4 椀。口縁端部は角ぼる。 外面細かい不定方向のパケ目後 内外面橙色。 2 ～ 3 閻 大の拉

329
底部ナデも　内面へ ラ削 り後縦方 子を一部に含む。口径 14．3，

向の磨 き。日録 内外面横ナデ。 器高 4．O c珊

P o　 5

32 9

土師質土器。椀。 口縁部。 内外面榛ナデ。 内外面橙色。胎土細か く均一。

口径 1 1．6 C珊

（旧11 H ，′57）

P o　 6

32 9

土師質土器。皿底部。底部に糸切 内外面横ナデ。 内外面褐色。胎土細か く均一。

り痕。 底径 8．O c珊

（旧1 1H ，27，5 7）

－127－



P o　 7 須 恵器蓋杯蓋。口縁部の破片。 口 口縁内外両横ナデ。 口径 16．3 cm 。

32 9 縁端 部は丸い。 （旧11 H ◎N E ，76）

椚　王。SK馴

P o　 l

331

小型丸底型。口縁部やや内湾気味 外面口縁部ナデ後横へラ磨き。 内外面赤褐色。黒斑。砂粒を

に立ち上がる 「く」の字状口縁。 胴部上位パケ後横へラ磨き。中 含む。

口縁端部丸 く終わる。胴部は扇平 位パケ，下位パケ後ナデ。内面 口径 8．4 ，胴部最大径10．0，

な球形。最大径は胴部中央 にあ 口縁部から胴部上位ナデ，以下 器高9．lc刑。

る。 へラ削り。 （旧11 I ◎S K O l，937）

P o　 2

331

饗。口縁部内湾する 「く」の字状 口縁 ◎頸部内外面横ナデ。外面 外面スス付着し黒色。内面褐

口縁。口縁端部は内側に傾き平坦 構パケ後ナデ。内面右へラ削り、。色。砂粒を含む。口径 14．3cm

胴部下半欠損。 （旧11 I ◎Ⅳa ，269）

P o　 3

331

聾。外湾ぎみに外傾する複合口 口縁部内外面横ナデ，外面縦ハ 内外面淡褐色。胎土細かく均

縁。 ケ後横パケ，内面へラ削り。 一。口径 14．3cm

（旧11 I ◎S K Ol，943）

P o　 4

331

小型器台脚部。 「ハ」の字状にひ 外面 くびれ部へラ磨き。脚部ナ 内外面赤褐色。黒斑。砂粒を

らく。 デ。内面斜めのパケ目。 含む。底径 11．2 cm。

（旧11 I ◎Ⅳa ，272）

J　 l 滑石製勾玉。 両面穿孔？斜めに穿孔される。 挿図331

全体に歪。長さ4．5 ，孔径 2．0 ，

全長 12．0 帯偶。

（旧11°I ◎S K O l，565）

椚I。S K20

Po　 l

333

壷胴部破片。上位 1条のへラ措き 胴部外面横方向のへラ磨き。内 内外面淡黄褐色。外面一部橙
沈線を施す。 面ナデ仕上げ。指頭圧痕残る。 褐色。細砂粒多量に含む。

器面平滑。 胴部最大径37．8 （推定）cm。

（旧11I ◎S K 20，2741，
2742）

Po　 2

333

璽口縁部破片。ほとんど傾斜をも 口縁部内外面横ナデ，口縁部外 外面暗灰褐色。スス付着。内

たないでまっすぐにのびる胴部か 面に指頭圧痕残る。胴部外面ハ 面淡黄褐色。細砂粒を多量に
ら頚部でやや凹ませ，短く外反す ケ目調整後ナデ？　 内面胴部ハ 含む。
る口縁部をつける。頚部外面に接 ケ目調整後ナデ仕上げ。 口径18．0 （推定）C帯。
合部が観察される。口縁端部外面

に刻み目，頸部下位に2条のへラ
措き沈線，沈線問に刻みを施す。

（旧11I◎S K 12周辺，2641）

Po　3

333

璽口縁部破片。短く外反する口縁 口頸部内外面桟ナデ。外面胴部 内外面暗褐色。外面丹準。
部で端部は丸味をもつ。端部外面 ナデ。内面胴部表面摩滅のため スス付着。小砂粒を多量に含

刻み目を施す。 調整不明，ナデか？ む。

口径20．0 （推定）cm。
（旧11I ◎S K 12周辺，2710）

柑H e S K8I5

P o　 l

336

壷 。 口縁部 直立す る複合 口縁。 屈 口綾部 内外面横 ナ デ 。外 面頸 部 外面黄 褐色 と暗茶褐 色。 口縁

曲部 はナ デ られ， 稜 は退 化 してい 縦 パ ケ 目後横 に ナデ る。肩 部ハ 部 黒斑 あ り。 内面 暗灰茶褐色 。

る。 口縁端 部 はカ ッ ト後 ナ デ られ ケ 目調整 。 内面 頸部 ナ デる。 肩 石 英小 砂粒 めだ っ。

端面 凹む。頚 部短 い。 外面 頸部 下 部 右方 向の粗 いへ ラ削 り。 口径 15．5 （推定 ）cm 。

方 に l 条 の沈線状 の凹 みめ ぐる。

器 壁厚 い。

（旧 10 H ◎S K O 5，656 ）
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P o　 2

336

小 型丸底壷。口縁部内湾気味にの 外面 口縁部か ら胴部上半横方向 内外南淡茶褐色。細砂粒を含

びる長めの 「く」の字状日額。 口 に磨 く。以下パケ目後磨 き。ハ む。

縁端部は先太 りし，丸 く終わ る。 ケ目調整。内面目線部構ナデ。 口径 8．7 ， 胴部最大径 10．4，

器壁は胴部下半で厚い。 胴部上半指ナデ。以下右方向 ◎ 器高 9．6 cm 。

左 方向のへラ削 り。底部 に深い

指頭圧痕 1 個 みられる。

（旧10 H ◎S K O5，65 9）

P o　 3

3 36

小 型 丸底壷。口縁部外方に開 く長 外面 口縁部か ら胴部中位にかけ 外面明黄灰色，黒斑がみられ

めの 「く」の字状口縁。口縁端部 て密 な横磨 き。胴部中位幅広い る。内面明黄灰色。細砂粒を

つまみ上げ られ丸 く終わる。器壁 パケ目後ナデる。以下パケ目調 含む。

は頚部で薄 くなる。最大径は胴部 整。内面口縁部か ら胴部中位横 口径 8．9 ， 胴部最大径 9．9 ，

中位。 方 向にナデる。以下左方向のへ 器高 10．lc仇。

ラ削 り。 （旧10 H ◎S K O 5，71 7）

P o　 4

336

小 型丸底壷。 口縁部内湾気味に立 一口縁部内外面横ナデ後へラ磨き，内外面淡褐色。極細砂粒を含

ち上がる短 い 「く」の字状口縁。 外面胴部上半ナデ後磨 く。下半 む。

口縁端部は先細 りに丸 く終わる。 幅広いパケ目。 内面胴部上方指 口径 8．2 ，胴部最大径 10．2，

頚部 のくびれ弱 く，扁平 な球形の ナデ，中位左方向のへラ削 り， 器高 8．4 cm。

胴 部につづ く。最大 径 は胴 部中

位。

下方削 り後指頭 によるナデ。 （旧10 H ◎S K O 5，657）

P o　 5

33 6

賓。 口縁部内湾する短い 「く」の 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 内外面暗灰褐色。小砂粗を含

字状 口縁。 口縁端部は上向きにカ パ ケ後ナデる。胴部中位パケ目 む。

ットされる。頚部の くびれ弱 く， 所 々ナデられる。以下パケ目調 口径 1 1．8 ，器高 1 1．8 C硯。

やや扇平な球形を呈す胴部につづ 整。内面肩部指ナデ。胴部中位 （旧 10 H ◎S K O 5，6 48）

く。外面肩部に刺突痕 2 個， 口縁 左方向のへ ラ削 り。底部削 り後

部にへ ラによる刻み目 1個。 ナデる。

P o　 6

336

賓。 口縁部は 「く」の字状口縁で 口縁部内外面横ナデ。外面パケ 内外面暗褐色。外面スス付着

頸部に強い横ナデが走 り，稜を呈 目調整の後ナデ消し。内面肩部 小砂粒を比較的多量に含む。

す。口縁端部は内側 に肥厚 し鈍い ナデ。岡部右方向のへラ削 り。 茶色粒子を少量含む。

稜をなす。胴部は球形。肩部に全 下部 に左上方向のへラ削 りが認 口径 14．O c欄。

周 しない木口状工具 による刻み目

3 条 を有す。

め られる。 （旧10 H ◎S K O 5，7 18）

P o　 7

33 6

賓 。 口縁部直立気味に立ち上が り 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 外面暗灰褐色。全面スス付着

端部 で外反す る複合口縁。屈曲部 横 にナデる。胴部極 めて雑 なハ 特に胴部中位著 しい。内面暗

はナデられるが鋭さを残 す。口縁 ケ目調整。下方に所々ナデが施 黄灰色。石英の小砂粒めだっ

端部は外側へカット。頚部短い。 される。内面肩部指頭圧痕が残 口径 14．2 ，器高 2 5．9 （推定）

肩部外面に刻み目を施す。胴部や る。以下左方向のへラ削 り，底 C珊0
や 扁平な球形。器壁は一棟。 部所々ナデがみ られ る。 （旧 10 H ◎S K O 5，6 52）

P o　 8

33 6

P o． 9

336

高塚。広い底部から鋭 く外方にの 杯部外面パケ目後ナデる。最後 内外面明赤黄色。細砂粒を含

び，端部や角ぼる杯部 と，比較的 疎 らな磨 き。中位は強くナデら む。

小さな脚部を持つ。脚端部は丸味 れる。内面磨き。脚部外面柱状 口径 17．5 ， 脚径 10．2 ，器高

を帯びる。脚部差 し込み式。

高塚。広い平坦な底部か らシャー

部上方パケ目残 る。面取 り後所 1 1．8 C冊。

々磨き。内面上方不明，下方絞

り目残 る。裾部上方に爪跡著 し

い。裾部パケ目後ナデ仕上げ。

杯部外面パケ目後全面ナデ。最

（旧10 H ⑳S K O 5，6 5 1）

内外面茶黄色 と黒灰色。胎土

プにのびる浅い杯部。口縁端部 は 後に疎 らな横磨き。内面横磨き 精良。

カ ット後ナデられ丸味を帯びる所 後密な放射状磨き。 口径 17．4 （推定）cm。

があ る。脚部は差 し込み式。杯底

部外面に脚部へラ削 り時にできた

え ぐり跡見 られる。

（旧 10 H ◎S K O 5，660，716）
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P o lO

336

高塚 。琢郡上半を欠 く。広い平坦 杯部外面パケ目後ナデ後磨き。 内外面明赤黄色。細砂粒を含

な琢底部 と，低い所か らゆ るやか 内面横 ◎縦に磨 く。柱状部外面 む。

に 「ハ」の字状 に開 く裾部を持つ 面取 り後横磨き。上方にパ ケ目 脚径 10．l c爪。

脚部。脚端部は鋭 くカッ ト。脚部 残 る。内面絞 り。堀部外面ナデ （旧 10H ◎S K O 5，649）

差 し込み式。 後横磨き。内面重 なり合 うパケ

目調整。

P o 11

336

高塀 。広 い平坦な杯底部か ら斜め 師部外面縦パケ目後ナデ，中位 内外面明茶黄色。胎土精良。

に開 く口縁部を持つ。口縁端部は にパケ目跡残 る。最後に疎 らな 口径 17．4 ，脚径 9．7 ， 器高

やや外反 し，端面角ぼる。脚部は 磨き。内面横 磨 き後放 射状磨 12．7 cl花。

琢部に比べ細 く，小さい。脚端部 き。脚部外面面取 り後横磨き。 ．（旧10 H ◎S K O5，65 9，7 14）

は丸い。器壁は接合部で厚い。 上方にパケ目残る。 内面柱状部

挟 る。下方絞 り目残 る。裾部パ

ケ目後指押え。

P o 12

336

低 脚杯。師部大半欠損。低い所か 外面横方向にナデる。内面師部 内外面乳白色。細砂粒を含む。

ら大きく 「ハ」の字状に開き，脚 ’磨き ？　 脚部ナデ仕上げ。 脚径 8．1 cm 。

端部で丸 く終わる。脚端部にへラ

状工具 による刻み跡が乱雑にめぐ

る。

（旧10 H ◎S K O5，65 3）

F　 l 鉄鎌。 最大幅 2．2 ，厚 さ 0．3 C椚 挿 図33 5

（旧10 H ◎N E ，79 0）

J　 l 滑石製小玉。側面 に稜が入 る。 黒灰色。径 4．9 5，孔径 2．0 ，厚 挿図335

さ 2．4 ～ 2．1 5 珊机。 （旧10 H ⑳S K O 5，64 6）

S　 l 薇 石か ？　 使用痕 らしきものは認 ・全長 1 3．2，最大幅 7．O c仇。 挿図33 5

め られず。 （旧 10 H ◎S K O5，72 0）

＝H。S K Ol

P o　 l

338

壷。頚部に凸帯をもつ。やや中ぶ 口縁部内外面横ナデ。頚部内外 内外面淡灰褐色。胎土 1椛的大

くらみで外樗開く複合口縁。頚部 面接ナデ。肩部内面指頭圧痕。 の粒子を均一に含む。

はやや外傾気味に直立する。 口径 26つ C珊

（旧11H ⑳　S K Ol，413）

P o　 2

338

聾。口縁上端部に擬凹線？　 やや 胴部外面主として横方向のパケ 内外面淡灰褐色。胎土 2 彿大

外傾する複合口縁。ロ縁端部は丸 目の後肩部以上にナデ。内面へ の粒子を含む。胎土中に土器

い。胴部中央部はやや直立する。 ラ削り。口縁部内外面横ナデ。 片を含む。

口径 17．2 cm

（旧11H ◎S K Ol，410）

P o　 3

338

聾。外傾し，端部で外反する複合 口縁部内外面横ナデ。胴部内面 内外面淡灰褐色。胎土細かく

口縁。 へラ削り。 均一。口径 16．8 cm

（旧11H ◎S K O l，399，397，

402）

P o　 4

338

賓。 口縁端部やや角ぼる。やや外 胴部外面下から上への数度のハ 内外面淡灰褐色。胎土 2 7郡大

反する複合口縁。卵形の胴部。外 ケ目。内面底部指頭圧痕。下か の粒子を含む。

面全体にスス付着。 ら上を横のへラ削り。口縁部内 口径 摘．7 C珊

外面横ナデ。 （旧11H ◎S K Ol，414）

P o　 5

338

鼓形器台。稜は角ぼる。脚端部に 外面全体に横ナデ。脚部内面へ 内外面淡灰褐色。胎土 1 ～ 2

強い横ナデ。 ラ削り。受部へラ磨き後ナデ。 御大の粒子を含む。

脚端部横ナデ。 脚径 18．7 C珊

（旧11H ◎S K Ol，411）
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P o　 6 鼓形器台。硬 はやや尖る。 口縁端 外面全体に横ナデ。脚部内両横 内外面淡灰褐色。胎土 l ～ 2

338
部 は丸 くふ くらみ角ぼる。嘲端部 のへ ラ削 り。受部内面積のへラ ㈲大の粒子を含む。口径2 0．8，

はややあが る。 磨き後ナデ。口縁部 ◎脚部内外 脚径 17．5 ，器高 9．8 C珊

面端部横ナデ。 （旧11H ◎S K O l，4 12）

P o　 l 小型丸底壷。内湾気味に立ち上が

′

外面全面横方向のへラ磨き。細 内外面赤橙色。細砂粒をやや

34 0
る口縁部で端部は丸味を もって小 か いへ ラ磨きではあ るが粗 く， 多量 に含む。

さくおさめる。口縁部の器壁は厚 なめ らかな面を呈 しない。パケ 口径 1 1．0 ，胴部最大径 10．0

い。胴部は局平 な球形をなすと思 目が若干残 る。内面口縁部槙ナ Cm O
われ る。 デ，胴部右方向のへラ削 り，胴

部最大径位で稜をなす。

（旧 9 I ◎S E O l，475）

P o　 2 賓 口縁部破片。 口縁部は複合口縁

J

目線部内外面 とも横ナデ，外面 外面黒褐色　 内面橙褐色。 3

34 0
で 口’縁端部は平坦面をなす。屈曲 肩部パケ目調整。内面肩部上位 耶大 の石英粒子を少量含む。

部の稜は鈍 く水平方向にのびる。 ナデ，定間隔 に指頭 圧痕が残 口径 18．2 （推定）C机。

器壁 は厚い。 る。・下位右方向のへ ラ削 り。 （旧 9 I ◎S E Ol，57 0）

P o　 3 高杯師部。丸味をもちなが ら外反 杯部外面縦方向のへ ラ磨 き，上 内外面淡褐色。内外面とも丹

340
す る杯部で大きく開 く。 口縁端部 位 にパケ目残る。 内面横方 向の 塗 り。細砂粒，特に金雲母を

は凹線が入る。 へ ラ磨き後縦方向のへラ磨 き。 ・含む。口径 2 2．9 cl花

（旧 9 I ◎S E O l，465）

F　 l 刀 子。 長さ1 1．1，最大幅刃 1，6 ， 茎幅 挿図34 0

0．8 ， 厚さ刃 0．4 ， 茎 0．4 cm （旧 9 I ◎S W ，56 0）

石岡い遺構

P o　 l 聾。 口縁 部 内湾 気味 に立 ち上 が る 口縁 部 内外面横 ナデ。外 面頚部 外面 暗灰 褐 色。胴 部肩部下 ス

34 2

短 い 「く」 の字状 口縁。 口縁端部 か ら肩部 ナ デる。 胴部 中位パ ケ ス濃 く付着。 内面 暗黄灰褐 色
は やや内傾 し， 端 面角 ぼ る。頚部 目。 以下 云ス付着著 しく調 整不 ベ ンガ ラ付着d　小 砂粒 目立 つ

の くびれ はゆ るやか で，縦 長の球 明。 下方ハ ケ 目み え る。 内面 頸 口径 14．8 （推定 ）cm。

形 を呈 す胴部 につづ く。 肩 部外面 部 ⑳胴 部上方 拇 ナデ。 以下右方 （旧 9 I ◎S W ，28 0）

に木 口状 工具 に よる平行 の刻 みが 向 ◎左方 向 ◎左 上 方 向 へ ラ削

1見 られ る。 器壁 は 口縁 ◎胴部 上半

で厚 い。

り。 下方 浅 い指頭 圧痕残 る。

S　 l

34 2

敲 石。 施溝 2 ヶ所 。 長 さ．15．3 cm 言敲面 は 2 面　 又 2

面 に， 使 い易 くす るため に彫 ら

れた と推定 され る換 り状の溝 ，

他 所 はすべ て光 沢 のあ るなめ ら

か な面。

（旧 9 I ◎S W ，27 9）

S　　 2

34 2

敲石 。施溝 1 ヶ所。 長 さ15．6 C7花，敲面 は 2 面 ，他 は

光沢 の あ るなめ らか な面 。 1．面

は持 ち易 くす るため つ くられ た

と思 われ る挟 り状 の溝が あ る。

（旧 9 I ◎S W ，278 ）

S　　 3

34 2

敲石 。敲面 一部欠 損。 長 さ22。9 C甥，敲面 は 2 面 だが一

面 は使 用 してい る うち に破損 し

た と思 われ る。 擦 り面 は 1面。

（旧 9 I ◎S W ，27 7）
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